
 

令和 5 年 11 月 14 日 
中国電力株式会社

島根原子力発電所防災訓練計画説明に係る面談（5 週間前）時の確認事項 

中国電力島根原子力発電所総合防災訓練（令和 5 年 11 月 24 日）の訓練計画について、今回訓

練における取り組み事項を「令和 5 年度 原子力事業者防災訓練の評価の進め方（令和 5 年 7 月

26 日 原子力規制庁 緊急事案対策室）３．評価のための確認内容」（本資料点囲いが引用部分）

に沿って説明する。

全般

○訓練計画＜資料＞

・中期計画上の今年度訓練の位置付け

・今年度の訓練目的、達成目標

・主な検証項目

・実施・評価体制

・訓練の項目・内容（防災業務計画の記載との整合）及び評価基準

・訓練シナリオ

－プラント運転状態、事象想定、スキップの有無等

－現状のプラント状態を踏まえた訓練の実施方針

・その他

－ERSS／SPDS の使用

－COP 様式

－即応センター、緊対所レイアウト図

－ERC 対応ブース配席図、役割分担

－ERC 書架内の資料整備状況（資料一覧）

○評価指標のうち、主に［Ｐ］、［Ｄ］に関する内容【資料】

⇒詳細は以下参照

○事業者と ERC の訓練コントローラ間の調整

⇒詳細は以下参照

注意：

・【資料】となっているものは面談資料として提示頂くもの（訓練シナリオ（非提示型の場合）、

個人名、連絡先など、必要な箇所のマスキング処理を確認する。）

・COP：共通状況図のこと。事故・プラントの状況､進展予測と事故収束対応戦略､戦略の進捗

状況について認識の共有のために作成される図表であって､各社で様式や名称は異なる。

別紙に基づき説明する。
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＜関連説明資料＞

○別紙１ 2023 年度島根原子力発電所総合防災訓練 実施計画書

添付資料－１ 2023 年度島根原子力発電所 総合防災訓練における検証計画 
添付資料－２ COP 様式について 
添付資料－３ 情報共有のためのツール等の活用

添付資料－４ 2023 年度総合防災訓練における各訓練項目の内容 
添付資料－５ 情報共有のための情報フロー

添付資料－６ 緊急時対策本部、緊急時対策総本部レイアウト図

添付資料－７ ERC 対応ブース 配席図、役割分担 
添付資料－８ シナリオ非提示型原子力防災訓練における情報開示等状況整理

添付資料－９ （抜粋）統括班運営マニュアル、支援班（東京支社）マニュアル 

添付資料－10 2023 年度訓練における ERC-CP の選出について（改１） 

添付資料－11 （参考）ERC-CP および東京支社リエゾンの訓練経験

○別紙２ 2023 年度 事業者総合防災訓練 基本シナリオ【プレイヤー非開示】

○別紙３ ERC 書架内の資料整備状況

○別紙４ 【新規制基準適合炉】EAL 早見表

○別紙５ 原子力防災訓練中期計画（発電所・本社）の見直しについて

○別紙６ 島根原子力発電所防災訓練の継続的改善スケジュール（PDCA）について

◯別紙７ 発電所および本社評価チェックシート

◯別紙８ 気付き事項対応状況一覧
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指標１：情報共有のための情報フロー 

○発電所、本店（即応センター）、ERC の３拠点間の情報フローを確認する。

・情報フローとは、次の５つの情報

－①EAL に関する情報

－指標２に示す情報（②事故・プラントの状況、③進展予測と事故収束対応戦略、④戦略

の進捗状況）

－⑤ERC プラント班からの質問への回答について、いつ、どこで、だれが、なにを、ど

んな目的で、どのように、の観点からみた、情報伝達の一連の流れをいう。

○情報フローにおいて、前回訓練における課題及び当該課題を踏まえた改善点を確認する

①前回訓練で情報フローに問題がある場合

・前回訓練での情報共有における問題が発生した事業者は、問題に対する課題の抽出、原

因分析及び対策を確認する。

・その上で、情報フローが対策を反映したものとなっているか確認する。

②前回訓練で情報フローに問題がない場合

・情報フローに対し、更なる改善点が無いか検証した結果を確認する。

○発電所、本店（即応センター）、ERC の３拠点間の情報フロー

①EAL に関する情報

・プラントパラメータ等から EAL 事象の発生を発電所にて判断した場合、発電所から関係箇所

へ速やかに通報連絡（電話／FAX）を実施する。

・発電所緊急時対策本部（以下、「発電所本部」という。）における判断情報は、発電所本部か

ら、社内 TV 会議を通じて本社緊急時対策総本部（以下、「本社総本部」という。）および ERC
対応室へ報告する。

・入手した情報に基づき、ERC 対応室から通報文、EAL 早見表【ERC 備付資料】等を用いて

TV 会議で ERC へ EAL に関する情報（事象（判断理由）、判断時間）を説明する。

・また、ERC 対応室内で、プラント状況について模擬 SPDS 等を用いて確認し、EAL 発信／

見込みの蓋然性が高い場合、ERC へ前広な情報提供を行う。

②事故・プラントの状況

・事故・プラントの状況は、模擬 SPDS、コントローラからの情報付与等に基づき、発電所本

部から、社内 TV 会議を通じて本社総本部へ報告する。

・また、発電所本部において事故・プラント状況に基づき情報共有ツール （COP）をあらかじ

め定めたタイミングで作成し、本社総本部および ERC 対応室へ送付する。

・その他に、模擬 SPDS、ERSS 訓練モードにより、ERC 対応室において事故・プラント状況

の把握を行う。

・入手した情報に基づき、ERC 対応室から情報共有ツール（COP）、模擬 SPDS 等を用いて TV
会議で ERC へプラント状況に関する説明を実施する（必要に応じ、手書きメモ作成や、情報

共有ツール（COP）を手書き更新・最新化して説明）。
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③事故収束対応戦略  

・事象の進展や事故収束戦略を発電所本部にて判断・検討し、発電所本部にて情報共有ツール

（COP）を随時発行し、本社総本部および ERC 対応室へ送付する。  

・入手した情報に基づき、ERC 対応室から情報共有ツール（COP）、事故対応の手順フロー【ERC
備付資料】等を用いて TV 会議で ERC へプラント状況に関する説明を実施する。  

・また、ERC 対応室内で、プラント状況について模擬 SPDS 等を用いて確認し、事故対応の手

順フロー【ERC 備付資料】により今後の事故収束対応戦略の概要が把握できる場合、発電所

にて戦略決定未を明確にした上で、ERC へ前広な情報提供を行う。 

 

④戦略の進捗状況  

・発電所における事故収束戦略の進捗状況について、発電所本部から、社内 TV 会議を通じて

本社総本部および ERC 対応室へ報告する。  

・ERC 対応室においては、至近に発行された情報共有ツール（COP）に対して、戦略の進捗状

況を踏まえて必要な見直し箇所があれば、変更箇所の手書き更新を行う。  

・入手した情報に基づき、ERC 対応室から情報共有ツール（COP）、事故対応の手順フロー【ERC
備付資料】等を用いて TV 会議で ERC へプラント状況に関する説明を実施する。 

 

⑤ERC プラント班からの質問への回答  

・ERC プラント班からの質問は、TV 会議を経由して ERC 対応室で把握する。  

・把握した質問は、ERC 対応室要員（質問管理担当）が一元管理し、質問事項をホワイトボー

ドに書き出す。また、関係する ERC 対応室要員は回答の作成を行う。  

・ERC 対応室から TV 会議又は ERC へ派遣したリエゾンを経由（質問を受けた際のルート）

し、ERC プラント班へ回答する。  

・また、一部の質問について、発電所本部へ確認する必要がある場合は、ERC 対応室要員から

発電所本部へ直接確認し、その聞き取り内容を回答する。 

 

＜資料＞ 

○別紙１ 2023 年度島根原子力発電所総合防災訓練 実施計画書 
添付資料－５ 情報共有のための情報フロー 
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指標２：ERC プラント班との情報共有   
○事象の進展や事故収束戦略・予測進展の変更といった状況変化時や、適時に施設全体を俯瞰

した現況について、テレビ会議システム等での発話等により説明ができたかを評価の観点と

する。 
また、訓練実施後に行う ERC プラント班要員へのアンケート結果も踏まえ評価に反映する。 
積極的に情報提供が行われたかという観点のみならず、ERC の各担当のニーズや要請に応

じて適切なタイミングで行われていたかという観点で評価すること。 
○要員の育成・配置について、以下を評価する。 

① 緊急事対応要員の適切な育成・配置計画が明文化されていること。 
② 育成・配置計画は実発災を想定した適切なものであり、訓練時にこの計画に基づき要員

配置されていること。 
なお、育成計画の一環として訓練時に緊急参集が出来ない者の参加を否定するものではない

が、参加要員の３割を上回らないこと。この場合、「限定的な想定」に該当。 
③ 全ての参加者が実要員の場合、「実発災を想定した配置」に該当する。 

 

○ERC プラント班への説明について 
・事象の進展や事故収束戦略・予測進展の変更といった状況変化について、COP や模擬 SPDS、

ERC 備付資料等を用いてプラント全体を俯瞰した説明を実施する。  
・発電所本部の音声を傍受または時系列管理システムにより情報収集し、手書きメモを用いた

プラントの速報情報を提供する。 
 
○要員の育成・配置について 
①緊急時対応要員の育成・配置計画は以下の通り。 

・ERC プラント班との TV 会議における発話を担う「コンタクトパーソン（以下「ERC-CP」
という。）については、本社勤務者から運転管理の知識を有する者および安全評価の知識を有

する者の各 1 名を選定するとともに、不在時における代行者を社内マニュアルに定めている。 
・ERC-CP（代行者を含む。）および ERC-CP の活動を支援する要員に対して、机上教育、社内

訓練での OJT に加え、他社訓練の視察により習熟に努めている。 
  《今年度の教育、訓練実績》 
   机上教育：7/28（ERC-CP 導入教育）、8/29（ERC プラント班説明会） 
   社内訓練：8/4、9/26、10/2、10/16 

・ERC リエゾンについては、東京支社勤務者から ERC プラント班に対する支援活動を行う者

および ERC 広報班に対する支援活動を行う者を選定し ERC へ派遣することを社内マニュア

ルに定めている。また、活動の長期化に備え、発電所本部や本社総本部と連携したうえで、

あらかじめ定められた要員以外から ERC リエゾンを指名できることを社内マニュアルに定

めている。 
・ERC リエゾンに対して、机上教育、社内訓練での OJT に加えて、他社訓練の視察により習

熟に努めている。 
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 《今年度の教育、訓練実績》 
机上教育：8/29（ERC プラント班説明会） 

   社内訓練：8/4、9/26、10/2、10/16 
    

②今回の訓練における要員の配置は以下の通り。 

・ERC-CP は社内マニュアルに基づき選出し、訓練に参加する。 
 

役職 
総合防災訓練の

経験 
社内マニュアル上の 

位置付け 

ERC-CP① 
電源事業本部マネージャー

（原子力設備） 
初 

ERC-CP① 
の代行者 

ERC-CP② 
電源事業本部マネージャー

（原子力安全） 
初 

ERC-CP② 
の権限者 

・ERC リエゾンは、東京支社の要員から、ERC プラント班の活動を支援する者 3 名、ERC 広報

班を支援する者 2 名を選定し、訓練に参加する。 
 
③今回の訓練は全ての参加者が実要員であり、「実発災を想定した配置」に該当する。 
 
＜資料＞  
〇添付９：（抜粋）統括班運営マニュアル、支援班マニュアル（東京支社）について 
〇添付 10：2023 年度訓練における ERC-CP の選出について（改１） 
〇添付 11：（参考）ERC-CP および東京支社リエゾンの訓練経験 
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指標３：情報共有のためのツール等の活用

３-１ プラント情報表示システムの使用

○使用するプラント情報表示システムを確認する（実発災時とシステムの差異も確認する） 
３-２ リエゾンの活動

○事業者が定めるリエゾンの役割を確認する

３-３ COP の活用

○COP の作成・更新のタイミング、頻度を確認する

３-４ ERC 備付け資料の活用

○ERC 備付資料の更新状況を確認する

指標３－１

◯使用するプラント情報表示システムは、以下の通り。

・模擬 SPDS および ERSS（訓練モード）を使用し、発電所、本社、ERC とプラント状況に関

する情報共有を行う。

なお、実発災時においても、プラントデータを ERSS にて伝送することから、実発災時と同

様の情報共有方法である。

＜資料＞ 

○別紙１ 2023 年度島根原子力発電所総合防災訓練 実施計画書

添付資料－３ 情報共有のためのツール等の活用

指標３－２

○ERC リエゾンの役割は、以下の通り。

・ERC リエゾンによる ERC 説明資料の配布（設備状況シート等）

・即応センターから ERC プラント班への情報提供の補足説明等

・即応センターへの情報提供

・ERC プラント班からの質問対応

・時系列管理システムへの情報登録

指標３－３

○COP の作成・更新のタイミング、頻度に関する説明

・発電所での緊急時警戒体制発令後、COP の作成を開始する。

・初動対応時、発電所本部において、模擬 SPDS 等の情報を用いて COP（設備状況シート、事

故対応設備系統概要等）を作成し、本社総本部および ERC 対応室へ送付する。

・発電所から COP の初報が発行されるまでは、ERC 対応室が、通報文、模擬 SPDS、ERC 備

付資料、手書き作成メモ等を用いて、説明を実施する。

7



 

○COP 作成・更新のタイミングについては、以下の通り。

COP の種類 作成 更新

設備状況シート （COP-A） 
体制確立から

20 分目途（初回） 
初回以降

情報入手の都度

事故対応設備系統概要 （COP-B） 
アクセスルート状況 （COP-D） 
１号機状況シート （COP-E） 
本部ブリーフィング （COP-C） 発電所本部においてブリーフィングが行わる都度

指標３－４

○ERC 備付資料の更新状況確認

・別紙３ ERC 書架内の資料整備状況
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指標４：確実な通報・連絡の実施   
（①通報文の正確性） 

○通報 FAX 送信前の通報文チェック体制、通報文に誤記等があった際の対応を確認する 
○発出した EAL が非該当となった場合の対応を確認する 
○通報に使用する通信機器の代替手段を確認する 

（②EAL 判断根拠の説明） 
 ○EAL 判断根拠の説明方法（情報の入手や説明資料など）を確認する 
（③10 条確認会議等の対応） 

○10 条確認会議、15 条認定会議の事業者側対応予定者の職位・氏名を確認する 
（④第 25 条報告） 

○25 条報告の発出タイミングの考え方を確認する 
○訓練事務局側が想定する、今回訓練シナリオ上の 25 条報告のタイミング、報告内容（発

生事象と対応の概要、プラント状況、放出見通し／状況、モニタ・気象情報など）、回数

（訓練シナリオ中に記載されているか）を確認する 
 
なお、①及び④の通報文は、送信操作だけではなく送付先に着信していない場合は「確実

な通報・連絡の実施」に該当しない。 

指標４－① 
○通報文のチェック体制、誤記等があった場合の対応は、以下の通り。 

・EAL 該当事象が発生した場合、情報管理班は通報文を作成し、情報統括が通報文の記載内容

のチェックを行う。 
・通報連絡済みの通報文に誤記を確認した場合、誤記のあった通報文の写しを用いて、誤記を

見え消しで修正した通報文（訂正報）を作成し、再度通報連絡を行う。 
○発出した EAL が非該当となった場合の対応は、以下の通り。 

・EAL が非該当になった場合、25 条報告（または AL 発生後の経過連絡）様式を用いて EAL
非該当になった旨を連絡する。 

○通報に使用する通信機器の代替手段は、以下の通り。 
・発電所本部内の通信機器として、以下の機器が整備されており、これらによって多様性・多

重性を確保している。 
・送信後の着信が確認できない場合には、送信先と調整し、再度送信する等の対応を行う。 
なお、相手先装置の不調が考えられる場合には、代替手段を使用し個別送信する等の対応を

行う。 
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《主な通信機器》

業務内容 優先順位 設備名称

社内外関係箇所への通報・ 連絡

（一斉 FAX 送信） 
1 一斉通報システム

2 FAX（災害優先） 
3 IP-FAX（有線系）※ 
4 IP-FAX（衛星系）※ 

社内外関係箇所への通報・連絡

（着信確認）
1 PHS 
2 固定電話機

3 IP-電話機（有線系）※ 
4 IP-電話機（衛星系）※ 
5 衛星電話設備（固定型）

※統合原子力防災ネットワークに接続する通信連絡設備

指標４－②

○EAL 発生時は、発電所がプラントパラメータおよび EAL 早見表等で判断した EAL を発電所

の情報発信を経由して、ERC 対応室（ERC-CP）より、EAL 早見表を用いて説明を実施する。 
＜資料＞

○別紙４ EAL 早見表

指標４－③

○10 条確認会議、15 条認定会議の事業者側対応予定者の職位・氏名は以下の通り。

指標４－④

○25 条報告のタイミングの考え方は、以下のとおり。

・25 条報告の第 1 報は、特定事象に対する応急措置が行われた後、速やかに発出する。その後、

1 時間毎または状況が大きく変化した場合において 25 条報告を実施する。 
○25 条報告のタイミング、回数

・25 条報告の回数について、今回の訓練中に 発出することを想定している。タイミン

グについては、以下を想定している。

＜資料＞

○別紙２ 2023 年度 事業者総合防災訓練 基本シナリオ【プレイヤー非開示】
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指標５：前回訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定   
○訓練実施計画が、前回訓練の訓練結果を踏まえ、問題・課題に対する改善策が有効に機能す

るものであるか検証できる計画（訓練実施項目、訓練シナリオ等）となっていることを確認

する 
○訓練時における当該改善策の有効性の評価・確認の方法（例えば、訓練評価者が使用する評

価チェックリスト（改善策の有効性を検証するための評価項目、評価基準などが明確になっ

ているもの）が作成されていることなど）を確認する 
○課題の検証につき、社内自主訓練・要素訓練、他発電所の訓練で対応している場合は、その

検証結果を確認する 
○今年度の訓練で課題検証を行わない場合にあっては、その理由と検証時期の説明、中期計画

等への反映状況を確認する。また、今年度の訓練で課題検証を行わずとも緊急時対応に直ち

に問題は無いことを確認する 
 

○前回訓練（2022 年 11 月 15 日）で抽出した改善策について、検証できる計画を制定。 
○以下の改善策や今年度の訓練目標が検証できる訓練シナリオを作成。 
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[緊急時対策総本部内で発話する際の運用等の改善【本社】] 

課題※ 改善策 検証計画・確認方法 

◯本社総本部の発話と発電所本

部の発話が混在することによ

り、本社総本部内において事

故・プラント状況等の把握が困

難になるとともに、発電所本部

に対する支援活動にも支障を

及ぼすおそれがあった。

＜原因＞

◯本社総本部各班は、統括班運営

マニュアルに基づき、本社総本

部内への共有が必要と自らが判

断した場合に適宜発話すること

としているが、情報の優先度を

明確に示していないため、各班

が各々のタイミングで発話する

状況にあった。

◯本社総本部内の情報共有に関す

る統制（ブリーフィングルール）

が不十分であったため、本社総

本部内の情報共有にメリハリが

なかった。

＜対策＞

◯本社総本部内の情報共有が円滑

に実施できるよう、本社総本部

内の仕切り役を設けるととも

に、ブリーフィング運用ルール

（ブリーフィングの実施タイミ

ング、緊急情報の割り込み方法

等）を定める。

◯本社総本部内に共有する情報に

ついて、「発電所の事故収束のた

めに必要な情報」の観点で、情

報の優先度を整理し、本社総本

部内に周知するとともに訓練で

習熟をはかる。

2023 年度の原子力

防災訓練にて確認

添付-１のとおり。 

※今後の原子力災害対策に向けた改善点
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［EAL 判断に関わる運用の改善【発電所】］ 
課題※ 改善策 検証計画・確認方法 

◯EAL の意見具申、確認および判

断に関わる本部要員は、プラン

ト状況の変化、既に判断した

EAL からの時間経過等の情報

を元に、EAL の通報・連絡基準

に基づき、速やかに誤認なく判

断要素を明確にしたうえで、

EAL 該当を判断する必要があ

った。 

＜原因＞ 

◯EAL の判断に際しては、プラン

ト監視班からの判断要素の意見

具申および副本部長他の本部要

員による確認の後、本部長が判

断することとしているが、本部

要員およびプラント監視班の

EAL に関する教育内容が不十

分であったため、判断要素に対

する認識が不足していた。 

◯EAL の判断に際して、机上配布

の EAL 早見表を使用した判断

要素の確認を行っているが、各

自での確認に留まり EAL の判

断要素を全体で共有する仕組み

が不足していたため、迅速かつ

確実な共有ができなかった。 

＜対策＞ 

◯本部要員およびプラント監視班

員に対し、訓練で誤認のあった

EAL や判断が難しい要素を「誤

認等の事例」として訓練説明会

資料に整理し、指揮命令訓練（要

素訓練）の都度反復教育を行う。 

◯EAL の判断要素を本部内で全

体映写し容易に共有するための

仕組み（ツール）を整理すると

ともに、当該仕組み（ツール）

を用いた本部要員およびプラン

ト監視班員に対する反復訓練

を、指揮命令訓練（要素訓練）

の都度行う。 

2023 年度の原子力

防災訓練にて確認 

 

添付-１のとおり。 

※今後の原子力災害対策に向けた改善点 

 
＜資料＞ 

○別紙１ 2023 年度島根原子力発電所総合防災訓練 実施計画書 
添付資料－１ 前回訓練における課題結果の検証について 
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指標６：シナリオの多様化・難度

○訓練シナリオのアピールポイントを確認する

○シナリオ多様化に関し、付与する場面設定を確認する

○訓練プレーヤへ難度の高い課題をどのように与えているかを確認する

例）

・時間 ：要員が少ない時間帯

・場所 ：対応が困難となる場所

・気象 ：通常訓練で想定しない天候や組み合わせ

・体制 ：キーとなる要員の欠員

・資機材 ：手順外の資機材の活用

・計器故障 ：EAL 判断計器または重要計器故障、これに伴う代替パラメータ

での確認

・人為的ミス ：操作や報告のミス

・OFC 対応 ：要員派遣に加え、オンサイトと連携した活動

・判断分岐 ：マルチエンディング、途中の判断分岐など

・その他 ：複数の汚染負傷者など

○訓練シナリオのアピールポイント

①－1 発災（特定事象）を想定する号機（複数又は全号機）

２号機

訓練当日の実プラント状態 未適合炉、適合性審査中

訓練想定のプラント状態 適合炉、運転中

発災想定

①－2 EAL 判断数（複数の異なる EAL 番号）

＜資料＞

○別紙２ 2023 年度 事業者総合防災訓練 基本シナリオ【プレイヤー非開示】
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指標７：現場実動訓練の実施

○現場実動訓練の実施内容を確認する

○事故シナリオに基づき実施する緊急時対策所の活動との連携を確認する

○他原子力事業者評価者の受け入れ予定を確認する

＜説明＞ 

○現場実動訓練の実施内容

○事故シナリオに基づき実施する緊急時対策所の活動との連携に係る説明

【実効性を高める工夫】（指標６の場面設定に記載した事項の再掲）

○他原子力事業者評価者の受け入れ予定

現場実動訓練の活動評価のため、他電力から評価者を受入予定。
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指標８：広報活動 

  

○評価要素①～⑤それぞれについて、対応、参加等の予定を確認する 

 
＜説明＞ 
 ①ERC 広報班と連動したプレス対応 

・当社広報リエゾンを介し、ERC 広報班と連動したプレス対応訓練を実施する。 
 

 ②記者等の社外プレイヤーの参加 
・模擬記者会見に社外記者が参加する。 
 

 ③他原子力事業者広報担当等の社外プレイヤーの参加 
・模擬記者会見に他原子力事業者広報担当者が参加する。 

  
④模擬記者会見の実施 
・上記②、③に加え、社内プレイヤー（記者役）が参加する模擬記者会見を実施する。 
 

 ⑤情報発信ツールを使った外部への情報発信 
・模擬ホームページおよび SNS（X）への情報掲載を実施する。 
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指標 9：：緊急時対応組織の能力の向上   
9-1 緊急時対応組織の実効性向上に係る中期計画 
○実発災時に予め原子力事業者防災業務計画に定められた活動が網羅的に実施されるよう、訓練

の中期計画及び年度計画が策定され、計画的に訓練に参加する組織の範囲、目的及び実動訓練

の内容等が選定されているか確認する。 
※指標 9-1 については、現状、参考としての位置付けで掲載しているものであり、将来的に

は中期計画に関する評価指標として独立させたうえで運用開始予定。 
9-2 緊急時対応組織の実効性向上に係る年度計画 
○年度計画は、中期計画に基づき、訓練に参加する緊急時対応組織の範囲、目標、実動訓練の内

容等が選定されているか確認する。 
9-3 緊急時対応組織の実動訓練 
○中期計画に基づき、実動訓練の参加組織あるいは参加者は実発災時の活動を想定し、広範囲か

つ適切に設定されているか確認する。 
9-4 緊急時対応組織の実効性向上に係るより現実的な実動を伴う訓練設定 
○中期計画や年度計画に示された目標やねらいに応じ、発災規模を適切に設定し、その範囲内で

の活動を想定した上で、より現実的が確保された実動を伴うシナリオや状況が設定されている

か確認する。 
9-5 緊急時対応組織の実効性向上に係る支援活動の実施 
○訓練時に設定した発災規模の範囲で緊急時対応組織の活動を想定し、訓練が広範囲にわたる組

織間において適切な連携の下、計画通りに実施されたか確認する。また、評価のため、行動内

容（計画に実施できたこと、できなかったこと及び新たに見つかった問題）の記録がとられ 
ていることを確認する。 

 
指標 9－1 
○中期計画における目標設定、達成基準及び継続的改善に係る試行段階にあり評価対象外とする。 
 
指標 9－2 
○緊急時対応組織の実効性向上に係る訓練実施計画は、添付資料 12 支援組織との連携訓練（指

標 9 関連）参照。 
 

指標 9－3 
○実動する緊急時対応組織は以下のとおり。 
・本社総本部（技術支援 Gr） 
・発電所本部（復旧班） 
・プラントメーカ  
 
指標 9－4 
○緊急時対応組織の実効性向上に係るより現実的な実動を伴う訓練として以下訓練設定をした。  
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・全てのプレイヤーに対して、シナリオ非提示で訓練を実施する。 
  ただし、プラントメーカについては、ディーゼル発電機の制御系の故障であることを伝えた上

で、連携する要員を選定している。 
 
指標 9－5 
○当初の計画通りに活動が実施されることを確認する。  
 
＜資料＞ 
 ○別紙１ 2023 年度島根原子力発電所総合防災訓練 実施計画書 

添付資料－12 支援組織との連携訓練（指標 9 関連） 
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指標 10：訓練への視察など 

（①他原子力事業者への視察）

○他事業者への視察実績、視察計画を確認する

（②自社訓練の視察受け入れ）

○自社訓練の視察受け入れ計画（即応Ｃ、緊対所それぞれの視察受入れ可能人数、募集締め切

り日、募集担当者の氏名・連絡先）を確認する

（③ピアレビュー等の受入れ）

○ピアレビュー等の受入れ計画（受入れ者の属性、レビュー内容等）を確認する

（④他原子力事業者の現場実動訓練への視察）

○視察又は評価者としての参加の実績、予定を確認する

指標 10－① 
○他原子力事業者への視察実績、視察計画を確認する。

・以下の他事業者訓練（即応センター・緊急時対策本部）を視察する。

事業所名 視察日時

東京電力 HD 
福島第一第二原子力発電所

令和 5 年 9 月 1 日（即応センター） 

東北電力東通原子力発電所 令和 5 年 9 月 5 日（即応センター） 
関西電力美浜発電所 令和 5 年 9 月 22 日（即応センター） 

・今後も各社からの視察案内に基づき、現地、DVD 等による視察を予定。

指標 10－② 
○自社訓練の視察受け入れ計画

・即応センター、緊急時対策所の活動について、他事業者の視察を受入予定

＜受入規模＞

・即応センター、緊急時対策所で、各 5 名程度

＜募集締め切り＞

令和 5 年 11 月 8 日（水） 
＜担当者＞ 

指標 10－③ 
＜説明＞

○ピアレビュー等の受け入れ計画

【他事業者】

・他電力から評価者を受け入れ、本社総本部および発電所本部の活動評価を受ける。
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【第 3 者評価】 
・原子力事業者とは異なる視点での活動評価のため、陸上自衛隊（第 13 旅団）から評価者

を受け入れ、本社総本部および発電所本部の活動評価を受ける。

指標 10－④ 
＜説明＞

○他原子力事業者の現場実動訓練への視察

・他事業者の受け入れ状況に基づき視察予定。
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指標 11：訓練結果の自己評価分析 

○訓練実施及び訓練結果の自己評価において、【C】適切に検証・評価がされ、【A】評価にし

たがって改善すべき事項が抽出され、具体的な対策の方針を定めているか確認する。

・訓練時に作成した資料、評価者によるプレイヤー行動の観察結果ならびに、社外評価者および

訓練参加者が終了後に実施する振り返り等の客観的な事実を踏まえて、自己評価を実施する。

・アンケート等から抽出した気付き事項を踏まえ改善すべき事項に対し、訓練後速やかに原因分

析を行い、対応の方針を定める。

なお、課題については、次年度訓練までに対策、検証するため、必要な時期までに、具体的な

対応内容を検討する。

・課題の分析だけではなく良好事例も含めた自己評価・分析を行う。
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備考：訓練参加率   
○発電所参加予定人数（うち、コントローラ人数）を確認する 
○即応センター参加予定人数（うち、コントローラ人数）を確認する 
○リエゾン予定人数を確認する 
○評価者予定人数を確認する 

 
＜説明＞ 
 ○発電所参加予定人数 

約 300 名（うち、コントローラ・評価者 約 50 名） 
 ○即応センター参加予定人数 

約 130 名（うち、コントローラ・評価者 約 25 名） 
 ○リエゾン予定人数 

ERC プラント班リエゾン 3 名 
ERC 広報班リエゾン   2 名 

 ○評価者予定人数 
  発電所評価者 約 20 名、即応センター評価者 約 20 名 
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備考：中期計画の見直し   
○見直し状況、見直し内容、今年度訓練実施計画の位置づけを確認する 
○見直し後の中期計画を確認する 
○前回訓練の訓練報告書提出以降から次年度訓練まで対応実績・スケジュール（作業フローな

ど）について、以下の PDCA の観点で概要を確認する 
【観点】前回訓練の訓練報告書提出から今回訓練までと今回の訓練を踏まえた［C］及び［A］、

中期計画及び原子力防災業務計画への反映［P］の時期 
［C］訓練報告書のとりまとめ時期 
［A］対策を講じる時期 

－具体的な対策の検討、マニュアル等へ反映、周知・教育/訓練など（昨年度の訓練

実施結果報告書に掲げた各課題についての対応内容、スケジュールがわかるよう

に記載すること） 
－原子力事業者防災業務計画への反映の検討事項・時期（定期見直し含む） 

［P］中期計画等の見直し事項・時期、次年度訓練計画立案時期 
○前回訓練実施後の面談時に確認した PDCA 計画を確認する 

 

＜資料＞ 
 ○別紙５ 原子力防災訓練中期計画 
 ○別紙６ 島根原子力発電所防災訓練の継続的改善スケジュール（PDCA） 
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備考：シナリオ非提示型訓練の実施状況   
○開示する範囲、程度（一部開示の場合、誰に／何を開示するのか具体的に記載）及びその設

定理由を確認する 
 

○コントローラ・評価者以外はシナリオ非開示とする。 
 

○シナリオ非提示型訓練の実施状況 

コントローラ及び評価者以外はシナリオ非開示とするが、本部での状況判断に最低限の情報

が必要なことから、以下の情報を訓練前にコントローラよりプレイヤーへ提示している。 
・日時設定 
・訓練参加者 
・気象概要 
・プラント運転状態 
・使用済燃料プール（水位、水温、貯蔵本数等） 
・電源系統状態 

 

＜資料＞  
○添付８ シナリオ非提示型原子力防災訓練における情報開示等状況整理 
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備考：訓練統制   
○パラメータ設定の誤りや訓練コントローラの不適切な介入（条件付与）等の訓練コントロー

ラの不備により、参加者において混乱が生じるなど、訓練統制上のトラブルが起きていない

か確認する 

 ○訓練コントロールについて 

状況付与にあたっては、コントローラが、付与計画（付与対象者、付与条件、付与方法、付

与内容を整理）に基づき付与を行う。 

コントローラからの条件付与は、可能な限り、実際にプレイヤーが見聞きする方法で行う。 

プレイヤーが訓練企画側の想定を超える活動を検討し、予め準備したシナリオ進展（模擬

SPDS、ERSS データ）に影響する可能性がある場合には、コントローラが介入し、付与計画

に基づかない追加の状況付与を行う。 

追加の状況付与は、各コントローラが必要性を判断した都度、訓練事務局、プラント監視

班、復旧班、支援組織（プラント監視班、復旧班以外の班を統括）にそれぞれ配置するリード

コントローラに報告し、リードコントローラ間で対応を検討し、コントローラに指示し付与す

る。この場合においても、実際にプレイヤーが見聞きする方法で付与する。 
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事業者と ERC の訓練コントローラ間の調整事項 

○ERC 広報班との連動の有無

○TV 会議接続先（即応センター、OFC、緊対所）

○リエゾンの人数（プラント・広報）、入館時刻、訓練参加タイミング

○訓練終了のタイミング、その後の振り返りの要否

○ERSS 使用に係る当庁情報システム室との調整状況

○事前通信確認実施の要否

○即応センターコントローラの所属、氏名、連絡先

○ERC 対応者の職位、氏名

○訓練時、メールを利用した ERC プラント班への資料提供の実施の有無

＜説明＞

○ERC 広報班との連動の有無

・連動を希望する。

○TV 会議接続先（即応センター、OFC、緊対所）

・統合防災ネットワークの TV 会議に、「中国即応センター1」を通常の接続先として、「OFC」

を傍聴（サイレントモード）で接続していただきたい。

○リエゾンの人数（プラント・広報）、入館時刻、訓練参加タイミング

・ERC プラント班リエゾン 3 名、ERC 広報班リエゾン 2 名とする。

なお、ERC リエゾンに係る体制の枠外にて、ERC リエゾンの育成の観点から、本社所属

の要員（過去 ERC リエゾンの経験あり）1 名と東京在住の当社出向者（ERC リエゾンの

経験なし）1 名の計 2 名を同行させる。

・入館時間は、11 時 30 分、訓練参加タイミングは、13 時 40 分（参集を模擬するため、訓

練開始 30 分後）とする。
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○訓練終了のタイミング、その後の振り返りの要否

【ERC プラント班との連携】

・訓練の進捗に合わせて、即応センターコントローラが、ERC コントローラと調整を行い、

ERC プラント班との対応が終了した段階で、即応センターコントローラより、TV 会議を

通じて、ERC プラント班へ訓練終了の発話を行う。

・訓練終了後、ERC プラント班との振り返りを実施する。

【発電所緊急時対策所－本社緊急時対策総本部の連携】

・現場実動訓練の対応状況に合わせて、島根原子力発電所コントローラが、即応センターコ

ントローラと調整を行い、現場の対応終了に合わせて、社内テレビ会議システムにて訓練

終了を発話する。

・訓練終了後、発電所－本社間の振り返りを実施する。

○ERSS 使用に係る原子力規制庁情報システム室との調整状況

・ERSS（訓練モード）の使用について、原子力規制庁情報システム室と調整中。

○事前通信確認実施の要否

・実施を希望するため、あらためて日程調整させていただきたい。

○即応センターコントローラの所属、氏名、連絡先

○ERC 対応者の職位、氏名

○訓練時、メールを利用した ERC プラント班への資料提供の実施の有無

・メールを利用した資料提供は実施しない。

以上 
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別紙１ 

 

 

 

２０２３年度 島根原子力発電所 

 

総合防災訓練 実施計画書 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年１０月 

中国電力株式会社 
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１．訓練目的  

本訓練は、島根原子力発電所原子力事業者防災業務計画および訓練中期計画（2021年度～2023

年度）（以下、「訓練中期計画」という。）に基づき訓練を実施し、原子力防災組織があらか

じめ定められた機能を有効に発揮できることの確認を目的とする。  

また、昨年度までの訓練結果を踏まえた、課題に対する改善活動の有効性を確認する。 

 

２．訓練中期計画上の今年度訓練の位置付けおよび訓練目標 

島根原子力発電所の訓練中期計画は、緊急時対応能力として必要となる能力分類毎にあるべ

き姿を定め、これらあるべき姿に到達するために、年度毎の目標を定めている。 

本訓練では、以下を訓練目標とし、実施する。 

能力分類 2023 年度訓練目標 
関連する 
訓練項目 

Ⅰ体制構築能力 ・夜間休日の外部参集、初動体制からの体制変

更が、迅速かつ確実に行えるよう、参集に関

係する拠点の運用、緊急作業従事者以外の要

員の活動内容および発災時の出入管理方法の

整理等、手順（運用等）を改善し、検証する。 

発電所①－１ 
【中期計画３】 
【中期計画８】 

 

指揮命令訓練 
避難誘導訓練 

・体制変更（構外からの参集や長期化体制）時

に体制変更及び運営を迅速かつ確実に実施す

るために、手順（運用等）を改善し、検証す

る。 

発電所①－１ 
【中期計画３】 
【中期計画８】 

【中期計画 11】 

指揮命令訓練 
避難誘導訓練 
オフサイトセン

ター連携訓練 

Ⅱ情報共有能力 
 

・平日昼間における社内への情報共有（特に活

動進捗状況）を迅速かつ正確に実施するため

に、手順（運用等）を改善し、検証する。 

本社 ②－１ 
【中期計画 12】 
発電所②－１ 
【中期計画６】 

指揮命令訓練 

・平日昼間における ERC への情報共有（質問対

応含む）を迅速かつ正確に実施するために、

手順（運用等）を改善し、検証する。 

本社 ②－２ 
【中期計画 13】 
 

ERC 対応訓練 

Ⅲ状況把握、判断能力 ・EAL に係る意見具申、判断要素の共有、判断

に関わる手順（運用等）を改善し、検証する。 
発電所②－１ 
【中期計画６】 

指揮命令訓練 

 ・傷病者等の支援活動に関する情報や各班の体

制構築状況等の情報を容易に把握しやすいよ

う、整理方法等の手順（運用等）を改善し、

検証する。 

発電所①－１ 
【中期計画７】 

原子力災害医療

訓練 

 ・平日昼間、夜間休日における発電所の状況把

握、発電所へのフォローについて、抽出され

た課題がある場合は、手順（運用）を改善し、

検証する。 
 課題が抽出されない場合も、実効性の向上の

ため改善ができる点がないか検証する。 

本社 ①－１ 指揮命令訓練 

Ⅳ活動実行能力 ・緊急時対策要員に対し、迅速かつ確実に安

定ヨウ素剤の配布できるように、配布の判断基

準の具体化（手順整理等）を図り、検証する。 

発電所①－１ 
【中期計画４】 
 

指揮命令訓練 

・緊急時対応が長期化する場合の、休憩、飲食

等に係る資機材、設備の使用方法等の具体化

（手順整理等）を図り、検証する。 

発電所①－１ 
【中期計画５】 

指揮命令訓練 
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・緊急時体制発令時等通常の核物質防護体制が

機能しない場合においても、通常時と変わら

ず迅速かつ確実に出入管理（持込物品の管理、

入退構時の人定確認）可能なことを、訓練に

おいて検証する。 

発電所①－１ 

【中期計画９】 

 

避難誘導訓練 

・外部機関との連携時における活動指示及び活

動を迅速かつ確実に実施するために、手順（運

用等）を改善し、検証する。 

発電所①－１ 
【中期計画１】 

 

指揮命令訓練 

・外部の支援組織の要員が構内で活動する際、

迅速かつ確実な活動が可能なよう活動に必要

な情報（出入管理上の留意点、プラント配置、

プラント状況等）を整理する等、手順（運用

等）を改善し、検証する。 

発電所①－１ 
【中期計画１】 

 

指揮命令訓練 

・火災、溢水、火山、その他自然災害発生時の

環境下等における活動を迅速かつ確実に実施

するために、手順（運用等）を改善し、検証

する。 

発電所①－２ 
【中期計画 10】 

 

避難誘導訓練 

全項目共通 
 

・各訓練を通じて、平日昼間における原子力防

災組織の有効性を継続的に確認するととも

に、基本的な事故対応能力の維持、向上を図

る。 
・実働訓練の参加組織あるいは参加者は、実発

災の活動を想定し設定を行い、事故対応能力

の維持、向上を図る。 

本社 ①－２ 
発電所①－２ 

すべての訓練 

 

３．主な検証項目 

  昨年度訓練で抽出された課題に対する改善事項（添付資料 1 参照）の有効性が検証できる訓

練を実施する。 

 

４．訓練日時および対象施設 
（１）訓練日時 

令和 5 年 11 月 24 日（金） 13:10 ～ 17:00（予定） 
訓練終了後、反省会を実施する。 

（２）対象施設 
島根原子力発電所 1、2、3 号機 

 

５．想定事象、訓練内容 
（１）プラント運転状態 

1 号機：廃止措置作業中（冷却告示適用 使用済燃料は全て使用済燃料プールで保管） 
2 号機：定格熱出力一定運転中（新規制基準適合性申請に係る対策工事および可搬型設備 

の導入が全て完了した状態） 
3 号機：建設中（新燃料を新燃料貯蔵庫および燃料プールにて気中保管） 

（２）事象想定 
平日勤務時間帯に、想定する起因事象が発生、事象進展により全面緊急事態（原子力災害

対策特別措置法第 15 条対象事象）に至る原子力災害を想定する。（詳細は、別紙２参照【プ
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レイヤー非開示】） 
（３）訓練想定 

本訓練は島根原子力発電所原子力事業者防災業務計画（令和４年１２月）に基づき実施す

る。なお、本防災業務計画には新規制基準適合性審査に係る体制および事故対応設備の内

容は反映していないが、再稼働後を想定し、これら体制および事故対応設備が整った前提

のもと訓練を実施する。 
（４）スキップの有無 

スキップ無 
（５）ERSS、SPDS の使用 

ERSS（訓練モード）および訓練用の模擬 SPDS を用いてプラント状況の付与を行う。（添

付資料３参照） 
また、発電所および本社のコントローラから、口頭または紙面提示によるシナリオの状況

付与を行う。 
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６．訓練項目および訓練内容 
  2023 年度訓練項目は以下のとおり、各訓練項目の主な訓練内容等は添付資料４参照。 

訓練項目 発電所 本社他 
（１）指揮命令訓練 ○ ○ 
（２）通報・連絡訓練 ○ － 
（３）原子力災害医療訓練 ○ ○ 
（４）緊急時モニタリング訓練 ○ － 
（５）避難誘導訓練 ○ － 
（６）アクシデントマネジメント訓練 ○ ○ 
（７）電源機能等喪失時対応訓練 ○ － 
（８）原子力緊急事態支援組織対応訓練 － ○ 
（９）その他 

  ERC 対応訓練 
  広報対応訓練 
  原子力事業者間協力協定対応訓練 
  原子力事業所災害対策支援拠点対応訓練 
  オフサイトセンター連携訓練 

 
－ 
○ 
－ 
－ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

 

７．訓練実施体制・レイアウト 

（１）実施体制 

【凡例】 要員派遣  情報共有 

通報連絡等 
 社内組織  社外組織  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

原子力規制庁 

本 社 
 
 
 

島根原子力発電所 

 

 

東京支社 

原子力事業所 

災害対策支援拠点 
（一部模擬） 

派遣 

社内ＴＶ会議 

社外関係箇所 

（一部模擬） 

連絡 通報連絡 

連絡 

連絡 

OFC 

派遣 

統合原子力防災 

ﾈｯﾄﾜｰｸ(TV会議)接続 

各要員 

緊急時対策本部 

報告 指示 

緊急時対策総

本部（原子力

施設事態即応

センター） 
ERC 

連絡 派遣 

派遣 
（模擬） 

※原子力災害対策支援拠点訓練は、別日に実施。 

37



 

（２）情報共有のための情報フロー                    添付資料５参照 

（３）緊急時対策本部、緊急時対策総本部レイアウト図    添付資料６参照 
（４）ERC 対応ブース 配席図、役割分担     添付資料７参照 
 
８．評価方法 
（１）訓練観察による評価 

・評価シートを用いて訓練観察を実施する。 
・訓練後に、観察結果から課題を抽出する。 

（２）第三者による評価 
・他の原子力事業者から評価者を受け入れ、評価シートを用いて訓練観察を実施する。 

（３）反省会 
・訓練終了後に反省会を実施し、改善点を抽出する。 

 

９．訓練の中止・延期等の判断 
以下の場合、訓練事務局で訓練の中止または延期を検討し、緊急時対策総本部長または緊急

時対策本部長の最終判断をもって中止または延期する。 
（１）当社供給区域内で大規模な自然災害（地震、津波、暴風、竜巻など）が発生またはそのお

それがある場合で、社内の緊急時体制を構築する必要があるとき 
（２）原子力発電所のトラブルにより、緊急時体制を発令する必要があるとき 
（３）訓練中に緊急車両の要請が必要な人身災害が発生したとき 
（４）その他、訓練事務局が必要と判断したとき 
 

10．添付資料 
（１）前回訓練（2022 年 11 月 15 日）における課題結果の検証について 
（２）COP 様式について 
（３）情報共有のためのツール等の活用 
（４）2023 年度総合防災訓練における各訓練項目の主な内容 
（５）情報共有のための情報フロー 
（６）緊急時対策本部、緊急時対策総本部レイアウト図 
（７）ERC 対応ブース 配席図、役割分担 
（８）シナリオ非提示型原子力防災訓練における情報開示等状況整理 
（９）（抜粋）統括班運営マニュアル、支援班（東京支社）マニュアル 

（10）2023 年度訓練における ERC-CP の選出について（改１） 

（11）（参考）ERC-CP および東京支社リエゾンの訓練経験 

（12）支援組織との連携訓練（指標 9 関連） 
以上 
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け
る
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画

20
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⽉
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務
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目
次

 
本

社
緊

急
時

対
策

総
本

部
内

で
発

話
す

る
際

の
運

用
等

の
改

善

 
発

電
所

EA
L判

断
に

関
わ

る
運

用
の

改
善
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C
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ed
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問
題

点
︓

 
各

班
は

、活
動

内
容

を
AV

シ
ス

テ
ム

（
マ

イク
）

を
使

用
した

発
話

に
よ

り、
総

本
部

内
へ

の
情

報
共

有
を

して
い

る
が

、発
電

所
が

重
要

情
報

（
EA

L判
断

根
拠

等
）

を
発

話
して

い
る

タイ
ミン

グ
と重

複
す

る
場

合
が

あ
り、

い
ず

れ
の

発
話

も
十

分
に

聞
き

取
れ

ず
、総

本
部

の
活

動
に

支
障

が
生

じて
い

る
。

原
因

・要
因

︓
 

本
社

総
本

部
は

、過
去

訓
練

で
の

意
⾒

を
踏

ま
え

、発
電

所
本

部
の

⾳
声

を
総

本
部

内
の

天
井

ス
ピー

カー
か

ら流
し、

発
電

所
の

状
況

を
リア

ル
タイ

ム
で

ウ
ォッ

チ
して

い
る

状
況

に
あ

る
。一

方
で

、本
社

総
本

部
各

班
は

、各
班

の
活

動
に

係
る

マ
ニ

ュア
ル

に
基

づ
き

、自
班

の
活

動
の

うち
、総

本
部

内
へ

の
共

有
が

必
要

と自
ら判

断
した

場
合

に
適

宜
発

話
す

る
こと

とし
て

い
る

。な
お

、発
話

の
タイ

ミン
グ

に
関

す
る

共
通

ル
ー

ル
は

定
め

て
い

な
い

。
 

上
記

の
結

果
、発

電
所

の
発

話
に

関
わ

らず
総

本
部

各
班

は
自

らの
タイ

ミン
グ

で
発

話
す

る
た

め
、発

電
所

の
重

要
情

報
（

機
器

・設
備

の
状

況
連

絡
や

EA
Lの

発
令

等
）

と重
複

す
る

場
合

が
あ

り、
双

方
の

発
話

が
十

分
に

聞
き

取
れ

な
い

状
況

に
な

って
い

る
。

対
策

︓
 

原
因

・要
因

を
踏

ま
え

、以
下

の
対

策
を

講
じる

。
①

総
本

部
内

の
情

報
共

有
が

円
滑

に
で

き
る

よ
う、

総
本

部
内

に
発

話
の

仕
切

り役
を

設
け

る
とと

も
に

、ブ
リー

フィ
ン

グ
ル

運
用

ル
ー

ル
（

ブ
リー

フィ
ン

グ
の

実
施

タイ
ミン

グ
、緊

急
情

報
の

割
り込

み
方

法
等

）
を

定
め

る
。

総
本

部
ブ

リー
フィ

ン
グ

の
運

営
要

領
は

次
表

の
とお

り。
②

総
本

部
内

に
共

有
す

る
情

報
に

つ
い

て
、「

発
電

所
の

事
故

収
束

の
た

め
に

必
要

な
情

報
」の

観
点

で
、情

報
の

優
先

度
を

整
理

し、
総

本
部

内
に

周
知

す
る

とと
も

に
社

内
訓

練
で

習
熟

を
は

か
る

。
情

報
の

優
先

度
は

次
表

の
とお

り。

緊
急

時
対

策
総

本
部

内
で

発
話

す
る

際
の

運
用

等
の

改
善
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総
本

部
ブ

リー
フィ

ング
の

運
営

要
領

１
．

目
的

総
本

部
各

班
の

活
動

状
況

に
つ

い
て

、円
滑

に
総

本
部

内
に

共
有

す
る

こと
を

目
的

とす
る

。
２

．
構

成
お

よ
び

司
会

進
⾏

構
成

員
︓

総
本

部
⻑

、副
総

本
部

⻑
、各

班
⻑

（
グ

ル
ー

プ
⻑

を
含

む
。）

司
会

進
⾏

︓
統

括
班

⻑
（

実
務

は
統

括
班

情
報

管
理

Gr
⻑

）
３

．
開

催
タイ

ミン
グ

①
発

電
所

の
初

動
ブ

リー
フィ

ン
グ

終
了

後
②

緊
急

時
体

制
を

発
令

した
後

（
最

初
の

SE
、G

E発
令

後
）

③
定

期
（

事
故

・プ
ラン

ト状
況

を
踏

ま
え

、ブ
リー

フィ
ン

グ
間

隔
30

分
〜

１
時

間
を

目
安

）
４

．
ブ

リー
フィ

ン
グ

の
基

本
的

な
運

営
方

法
①

情
報

管
理

Gr
⻑

は
、「

3．
開

催
タイ

ミン
グ

」に
基

づ
き

、ブ
リー

フィ
ン

グ
を

開
催

す
る

旨
お

よ
び

留
意

事
項

を
発

話
す

る
。（

発
話

例
︓

「●
●

分
か

ら第
●

回
ブ

リー
フィ

ン
グ

を
⾏

う。
各

班
は

活
動

状
況

を
整

理
し

報
告

す
る

こと
。ま

た
、ブ

リー
フィ

ン
グ

中
は

発
電

所
⾳

声
を

切
断

す
る

た
め

各
班

は
イヤ

ホ
ン

に
よ

る
情

報
収

集
を

継
続

す
る

こと
。」

）
②

情
報

管
理

Gr
⻑

は
、A

Vシ
ス

テ
ム

の
天

井
ス

ピー
カー

を
ミュ

ー
トに

し、
ブ

リー
フィ

ン
グ

準
備

が
整

った
こと

を
統

括
班

⻑
に

報
告

す
る

。
③

統
括

班
⻑

は
ブ

リー
フィ

ン
グ

の
開

催
を

発
話

す
る

。
④

情
報

管
理

Gr
⻑

は
、各

班
へ

活
動

状
況

等
を

報
告

す
る

よ
う指

⽰
す

る
。（

発
話

例
︓

「各
班

か
ら活

動
状

況
お

よ
び

今
後

の
活

動
予

定
を

報
告

す
る

。ま
ず

は
情

報
管

理
Gr

。」
「（

情
報

管
理

Gr
⻑

が
EA

Lの
状

況
等

を
報

告
）

」。
以

降
、全

班
に

確
認

す
る

。
⑤

各
班

の
活

動
報

告
後

、情
報

管
理

Gr
⻑

は
、そ

の
他

の
報

告
が

な
い

こと
を

確
認

し
、ブ

リー
フィ

ング
の

終
了

お
よ

び
次

回
の

ブ
リー

フィ
ン

グ
開

催
時

間
を

統
括

班
⻑

に
報

告
す

る
。

⑥
統

括
班

⻑
は

ブ
リー

フィ
ン

グ
を

終
了

す
る

。情
報

管
理

Gr
⻑

は
、A

Vシ
ス

テ
ム

の
天

井
ス

ピー
カー

を
O

N
に

戻
す

。
⑦

情
報

管
理

Gr
は

、ブ
リー

フィ
ン

グ
の

議
事

メモ
を

作
成

し、
総

本
部

内
に

配
布

す
る

。

緊
急

時
対

策
総

本
部

内
で

発
話

す
る

際
の

運
用

等
の

改
善
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総
本

部
ブ

リー
フィ

ング
の

運
営

要
領

５
．

緊
急

情
報

の
伝

達
【ブ

リー
フィ

ング
時

以
外

に
お

け
る

総
本

部
か

らの
緊

急
情

報
の

伝
達

】
 

各
班

か
ら緊

急
情

報
が

あ
る

は
、各

班
⻑

が
「●

●
班

よ
り緊

急
情

報
。」

と発
話

し、
統

括
班

⻑
の

「発
話

ヨシ
」の

返
事

の
後

に
発

話
す

る
。

 
な

お
、各

班
⻑

の
「緊

急
情

報
」の

発
話

が
あ

った
場

合
は

、統
括

班
⻑

は
AV

シ
ス

テ
ム

の
天

井
ス

ピ
ー

カー
を

ミュ
ー

トに
す

る
。（

発
電

所
の

⾳
声

は
定

め
られ

た
要

員
が

イヤ
ホ

ン
で

聞
き

取
る

。）

【ブ
リー

フィ
ング

時
に

お
け

る
発

電
所

か
らの

緊
急

情
報

の
伝

達
】

 
総

本
部

ブ
リー

フィ
ン

グ
時

に
、情

報
管

理
Gr

が
発

電
所

の
緊

急
情

報
を

聞
き

取
った

場
合

は
、「

発
電

所
緊

急
情

報
。」

と発
話

し、
AV

シ
ス

テ
ム

の
天

井
ス

ピ
ー

カー
を

O
N

に
す

る
。

 
統

括
班

⻑
は

、各
班

の
報

告
を

中
断

し、
発

電
所

の
⾳

声
に

集
中

す
る

。
 

統
括

班
⻑

は
、発

電
所

の
緊

急
情

報
が

一
段

落
した

ら、
ブ

リー
フィ

ン
グ

を
再

開
す

る
。

６
．

その
他

 
各

班
⻑

、グ
ル

ー
プ

⻑
は

活
動

状
況

の
報

告
に

あ
た

り、
要

点
を

絞
り、

簡
潔

明
瞭

な
発

話
に

努
め

る
。

 
各

班
⻑

、グ
ル

ー
プ

⻑
は

必
要

に
よ

り書
画

装
置

等
を

活
用

して
発

話
す

る
。

緊
急

時
対

策
総

本
部

内
で

発
話

す
る

際
の

運
用

等
の

改
善
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各
班

の
緊

急
情

報
（

例
）

情
報

管
理

G
r
 

発
電

所
の

緊
急

情
報

（
緊

急
時

体
制

が
遷

移
す

る
SE

,G
Eの

発
令

ま
た

は
その

兆
候

）
技

術
支

援
G

r
 

な
し

放
射

線
班
 

な
し

技
術

班
 

な
し

広
報

班
 

な
し

総
務

班
 

な
し

警
備

班
 

本
社

の
警

備
に

係
わ

る
情

報
（

本
社

建
屋

内
へ

の
不

法
侵

⼊
等

）
資

材
班
 

な
し

労
務

班
 

な
し

外
部

電
源

復
旧

班
 

外
部

電
源

の
喪

失
（

ま
た

は
その

兆
候

）
通

信
班
 

通
信

回
線

の
不

調
（

ま
た

は
その

兆
候

）
情

報
シ

ス
テ

ム
班
 

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

の
不

調
（

ま
た

は
そ

の
兆

候
）

支
援

班
 

原
⼦

⼒
事

業
所

災
害

対
策

支
援

拠
点

活
動

等
に

お
け

る
有

意
な

情
報

（
要

員
の

負
傷

や
活

動
場

所
へ

の
不

法
侵

⼊
等

）
地

域
対

応
班
 

避
難

退
域

時
検

査
活

動
等

に
お

け
る

有
意

な
情

報
（

要
員

の
負

傷
や

活
動

場
所

へ
の

不
法

侵
⼊

等
）

緊
急

時
対

策
総

本
部

内
で

発
話

す
る

際
の

運
用

等
の

改
善

44



p7
C

op
yr

ig
ht

©
Th

e 
C

hu
go

ku
 E

le
ct

ric
 P

ow
er

 C
o.

,In
c.

 A
ll 

rig
ht

s 
re

se
rv

ed
.

総
本

部
ブ

リー
フィ

ン
グ

議
事

メモ
（

様
式

）

ブ
リー

フ
ィン

グ
時

刻
年

⽉
⽇

報
告

内
容

情
報

管
理

G
r

資
材

班

技
術

支
援

G
r

労
務

班

放
射

線
班

外
部

電
源

復
旧

班

技
術

班
通

信
班

広
報

班
情

報
シ

ス
テ

ム
班

総
務

班
支

援
班

警
備

班
地

域
対

応
班

緊
急

時
対

策
総

本
部

内
で

発
話

す
る

際
の

運
用

等
の

改
善
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.

 
検

証
す

る
事

項
の

達
成

基
準

改
善

事
項

は
、訓

練
観

察
お

よ
び

訓
練

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト、
気

付
き

抽
出

等
に

よ
り改

善
効

果
を

検
証

す
る

。

（
観

察
）

・統
括

班
⻑

は
、総

本
部

内
に

お
い

て
ブ

リー
フィ

ン
グ

を
開

催
す

る
とと

も
に

、ブ
リー

フィ
ン

グ
運

用
ル

ー
ル

に
従

った
円

滑
な

進
⾏

が
で

き
る

こと
。

・各
班

・G
r⻑

は
、ブ

リー
フィ

ン
グ

に
お

い
て

、簡
潔

明
瞭

に
総

本
部

内
に

活
動

を
報

告
で

き
る

こと
。

・上
記

活
動

を
実

施
した

こと
に

よ
る

不
都

合
や

混
乱

等
が

生
じて

い
な

い
こと

。

緊
急

時
対

策
総

本
部

内
で

発
話

す
る

際
の

運
用

等
の

改
善
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EA
L判

断
に

関
わ

る
運

用
の

改
善

問
題

点
︓

 
EA

Lの
判

断
に

関
して

、情
報

が
輻

輳
す

る
場

⾯
で

一
時

的
な

誤
認

お
よ

び
判

断
の

遅
れ

が
生

じた
。

（
事

象
）

・G
TG

に
よ

る
緊

急
用

メタ
クラ

へ
の

受
電

が
⾏

え
て

い
る

状
態

で
、E

AL
25

に
関

係
す

る
「⾮

常
用

交
流

⺟
線

」の
喪

失
で

あ
る

と一
時

的
に

誤
認

。
・S

RV
回

路
の

不
調

の
た

め
原

⼦
炉

の
減

圧
操

作
が

出
来

な
い

状
況

下
で

、発
電

所
は

GE
22

を
判

断
せ

ず
、本

社
指

摘
後

に
判

断
した

。
・A

-D
Gト

リッ
プ

に
伴

い
、R

HR
機

能
が

喪
失

した
後

、緊
急

用
メタ

クラ
か

らC
-メ

タク
ラへ

の
受

電
に

必
要

な
時

間
が

、S
E2

3の
判

断
猶

予
（

電
切

替
に

伴
う3

0分
以

内
）

を
超

え
て

い
る

が
発

電
所

で
判

断
せ

ず
、本

社
とも

共
有

で
き

て
い

な
い

た
め

ER
Cへ

説
明

が
不

⾜
した

。

原
因

・要
因

︓
 

EA
Lの

判
断

に
際

して
は

、プ
ラン

ト監
視

班
か

らの
判

断
要

素
の

意
⾒

具
申

お
よ

び
副

本
部

⻑
他

の
本

部
要

員
に

よ
る

確
認

の
後

、本
部

⻑
が

判
断

す
る

こと
とし

て
い

る
が

、本
部

要
員

お
よ

び
プ

ラン
ト監

視
班

の
EA

Lに
関

す
る

教
育

内
容

が
不

十
分

で
あ

った
た

め
、判

断
要

素
に

対
す

る
認

識
が

不
⾜

して
い

た
。

 
EA

Lの
判

断
に

際
して

、机
上

配
布

の
EA

L早
⾒

表
を

使
用

した
判

断
要

素
の

確
認

を
⾏

って
い

る
が

、各
自

で
の

確
認

に
留

ま
りE

AL
の

判
断

要
素

を
全

体
で

共
有

す
る

仕
組

み
が

不
⾜

して
い

た
た

め
、迅

速
か

つ
確

実
な

共
有

が
で

き
な

か
った

。

対
策

︓
 

原
因

・要
因

を
踏

ま
え

、以
下

の
対

策
を

講
じる

。
①

本
部

要
員

お
よ

び
プ

ラン
ト監

視
班

員
に

対
し、

訓
練

で
誤

認
の

あ
った

EA
Lや

判
断

が
難

しい
要

素
を

「誤
認

等
の

事
例

」と
して

訓
練

説
明

会
資

料
に

整
理

し、
指

揮
命

令
訓

練
（

要
素

訓
練

）
の

都
度

反
復

教
育

を
⾏

う。
②

EA
Lの

判
断

要
素

を
本

部
内

で
全

体
映

写
し容

易
に

共
有

す
る

た
め

の
仕

組
み

（
ツー

ル
）

を
整

理
す

る
とと

も
に

、
当

該
仕

組
み

（
ツー

ル
）

を
用

い
た

本
部

要
員

お
よ

び
プ

ラン
ト監

視
班

員
に

対
す

る
反

復
訓

練
を

、指
揮

命
令

訓
練

（
要

素
訓

練
）

の
都

度
⾏

う。
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①
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令
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□
EA

L判
定

ツー
ル

の
試

⾏
（

総
合

防
災

訓
練

で
の

気
付

き
事

項
を

踏
ま

え
整

理
した

ツー
ル

を
試

⾏
）

・本
部

に
お

け
る

EA
Lの

判
断

時
に

、判
定

ツー
ル

を
使

用
し、

要
素

を本
部

前
⾯

モ
ニタ

に
共

有
しな

が
ら判

断
を⾏

う。
・プ

ラン
ト監

視
班

が
、E

AL
の

意
⾒

具
申

に
合

わ
せ

、ツ
ー

ル
の

操
作

を⾏
う。

・情
報

管
理

班
（

操
作

卓
要

員
）

が
、プ

ラン
ト監

視
班

か
らの

EA
Lの

意
⾒

具
申

に
合

わ
せ

、前
⾯

モニ
タの

割
り当

て
を

、
能

動
的

に
⾏

う。
・前

⾯
モ

ニタ
の

画
⾯

上
で

判
断

要
素

を
確

認
（

本
部

員
全

員
）

し、
本

部
⻑

が
該

当
を

判
断

す
る

。
・プ

ラン
ト監

視
班

は
、E

AL
判

定
ツー

ル
の

デ
ー

タを
共

有
ドラ

イブ
に

登
録

し、
本

社
等

と共
有

す
る

。
・プ

ラン
ト監

視
統

括
は

、ブ
リー

フィ
ング

等
の

際
に

、判
定

ツー
ル

を使
用

し、
EA

Lの
予

測
等

を⾏
う。

□
検

証
す

る
事

項
の

達
成

基
準

改
善

事
項

は
、訓

練
観

察
お

よ
び

訓
練

後
の

アン
ケ

ー
ト、

気
付

き抽
出

等
に

より
改

善
効

果
を検

証
す

る
。

（
観

察
）

・E
AL

判
断

に
係

る
運

用
ル

ー
ル

の
とお

り活
動

が
で

きる
こと

。
・E

AL
該

当
報

告
時

、ツ
ー

ル
の

判
断

要
素

を
適

切
に

発
話

で
きる

こと
。

・E
AL

の
判

断
に

遅
れ

が
生

じな
い

こと
。（

当
直

⻑
の

発
話

後
、5

分
以

内
に

判
断

す
る

）
（

ア
ンケ

ー
ト等

）
・ル

ー
ル

に
従

った
対

応
を

⾏
うこ

とで
、そ

の
他

の
活

動
に

支
障

が
で

て
い

な
い

こと
。

・本
社

総
本

部
要

員
が

、E
AL

判
断

要
素

を共
有

で
き

た
か

。

EA
L判

断
に

関
わ

る
運

用
の

改
善
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2023 年度総合防災訓練 課題改善検証シート 

[緊急時対策総本部内で発話する際の運用について] 
 

年  ⽉  ⽇ 
評価員⽒名︓          

 
1.観察対象 総本部卓要員（総本部⻑、副総本部⻑、各班⻑、各 Gr ⻑） 
2.観察タイミング ①初動時（発電所での初動ブリーフィング後） 

②緊急時体制を発令した後（最初の SE、GE 発令後） 
③定期（事故・プラント状況を踏まえ、ブリーフィング間隔 30 分〜1 時間

を目安） 
3.観察項目 評価内容 評価 

1. 統括班⻑は、開催タイミングにおいて、総本
部ブリーフィングを開催しているか。 

良・否 

2. 情報管理 Gr ⻑は、ブリーフィング開催時に、
天井スピーカからの発電所⾳声をミュートにし
ているか。 

良・否 

3. 各班⻑、各 Gr ⻑は、ブリーフィング時に、簡
潔明瞭に活動報告を⾏っているか。 
また、必要により書画装置等や大型モニタを
活用しているか。 

良・否 

4. 緊急情報については、各班⻑、Gr ⻑は、緊
急情報である旨を発話し、簡潔明瞭に発話
を⾏っているか。 
緊急情報の内容は、運用ルールに記載した
例に基づいた発話内容であったか。 

良・否 

4.観察事項 
（観察事実） 

 

5.改善達成基準 ・総本部においてブリーフィングを実施できているこ
と。 
・ブリーフィング運用ルールに従った対応（各班の活
動内容は簡潔明瞭に発話など）ができていること。 
・上記の対応による不都合や混乱を生じていない
こと。 
※3.観察項目の評価結果「否」がないこと。 

良・否 
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2023 年度 総合防災訓練 改善事項検証シート 

[EAL 判断に関わる運用の改善] 

 ２０２３年１１⽉２４⽇ 
評価員⽒名           

 

１．観察対象 
本部卓要員（本部⻑、副本部⻑、プラント監視統括、復旧統括、技術統括）、
プラント監視班員（戦略説明者）、EAL 判定ツール操作者 

２．観察タイミング 
①︓観察 
②︓アンケート 

３．観察項目 

①本部卓要員（特に本部⻑、副本部⻑）は、EAL 判定ツールをモ
ニタ画⾯にて参照し、EAL 判断を⾏っているか。 

良・否 

①本部卓要員は、EAL 判定ツールを使用した EAL の予測を⾏ってい
るか。 

良・否 

②訓練に参加した本部卓要員は、それぞれの EAL 判断要素を訓練
中に認識できたか。 

良・否 

②本社総本部要員は、EAL 判断要素を訓練中に認識できたか。 良・否 

①本部卓要員は、必要の都度（戦略会議時やクリティカルパラメータ
の共有があった場合）、卓上モニタの画⾯切替えを⾏っているか。 

良・否 

①本部卓要員は、操作卓要員に対し、必要の都度（EAL の判断
時、各班説明時）画⾯切替えの指⽰を⾏っているか。 

良・否 

４．観察事項（観察事実） 

（例）観察対象は、全員改善後の運用どおりの活動を実施していた。 
     当直⻑の状況連絡（付与）の時刻と本部における EAL 判断時刻から、

すべて目標としている付与後 5 分以内の判断ができていることを確認した。 
     訓練後に発電所の本部卓要員の振り返りおよび個別聞き取りにより、

EAL 要素の認識ができていたことを確認した。 

５．改善達成基準 

・本部卓要員が EAL 判定ツールを活用し EAL の判断を誤り遅れなく
実施できる。※１ 

・本部員が EAL の判断要素について、認識しやすくなっていると感じる
ことが出来ていること。※２ 

※１ 訓練中の観察結果に「否」がないこと。 
※２ 訓練後のアンケート等において、ツール使用に際し否定的な意

⾒が多く挙がらないこと。 

良・否 
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■
Ⅱ

系
■

A
■

代
替

除
熱

■
Ｃ

■
Ⅰ

系
■

B
■

Ⅱ
系

■

Ｄ
■

Ⅰ
系

■
■

Ⅱ
系

■
■ ■ ■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

減
圧

系

低
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

（
L
P

C
S

）

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

冷
却

系

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

（
A

H
E
F
）

移
動

式
代

替
熱

交
換

設
備

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

（
A

H
E
F
）

代
替

R
C

W

大
量

送
水

車
（
A

R
W

F
）

原
子

炉
ウ

ェ
ル

代
替

注
水

系

①
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

系
（
A

P
F
S

）

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
R

C
W

）

A A BA B

残
留

熱
代

替
除

去
系

（
R

H
A

R
）

残
留

熱
除

去
系

（
R

H
R

）

A A BB

Ⅱ
系 H
P

C
W

残
留

熱
除

去
系

（
R

H
R

）
〈
格

納
容

器
冷

却
ﾓ

ｰ
ﾄﾞ

〉

ほ
う

酸
水

注
入

系
（
S

L
C

）

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

（
C

R
D

）

残
留

熱
除

去
系

（
R

H
R

）
〈
ｻ

ﾌ
ﾟﾚ

ｯ
ｼ
ｮﾝ

・
ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

ﾓ
ｰ

ﾄﾞ
〉

B

Ⅰ
系

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

（
F
P

C
）

Ⅱ
系

A B

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
設

備
（
F
C

V
S

）
ベ

ン
ト

■

低
圧

系

常
設

直
流

電
源

設
備

②
復

水
輸

送
系

（
C

W
T
）

③
消

火
系

（
F
P

(補
助

消
火

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ)
）

④
消

火
系

（
F
P

(消
火

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ)
）

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

（
H

P
C

S
）

炉
心

冷
却

設
備

②
復

水
輸

送
系

（
C

W
T
）

残
留

熱
除

去
系

（
R

H
R

）
〈
低

圧
注

水
ﾓ

ｰ
ﾄﾞ

〉

原
子

炉
補

機
冷

却
設

備
Ⅰ

系 H
P

S
W

逃
が

し
安

全
弁

（
S

R
V

）
（
１

２
弁

（
A

D
S

 ６
弁

）
）

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
設

備

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
H

P
A

C
）

①
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（
F
L
S

R
）

⑤
大

量
送

水
車

（
F
L
S

R
）

低
圧

注
水

設
備

炉
心

冷
却

設
備

①
格

納
容

器
代

替
ｽ

ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

（
A

C
S
S

）

⑤
大

量
送

水
車

（
A

C
S
S

）

代
替

ス
プ

レ
イ

①
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

（
F
M

W
）

②
復

水
輸

送
系

（
C

W
T
）

④
消

火
系

（
F
P

(補
助

消
火

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ)
）

⑤
消

火
系

（
F
P

(消
火

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ)
）

②
号

炉
間

融
通

（
常

設
）

③
消

火
系

（
F
P

(補
助

消
火

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ)
）

④
消

火
系

（
F
P

(消
火

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ)
）

Ｎ
２

ボ
ン

ベ

①
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

（
G

T
G

）

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

放
水

砲

交
流

電
源

直
流

電
源

設
備

直
流

電
源

B
1-

11
5
V

系
（
S

A
）
，

S
A

用
11

5
Ｖ

系
Ｓ

Ｒ
Ｖ

用
蓄

電
池

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
設

備

A B Ｃ

④
号

炉
間

融
通

（
可

搬
型

）

Ｄ
Ｂ

施
設

設
備

・
機

能

外
部

電
源

50
0
kV

（
２

回
線

）

66
kV

A

R
C

IC
給

復
水

系
（
F
W

,C
W

）

B
H

P
C

S

高
圧

系

B
H

P
C

S
A

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（
D

E
G

）

交
流

電
源

22
0
kV

（
２

回
線

）

直
流

電
源

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
R

C
IC

）

そ
の

他

原
子

炉
補

機
海

水
系

（
R

S
W

）

※
１

　
 【

凡
例

】
　

　
　

○
：
運

転
中

　
　

　
Ｓ

：
待

機
中

（
使

用
可

能
）

　
　

　
△

：
関

連
設

備
（
系

統
）
故

障
に

よ
り

使
用

不
可

　
　

　
▲

：
準

備
中

　
　

　
■

：
確

認
中

ま
た

は
未

対
応

に
よ

り
設

備
の

使
用

可
否

が
不

明
　

　
　

×
：
設

備
の

故
障

で
使

用
不

可

②
復

水
輸

送
系

（
C

W
T
）

③
消

火
系

（
F
P

(補
助

消
火

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ)
）

④
消

火
系

（
F
P

(消
火

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ)
）

⑤
大

量
送

水
車

（
A

P
F
S

）

２
号

機

Ｓ
Ａ

設
備

（
自

主
対

策
含

む
）

設
備

・
機

能
　

（
○

数
字

は
優

先
順

位
）

③
高

圧
発

電
機

車

可
搬

型
直

流
電

源
設

備

直
流

給
電

車
そ

の
他

■

⑥
大

量
送

水
車

（
S

F
P

S
）

③
補

給
水

系
（
M

U
W

）

Ｒ
／

Ｂ
放

水
設

備

Ｓ
Ａ

設
備

（
自

主
対

策
含

む
）

設
備

・
機

能
　

（
○

数
字

は
優

先
順

位
）

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

格
納

容
器

冷
却

，
過

圧
・

過
温

破
損

防
止

設
備

原
子

炉
格

納
容

器
冷

却
設

備

■

訓
練

島
根

原
子

力
発

電
所

設
備

状
況

シ
ー

ト
（

月
日

：
現

在
）

A
-
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給
復

⽔
系

H
PA

C

LP
CS

A-
RH

R

B-
RH

R

C-
RH

R

A-
RH

AR

B-
RH

AR

A-
FL

SR

B-
FL

SR

A-
CW

T

B-
CW

T

A-
消

火

B-
消

火

A-
補

助
消

火

B-
補

助
消

火

大
量

送
⽔

⾞

復
⽔

器

S/
C

FL
SR

貯
⽔

槽

CS
T

RC
IC

H
PC

S

補
助

消
火

⽔
槽

ろ
過

⽔
タン

ク

輪
⾕

貯
⽔

槽

CS
T

A-
CR

D

B-
CR

D
CS

T

A-
SL

C

B-
SL

C

SL
C

タン
ク

テ
ス

ト
タン

ク

M
UW CW

T

消
火

系

大
量

送
⽔

⾞

CW
T

消
火

系

M
UW

A-
FP

C

B-
FP

C

RH
R

S/
C

CW
T

消
火

系

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

事
故

対
応

設
備

系
統

概
要

CO
P

大
量

送
⽔

⾞

FP
C

島
根

２
号

機

FC
VS

原
⼦

炉
建

物

排
気

筒

A-
RS

W

海

C-
RS

W

B-
RS

W

D
-R

SW

H
PS

W

A-
RC

W

C-
RC

W

B-
RC

W

D
-R

CW

各
負

荷

各
負

荷

H
PC

W
各

負
荷

移
動

式
代

替
熱

交
換

設
備

海海海
大

型
送

⽔
ポ

ン
プ

⾞

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト

2C
-M

/C
切

替
盤

3号 1号

2C

④

2A
2B

50
0k

V

緊
急

予
備

⾼
圧

発
電

機
⾞

SA
用

蓄
電

池
AD

Sボ
ン

ベ
SR

VD
S

SR
V用

蓄
電

池
（

補
助

盤
室

）
（

原
⼦

炉
建

物
）

海

G

GT
G（

予
備

）

③
G

GT
G（

2号
）

G

2H
-D

EG

2D
-M

/C
切

替
盤

②

G

2A
-D

EG

G

2B
-D

EG

①

⑦
⑥

予
備

変
分

岐
盤

1C
1D

G

1A
-D

EG

G

1B
-D

EG

22
0k

V
66

kV
①

②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑤

2D
2HSA

記
号

状
態

記
号

状
態

記
号

な
し

確
認

中
故

障
中

運
転

中
準

備
中

待
機

中
関

連
設

備
(系

統
)故

障

A

遮
断

弁

A

遮
断

弁

A

遮
断

弁

大
量

送
⽔

⾞

大
量

送
⽔

⾞

FM
W

大
量

送
⽔

⾞

CW
T

消
火

系

M
UW

B-
年

⽉
⽇

時
分

現
在
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島
根
原
⼦
⼒
発
電
所
 
対
応
戦
略
、
進
展
予
測
シ
ー
ト
 
２
号
機

Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｃ
−

２
０
２
３
年
 
 
 
⽉
 
 
 
⽇
 
 
 
時
 
 
 
分
 
現
在

 

状
況

目
標

完
了
予
想
時
間

目
標
達
成
可
否

関
連
作
業

給
電
対
象
⺟
線

関
連
作
業

完
了
予
想
時
間

目
標
達
成
可
否

関
連
作
業

【
備
考
】

状
況

目
標

完
了
予
想
時
間

目
標
達
成
可
否

関
連
作
業

 
 
※
 
圧
⼒
単
位
［
Pa
］
：
特
記
な
い
限
り
［
ga
ge
］
と
す
る
。

③
備
考

ヒ ー ト シ ン ク 等

②

現
状

戦
 
略

現
 
状

現
 
状

①

対
応
手
段

電 源
予
測

実
績

注
水
喪
失

TA
F

BA
F+
20
%

炉
心
損
傷

RP
V破

損

③

戦
 
略

現
 
状

① ②

対
応
手
段

Ｄ
系

緊
M
/C

Ｃ
系

分
類

完
了
予
想
時
間

戦
 
略

完
了
予
想
時
間

Ｈ
系

電
源

①

対
応
手
段

冷
却
停
止

65
℃

10
0℃

TA
F+
4m

TA
F+
2m

② ③

S/
P

+1
.2
9m

原 ⼦ 炉 燃 料 プ ー ル

対
応
手
段

予
測

実
績

③

②

備
考

①

現
 
状

戦
 
略

② ③

格 納 容 器

状
況

目
標

予
測

実
績

除
熱
喪
失

S/
P

10
0℃

PC
V

24
5K
Pa

PC
V

38
4K
Pa

①
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【
凡

例
】 ：

ア
ク
セ
ス

ル
ー
ト

（
車
両

・
要
員
）

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

（
要
員
）

：
サ

ブ
ル
ー

ト
（
車

両
・
要

員
）

：
サ

ブ
ル
ー

ト
（
要

員
）

：
防

火
帯

：
保

管
エ
リ
ア

第
４ 第

３

第
２

第
１

保
管

エ
リア

パ
トロ

ー
ル

状
況

第
１

確
認

中
異

常
な

し
異

常
あ

り
第

２
確

認
中

異
常

な
し

異
常

あ
り

第
３

確
認

中
異

常
な

し
異

常
あ

り
第

４
確

認
中

異
常

な
し

異
常

あ
り

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

ア
クセ

ス
ル

ー
ト状

況
シ

ー
ト

CO
P

D
-

年
⽉

⽇
時

分
現

在

障
害

種
別

復
旧

作
業

開
始

時
刻

復
旧

完
了

予
定

時
刻

復
旧

体
制

(⼈
数

，
資

機
材

)

ア
クセ

ス
ル

ー
トパ

トロ
ー

ル
状

況
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使
用

可
否

※
１

■
2
2
0
kV

（
２

回
線

）
■ ■ ■ ■ ■

Ａ
■

Ｃ
■

Ｂ
■

Ｄ
■

Ａ
■

Ｃ
■

Ｂ
■

Ｄ
■ ■ ■

A
■

C
■

B
■

D
■

復
水

輸
送

系
(C

W
T
)

■
補

給
水

系
(M

U
W

)
■

消
火

系
(F

P
)

■ ■

燃
料

プ
ー

ル
重

要
ポ

イ
ン

ト
到

達
時

刻
条

件
評

価
漏

え
い

有
無

T
A

F
※

２

/ :
※

２
　

燃
料

貯
蔵

ラ
ッ

ク
上

端

【
進

展
予

測
】

【
戦

略
／

備
考

】

設
備

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
Ａ Ｂ

高
圧

発
電

機
車

Ⅰ
系

Ⅱ
系

大
量

送
水

車

原 子 炉 補 機

冷 却 設 備

原
子

炉
補

機
冷

却
系

（
R

C
W

）
Ⅱ

系

原
子

炉
補

機
海

水
系

（
R

S
W

）

Ⅰ
系

Ⅱ
系

Ⅰ
系

【
系

統
概

要
】

【
設

備
状

況
】

※
１

　
【
凡

例
】

　
　

○
：
運

転
中

　
　

Ｓ
：
待

機
中

（
使

用
可

能
）

　
　

△
：
関

連
設

備
（
系

統
）
故

障
に

よ
り

使
用

不
可

　
　

▲
：
準

備
中

　
　

■
：
確

認
中

ま
た

は
未

対
応

に
よ

り
設

備
の

使
用

可
否

が
不

明
　

　
×

：
設

備
の

故
障

で
使

用
不

可

交
流

電
源

外
部

電
源

6
6
kV

5
0
0
kV

（
２

回
線

）

燃 料 プ ー ル

冷 却 設 備

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

(F
P

C
)

Ａ Ｂ

残
留

熱
除

去
系

（
R

H
R

）

島
根

原
子

力
発

電
所

１
号

機
状

況
シ

ー
ト

（
月

日
：

現
在

）
E-

A-
FP

C

B-
FP

C

RH
R

S/
C

CW
T

消
火

系

M
UW

消
火

系

CW
T

消
火

系

M
UW

消
火

系

大
量

送
⽔

⾞
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。

20
23

年
度
総

合
防

災
訓

練
に
お

け
る
各

訓
練

項
目

の
内

容
 

１
．

発
電

所
各

訓
練

項
目

の
内

容
 

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
訓

練
内
容
 

評
価

概
要
 

指
揮

命
令

訓
練
 

添付資料４
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
訓

練
内
容
 

評
価

概
要
 

≪
中

期
計

画
と
の

紐
づ
け

≫

・
中

期
計

画
３

≪
訓

練
目

標
≫

①
－
１

・
検

証
が

十
分
で

な
い
活

動
に
つ

い
て
、
手

順
に

従

い
、
活
動

指
示
お

よ
び
活

動
が
で

き
る
こ

と
を
確

認
す

る
。

≪
達

成
基

準
≫

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。

・
緊

急
作

業
従

事
者

以
外

の
要

員
の

退

避
、
事

象
の

長
期
化

に
伴
う

体
制

の
見

直
し

を
実

施
す
る

。

・
ま
た

、
支
援

班
は

、
発
電

所
内

の
人
的

リ
ソ

ー
ス

を
一
元

管
理
し

共
有
す

る
。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

①
本

部
卓

要
員

は
、

緊
急

作
業

従
事

者
以

外
の

退
避

、

長
期

化
に

際
し

、
各

班
に

体
制

見
直

し
を

指
示

し
て

い
る

か
。

②
各

班
長

は
、

体
制

維
持

に
必

要
な

要
員

の
把

握
、

選

定
を

し
て

い
る
か

。

③
支

援
班

長
は

、
本

部
内

の
体

制
変

更
の

都
度

、
選

定

状
況

を
要

員
名

簿
に

整
理

し
、

全
体

に
共

有
し

て
い

る
か

。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
 

≪
中

期
計

画
と
の

紐
づ
け

≫

・
中

期
計

画
４

≪
訓

練
目

標
≫

①
－
１

・
検

証
が

十
分
で

な
い
活

動
に
つ

い
て
、
手

順
に

従

・
特

定
事

象
発
生

時
に
、
安

定
ヨ

ウ
素
剤

配
布

・
服

用
に
関

わ
る
判

断
を
行

う
。
 

・
ま
た

、
支
援

班
は

、
配
布

対
象

お
よ
び

配
布

状
況

を
一
元

管
理
し

共
有
す

る
。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

①
本

部
長

は
、

特
定

事
象

の
該

当
に

伴
う

、
安

定
ヨ

ウ

素
剤

の
配

布
、
服

用
を
指

示
し
て

い
る
か

。
 

②
支

援
班

は
、

安
定

ヨ
ウ

素
剤

の
配

布
対

象
お

よ
び

配
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
訓

練
内
容
 

評
価

概
要
 

い
、
活
動

指
示
お

よ
び
活

動
が
で

き
る
こ

と
を
確

認
す

る
。

≪
達

成
基

準
≫

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。

布
状

況
を

把
握
し

て
い
る

か
。
 

③
支

援
班

長
は

、
安

定
ヨ

ウ
素

剤
の

配
布

状
況

等
に

係

る
情

報
を

要
員

名
簿

に
整

理
し

、
全

体
に

共
有

し
て

い
る

か
。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
 

≪
中

期
計

画
と
の

紐
づ
け

≫

・
中

期
計

画
５

≪
訓

練
目

標
≫

①
－
１

・
検

証
が

十
分
で

な
い
活

動
に
つ

い
て
、
手

順
に

従

い
、
活
動

指
示
お

よ
び
活

動
が
で

き
る
こ

と
を
確

認
す

る
。

≪
達

成
基

準
≫

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。

・
緊
急

対
応
中

の
、
手

洗
い

、
飲

食
等
に

係
る

資
機

材
、
設

備
の
準

備
を
行

う
。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

①
支

援
班

長
は

、
緊

急
対

応
が

長
期

化
し

た
場

合
に

備

え
、

飲
料

、
食

料
の

配
布

お
よ

び
手

洗
い

等
に

係
る

資
機

材
、
設

備
の
準

備
に
係

る
指

示
を
し

て
い
た

か
。
 

②
支

援
班

は
、

要
員

名
簿

等
を

参
照

し
、

食
料

等
の

配

布
対

象
者

を
把
握

し
て
い

る
か

。

③
支

援
班

は
、

緊
急

時
対

策
所

の
仮

設
手

洗
い

等
の

資

機
材

、
設

備
の
準

備
を
行

っ
て
い

た
か

。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
 

≪
訓

練
目

的
≫

・
原

子
力

防
災
組

織
の
有

効
性
の

確
認

≪
訓

練
目

標
≫

①
－
２

・
各

訓
練

を
通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

・
緊

急
時

対
策

本
部

に
お

け
る

情
報

収

集
、
将
来

予
測
、
戦

略
決
定

等
を

実
施

す
る
。

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

①
本

部
卓

要
員
は

、
CO

P、
SP

D
S、

EA
L

早
見
表
等

各
種

ツ
ー

ル
を

活
用

し
、

プ
ラ

ン
ト

状
態

お
よ

び
事

故
対

応
状

況
に
つ

い
て
把

握
し
て

い
る
か

。

②
本

部
長

ま
た
は

技
術

統
括
は

、
プ

ラ
ン

ト
状
態

変
化

等
を

踏
ま

え
、

戦
略

会
議

の
開

催
を

判
断

し
て

い
る
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
訓

練
内
容
 

評
価

概
要
 

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す
る

と

と
も

に
、
基

本
的

な
事
故

対
応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。

≪
達

成
基

準
≫

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。

か
。

③
戦

略
会

議
メ
ン

バ
ー

は
、
プ

ラ
ン

ト
状

況
や
可

搬
設

備
状

況
等

の
情

報
を

共
有

し
、

将
来

予
測

や
対

応
戦

略
に

つ
い

て
検
討

し
て
い

る
か
。

④
本

部
長

は
、
対

応
戦
略

を
決
定

し
て
い

る
か
。

⑤
技

術
統

括
は
、

ブ
リ

ー
フ
ィ

ン
グ

に
て

対
応
戦

略
を

説
明

し
、

周
知
し

て
い
る

か
。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い
こ

と
を
気

付
き
事

項
の
抽

出
に
よ

り
確
認

す
る
。

・
EA

L
や

緊
急
時

体
制
の

発
令

等
の
本

部
卓

決
定

事
項
を

判
断
す

る
。

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

①
プ

ラ
ン

ト
監
視

統
括

ま
た
は

班
長

は
、

プ
ラ
ン

ト
状

況
変

化
時

、
EA

L
に
関

す
る
意

見
具
申

を
し
て

い
る

か
。

②
本

部
長

は
、
プ

ラ
ン

ト
監
視

統
括

ま
た

は
班
長

か
ら

の
EA

L
に

関
す
る

意
見
具

申
を

受
け
、

EA
L

早
見

表
等

を
活

用
し

、
適

切
性

を
確

認
し

、
判

断
し

て
い

る
か
。

③
本

部
長

は
、

EA
L
の

段
階
等

に
応
じ

て
、

緊
急

時
体
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
訓

練
内
容
 

評
価

概
要
 

制
の

発
令

（
移
行

含
む
）

を
判
断

し
て
い

る
か
。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。

・
各

種
ツ

ー
ル
を

用
い

て
、
プ
ラ

ン
ト
状

況
整
理
・
緩

和
戦
略

等
に
関

す
る

情
報

を
緊

急
時

対
策
本

部
（
発

電
所
）
と
緊

急
時

対
策

総
本
部
（

本
社
）
間
で

共
有

す
る
。

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

①
各

班
は

、
時
系

列
管

理
シ
ス

テ
ム

に
自

班
活
動

情
報

を
入

力
し

て
い
る

か
。

②
CO

P
関

係
班

は
、

CO
P

関
係

情
報
入

手
時
、

CO
P

を
作

成
（

更
新
）

し
て
い

る
か
。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。

≪
中

期
計

画
と
の

紐
づ
け

≫

・
中

期
計

画
６

≪
訓

練
目

標
≫

②
－
１

・
平

日
昼

間
に
お

け
る
社

内
へ
の

情
報
共

有
（
特

に

活
動

進
捗

状
況
）
を

迅
速

か
つ
正

確
に
実

施
す
る

た
め

に
、
手
順
（

運
用
等

）
を
改

善
し
、
検

証
す

る
。

≪
達

成
基

準
≫

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。

・
運

用
を

見
直

し
た

判
断

方
法

に
基

づ

く
、

EA
L
判

断
を

実
施

す
る
。

（
20

22
年

度
総
合

防
災
訓

練
課

題
№

2）
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

①
本

部
卓

要
員

は
、
E
AL

判
断
に

係
る
運

用
ル
ー

ル
の
と

お
り
に

EA
L
判
断

し
て
い

た
か

。

②
プ

ラ
ン

ト
監
視

班
長

は
、
E
AL

該
当

報
告

時
、
E
AL

判

定
ツ

ー
ル

の
判

断
要

素
を

適
切

に
発

話
し

て
い

た

か
。

③
本

部
卓

要
員

は
、
E
AL

の
判
断

に
遅
れ

を
生
じ

て
さ
せ

て
い

な
い

か
。

（
当

直
長

の
発
話

後
、
５

分
以
内

に
判
断

す
る

。）

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。
 

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
 

訓
練

内
容
 

評
価

概
要
 

 
通

報
・
連

絡
訓
練

 
                     

 
  

≪
訓

練
目

標
≫

 
①

－
２

 
・
各

訓
練

を
通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す
る

と

と
も

に
、
基

本
的

な
事
故

対
応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。
 

≪
達

成
基

準
≫

 
・

手
順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

     
 

・
通

報
文

を
作
成

し
、
作
成

し
た

通
報
文

の
確
認

を
行

っ
た

後
、

FA
X

送
信
を

行
い

、
着

信
確
認

を
実
施

す
る
。

 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

 
①

情
報
統

括
は

、
通

報
文

の
作

成
を

情
報

管
理

班
長

に

指
示

し
て

い
る
か

。
 

②
情

報
管

理
班

員
は

、
発

生
事

象
に

応
じ

た
通

報
様

式

を
用

い
て

通
報
文

を
作
成

し
て
い

る
か
。

 
③

情
報
管

理
班

長
お

よ
び

情
報

統
括

は
、

作
成

さ
れ

た

通
報

文
に

つ
い
て

確
認
を

行
っ
て

い
る
か

。
 

④
情

報
管

理
班
長

は
、「

警
戒
事

態
該
当

事
象
発

生
後
の

経
過

連
絡

」
、「

応
急

措
置

の
概
要

（
原
子

炉
施
設

）」

お
よ
び
「

応
急
措

置
の
概

要
（
事

業
所
外

運
搬

）」
に

つ
い

て
は

、
定

期
（

1
時
間

毎
を

目
途

）
の
作

成
を
情

報
管

理
班

員
に
指

示
し
て

い
る
か

。
 

⑤
情

報
統

括
は

、
社

内
外

関
係

箇
所

へ
の

通
報

連
絡

を

通
報

班
長

に
指
示

し
て
い

る
か
。

 
⑥

通
報
班

長
は

、
情

報
管

理
班

長
の

作
成

し
た

通
報

文

を
使

用
し
て

通
報

連
絡

を
通
報

班
員

に
指
示

し
て

い

る
か
。

 
⑦

通
報
班

員
は
、

通
報
文

を
FA

X
送

信
し

て
い

る
か
。

 
⑧

通
報
班

員
は

、
通

報
連

絡
先

へ
電

話
連

絡
を

行
い

、

EA
L

判
断
時
刻

（
AL

外
的
に

つ
い
て

は
、
事

象
発

生
時

刻
）

か
ら

15
分

以
内
に

FA
X
送

信
が
完

了
し

て
い

る
か

。
 

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。
 

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
 

訓
練

内
容
 

評
価

概
要
 

             

 
・
緊

急
時

体
制
発

令
時

に
、
緊
急

放
送
装

置
等

を
用

い
て
緊

急
時

対
策

要
員

の

非
常

招
集

連
絡
を

行
う

。
 

 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
情

報
統

括
は
、

緊
急

時
対
策

要
員

の
非

常
招
集

連
絡

を
情

報
管

理
班

長
お

よ
び

通
報

班
長

に
指

示
し

て
い

る
か

。
 

②
通

報
班

長
は
、

緊
急

時
連
絡

網
等

を
使

用
し
た

非
常

招
集

連
絡

を
通
報

班
員
へ

指
示
し

て
い
る

か
。
 

③
通

報
班

員
は
、

一
斉

招
集
シ

ス
テ

ム
に

よ
り
、

構
外

の
緊

急
時

対
策

要
員

の
非

常
招

集
お

よ
び

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
る
か

。
 

④
情

報
管

理
班
長

は
、

緊
急
放

送
装

置
等

を
使
用

し
た

非
常

招
集

連
絡

お
よ

び
構

内
へ

の
情

報
発

信
を

情
報

管
理

班
員

へ
指
示

し
て
い

る
か

。
 

⑤
情

報
管

理
班
員

は
、

体
制
発

令
に

つ
い

て
、
緊

急
放

送
装

置
、

緊
急

時
サ

イ
レ

ン
等

を
使

用
し

て
、

構
内

の
緊

急
時

対
策

要
員

の
非

常
招

集
お

よ
び

緊
急

時
対

策
要

員
以

外
の

構
内

滞
在

者
へ

の
情

報
発

信
を

行
っ

て
い

る
か

。
 

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
 

・
統

合
原
子

力
防
災

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
に
接

続
す

る
設

備
等
を

起
動
す

る
（

SP
D

S
デ

ー
タ
の

伝
送
状

況
確
認

含
む
）
。

 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

 
①

情
報

統
括

は
、

統
合

原
子
力

防
災

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
に

接
続

す
る

通
信
連

絡
設
備
（

テ
レ

ビ
会
議

シ
ス
テ

ム
）

等
の

通
信

設
備

の
起

動
等

を
情

報
管

理
班

長
お

よ
び

通
報

班
長

に
指
示

し
て
い

る
か
。
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
訓

練
内
容
 

評
価

概
要
 

②
情

報
管

理
班
長

は
、

統
合
原

子
力

防
災

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

す
る

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
の

起
動

、

SP
D

S
デ

ー
タ

の
伝

送
状

況
確

認
を

情
報

管
理
班

員

へ
指

示
し

て
い
る

か
。

③
情

報
管

理
班
員

は
、

統
合
原

子
力

防
災

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

す
る

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
の

起
動

、

SP
D

S
デ

ー
タ

の
伝

送
状

況
確

認
を

実
施

し
て
い

る

か
。

④
通

報
班

長
は
、
災

害
優
先

FA
X
お

よ
び

消
防

ホ
ッ
ト

ラ
イ

ン
の

使
用

場
所

切
替

え
を

通
報

班
員

へ
指

示
し

て
い

る
か

。

⑤
通

報
班

員
は
、
災

害
優
先

FA
X
お

よ
び

消
防

ホ
ッ
ト

ラ
イ

ン
の

使
用
場

所
切
替

え
を
実

施
し
て

い
る
か

。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
訓

練
内
容
 

評
価

概
要
 

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

か
ら

の
動

員
の
要

請
等
）

④
支

援
統

括
は

、
負

傷
者

等
の

状
況

お
よ

び
人

的
リ

ソ

ー
ス

の
状

況
を

、
緊

急
時

対
策

本
部

に
共

有
し

て
い

る
か
。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。

≪
訓

練
目

標
≫

①
－

２

・
各

訓
練

を
通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す
る

と

と
も

に
、
基

本
的

な
事
故

対
応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。

≪
達

成
基

準
≫
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。

・
救
出

隊
を
編

成
、
出

動
し

、
班

長
の
指

示
す

る
場

所
ま

で
、
被

災
者

を
搬

出
し

た
後

、
医

療
隊
へ

引
渡
す

。

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

①
支

援
班

長
は
、

救
出
活

動
を
指

示
し
て

い
る
か

。

②
支

援
班

員
は

、
救

出
隊

（
担

架
を

要
す

る
救

出
は

6
名

1
単

位
）

を
編
成

し
て
い

る
か

。

③
支

援
班

員
（
救

出
隊

）
は
、

被
災

者
の

救
出
へ

向
か

う
前

に
、

必
要

に
応

じ
て

放
射

線
管

理
班

員
の

同
行

を
依

頼
し

て
い
る

か
。

④
支

援
班

員
（
救

出
隊

）
は
、

班
長

が
指

示
す
る

場
所

へ
被

災
者

を
搬

出
し

、
医

療
隊

へ
引

き
渡

し
て

い
る

か
。

⑤
支

援
班

員
（
救

出
隊

）
は
、

被
災

者
の

負
傷
状

況
お

よ
び

汚
染

状
況

に
つ

い
て

、
班

長
に

連
絡

し
て

い
る

か
。

⑥
支

援
班

員
（
救

出
隊

）
は
、

必
要

に
応

じ
て
、

救
急

処
置

を
行

っ
て
い

る
か

。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。
 

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
 

訓
練

内
容
 

評
価

概
要
 

・
医
療

隊
を
編

成
、
出

動
し

、
班

長
の
指

示
す

る
場

所
で
、
救

出
隊
か

ら
被

災
者

を
引

き
受

け
、
症
状

に
応
じ

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

へ
の
搬

送
も

し
く

は
医

療

機
関

へ
引

渡
す

。
 

  

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
支

援
班

長
は
、

医
療
活

動
を
指

示
し
て

い
る
か

。
 

②
支

援
班

員
は
、

医
療
隊

を
編
成

し
て
い

る
か

。
 

③
支

援
班

員
（
医

療
隊

）
は
、

救
出

隊
か

ら
被
災

者
を

引
き

取
り

、
被

災
者

の
体

表
面

の
汚

染
状

況
を

確
認

し
て

い
る

か
。
 

④
支

援
班

員
（
医

療
隊

）
は
、

被
災

者
の

症
状
を

確
認

し
た

後
、

汚
染

状
況

含
め

て
支

援
班

長
へ

連
絡

し
、

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

へ
の

搬
送

、
医

療
用

車
両

に
よ

る
医

療
機

関
へ

の
搬

送
ま

た
は

救
急

車
に

よ
る

医
療

機
関

へ
の

搬
送

の
い

ず
れ

か
の

判
断

を
仰

い
で

い
る

か
。
 

⑤
支

援
班

長
は
、

被
災

者
の
状

況
か

ら
除

染
と
治

療
の

対
応

の
優

先
順
位

を
判
断

し
て
い

る
か

。
 

⑥
支

援
班

長
は
、

被
災

者
の
状

況
を

放
射

線
管
理

班
長

に
共

有
し

て
い
る

か
。
 

⑦
放

射
線

管
理
班

長
は

、
管
理

区
域

内
で

の
除
染

可
否

を
判

断
し

て
い
る

か
。
 

⑧
支

援
班

員
（
医

療
隊

）
は
、

被
災

者
を

救
出
、

除
染

し
て

い
る

か
。
 

⑨
支

援
班

長
は
、

被
災

者
を
医

療
機

関
へ

輸
送
す

る
際

の
輸

送
手

段
を
選

定
、
確

保
し
て

い
る
か

。
 

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い
こ

と
を
気

付
き
事

項
の
抽

出
に
よ

り
確

認
す

る
。
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。
 

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
 

訓
練

内
容
 

評
価

概
要
 

緊
急

時
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
訓

練
 

≪
訓

練
目

標
≫

 
①

－
２
 

・
各

訓
練

を
通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す
る

と

と
も

に
、
基

本
的

な
事
故

対
応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。
 

≪
達

成
基

準
≫
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

・
緊

急
時

対
策

所
等

の
放

射
線

レ
ベ

ル

（
線

量
当

量
率
、
空

気
中
放

射
性

物
質

濃
度

）
の

測
定
を

行
う

。
 

 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
放

射
線

管
理

班
長

は
、

可
搬

式
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

ポ

ス
ト

の
設

置
を
指

示
し
て

い
る
か

。
 

②
放

射
線

管
理
班

員
（

現
場
）

は
、

可
搬

式
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
ポ

ス
ト
の

設
置
前

作
業
を

し
て
い

る
か

。
 

③
放

射
線

管
理
班

員
（

現
場
）

は
、

可
搬

式
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
ポ

ス
ト

設
置

作
業

の
開

始
を

放
射

線
管

理
班

員
（

緊
対

本
部
）

へ
連
絡

し
て
い

る
か

。
 

④
放

射
線

管
理
班

員
（

現
場
）

は
、

可
搬

式
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
ポ

ス
ト
を

設
置
し

て
い
る

か
。
 

⑤
放

射
線

管
理
班

員
（

現
場
）

は
、

可
搬

式
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
ポ

ス
ト

設
置

作
業

の
完

了
を

放
射

線
管

理
班

員
（

緊
対

本
部
）

へ
連
絡

し
て
い

る
か

。
 

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い
こ

と
を
気

付
き
事

項
の
抽

出
に
よ

り
確

認
す

る
。
 

避
難

誘
導

訓
練
 

≪
中

期
計

画
と
の

紐
づ
け

≫
 

・
中

期
計

画
８

 
≪

訓
練
目

標
≫

 
①

－
１
 

・
検

証
が

十
分
で

な
い
活

動
に
つ

い
て
、
手

順
に

従

い
、
活
動

指
示
お

よ
び
活

動
が
で

き
る
こ

と
を
確

認
す

る
。
 

≪
達

成
基

準
≫
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

・
緊

急
時

体
制
発

令
に
伴

う
、
緊

急
作
業

従
事

者
以

外
の
退

避
を
行

う
。
 

・
退

避
し

た
要
員

は
、
参
集

拠
点

等
で
発

電
所

の
状

況
把
握

を
し
、
支

援
活

動
の

準
備

を
行

う
。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
支

援
班

は
、
緊
急

作
業
従

事
者

以
外
の

退
避
に

際
し

、

対
象

者
の

事
情
（
放

射
線
業

務
従

事
者
の

指
定
有

無
、

使
用

可
能

な
車

両
の

有
無

等
）

に
応

じ
た

輸
送

方
法

を
検

討
し

て
い
た

か
。
 

②
支

援
班

は
、

退
避

状
況

を
適

宜
、

支
援

班
長

に
報

告

し
て

い
た

か
。
 

③
退

避
し

た
要
員

は
、

PC
、
i
ph

o
ne

等
を

使
用

し
、
発

電
所

の
状

況
（

C
OP
、
時

系
列
管

理
シ
ス

テ
ム
等

の
確

認
）

を
把

握
し
て

い
た
か

。
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
訓

練
内
容
 

評
価

概
要
 

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
 

≪
中

期
計

画
と
の

紐
づ
け

≫

・
中

期
計

画
９

≪
訓

練
目

標
≫

①
－

１

・
検

証
が

十
分
で

な
い
活

動
に
つ

い
て
、
手

順
に

従

い
、
活
動

指
示
お

よ
び
活

動
が
で

き
る
こ

と
を
確

認
す

る
。

≪
達

成
基

準
≫
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。

・
緊

急
時

非
常
体

制
発
令

後
、
委

託
先
警

備
員

に
よ

る
警
戒

が
期

待
で

き
な

い

場
面

を
想

定
し

た
、
警

備
班

に
よ

る
警

戒
、

出
入

管
理
を

継
続
実

施
す
る

。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

①
警

備
班

長
は

、
プ

ラ
ン

ト
事

象
の

進
展

を
予

測
し

、

予
め

緊
急

時
非

常
体

制
発

令
後

の
警

備
体

制
（

ど
こ

に
、

誰
を

配
置
す

る
か
等

）
を
検

討
し
て

い
た
か

。

②
警

備
班

員
は

、
必

要
な

通
信

連
絡

手
段

を
確

保
し

、

警
戒

現
場

へ
向
か

っ
て
い

た
か

。

③
警

備
班

員
は

、
委

託
先

警
備

員
と

の
引

継
ぎ

後
、

警

戒
開

始
を

警
備
班

長
へ
報

告
し
て

い
た
か

。

④
警

備
班

員
は

、
出

入
管

理
に

関
わ

る
対

応
（

持
込

物

品
の

管
理

、
入

退
構

時
の

人
定

確
認

）
が

行
え

て
い

た
か

。

⑤
警

備
班

長
は

、
各

警
備

班
員

の
配

備
場

所
、

対
応

状

況
を

整
理

し
、
支

援
統
括

に
報
告

し
て
い

た
か

。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
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シ
ナ

リ
オ

非
提

示
の

た
め

非
公

開



※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
訓

練
内
容
 

評
価

概
要
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シ
ナ

リ
オ

非
提

示
の

た
め

非
公

開



※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。
 

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
 

訓
練

内
容
 

評
価

概
要
 

ア
ク

シ
デ

ン
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

訓
練
 

≪
訓

練
目

標
≫

 
①

－
２

 
・
各

訓
練

を
通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す
る

と

と
も

に
、
基

本
的

な
事
故

対
応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。
 

≪
達

成
基

準
≫

 
・

手
順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

・
収

集
し
た

デ
ー
タ

の
分
析

お
よ

び
評
価

を
行

い
、
プ

ラ
ン

ト
状
況

把
握
（

燃
料

健
全

性
評

価
等
）
お

よ
び
事

象
進

展
予

測
（

原
子

炉
水
位

挙
動
評

価
、
格

納
容

器
圧
力
・
温

度
挙

動
評

価
、
燃
料

プ
ー

ル
水

温
上

昇
評
価

）
を
す

る
。

 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

 
①

技
術
班

員
は

、
SP

D
S、

各
班

か
ら
の

聞
取
り

等
に
よ

り
、

必
要

な
デ
ー

タ
を
採

取
し
て

い
る
か

。
 

②
技

術
班

員
は
、

原
子

炉
お
よ

び
使

用
済

燃
料
プ

ー
ル

等
の

運
転

に
関

す
る

デ
ー

タ
を

分
析

、
評

価
し

て
い

る
か
。

 
③

技
術

班
員

は
、

原
子

炉
お
よ

び
使

用
済

燃
料
プ

ー
ル

等
の

運
転

に
関

し
て

収
集

し
た

デ
ー

タ
を

基
に

実
施

し
た

分
析

お
よ

び
評

価
結

果
に

つ
い

て
、

技
術

班
長

に
報

告
し

て
い
る

か
。

 
④

技
術

班
長

は
、

原
子

炉
お
よ

び
使

用
済

燃
料
プ

ー
ル

等
の

運
転

に
関

し
て

収
集

し
た

デ
ー

タ
を

基
に

実
施

し
た

分
析

お
よ

び
評

価
結

果
に

つ
い

て
、

本
部

に
報

告
し

て
い

る
か
。

 
・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。

 

電
源

機
能

等
喪
失

時
対
応

訓
練
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。
 

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
 

訓
練

内
容
 

評
価

概
要
 

                   

 ①
全

交
流

電
源

喪
失

時
の

構

内
電

源
受

電

訓
練
 

≪
訓

練
目

標
≫

 
①

－
２
 

・
各

訓
練

を
通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す
る

と

と
も

に
、
基

本
的

な
事
故

対
応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。
 

≪
達

成
基

準
≫
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

 ・
全

交
流
電

源
喪
失

時
に
お

け
る

代
替
電

源
供

給
設

備
に
よ

る
給

電
作

業
を

実

施
す

る
。
 

 ・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
復

旧
班

長
は
、
電

源
供
給

ル
ー

ト
を
検

討
、
決
定

し
、

復
旧

班
員

に
指
示

し
て
い

る
か

。
 

②
復

旧
班

員
（
現

場
）
は
、
必
要

な
資
機

材
の
準

備
等

、

出
発

前
準

備
を
実

施
し
て

い
る
か

。
 

③
復

旧
班

員
（
現

場
）

は
、
電

源
供

給
ル

ー
ト
に

対
応

し
た

設
備

を
所
定

の
位
置

へ
移
動

し
て
い

る
か

。
 

④
復

旧
班

員
（
現

場
）

は
、
電

源
供

給
ル

ー
ト
に

対
応

し
た

設
備

を
設
置

し
て
い

る
か

。
 

⑤
復

旧
班

員
（
現

場
）

は
、
電

源
供

給
設

備
を
起

動
し

て
い

る
か

。
 

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ
て

い
な

い
こ

と
を

気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認

す
る

。
 

②
1
、

2
号

機
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発

電
設

備
軽

油

タ
ン

ク
か

ら

の
燃

料
抜

取

り
お

よ
び

高

圧
発

電
機

車

等
へ

の
燃

料

補
給

訓
練
 

≪
訓

練
目

標
≫

 
①

－
２
 

・
各

訓
練

を
通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す
る

と

と
も

に
、
基

本
的

な
事
故

対
応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。
 

≪
達

成
基

準
≫
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

・
燃

料
補
給

が
必
要

な
可
搬

型
設

備
に
対

し
て
、
燃

料
補
給

を
行
う

た
め
、
構
内

燃
料

タ
ン

ク
か
ら

の
燃

料
抜

取
り

お

よ
び

可
搬

型
設
備

へ
の

燃
料

補
給

作

業
を

実
施

す
る

。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
復

旧
班

長
は
、

燃
料

抜
き
取

り
、

補
給

作
業
を

指
示

し
て

い
る

か
。
 

②
復

旧
班

員
（
現

場
）
は
、
必
要

な
資
機

材
の
準

備
等

、

出
発

前
準

備
を
実

施
し
て

い
る
か

。
 

③
復

旧
班

員
（
現

場
）

は
、
燃

料
抜

取
り

対
象
タ

ン
ク

を
選

定
し

て
い
る

か
。
 

④
復

旧
班

員
（
現

場
）

は
、
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
を
燃

料
抜

取
り

対
象

タ
ン
ク

近
傍
に

移
動
し

て
い
る

か
。
 

⑤
復

旧
班

員
（
現

場
）

は
、
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
へ
の

燃
料

抜
取

り
作

業
を
実

施
し
て

い
る
か

。
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
訓

練
内
容
 

評
価

概
要
 

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

⑥
復

旧
班

員
（
現

場
）

は
、
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
を
燃

料
補

給
設

備
近

傍
へ
移

動
し
て

い
る
か

。

⑦
復

旧
班

員
（
現

場
）

は
、
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
か
ら

の
燃

料
補

給
作

業
を
実

施
し
て

い
る
か

。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
 

③
原

子
炉

お
よ

び
燃

料
プ

ー

ル
へ

の
消

防

車
に

よ
る

代

替
注

水
訓

練
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
訓

練
内
容
 

評
価

概
要
 

広
報

対
応

訓
練
 

≪
訓

練
目

標
≫

①
－
２

・
各

訓
練

を
通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す
る

と

と
も

に
、
基

本
的

な
事
故

対
応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。

≪
達

成
基

準
≫

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。

・
お

知
ら

せ
文
を

作
成

し
、
必
要

な
報
道

機
関
へ

FA
X
送

信
す
る

。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

①
報

道
班

員
は
、

事
象

の
進
展

を
考

慮
し

、
報
道

発
表

の
時

期
を

本
社

の
緊

急
時

対
策

総
本

部
（

広
報

班
）

と
調

整
し

て
い
る

か
。

②
報

道
班

員
は
、

報
道
資

料
お
よ

び
想

定
Q

A
に

つ
い

て
、

情
報

統
括

グ
ル

ー
プ

お
よ

び
本

社
の

緊
急

時
対

策
総

本
部

（
統

括
班

、
広

報
班

）
と

協
力

し
て

作
成

し
て

い
る

か
。

③
報

道
班

員
は
、

島
根

県
政
記

者
会

お
よ

び
鳥
取

県
政

記
者

会
加

盟
各
社

へ
一
斉

FA
X
送

信
を

し
た

後
、
幹

事
社

へ
ル

ー
ト
連

絡
を
依

頼
し
て

い
る
か

。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
訓

練
内
容
 

評
価

概
要
 

・
報

道
機
関

か
ら
の

問
い
合

わ
せ

に
対
応

す
る

。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

①
報

道
班

員
は
、

通
報
文

、
報
道

資
料
、

想
定

Q
A

の

内
容

を
基

本
と

し
て

回
答

し
、

個
別

具
体

的
な

質
問

に
つ

い
て

は
、

本
社

連
絡

先
を

伝
達

し
、

発
電

所
で

の
問

い
合

わ
せ

対
応

は
し

て
い

な
い

旨
回

答
し

て
い

る
か

。

②
報

道
班

員
は
、

必
要

に
よ
り

回
答

内
容

を
広
報

統
括

に
確

認
し

て
い
る

か
。

③
報

道
班

員
は
、

対
応

上
や
む

を
得

ず
提

供
し
た

情
報

に
つ

い
て

は
、

報
道

班
全

員
に

周
知

す
る

等
情

報
の

共
有

化
を

図
っ
て

い
る
か

。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
 

・
自

治
体
か

ら
の
リ

エ
ゾ
ン

派
遣

要
請
に

対
し

、
対

応
す
る

。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

①
対

外
対

応
班
長

は
、

自
治
体

か
ら

技
術

的
な
説

明
に

つ
い

て
要

請
が
あ

っ
た
際

に
、
要

員
派
遣

に
つ
い

て
、

広
報

統
括

に
報
告

し
、
派
遣

指
示

を
仰
い

で
い
る

か
。
 

②
対

外
対

応
班
長

は
、

派
遣
者

を
選

任
し

、
対
応

を
指

示
し

て
い

る
か

。

③
対

外
対

応
班
員

は
、

自
治
体

へ
の

派
遣

要
員
に

対
し

て
、

適
宜

、
通

報
連

絡
内

容
等

の
情

報
を

提
供

し
て

い
る

か
。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
 

オ
フ

サ
イ

ト
セ

ン
タ
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
訓

練
内
容
 

評
価

概
要
 

ー
連

携
訓

練
 

≪
訓

練
目

標
≫

①
－

２

・
各

訓
練

を
通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す
る

と

と
も

に
、
基

本
的

な
事
故

対
応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。

≪
達

成
基

準
≫
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
を

実
施
し

、
不
都

合
や
混

乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が
発

生

し
て

い
な

い
こ
と

）。

・
緊

急
時

体
制
等

の
発
令

時
に
、
派

遣
体

制
を

構
築

し
、
派
遣

用
車
両

等
の

活
動

に
必

要
な

資
機
材

を
準

備
す

る
と

と

も
に
、
エ
マ

ー
ジ
ェ

ン
シ
ー

コ
ー

ル
受

信
時

に
出

動
す
る

。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

①
支

援
班

員
は

、
O

FC
派

遣
要

員
を
把

握
し

、
名
簿

を

作
成

し
て

い
る
か

。

②
支

援
班

員
は

、
O

FC
派

遣
に

必
要
な

資
機
材
（
移

動

車
両

含
む

）
を
準

備
し
て

い
る
か

。

③
支

援
班

員
は
、

エ
マ

ー
ジ
ェ

ン
シ

ー
コ

ー
ル
受

信
情

報
入

手
時
、
速

や
か
に

O
FC

派
遣

要
員

を
出
発

さ
せ

て
い

る
か

。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
 

・
事

業
者
ブ

ー
ス
お

よ
び
プ

ラ
ン

ト
チ
ー

ム
の

設
営

を
行

い
、
事

業
者

ブ
ー

ス
と

プ
ラ

ン
ト

チ
ー
ム

で
連
携

し
、
プ

ラ
ン

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

①
O

FC
派
遣

要
員
は

、
持

参
し

た
資
機

材
等
を

セ
ッ
テ

ィ
ン

グ
し

て
い
る

か
。
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
訓

練
内
容
 

評
価

概
要
 

ト
状

況
の

入
手
、

整
理

と
合

わ
せ

、

O
FC

内
会
議

用
資
料

を
準

備
す

る
。

②
O

FC
派

遣
要

員
は

、持
参

し
た

資
機
材

等
を
活

用
し

、

最
新

の
プ

ラ
ン
ト

状
況
を

入
手
、
整

理
し
て

い
る
か

。
 

③
O

FC
派
遣

要
員
は

、
整

理
し

た
最
新

の
プ
ラ

ン
ト
状

況
を

反
映

し
た

O
FC

内
会

議
用
資

料
を

準
備

し
て

い
る

か
。

・
上
記

活
動
を

実
施
し

た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気

付
き

事
項

の
抽

出
に

よ
り

確

認
す

る
。
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。
 

２
．

本
社

各
訓

練
項

目
の

内
容

 

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
 

訓
練

内
容
 

評
価

概
要
 

指
揮

命
令

訓
練

 
≪

訓
練
目

標
≫

 
①

－
１

 
・
平

日
昼
間

に
お
い

て
発
電

所
の

状
況
把

握
、
発
電

所
へ

の
フ

ォ
ロ
ー

に
つ
い

て
、
抽

出
さ
れ

た
課
題

が
あ

る
場

合
は

、
手
順
（
運

用
）
を
改

善
し

、
検

証
す
る

。
課

題
が
抽

出
さ
れ

な
い

場
合

も
、
実
効

性
の

向
上

の
た

め
改

善
が

で
き

る
点

が
な

い
か

検
証

す
る

。
 

《
達

成
基

準
》

 
・

手
順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど
お

り
の
活

動
を
実

施
し
、
不

都
合

や
混
乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が

発
生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

・
発

電
所

か
ら
の

送
付
さ

れ
る
情

報
に
お

い
て
疑

義

が
生

じ
た

場
合
は

、
確
認

及
び
問

い
合
わ

せ
を
実

施
し

て
い

る
こ
と

。（
特
に

EA
L
判

断
の

情
報
）

 

事
象

の
進

展
に
応

じ
て

、
速

や
か

に
緊
急

時
体

制
を

発
令
し

、
発

電
所

活
動

の
支
援

を
実

施
す

る
。

 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

 
①

事
象
発

生
後
、
速

や
か
に

体
制

発
令
・
要

員
招
集

を
実

施
し

て
い

る
か
。

 
②

社
内

TV
会

議
シ

ス
テ

ム
を
接

続
し
、
緊

急
時
対

策
本

部
（

発
電

所
）
と

の
情
報

共
有
を

実
施
し

て
い
る

か
。

 
③

EA
L

判
断

の
情
報

に
疑

義
が
生

じ
た

場
合

は
、

緊
急

時
対

策
総

本
部

CP
を

経
由

し
、

発
電

所
CP

へ
確

認

を
取

っ
て

い
る
か

。
 

・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。

 
必

要
な

連
絡

先
に

事
象

発
生

の
連

絡
を

実
施

す
る

。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

 
①

事
象
の

進
展
に

応
じ
て

、
必
要

な
社
内

外
関
係

箇
所
へ

の
連

絡
が

実
施
し

て
い
る

か
。

 
・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。

 

≪
中

期
計

画
と
の

紐
づ
け

≫
 

・
中

期
計

画
12

 
≪

訓
練
目

標
≫

 
②

－
１

 
・
平

日
昼
間

に
お
け

る
社
内

へ
の

情
報
共

有
（

特
に

活
動

進
捗

状
況
）
を

迅
速

か
つ
正

確
に
実

施
す
る

た
め
に

、
手
順
（
運

用
等
）
を
改

善
し

、
検
証

す

る
。

 
《

達
成
基

準
》

 

総
本

部
ブ

リ
ー
フ

ィ
ン
グ

を
実
施

し
、
総

本
部

内
の

情
報
共

有
を
図

る
。

 
・

以
下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

 
①

統
括
班

長
は

、
総

本
部
内

に
お

い
て
ブ

リ
ー
フ

ィ
ン
グ

を

開
催

す
る

と
と
も

に
、
ブ
リ

ー
フ

ィ
ン
グ

運
用
ル

ー
ル
に

従
っ

た
円

滑
な
進

行
が
で

き
た
か

。
 

②
各

班
・

G
r
長

は
、

ブ
リ
ー
フ

ィ
ン

グ
に

お
い

て
、
簡

潔

明
瞭

に
総

本
部

内
に

活
動
を

報
告

す
る

こ
と

が
で

き
た

か
。

 
・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。
 

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
 

訓
練

内
容
 

評
価

概
要
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど
お

り
の
活

動
を
実

施
し
、
不

都
合

や
混
乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が

発
生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

原
子

力
災

害
医

療
訓

練
 

≪
訓

練
目

標
≫

 
①

－
２
 

・
各

訓
練
を

通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す

る
と

と
も
に

、
基

本
的
な

事
故
対

応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。
 

《
達

成
基

準
》
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど
お

り
の
活

動
を
実

施
し
、
不

都
合

や
混
乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が

発
生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

ER
C

医
療

班
（

模
擬

）
へ
の
情

報
提
供

を
実

施
す

る
。

 
・

以
下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

 
①

負
傷
者

が
発
生

し
た
場

合
、
負

傷
者
の

情
報
を

発
電
所

か
ら

入
手

し
、
整

理
し
て

い
る
か

。
 

②
整

理
し

た
情

報
を

、
適

宜
、

ER
C

医
療

班
（

模
擬
）

へ
情

報
提

供
を
実

施
し
て

い
る
か

。
 

・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。

 
発

電
所

構
内

の
医

療
体

制
確

立
に

向
け

て
、
（

公
財

）
原

子
力
安

全
技

術
協

会
へ

医
師

の
派

遣
要
請

を
実
施

す
る

。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
負

傷
者

が
発
生

し
た
場

合
、
負

傷
者
の

情
報
を

発
電
所

か
ら

入
手

し
、
整

理
し
て

い
る
か

。
 

②
整

理
し

た
情

報
を

、
適

宜
、
（

公
財

）
原

子
力

安
全

技

術
協

会
へ

情
報
提

供
を
実

施
し
て

い
る
か

。
 

③
プ

ラ
ン

ト
状

況
を

踏
ま

え
、
（

公
財

）
原

子
力

安
全

技

術
協

会
へ

医
師
の

派
遣
要

請
が
実

施
し
て

い
る
か

。
 

・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。
 

ア
ク

シ
デ

ン
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

訓
練
 

≪
訓

練
目

標
≫

 
①

－
２

 
・
各

訓
練
を

通
じ

て
、
平

日
昼

間
に
お

け
る

原
子

力
防

災
組

織
の

有
効

性
を

継
続

的
に

確
認

す

る
と

と
も

に
、
基
本

的
な

事
故

対
応
能

力
の

維

持
、

向
上

を
図

る
。

 
《

達
成
基

準
》
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

各
班

の
手

順
に
基

づ
き

、
定

め
ら

れ
た
活

動
を

実
施

す
る

。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
各

班
の

手
順
に

基
づ
き

、
定
め

ら
れ
た

活
動
が

実
施
し

て
い

る
か

。
 

・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。
 

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
 

訓
練

内
容
 

評
価

概
要
 

・
手

順
ど
お

り
の
活

動
を
実

施
し
、
不

都
合

や
混
乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が

発
生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

 

原
子

力
緊

急
事

態
支

援
組

織
連

携
訓

練
 

≪
訓

練
目

標
≫

 
①

－
２

 
・
各

訓
練
を

通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す

る
と

と
も
に

、
基

本
的
な

事
故
対

応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。
 

《
達

成
基

準
》
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど
お

り
の
活

動
を
実

施
し
、
不

都
合

や
混
乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が

発
生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

原
子

力
緊

急
事
態

支
援
組

織
（
美

浜
原
子

力
緊

急
事

態
支
援

セ
ン
タ

ー
）
へ

の
連
絡

お
よ

び
ロ

ボ
ッ
ト

等
の

支
援

要
請

を
実

施
す

る
。

 
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
原

子
力

緊
急
事

態
支
援

組
織
（

美
浜

原
子
力

緊
急
事

態

支
援

セ
ン

タ
ー
）

へ
の
連

絡
を
実

施
し
て

い
る
か

。
 

②
原

子
力

緊
急
事

態
支
援

組
織
（

美
浜

原
子
力

緊
急
事

態

支
援

セ
ン

タ
ー

）
へ
支

援
要

請
お

よ
び
ロ

ボ
ッ
ト

の
到

着
時

間
の

確
認
を

実
施
し

て
い
る

か
。

 
・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。
 

ER
C
対

応
訓

練
 

≪
訓

練
目

標
≫

 
②

－
２

 
・

平
日
昼

間
に
お

け
る

ER
C

へ
の

情
報

共
有
（

質

問
対

応
含

む
）
を

迅
速
か

つ
正
確

に
実
施

す
る
た

め
に
、
手

順
（

運
用

等
）
を

改
善

し
、
検

証
す
る

。
 

《
達

成
基

準
》
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど
お

り
の
活

動
を
実

施
し
、
不

都
合

や
混
乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が

発
生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

ER
C

プ
ラ

ン
ト

班
へ

、
統
合
原

子
力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

CO
P、

備
え

付
け
資

料
等

の
活

用
し
、
プ

ラ
ン
ト

状
況
、
対
応

戦
略

等
の

情
報
共

有
を
実

施
す
る

。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
統

合
原

子
力
防

災
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
TV

会
議

シ
ス
テ

ム

か
ら

の
接

続
要
求

に
応
答

し
て
い

る
か

。
 

②
ER

C
プ

ラ
ン

ト
班

へ
提
供
す

べ
き

情
報

を
緊

急
時
対

策
本

部
（

発
電
所

）
や
緊

急
時
対

策
総
本

部
（
本

社
）

か
ら

入
手

し
て
い

る
か

。
 

③
ER

C
対
応

要
員
は

、
入

手
し

た
情
報

を
整
理

し
、

CP
へ

適
宜
報

告
し
て

い
る
か

。
 

④
CP

は
ER

C
プ
ラ

ン
ト

班
へ

、
プ
ラ

ン
ト
状

況
や
対

応
戦

略
等

に
つ
い

て
、

CO
P、

備
付

資
料

等
を
活

用
し

て
適

宜
情

報
共
有

を
実
施

し
て
い

る
か
。

 
⑤

CP
は

ER
C

プ
ラ

ン
ト

班
へ

適
宜
、

全
体
を

俯
瞰
し

た
情

報
の

共
有
を

実
施
し

て
い
る

か
。

 
⑥

CP
総

括
は

自
己
の

役
割

を
理

解
し
、

体
制
確

立
の
実
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。
 

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
 

訓
練

内
容
 

評
価

概
要
 

施
、

ER
C

プ
ラ

ン
ト

班
と

CP
の

対
応

状
況
を

把
握

し
、

不
足

情
報
な

ど
を
適

切
に
助

言
し
て

い
る
か

。
 

・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。
 

ER
C

プ
ラ

ン
ト

班
か

ら
の
質
問

に
対
し

て
、
発

電
所
ま

た
は
即

応
セ

ン
タ

ー
内
か

ら
情

報
を

集
め
、

回
答
す

る
。

 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
ER

C
プ

ラ
ン
ト

班
か
ら

の
質

問
を
管

理
し
て

い
る
か

。 
②

ER
C
プ
ラ

ン
ト
班

へ
適

宜
回

答
し
て

い
る
か

。
ま

た
、

回
答

で
き

な
い

場
合
に

途
中

経
過

を
報

告
し

て
い
る

か
。

 
・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。

 
ER

C
対

応
室

の
通

信
機

器
の
操

作
が
円

滑
か

つ
適

切
に
実

施
す
る

。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

通
信

機
器

（
TV

会
議

シ
ス

テ
ム

、
書
画

装
置
）

の
操
作

が
円

滑
に

実
施
し

て
い
る

か
。

 
広

報
対
応

訓
練
 

  

≪
訓

練
目

標
≫

 
①

－
２
 

・
各

訓
練
を

通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す

る
と

と
も
に

、
基

本
的
な

事
故
対

応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。
 

《
達

成
基

準
》
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど
お

り
の
活

動
を
実

施
し
、
不

都
合

や
混
乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が

発
生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

模
擬

記
者

会
見
を

実
施
す

る
。

 
・

以
下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
関

係
箇

所
と

調
整

し
、

指
定

時
間

ま
で

に
模

擬
記

者
 

会
見

の
準

備
を
実

施
し
て

い
る
か

。
 

②
記

者
役

に
対
し

て
、
わ

か
り
や

す
い
広

報
対
応

が
実
施

し
て

い
る

か
。

 
③

会
見
中

に
情
報

が
更
新

さ
れ
た

場
合

、
速
や

か
に
情

報

を
発

信
し

て
い
る

か
。

 
④

記
者
か

ら
の
質

問
に
対

し
て
、
的
確

に
回
答

し
て
い

る

か
。

 
・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。

 
ER

C
広

報
班

と
連

動
し

た
プ
レ

ス
対
応

を
実

施
す

る
。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
ER

C
広

報
班

と
連

動
し
た
プ

レ
ス

対
応

を
実

施
し
て

い
る

か
。

 
・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。
 

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
 

訓
練

内
容
 

評
価

概
要
 

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。
 

模
擬

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
や

SN
S
に

よ
る
社

外
へ

の
情

報
発
信

を
実
施

す
る

。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
模

擬
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

や
SN

S
に

必
要

な
プ

レ
ス
情

報

を
登

録
し

て
い
る

か
。

 
・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。
 

原
子

力
事

業
者

間
協

力
協

定
対

応
訓

練
 

≪
訓

練
目

標
≫

 
①

－
２
 

・
各

訓
練
を

通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す

る
と

と
も
に

、
基

本
的
な

事
故
対

応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。
 

《
達

成
基

準
》
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど
お

り
の
活

動
を
実

施
し
、
不

都
合

や
混
乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が

発
生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

事
業

者
間

協
力
協

定
に
基

づ
き
、
幹
事

電

力
へ

支
援

要
請
お

よ
び

情
報

連
携

を
実

施
す

る
。

 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
プ

ラ
ン

ト
状
況

を
踏
ま

え
、
幹

事
電
力

へ
支
援

要
請
を

実
施

し
て

い
る
か

。
 

②
本

社
即

応
セ

ン
タ

ー
に

派
遣

さ
れ

た
幹

事
電

力
の

先

遣
隊

と
適

切
に
情

報
連
携

を
実
施

し
て
い

る
か
。

 
・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。
 

原
子

力
事

業
所

災
害

対
策

支
援

拠
点

対
応

訓
練

 

≪
訓

練
目

標
≫

 
①

－
２
 

・
各

訓
練
を

通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す

る
と

と
も
に

、
基

本
的
な

事
故
対

応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。
 

《
達

成
基

準
》
 

プ
ラ

ン
ト

状
況
を

踏
ま
え

、
原
子

力
災
害

対
策

支
援

拠
点
を

選
定
す

る
。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
プ

ラ
ン

ト
状
況

を
把
握

し
、
原

子
力
災

害
対
策

支
援
拠

点
の

選
定

を
実
施

し
て
い

る
か
。

 
②

原
子

力
災

害
対

策
支

援
拠

点
へ

の
派

遣
要

員
を

選
定

し
、

派
遣

に
向
け

た
準
備

を
実
施

し
て
い

る
か
。

 
・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。
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※
本

項
目

に
お
い

て
は
、

本
文
「

２
．
訓

練
中
期

計
画
上

の
今
年

度
訓
練

の
位
置

付
け
お

よ
び
訓

練
目
標

」
と
の

関
連
を

記
載
し

て
い
る

。
 

訓
練

項
目
 

関
連
す

る
訓
練
目

標
※
お

よ
び

訓
練

目
標

達
成
基

準
 

訓
練

内
容
 

評
価

概
要
 

・
手

順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど
お

り
の
活

動
を
実

施
し
、
不

都
合

や
混
乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が

発
生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

   

原
子

力
災

害
対
策

支
援

拠
点

と
即

応
セ

ン
タ

ー
間

の
通
信

連
絡
を

実
施
す

る
。

 
【

原
子
力

災
害
対

策
支
援

拠
点
設

営
・
運

営
訓

練
は

、
別
日

に
実
施

す
る
。
】

 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。
 

①
原

子
力

災
害
対

策
支
援

拠
点
に

通
信
機

器
を
設

置
し

、

通
信

手
段

を
確
保

し
て
い

る
か
。

 
②

通
信
機

器
を
用

い
て

、
原

子
力

災
害
対

策
支
援

拠
点
と

即
応

セ
ン

タ
ー

間
で
必

要
な

情
報

共
有

を
実

施
し
て

い
る

か
。

 
③

原
子
力

災
害
対

策
支
援

拠
点
に

、
除

染
エ
リ

ア
を
設

置

し
、
人

お
よ

び
車
両

の
ス
ク

リ
ー

ニ
ン
グ
・
除

染
を

実

施
し

て
い

る
か
。

 
・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。

 
オ

フ
サ

イ
ト

セ
ン

タ

ー
連

携
訓

練
 

≪
訓

練
目

標
≫

 
①

－
２

 
・
各

訓
練
を

通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す

る
と

と
も
に

、
基

本
的
な

事
故
対

応
能

力
の
維

持
、
向

上
を

図
る

。
 

《
達

成
基

準
》

 
・

手
順
ど

お
り
の

活
動
が

実
施
で

き
て
い

る
こ
と

。
 

・
手

順
ど
お

り
の
活

動
を
実

施
し
、
不

都
合

や
混
乱

等
が

生
じ

て
い
な

い
こ
と
（

手
順

ど
お
り

の
活
動

を
起

因
と

し
た

緊
急

時
対

応
へ

の
支

障
が

発
生

し
て

い
な

い
こ
と

）。
 

O
FC

に
派

遣
さ

れ
た

要
員
と
即

応
セ
ン

タ
ー

間
で

情
報
共

有
を
実

施
す
る

。
 

・
以

下
の

活
動
を

実
施
し

て
い
る

こ
と
を

観
察
す

る
。

 
①

情
報

共
有

ツ
ー

ル
（

電
話

、
FA

X、
社

内
TV

会
議
 

 

シ
ス

テ
ム

等
）

を
用

い
て
、

O
FC

派
遣

要
員

と
の
情

報
共

有
を

実
施
し

て
い
る

か
。

 
②

O
FC

派
遣

要
員

か
ら

入
手
し

た
情

報
を

、
情

報
共
有
 

ツ
ー
ル
（
時

系
列
管

理
シ
ス

テ
ム
）
に

よ
り

即
応
セ

ン

タ
ー

内
へ

の
共
有

を
実
施

し
て
い

る
か
。

 
③

支
援
班

は
、

O
FC

に
派

遣
す

る
要
員

の
選
定

を
行
い

、

要
員

派
遣

に
向
け

た
対
応

が
出
来

て
い
る

か
。

 
・
上

記
活
動

を
実
施

し
た
こ

と
に

よ
る
不

都
合
や

混
乱
等

が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

を
気
付

き
事

項
の

抽
出

に
よ

り
確

認
す

る
。

 

 

以
上
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情
報

共
有

の
た

め
の

情
報

フロ
ー

（
１

/1
2）

前
回

訓
練

で
の

情
報

共
有

に
関

す
る

課
題

に
対

す
る

改
善

点

昨
年

度
、緊

急
時

対
策

総
本

部
内

で
発

話
す

る
際

の
運

用
に

係
る

気
づ

き
が

抽
出

され
て

い
る

。
本

対
応

とし
て

、総
本

部
内

の
ブ

リー
フィ

ング
運

用
ル

ー
ル

を
定

め
た

。
詳

細
に

つ
い

て
は

、添
付

資
料

1
検

証
計

画
に

記
載

。

添付資料５
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情
報

共
有

の
た

め
の

情
報

フロ
ー

（
２

/1
2）

発
電

所
–

本
社

-
ER

C間
の

情
報

フロ
ー

（
全

体
図

）
総

本
部

内
で

発
話

す
る

際
の

運
用

改
善

（
20

22
年

島
根

訓
練

改
善

事
項

）
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情
報

共
有

の
た

め
の

情
報

フロ
ー

（
3/

12
）

①
EA

Lに
関

す
る

情
報

の
流

れ

①
-1

①
-3

①
-4

①
-7

①
-6

①
-5

①
-8

①
-2
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情
報

共
有

の
た

め
の

情
報

フロ
ー

（
4/

12
）

い
つ

誰
が

誰
に

何
の

情
報

を
どう

や
って

①
-1

EA
L該

当
事

象
発

生
時

当
直

⻑
プ

ラン
ト監

視
班

事
故

・プ
ラン

ト状
況

電
話

①
-2

①
-1

受
領

後
プ

ラン
ト監

視
班

緊
急

時
対

策
所

全
体

特
定

事
象

に
該

当
す

る
プ

ラン
ト状

況
に

な
った

旨
を

周
知

発
話

①
-3

①
-2

受
領

後
本

部
⻑

緊
急

時
対

策
所

全
体

EA
L事

象
に

該
当

した
こと

を
判

断
発

話

①
-4

①
-3

に
よ

り特
定

事
象

該
当

を
判

断
した

時

緊
急

時
対

策
所

CP
即

応
セ

ンタ
ー

CP
EA

L事
象

に
該

当
す

る
判

断
ホ

ット
ライ

ン

緊
急

時
対

策
所

即
応

セ
ンタ

ー
TV

会
議

①
-5

①
-4

受
領

後
本

社
統

括
班

即
応

セ
ンタ

ー
全

体
EA

L事
象

に
該

当
す

る
判

断
発

話

①
-6

①
-4

受
領

後
ER

C-
CP

ER
Cプ

ラン
ト班

特
定

事
象

発
生

連
絡

（
速

報
）

TV
会

議

①
-7

①
-3

に
よ

りE
AL

事
象

該
当

を
判

断
し、

通
報

連
絡

様
式

を
作

成
した

時
情

報
管

理
班

ER
C

統
括

班
ER

C対
応

室
特

定
事

象
発

生
連

絡
FA

X

①
-8

①
-7

受
領

後
ER

C-
CP

ER
Cプ

ラン
ト班

特
定

事
象

発
生

連
絡

（
詳

細
）

TV
会

議

①
EA

Lに
関

す
る

情
報

の
流

れ
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情
報

共
有

の
た

め
の

情
報

フロ
ー

（
5/

12
）

②
事

故
・プ

ラン
トの

状
況

に
関

す
る

情
報

の
流

れ

②
-1

②
-5

②
-3

②
-4

②
-2
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情
報

共
有

の
た

め
の

情
報

フロ
ー

（
6/

12
）

い
つ

誰
が

誰
に

何
の

情
報

を
どう

や
って

②
-1

適
宜

当
直

⻑
プ

ラン
ト監

視
班

事
故

・プ
ラン

ト状
況

電
話

②
-2

（
初

回
）

体
制

確
⽴

か
ら

20
分

目
途

（
更

新
）

情
報

⼊
⼿

の
都

度
プ

ラン
ト監

視
班

本
社

技
術

班
CO

P-
B

CO
P-

E
社

内
NW

②
-3

②
-2

受
領

後
本

社
技

術
班

リエ
ゾ

ン
CO

P-
B

CO
P-

E

社
内

NW

ER
C-

CP
CP

補
佐

印
刷

・配
布

②
-4

②
-3

受
領

後
リエ

ゾ
ン

ER
Cプ

ラン
ト班

CO
P-

B
CO

P-
E

印
刷

・配
布

②
-5

②
-3

受
領

後
ER

C-
CP

ER
Cプ

ラン
ト班

CO
P等

を
用

い
た

事
故

・プ
ラン

ト状
況

TV
会

議

②
事

故
・プ

ラン
トの

状
況

に
関

す
る

情
報

の
流

れ
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情
報

共
有

の
た

め
の

情
報

フロ
ー

（
7/

12
）

③
事

故
収

束
対

応
戦

略
に

関
す

る
情

報
の

流
れ

③
-1

③
-2

③
-4

③
-5

③
-6

③
-7

③
-3
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情
報

共
有

の
た

め
の

情
報

フロ
ー

（
8/

12
）

い
つ

誰
が

誰
に

何
の

情
報

を
どう

や
って

③
-1

ブ
リー

フィ
ング

が
必

要
と判

断
した

時
技

術
統

括
緊

急
時

対
策

所
全

体
事

故
収

束
対

応
戦

略
ブ

リー
フィ

ング

③
-2

ブ
リー

フィ
ング

実
施

時

緊
急

時
対

策
所

CP
即

応
セ

ンタ
ー

CP
事

故
収

束
対

応
戦

略
（

ブ
リー

フィ
ング

内
容

）

ホ
ット

ライ
ン

緊
急

時
対

策
所

即
応

セ
ンタ

ー
TV

会
議

③
-3

ブ
リー

フィ
ング

実
施

時
ER

C-
CP

ER
Cプ

ラン
ト班

ブ
リー

フィ
ング

内
容

（
速

報
）

TV
会

議

③
-4

ブ
リー

フィ
ング

終
了

時
発

電
所

技
術

班
本

社
技

術
班

CO
P-

C
社

内
NW

③
-5

③
-4

受
領

後
本

社
技

術
班

リエ
ゾ

ン
CO

P-
C

社
内

NW

ER
C-

CP
CP

補
佐

印
刷

・配
布

③
-6

③
-5

受
領

後
リエ

ゾ
ン

ER
Cプ

ラン
ト班

CO
P-

C
印

刷
・配

布

③
-7

③
-5

受
領

後
ER

C-
CP

ER
Cプ

ラン
ト班

CO
P等

を
用

い
た

事
故

収
束

対
応

戦
略

TV
会

議

③
事

故
収

束
対

応
戦

略
に

関
す

る
情

報
の

流
れ
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情
報

共
有

の
た

め
の

情
報

フロ
ー

（
9/

12
）

④
対

応
戦

略
の

進
捗

状
況

に
関

す
る

情
報

の
流

れ

④
-1

④
-2

④
-3

④
-4

④
-5

④
-6
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情
報

共
有

の
た

め
の

情
報

フロ
ー

（
10

/1
2）

い
つ

誰
が

誰
に

何
の

情
報

を
どう

や
って

④
-1

適
宜

当
直

⻑
プ

ラン
ト監

視
班

常
設

設
備

の
状

況
電

話

復
旧

班
（

現
場

）
復

旧
班

（
緊

急
時

対
策

所
）

可
搬

型
設

備
、ア

クセ
ス

ル
ー

トの
状

況
電

話

④
-2

適
宜

復
旧

班
（

緊
急

時
対

策
所

）
プ

ラン
ト監

視
班

可
搬

型
設

備
、ア

クセ
ス

ル
ー

トの
状

況
伝

令

④
-3

④
-2

受
領

後
、

情
報

⼊
⼿

の
都

度
復

旧
班

本
社

技
術

班
CO

P-
A

CO
P-

D
CO

P-
E

社
内

NW

④
-4

④
-3

受
領

後
本

社
技

術
班

リエ
ゾ

ン
CO

P-
A

CO
P-

D
CO

P-
E

社
内

NW

ER
C-

CP
CP

補
佐

印
刷

・配
布

④
-5

④
-4

受
領

後
リエ

ゾ
ン

ER
Cプ

ラン
ト班

CO
P-

A
CO

P-
D

CO
P-

E
印

刷
・配

布

④
-6

④
-4

受
領

後
ER

C-
CP

ER
Cプ

ラン
ト班

CO
P等

を
用

い
た

対
応

戦
略

の
進

捗
状

況
TV

会
議

④
対

応
戦

略
の

進
捗

状
況

に
関

す
る

情
報

の
流

れ
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情
報

共
有

の
た

め
の

情
報

フロ
ー

（
11

/1
2）

⑤
ER

Cプ
ラン

ト班
か

らの
質

問
へ

の
回

答
に

関
す

る
情

報
の

流
れ

⑤
-1

⑤
-2

⑤
-2

⑤
-4

⑤
-4

⑤
-5

⑤
-6

⑤
-3
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情
報

共
有

の
た

め
の

情
報

フロ
ー

（
12

/1
2）

い
つ

誰
が

誰
に

何
の

情
報

を
どう

や
って

⑤
-１

ER
Cプ

ラン
ト班

か
らの

質
問

時
ER

Cプ
ラン

ト班
ER

C-
CP

ER
Cプ

ラン
ト班

か
らの

質
問

TV
会

議

⑤
-2

⑤
-1

質
問

受
領

後
CP

補
佐

即
応

セ
ンタ

ー
各

班
質

問
内

容
か

ら対
応

す
る

班
を

決
定

し、
回

答
の

検
討

を
依

頼
電

話
、伝

令

緊
急

時
対

策
所

各
班

質
問

内
容

か
ら対

応
す

る
班

を
決

定
し、

回
答

の
検

討
を

依
頼

電
話

⑤
-3

⑤
-1

質
問

受
領

後
CP

補
佐

全
体

問
合

わ
せ

内
容

時
系

列
管

理
シ

ス
テ

ム

⑤
-4

⑤
-2

依
頼

を
受

領
し、

回
答

検
討

後

即
応

セ
ンタ

ー
各

班
CP

補
佐

問
合

せ
に

対
す

る
回

答
電

話
、伝

令

緊
急

時
対

策
所

各
班

CP
補

佐
問

合
せ

に
対

す
る

回
答

電
話

⑤
-5

⑤
-4

回
答

受
領

後
ER

C-
CP

ER
Cプ

ラン
ト班

質
問

回
答

TV
会

議

⑤
-6

⑤
-5

回
答

後
CP

補
佐

全
体

回
答

内
容

時
系

列
管

理
シ

ス
テ

ム

⑤
ER

Cプ
ラン

ト班
か

らの
質

問
へ

の
回

答
に

関
す

る
情

報
の

流
れ
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添付資料６ 
 

緊急時対策本部，緊急時対策総本部レイアウト図 

【緊急時対策本部レイアウト】 
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【緊急時対策総本部（本社５ＦＬ 原子力災害対策室）レイアウト】 
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（
参

考
）

訓
練

実
施

体
制
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ER
C対

応
ブ

ー
ス

配
席

図
添付資料７

ER
C対

応
室

電
話

防
災

NW
電

話
（

地
上

）
（

衛
星

）
（

地
上

）
大

型
モ

ニタ

凡
例

FA
X

防
災

NW
FA

X

EA
L

ER
C総

括

電
気

設
備

運
転

管
理

プ
ラン

ト関
係

取
りま

とめ

補
佐

①

安
全

評
価

安
全

評
価

とり
ま

とめ

防
災

NW 補
佐

③

補
佐

②
CO

P担
当
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ER
C対

応
ブ

ー
ス

役
割

分
担

・E
RC

対
応

の
全

体
取

りま
とめ

・C
P①

,②
へ

の
助

言
・体

制
確

⽴
の

確
認

・⻑
期

化
体

制
検

討

ER
C総

括

ER
Cプ

ラン
ト班

・説
明

資
料

配
布

,補
⾜

説
明

・E
RC

プ
ラン

ト班
の

要
望

事
項

等
の

整
理

,
ER

C対
応

室
へ

の
連

絡
・E

RC
プ

ラン
ト班

か
らの

質
問

対
応

ER
Cリ

エ
ゾ

ン
（

プ
ラン

ト）
原

⼦
⼒

規
制

庁

即
応

セ
ンタ

ー

・発
電

所
か

らの
情

報
（

通
報

⽂
等

）
受

領
・確

認
・E

AL
（

発
出

済
、発

出
予

測
）

管
理

・E
AL

発
出

時
の

W
Bへ

の
記

載

EA
L担

当

・発
電

所
本

部
発

話
の

情
報

収
集

（
自

然
災

害
情

報
,主

要
設

備
故

障
等

の
情

報
等

）
・緊

急
情

報
の

周
知

・⼿
書

き
メモ

作
成

（
機

器
の

故
障

，
ポ

ンプ
の

停
止

，
負

傷
者

情
報

等
）

補
佐

③

・安
全

評
価

,対
応

戦
略

,事
象

進
展

予
測

に
関

す
る

情
報

収
集

,質
問

対
応

の
取

りま
とめ

・発
電

所
状

況
を

CP
②

へ
情

報
提

供

安
全

評
価

取
りま

とめ
※

・安
全

評
価

,対
応

戦
略

,事
象

進
展

予
測

に
関

す
る

情
報

収
集

,
質

問
対

応
・時

系
列

監
視

・C
O

P-
の

受
領

・確
認

・配
布

・発
電

所
（

技
術

班
）

連
絡

窓
口

安
全

評
価

担
当

※

・プ
ラン

ト・
設

備
に

関
す

る
情

報
収

集
，

質
問

対
応

の
取

りま
とめ

・発
電

所
状

況
を

CP
①

へ
情

報
提

供

プ
ラン

ト関
係

取
りま

とめ
※

・⼿
順

に
関

す
る

情
報

収
集

,質
問

対
応

・時
系

列
監

視
・発

電
所

（
プ

ラン
ト監

視
班

）
連

絡
窓

口

運
転

管
理

担
当

※

・設
備

（
可

搬
型

設
備

含
む

）
に

関
す

る
情

報
収

集
,質

問
対

応

設
備

担
当

※

CP
①

・プ
ラン

ト状
況

，
設

備
準

備
状

況
，

モ
ニ

タリ
ン

グ
関

係
の

説
明

・通
報

⽂
,E

AL
,C

O
P-

A,
D

の
説

明
・E

RC
プ

ラン
ト班

か
らの

質
問

対
応

・安
全

評
価

，
対

応
戦

略
，

事
象

進
展

予
測

の
説

明
・C

O
P-

B,
C,

Eの
説

明
・E

RC
プ

ラン
ト班

か
らの

質
問

対
応

CP
②

・E
RC

リエ
ゾ

ン
との

連
絡

窓
口

・E
RC

リエ
ゾ

ン
質

問
に

対
す

る
回

答
・E

RC
リエ

ゾ
ン

か
らの

情
報

を
即

応
セ

ン
ター

内
に

共
有

・時
系

列
監

視補
佐

①
・E

RC
プ

ラン
ト班

か
らの

質
問

管
理

（
タイ

ム
キ

ー
パ

ー
）

・時
系

列
⼊

⼒
・シ

ス
テ

ム
操

作
補

助

補
佐

②

電
気

担
当

※

・電
源

関
係

に
関

す
る

情
報

収
集

,質
問

対
応

※
︓

ER
Cか

らの
質

問
に

対
して

，
必

要
に

よ
り備

付
資

料
を

用
い

CP
の

補
佐

を
⾏

う

・C
O

P-
Cの

修
正

,
印

刷CO
P担

当
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添付資料８ 

シナリオ非提示型原子力防災訓練における情報開示等状況整理 

 

1．目的 

シナリオ非提示型原子力防災訓練における訓練関係情報の開示に係る基準を設定する。 

 

2．対象情報および開示 

（１）下表中の文書を対象とし、開示対象を明確にする。 

 

対象情報 

社内 
説明 

【凡例 ○:開示 ×:非開示】 
プレイヤー 

（社内幹部含む） 

事務局/コントロー

ラ/評価者 

訓練計画 ○ ○ 訓練日時、項目、体制等を定めた計画 

訓練基本シナリ

オ 
× ○ 

プラント発生事象、主要対応項目等のタ

イムラインを示したシナリオ 

SPDS 訓練データ × ○ 
訓練シナリオ解析に基づき作成したデ

ータ 

訓練評価の視点 

△ 

(シナリオが推定される 

情報を除く) 

○ 

あらかじめ定めた訓練目的、目標レベル

を評価する視点（評価チェックシートな

ど） 

 

３．訓練情報の非開示 

（１）プレイヤーには「訓練計画」相当の情報を除き、開示しない。 

事務局は「訓練計画」に相当する情報、準備事項、情報入手方法および訓練時注意

事項（当日持込可能な資料含む）等を記載したプレイヤー説明資料を作成し、プレイ

ヤーに事前説明する。 

（２）コントローラおよび評価者は、訓練準備段階よりプレイヤーからの本防災訓練のシ

ナリオに関する問合せには答えない。また訓練中、プレイヤーに対して訓練の目的

を阻害するようなコントローラ関与（本来、マニュアル等を参照し、プレイヤー自

身の判断で行う行為について、直接答えを付与する等）は実施しない。 

（３）シナリオ検討者、コントローラおよび評価者は、兼務を可能とする。 

 

以 上  
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統括班運営マニュアル（原子力災害） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源事業本部（原子力管理） 
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１．目  的 

このマニュアルは、島根原子力発電所（以下「発電所」という。）または当社が責任を有

する発電所外における放射性物質の運搬（以下「事業所外運搬」という。）において、緊急

事態が発生または発生するおそれのある場合における緊急時対策総本部（以下、「総本部」

という。）統括班（以下「統括班」という。）の円滑かつ効率的な運営を図るため、原子力災

害対策規程および原子力災害対策細則に基づき、その業務に関する細部を定めるものであ

る。 
 

２．適用の範囲 

このマニュアルは、本社に緊急時体制が発令された場合における総本部統括班の運営業

務に適用する。 

 

３．統括班の構成 

統括班は電源事業本部部長（原子力管理）（以下、「部長（原子力管理）」という。）を班長

とし、主に電源事業本部（原子力管理）の各グループ（原子力運営、原子力設備、原子力耐

震および原子力電気設計）で構成する。 

統括班の基本構成は別表１のとおりとするが、原子力災害時における対応は電源事業本

部（原子力管理、原子力安全技術、原子力品質保証）全体であたるものとする。 

（１）統括班員の連絡先は、「緊急連絡・安否確認システム」にて電源事業本部（原子力管理）

の各グループのマネージャーが登録管理する。 

（２）統括班長、各グループ長およびコンタクトパーソン（以下「ＣＰ」という。）等の統括

班構成員の代行順位は別表２のとおりとする。 

 

４．統括班の編成、招集 

（１）発電所からの通報連絡 

発電所に原子力災害が発生もしくは発生が予測される場合、「異常事象発生時の対応要

領」に基づきその状況がマネージャー（原子力運営）へ連絡される。なお、社内回線・Ｎ

ＴＴ回線が使用不可能な場合は、統合原子力防災ネットワーク、原子力ホットライン、衛

星携帯電話、災害時優先指定電話、携帯電話（災害時優先）が使用できる。 

（２）統括班の編成 

緊急時体制はその状況に応じ緊急時警戒体制、緊急時非常体制、緊急時特別非常体制

の３つに区分される。部長（原子力管理）は、発電所長から発電所における緊急時体制発

令の報告を受けた場合、直ちに社長、電源事業本部長およびコンプライアンス推進部門

長に報告し、報告を受けた社長は本社における緊急時体制を発令し、総本部を原子力災

害対策室に設置する。社長は総本部長として、その職務を遂行する。 

社長が本社における緊急時体制を発令した場合、部長（原子力管理）は、中国電力ネッ

トワーク株式会社社長にその旨を連絡する。 
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緊急時体制が発令された場合、部長（原子力管理）は統括班長として、ただちに統括班

を招集、編成しその対応にあたる。また、部長（原子力管理）は、統括班以外の各班班長

へ非常招集を指示する。 

（３）統括班員の招集 

部長（原子力管理）の指示によりマネージャー（原子力運営）は、別表３により班員を

招集する。 

（４）原子力災害対策室（総本部）の準備 

参集した統括班員は、別添１に基づき、原子力災害対策室内のマルチＡＶシステム等

を起動する。 

なお、参集した統括班員は必要に応じ執務室自席のパソコンを原子力災害対策室に持

参する。また、原子力災害対策室に収容しきらない統括班員は、９階執務室にて対応す

る。 

情報管理グループ長は、原子力災害対策室に参集後、各班に班員参集状況をホワイトボ

ードに記入するよう指示し、結果を統括班長に報告する。 

（５）班員の交替 

総本部長が長期的な対応が必要と判断した場合、統括班長は、各班に２班２交替体制

を構築させ、班員の健康状態を考慮し、適宜交替しながらの対応を指示する。 

（６）地震および津波発生時の対応 

電源事業本部（原子力管理）要員は地震発生時には、非常災害対策規程に基づく「地

震災害時の行動指針」「復旧班運営マニュアル」に基づき行動する。ただし、島根原子力

発電所原子力事業者防災業務計画別冊別表１原子力災害等発生時の通報・連絡基準にお

いて、以下の通報・連絡基準に達した場合、原子力災害対策指針の警戒事態を判断する

規定に基づく連絡基準（警戒事態）に該当することから、本マニュアルに基づき対応を

行う。 

・松江市で震度６弱以上の地震を観測した場合。 

・島根県出雲・石見予報区に大津波警報が発令された場合。 

 

５．統括班各グループの任務 

各グループは、統括班長指揮のもと、各グループの長の指示に従い、別表４に定める具

体的活動を行う。 

 

６．統括班の解散 

総本部長が緊急時体制を解除した場合、統括班長は原子力災害事後対策に必要な要員を

除き、統括班を解散する。 

 
以上 
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別表１ 統括班の基本構成 

 

構 成 

班 長 部長（原子力管理） 

副班長 担当部長（原子力管理） 

ＥＲＣ総括 担当部長（原子力管理） 

コンタクトパーソン 

（ＥＲＣ） 

マネージャー（原子力運営） 

マネージャー（原子力安全） 

コンタクトパーソン 

（発電所） 
マネージャー（原子燃料管理） 

各
グ
ル
ー
プ 

情報管理グループ 原子力運営、原子力耐震 

技術支援グループ 原子力設備、原子力電気設計 

ＥＲＣ対応グループ 
電源事業本部（原子力管理、原子力安全技術、原子力品質

保証）の各グループから統括班長が指名する者 

 

注１：コンタクトパーソン（ＥＲＣ）は、２名体制を基本とする。 

 

117



別表２ 統括班構成員の代行順位 

 

役割 権限者 
代行順位 

１ ２ 

統括班長 

部長 

（原子力管理） 

担当部長 

（原子力管理） 

担当部長 

（原子力管理） 

放射線班長※１ 

技術班長※１ 
部長 

（原子力安全技術） 

担当部長 

（原子力安全技術） 

マネージャー 

（原子力安全） 

ＥＲＣ総括 
担当部長 

（原子力管理） 

担当部長 

（原子力安全技術） 

担当部長 

（原子力管理） 

ＣＰ 

（ＥＲＣ） 

マネージャー 

（原子力運営） 

マネージャー 

（原子力設備） 

マネージャー 

（原子力耐震） 

マネージャー 

（原子力安全） 

マネージャー 

（炉心技術） 

マネージャー 

（原子燃料管理） 

ＣＰ 

（発電所） 

マネージャー 

（原子燃料管理） 

マネージャー 

（炉心技術） 

副長 

（原子燃料管理） 

情報管理 

グループ長 

マネージャー 

（原子力耐震） 

副長 

（原子力耐震） 

副長 

（原子力運営） 

技術支援 

グループ長 

マネージャー 

（原子力設備） 

マネージャー 

（原子力電気設計） 

副長 

（原子力設備） 

（参考）    

１０条確認会議／１５

条認定会議対応者 

部長 

（原子力安全技術） 

部長 

（原子力管理） 

担当部長 

（原子力管理） 

※１：放射線班長および技術班長の代行順位は、それぞれ「放射線班マニュアル」および「技術班

マニュアル」で定めたものを記載している。 

注１：複数の役割を兼務している要員については、表の上段に記載されている役割を優先的に担務

し、下位の代行者に役割を引き継ぐこととする。 

注２：上表の職位が不在の場合、順次下位職位が代行する。 

注３：「事業所外運搬」による事業が発生した場合、統括班長は技術班長である電源事業本部部長

（原子力安全技術）へ技術班任務以外においても統括班の補佐を要請する。 

注４：担当部長（原子力管理）の代行順位は、別に定める。 

注５：ＥＲＣ総括およびＣＰ（ＥＲＣ）の任務は、別添３のとおり。 
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- 1 - 
 

 

１．目 的 

このマニュアルは，原子力災害対策規程に基づく緊急時体制発令時における緊急時

対策総本部（以下，「総本部」という。）の支援班（東京支社）の円滑かつ効率的な運

営を図るため，その細部を定めるものである。 

 

２．適用の範囲 

このマニュアルは，原子力災害対策規程に基づく緊急時対策総本部（支援班（東京

支社））の運営業務に適用する。 

 

３．緊急時体制における情報・指令伝達経路 

（１）緊急事態が発生または発生するおそれのある場合の情報連絡の経路は，別図１

のとおりとする。 

（２）緊急時体制における防災組織の情報・指令伝達の経路は，別図２のとおりとす

る。 

（３）緊急時体制における支援班（東京支社）の情報連絡の経路は別図３のとおりと

する。 

４．支援班（東京支社）の構成および任務 

別図１の連絡経路により緊急時体制が発令された場合，総本部に支援班（東京支社）

が設置される。支援班（東京支社）の基本構成は，別表１に示すとおりとし，支援班

員（東京支社）を別添に示す。 

また，支援班（東京支社）の任務である原子力規制庁緊急時対応センター（以下，

「ＥＲＣ」という。）におけるリエゾンの活動手順については，「７．緊急事態発生時

のＥＲＣにおけるリエゾンの活動手順」に示すとおりとする。 

 

５．教育 

  原子力災害対策規程に基づき，緊急時対策要員は中国電力電源事業本部部長（原子

力管理）（以下「部長（原子力管理）」という。）が実施する防災教育を年１回以上受

講する。 

 

６．防災訓練 

  支援班（東京支社）は，原子力災害対策規程に基づき，部長（原子力管理）が実施

する緊急時訓練（原子力総合防災訓練）に参加し，ＥＲＣとの相互協力等の支援活動

に関する訓練を実施する。 

 

７．緊急事態発生時のＥＲＣにおけるリエゾンの支援活動手順 

支援班長（東京支社）は下記手順に従って原子力災害対策指針に規定される「警戒

事態」発生後，速やかにＥＲＣにリエゾンを派遣し，ＥＲＣにおいて原子力災害への
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対応状況に関する原子力規制庁への情報提供および原子力規制庁からの要請事項へ

の対応等の支援活動を行う。 

ただし，ＥＲＣの運営が開始され，国から参画要員の派遣要請があった場合には，

支援班長（東京支社）は総本部長からの指示に基づきリエゾンをＥＲＣへ速やかに派

遣する。 

（１）ＥＲＣへのリエゾンの派遣 

ａ．ＥＲＣへ派遣するリエゾンの選定およびの派遣  

原子力災害対策指針に規定される「警戒事態」が発生し，社内緊急時警戒体制

発令後速やかに，支援班長（東京支社）は別添に示す支援班員（東京支社）の中

からＥＲＣにリエゾンとして派遣する要員を選定し，ＥＲＣへリエゾンを派遣す

る。 

ｂ．ＥＲＣへの対応資機材の搬入  

    ＥＲＣへリエゾンとして派遣される班員はＥＲＣに赴く前に東京分室４階等

に保管されているパソコン，社内規程類，基本図面集等，別表２のとおりあらか

じめ定められた対応資機材を準備し，ＥＲＣへ搬入する。 

なお，別表２の対応資機材のうち，社内規程類や基本図面集等改訂管理を要す

るものについては改訂の都度，適切に最新版に更新管理を行うとともにパソコン

については定期的に動作確認を行い，健全性を確認する。 

  ｃ．ＥＲＣにおけるリエゾンの配置 

    ＥＲＣに派遣されるリエゾンについては別図４に示すとおりの配置し，ＥＲＣ

に対する支援活動を行う。このうち，支援班副班長（東京支社）についてはＥＲ

Ｃプラント班指揮者に対する支援活動およびＥＲＣにおける支援活動全体の統

括を行う。 

 

（２）ＥＲＣにおけるリエゾンの支援活動 

  ａ．ＥＲＣプラント班に対する支援活動 

① 総本部からプラント班への情報提供の補足説明等 

・総本部からプラント班への説明に使用する「島根原子力発電所 事故対応設

備運転状況」，「島根原子力発電所 事故対応設備系統概要」および「本部ブリ

ーフィング」等の資料を印刷，配布する。なお，発電所緊急時対策本部よりＥ

ＲＣへ送付される通報連絡用のＦＡＸについてはＥＲＣプラント班により印

刷等がなされ，ＥＲＣ関係者に配布される。 

・総本部からの説明について，必要に応じて適時適切に，補足説明を実施する。 

なお，手持ちの資料および情報で，補足説明が難しい場合には，総本部に補

足が必要な旨を伝える。総本部は，原子力防災ネットワークのＴＶ会議システ

ムを通じて補足もしくは別途説明資料を作成する。 

② 総本部への情報提供 

・ＥＲＣの状況（説明時の反応，雰囲気等）を確認し，補足説明が必要な情報
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については，総本部に連絡し対応を要請する。 

・ＥＲＣからの質問に対して，プラント班の状況を確認し，優先順位等につい

て総本部に必要な連絡を実施する。 

・原子力防災ネットワークのＴＶ会議システム等のツールに不具合があった場

合には総本部へ速やかに連絡する。 

③ ＥＲＣプラント班からの質問対応 

ＥＲＣプラント班からリエゾンに直接質問や確認があった場合には，適時適

切な対応を実施する（資料等による回答）。なお，手持ち資料および情報で，

回答が難しい場合には，総本部と連携して回答する。 

④ 時系列管理システムへの情報登録 

ＥＲＣにリエゾンが到着した後，ＥＲＣプラント班に対し実施した主要な支

援活動について，時系列管理システムに情報登録を行い，総本部および発電所

緊急時対策本部との適時適切に情報共有を行う。 

 

  ｂ．ＥＲＣ広報班に対する支援活動 

   ① ＥＲＣ広報班への当社プレスリリースに関する情報提供および調整 

ＥＲＣ広報班へプレスリリースを渡すとともに，プレス時間を連絡し，必要

な調整を実施する。 

② ＥＲＣ広報班からの原子力規制庁プレスリリースに関する情報の入手および

調整 

ＥＲＣ広報班から原子力規制庁プレスリリース，原子力規制庁の会見時間を

入手し，必要な調整を実施し，関係箇所（本社，発電所）に連絡する。 

 

８．ＥＲＣにおけるリエゾンの支援活動の終了 

緊急時体制が解除され，支援班長（東京支社）が総本部長からの指示に基づきＥＲ

Ｃとの相互協力等の支援活動の必要がなくなったと判断した場合は，ＥＲＣにおける

リエゾンの支援活動を終了することができる。また，この場合には支援班長（東京支

社）からの指示に基づきリエゾンは対応資機材をＥＲＣから搬出し，別表２に記載さ

れた所定の保管場所へ返却する。 

 

９．その他 

支援班長（東京支社）はＥＲＣでの対応が長期間に亘る場合等，必要に応じ，上記

で定める以外の要員を支援班員（東京支社）に指名する場合がある。このような場合

には発電所，総本部と連携を密にし，ニーズに応じた柔軟な支援に努める。 

 

以 上 
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別図３ 緊急時体制における支援班（東京支社）の情報連絡経路 

 

支 援 班 副 班 長 

（ 東 京 支 社 ） 

ＥＲＣプラント班リエゾン：２名 

ＥＲＣ広報班リエゾン  ：１名 

支援班員（東京支社） 

支 援 班 長 

（ 東 京 支 社 ） 

  緊急時体制発令に伴うＥＲＣへ派遣するリエゾンの

要員選定およびリエゾンの派遣指示 
  リエゾンによるＥＲＣの支援状況の確認 
  緊急時体制解除に伴うリエゾンによるＥＲＣ支援活

動終了指示 

  リエゾンによるＥＲＣの支援状況の報告 
  リエゾンによるＥＲＣ支援活動完了の報告 

  ＥＲＣへのリエゾンの移動および資機材の搬

入に関する指示・統括 
  リエゾンによるＥＲＣの支援活動の統括 
  リエゾンによるＥＲＣ支援活動終了指示 

  ＥＲＣへの対応資機材の搬入，搬出 
  リエゾンによるＥＲＣの支援活動の実施およ

び活動状況，結果の報告 
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2023 年 7 ⽉ 25 ⽇改１ 
2023 年 3 ⽉ 31 ⽇制定 

電源事業本部（原⼦⼒運営） 

2023 年度訓練における ERC-CP の選出について（改１） 

 「原⼦⼒災害時における ERC 対応者の育成に係る基本的な考え方」（2022 年 10 ⽉ 11 ⽇決定）を踏
まえ、2023 年度に実施する防災訓練における ERC-CP を以下の通り選出する。 
2023 年 7 ⽉⼈事異動を踏まえ、本方針を以下の通り一部改正する。 

１．ERC-CP の選任 
ERC-CP①、②について、表１の通り選任し、防災訓練を実施する。 

表１ 2023 年度防災訓練における ERC-CP 
所属・役職 ⽒名 備考 

ERC-CP① 電源事業本部（原⼦⼒設備）マネージャー 総合訓練での CP 経験︓初 

ERC-CP② 電源事業本部（原⼦⼒安全）マネージャー 総合訓練での CP 経験︓初 

（選任の考え方） 
・育成の基本的な考え方に基づき、ERC-CP①は、2021 年度および 2022 年度総合防災訓練にて対応し
た に代わり、新たな対応者として、ERC-CP①の代⾏順位第２位である を
選任し ERC-CP①の多様化をはかる。

・ERC-CP②については、2023 年 7 ⽉の⼈事異動において、権限者である原⼦⼒安全マネージャーに異動
があったことから、権限者の⼒量向上をはかるため を選任する。

２．ERC-CP の実績 
 現在、総合防災訓練等で ERC-CP を経験した者は表２のとおりであり、CP①、CP②のそれぞれについて、
総合訓練を１回以上経験した者が２名以上を確保できている。 
今後も引き続き、ERC-CP の計画的な育成、多様化をはかる。 

３．添付資料 
（１）原⼦⼒災害時における ERC 対応者の育成に係る基本的な考え方について（2022 年

10 ⽉ 11 ⽇）
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2 

表２ ERC-CP の訓練経験実績 
所属・役職 ⽒名 備考 

ERC-CP① 

電源事業本部（原⼦⼒管理） 
部⻑ 

総合訓練での CP 経験︓２回
（2019 年度、2020 年度） 

電源事業本部（原⼦⼒運営） 
マネージャー

総合訓練での CP 経験︓2 回
（2021 年度、2022 年度） 

ERC-CP② 

電源事業本部（原⼦⼒管理） 
部⻑ 

総合訓練での CP 経験︓１回 
（2019 年度国訓練） 

電源事業本部（原⼦⼒安全技術） 
担当部⻑ 

総合訓練での CP 経験︓１回 
（2022 年度） 

以上 
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等
。

年
度

計
画

は
、

中
期

計
画

に
基

づ
き

、
訓

練
に

参
加

す
る

緊
急

時
対

応
組

織
の

範
囲

、
目

標
、

実
動

訓
練

の
内

容
等

が
選

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

、
例

え
ば

以
下

を
確

認
す

る
。

・
中

期
計

画
に

基
づ

き
、

緊
急

時
対

応
組

織
の

能
力

の
維

持
及

び
能
力

の
向

上
に

資
す

る
目

標
が

設
定

さ
れ

て
い

る
か

（
①

目
標

設
定

に
係

る
確

認
）
。

・
上

記
目

標
の

達
成

基
準

が
具

体
的

に
設

定
さ

れ
て

い
る

か
確

認
す

る
（
②

達
成

基
準

に
係

る
確

認
）
。

・
継

続
的

改
善

に
係

る
仕

組
み

に
つ

い
て

、
社

外
の

組
織

か
ら

の
意
見

や
提

言
の

活
用

な
ど

、
改

善
の

余
地

が
な

い
か

（
③

継
続

的
改

善
に

係
る

確
認

）
。

ま
た

、
毎

年
度

全
て

の
緊

急
時

対
応

組
織

の
実

動
訓

練
が

実
施

で
き

な
い

場
合

は
、

中
期

計
画

に
お

い
て

、
各

緊
急

時
対

応
組

織
の

重
要

性
等

を
考

慮
し

て
適

切
に

実
施

頻
度

が
設

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

対
応
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４
．

指
標

９
評

価
に

つ
い

て

N
o

指
標

基
準

評
価

対
象

の
考

え
方

な
ど

A
B

C

9
-
3

【
P

】
緊

急
時

対
応

組
織

の
能
力

の
向

上

緊
急

時
対

応
組

織
の

実
動

訓
練

（
フ

ル
実

動
訓

練
）

中
期

計
画

に
基

づ
く
当

該
年

度
計

画
で

実
動

と
し

た
緊

急
時

対
応

組
織

の
全

て
が

実
動

す
る

計
画

で
あ

る
。

（
⼀

部
実

動
訓

練
）

中
期

計
画

に
基

づ
く
当

該
年

度
計

画
で

実
動

と
し

た
緊

急
時

対
応

組
織

の
う

ち
⼀

部
が

実
動

す
る

計
画

で
あ

る
。

（
Ａ

，
Ｂ

以
外

）
緊

急
時

対
応

組
織

の
実

動
訓

練
を

実
施

し
な

い
計

画
な

ど
。

中
期

計
画

に
基

づ
き

、
実

動
訓

練
の

参
加

組
織

あ
る

い
は

参
加

者
は

、
実

発
災

時
の

活
動

を
想

定
し

、
広

範
囲

か
つ

適
切

に
設

定
さ

れ
て

い
る

か
確

認
す

る
。

「
広

範
囲

か
つ

適
切

に
」
と

は
、

緊
急

時
対

応
組

織
に

つ
い

て
、

中
期

計
画

及
び

年
度

計
画

で
設

定
し

た
目

標
の

た
め

、
必

要
な

組
織

が
選

定
さ

れ
、

各
組

織
の

参
加

す
る

範
囲

及
び

活
動

内
容

が
設

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
い

う
。

「
全

て
が

実
動

す
る

計
画

で
あ

る
」
の

確
認

に
当

た
り

、
社

外
組

織
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

【
緊

急
時

対
応

組
織

の
実

動
訓

練
の

例
】

①
原
子
力

事
業

所
災

害
対

策
支

援
拠

点
に

お
け

る
自

社
の

活
動

②
緊

急
事

態
応

急
対

策
等

拠
点

施
設

（
オ

フ
サ

イ
ト

セ
ン

タ
ー

）に
お

け
る

自
社

の
活

動
③

他
の

原
子
力

事
業

所
（
自

社
の

原
子
力

事
業

所
を

含
む

。
）
と

の
連

携
に

係
る

自
社

の
活

動
④

原
子
力

緊
急

事
態

支
援

組
織

と
の

連
携

に
係

る
自

社
の

活
動

⑤
実

動
省

庁
（
防

衛
省

・
自

衛
隊

、
警

察
、

消
防

）
と

の
連

携
に

係
る

自
社

の
活

動
⑥

そ
の

他
、

必
要

な
社

内
外

組
織

と
の

連
携

に
係

る
自

社
の

活
動 実

動
訓

練
は

、
実

発
災

時
の

活
動

を
想

定
し

、
訓

練
に

参
加

す
る

組
織

及
び

参
加

者
と

そ
の

規
模

、
模

擬
と

す
る

部
分

等
が

適
切

に
設

定
さ

れ
、

訓
練

全
体

と
し

て
、

現
実

性
（
リ

ア
リ

テ
ィ

ー
）
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
な

お
、

実
動

省
庁

と
の

連
携

等
、

実
発

災
時

の
活

動
の

想
定

が
困

難
な

も
の

に
つ

い
て

は
、

訓
練

シ
ナ

リ
オ

上
の

仮
定

が
必

要
に

な
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

対
応
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４
．

指
標

９
評

価
に

つ
い

て

N
o

指
標

基
準

評
価

対
象

の
考

え
方

な
ど

A
B

C

9
-
4

【
P

】
緊

急
時

対
応

組
織

の
能
力

の
向

上

緊
急

時
対

応
組

織
の

実
効

性
向

上
に

係
る

よ
り

現
実

的
な

実
動

を
伴

う
訓

練
設

定

（
臨

機
応

変
な

対
応

能
力

の
向

上
）

よ
り

現
実

的
な

実
動

を
伴

う
シ

ナ
リ

オ
や

状
況

設
定

と
な

っ
て

お
り

、
緊

急
時

対
応

組
織

の
活

動
の

全
て

が
シ

ナ
リ

オ
非

提
示

型
訓

練
と

な
っ

て
い

る
。

（
型

通
り

の
対

応
能

力
の

維
持

）
よ

り
現

実
的

な
実

動
を

伴
う

シ
ナ

リ
オ

や
状

況
設

定
と

な
っ

て
お

り
、

緊
急

時
対

応
組

織
の

活
動

の
全

て
又

は
一

部
が

シ
ナ

リ
オ

提
示

型
訓

練
と

な
っ

て
い

る
。

（
Ａ

，
Ｂ

以
外

）
当

該
年

度
の

目
標

と
は

関
係

な
い

シ
ナ

リ
オ

が
設

定
さ

れ
て

い
る

等
。

中
期

計
画

や
年

度
計

画
に

示
さ

れ
た

目
標

や
ね

ら
い

に
応

じ
、

発
災

規
模

を
適

切
に

設
定

し
、

そ
の

範
囲

内
で

の
活

動
を

想
定

し
た

上
で

、
よ

り
現

実
的

が
確

保
さ

れ
た

実
動

を
伴

う
シ

ナ
リ

オ
や

状
況

が
設

定
さ

れ
て

い
る

か
確

認
す

る
。

こ
こ

で
、

「
現

実
的

な
シ

ナ
リ

オ
」
に

は
連

携
す

る
組

織
間

に
お

い
て

、
上

位
組

織
等

の
意

思
決

定
プ

ロ
セ

ス
も

含
む

こ
と

と
す

る
。

た
だ

し
、

時
間

的
な

制
約

な
ど

に
よ

り
、

現
実

的
な

連
携

シ
ナ

リ
オ

が
設

定
で

き
な

い
場

合
は

、
部

分
的

な
実

動
訓

練
を

要
素

訓
練

と
し

て
、

実
施

し
て

も
良

い
。

な
お

、
シ

ナ
リ

オ
を

予
見

で
き

る
情

報
（
発

災
前

の
施

設
運

転
状

況
、

地
震

等
の

起
因

事
象

等
と

い
っ

た
訓

練
の

前
提

条
件

は
含

ま
な

い
）

が
事

前
演

習
等

も
含

め
全

く
提

示
さ

れ
て

い
な

い
場

合
を

シ
ナ

リ
オ

非
提

示
と

す
る

。

例
え

ば
、

手
順

書
、

設
備

、
要

員
等

に
つ

い
て

、
柔

軟
な

活
用

を
期

待
す

る
状

況
設

定
や

現
場

等
で

の
指

揮
者

の
臨

機
応

変
な

判
断

を
伴

う
シ

ナ
リ

オ
で

、
か

つ
、

シ
ナ

リ
オ

非
提

示
型

訓
練

の
場

合
、

「
臨

機
応

変
な

対
応

能
力

の
向

上
」に

該
当

す
る

。

対
応

○
よ

り
現

実
的

な
シ

ナ
リ

オ
島

根
原

子
力

発
電

所
総

合
防

災
訓

練
の

シ
ナ

リ
オ

と
連

動
し

、
以

下
の

項
目

を
シ

ナ
リ

オ
非

提
示

で
実

施
す

る
。

た
だ

し
、

メ
ー

カ
に

つ
い

て
は

、
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
の

制
御

系
の

故
障

で
あ

る
こ

と
を

伝
え

た
上

で
、

連
携

す
る

要
員

を
選

定
し

て
い

る
。
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ER
C書

架
内

の
資

料
整

備
状

況
（

1/
5）

ER
C備

付
資

料
に

つ
い

て
、2

02
3年

度
は

下
記

の
更

新
を

実
施

す
る

。

防
災

訓
練

の
気

付
き

事
項

に
よ

る
資

料
修

正
過

去
、E

RC
-C

P経
験

者
か

らの
気

付
き

を
踏

ま
え

、⼟
⽯

流
警

戒
区

域
に

係
る

資
料

を
作

成
。

資
料

の
利

便
性

向
上

に
向

け
た

修
正

・使
⽤

頻
度

が
⾼

い
略

語
を

ま
とめ

た
略

語
集

を
作

成
。

・他
社

資
料

を
参

考
に

、事
象

進
展

概
略

予
測

を
作

成
。

・使
⽤

頻
度

が
低

い
資

料
に

つ
い

て
は

、備
付

資
料

か
らの

削
除

。

別紙３
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ER
C書

架
内

の
資

料
整

備
状

況
（

2/
5）

項
目

概
要

等
原

⼦
⼒

防
災

体
制

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

関
連

拠
点

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

の
概

要

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

の
設

備
概

要
［

機
器

仕
様

］

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

の
敷

地
⾼

さ（
概

要
）

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

の
主

な
資

機
材

配
置

場
所

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

屋
外

ア
クセ

ス
ル

ー
ト

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

系
統

概
略

図

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

1次
冷

却
設

備
系

統
説

明
図

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

主
要

ポ
ン

プ
仕

様
一

覧

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

の
安

全
対

策

主
要

電
⼒

供
給

設
備

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

の
外

部
電

源
電

線
路
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ER
C書

架
内

の
資

料
整

備
状

況
（

3/
5）

項
目

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

単
線

結
線

図
（

簡
略

版
）

モ
ニ

タリ
ン

グ
ポ

ス
ト

モ
ニ

タリ
ン

グ
設

備
配

置
場

所
等

気
象

観
測

装
置

配
置

場
所

等

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

新
規

制
基

準
等

対
応

設
備

⽔
源

・電
源

・計
器

他
島

根
原

⼦
⼒

発
電

所
⽔

源
一

覧

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

電
源

系
統

図

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

中
性

⼦
検

出
器

の
測

定
範

囲

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

原
⼦

炉
⽔

位
計

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

S/
Pの

⽔
位

容
量

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

地
震

計
配

置
図

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

系
統

概
要

図
（

燃
料

プ
ー

ル
・補

給
⽔

機
能

）
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ER
C書

架
内

の
資

料
整

備
状

況
（

4/
5）

項
目

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

燃
料

プ
ー

ル
構

造

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

燃
料

プ
ー

ル
⽔

位
計

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

燃
料

プ
ー

ル
⽔

位
関

連

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

燃
料

プ
ー

ル
の

現
状

（
種

別
毎

の
本

数
，

発
熱

量
，

⽔
温

上
昇

・⽔
位

低
下

予
測

）

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

1号
機

燃
料

プ
ー

ル
の

現
状

（
種

別
毎

の
本

数
，

温
度

上
昇

率
）

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

格
納

容
器

内
⽔

位
，

温
度

検
出

器

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ時

の
原

⼦
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

流
⼊

経
路

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

事
象

進
展

概
略

予
測

③
対

応
⼿

段
島

根
原

⼦
⼒

発
電

所
事

故
時

対
応

⼿
段

と仕
様

一
覧

④
その

他
島

根
原

⼦
⼒

発
電

所
2号

機
主

要
建

物
平

⾯
図

全
域

ガ
ス

消
火

設
備

の
概

要
、火

災
区

域
一

覧

溢
⽔

防
護

対
策

設
備

設
置

個
所

地
滑

り地
形

分
布

、⼟
⽯

流
危

険
区

域
、資

機
材

配
置

箇
所

、カ
メラ

監
視

範
囲

関
係

自
治

体

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

の
津

波
対

策
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ER
C書

架
内

の
資

料
整

備
状

況
（

5/
5）

項
目

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

の
⻯

巻
対

策

有
効

性
評

価
重

大
事

故
に

⾄
る

お
そ

れ
が

あ
る

事
故

及
び

重
大

事
故

に
対

す
る

対
策

の
有

効
性

評
価

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
注

⽔
量

添
付

【添
付

１
】

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

2号
機

設
備

性
能

等

【添
付

２
】

EA
L判

断
基

準

【添
付

３
】

CO
P

【添
付

４
】

島
根

原
⼦

⼒
発

電
所

設
備

概
要

【添
付

５
】

資
料

集
⼿

順
書

・フ
ロー

図

【添
付

６
】

緊
急

時
対

策
本

部
対

応
⼿

順
書

対
応

フロ
ー

【添
付

７
】

原
⼦

⼒
略

語
集

149



 
【
新

規
制

基
準

適
合

炉
】
　

Ｅ
Ａ

Ｌ
早

見
表

　
(1

／
4
）

（
特

記
な

き
場

合
，

保
安

規
定

で
定

め
る

全
て

の
原

子
炉

の
状

態
に

お
い

て
適

用
）

Ａ
Ｌ

<
警

戒
事

態
>

Ｓ
Ｅ

<
施

設
敷

地
緊

急
事

態
>
　

原
災

法
１

０
条

　
通

報
基

準
Ｇ

Ｅ
<
全

面
緊

急
事

態
>
　

原
災

法
１

５
条

　
緊

急
事

態
宣

言
発

出
基

準

別
冊

-
4(

-
1
1
-)

Ｓ
Ｅ
０
１

敷
地

境
界

付
近

の
放

射
線

量
の

上
昇

〔
γ

線
が

１
μ

Ｓ
ｖ
／

ｈ
以

上
の

場
合

は
中

性
子

線
と

の
合

計
線

量
で

５
μ

Ｓ
ｖ／

ｈ
以

上
〕

〔
５

μ
Ｓ

ｖ
／

ｈ
は

Ｍ
Ｐ

（ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾎ

ﾟｽ
ﾄ）

５
×

１
０

３
ｎ

Ｇ
ｙ／

ｈ
に

相
当

〕

〔
放

射
線

ﾓ
ﾆ
ﾀ
（
ｽ

ﾀ
ｯｸ

，
Ｃ

Ａ
Ｍ

Ｓ
，

燃
取

ｴ
ﾘ
ｱ

，
Ｒ

／
Ｂ

排
気

）に
異

常
が

な
い

場
合

は
除

外
〕

放
射

線
量

が
５

μ
Ｓ

ｖ／
ｈ

以
上

（２
箇

所
検

出
）

Ｇ
Ｅ
０
１

敷
地

境
界

付
近

の
放

射
線

量
の

上
昇

〔
５

μ
Ｓ

ｖ
／

ｈ
は

Ｍ
Ｐ

（ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾎ

ﾟｽ
ﾄ）

５
×

１
０

３
ｎ

Ｇ
ｙ
／

ｈ
に

相
当

〕

Ｓ
Ｅ
０
２

通
常

放
出

経
路

で
の

気
体

放
射

性
物

質
の

放
出

Ｓ
Ｅ
０
６

施
設

内
（
原

子
炉

外
）
臨

界
事

故
の

お
そ

れ

Ｓ
Ｅ
０
４
，
Ｓ
Ｅ
０
５

火
災

爆
発

等
に

よ
る

管
理

区
域

外
で

の
放

射
線

（
放

射
性

物
質

）
の

放
出

１
０

分
継

続

Ｇ
Ｅ
０
２

通
常

放
出

経
路

で
の

気
体

放
射

性
物

質
の

放
出

管
理

区
域

境
界

空
間

放
射

線
量

５
ｍ

Ｓ
ｖ
／

ｈ
以

上
（通

常
経

路
以

外
）

当
該

場
所

に
お

け
る

空
気

中
の

放
射

性
物

質
の

放
射

能
水

準
が

１
時

間
当

た
り

５
０

０
μ

Ｓ
ｖ／

ｈ
の

放
射

線
量

に
相

当
す

る
濃

度

Ｇ
Ｅ
０
４
，
Ｇ
Ｅ
０
５

火
災

爆
発

等
に

よ
る

管
理

区
域

外
で

の
放

射
線

（
放

射
性

物
質

）
の

異
常

放
出

１
０

分
継

続

Ｇ
Ｅ
０
６

施
設

内
（
原

子
炉

外
）

臨
界

事
故

１
時

間
継

続
自

動
ハ

ー
フ

ス
ク

ラ
ム

発
生

原
因

特
定

不
能

（
ス

ク
ラ

ム
す

べ
き

状
況

で
あ

る
か

確
定

で
き

な
い

）
Ａ
Ｌ
１
１

原
子

炉
停

止
機

能
の

異
常

又
は

異
常

の
お

そ
れ

〔
１

時
間

以
内

に
Ｌ

Ｃ
Ｏ

逸
脱

を
宣

言
し

原
子

炉
停

止
操

作
を

開
始

し
た

場
合

ま
た

は
，

全
制

御
棒

全
挿

入
の

場
合

は
除

外
〕

全
て

の
原

子
炉

停
止

操
作

※
に

よ
る

原
子

炉
停

止
の

不
能

Ｇ
Ｅ
１
１

全
て

の
原

子
炉

停
止

操
作

の
失

敗

定
格

出
力

の
０

．
１

％
未

満

確
認

不
能

Ｓ
Ｅ
０
３

通
常

放
出

経
路

で
の

液
体

放
射

性
物

質
の

放
出

Ｇ
Ｅ
０
３

通
常

放
出

経
路

で
の

液
体

放
射

性
物

質
の

放
出

＊
落

雷
時

は
除

く

＊
落

雷
時

は
除

く

※
全

て
の

原
子

炉
停

止
操

作
と

は
，

自
動

ス
ク

ラ
ム

／
手

動
ス

ク
ラ

ム
／

手
動

代
替

制
御

棒
挿

入
／

原
子

炉
モ

ー
ド

Ｓ
Ｗ

停
止

／
ス

ク
ラ

ム
テ

ス
ト

ス
イ

ッ
チ

に
よ

る
個

別
ス

ク
ラ

ム
／

制
御

棒
手

動
挿

入
／

原
子

炉
保

護
系

電
源

断

／
ス

ク
ラ

ム
パ

イ
ロ

ッ
ト

弁
用

制
御

空
気

ブ
ロ

ー
に

よ
る

制
御

棒
挿

入
お

よ
び

ほ
う

酸
水

注
入

系
の

操
作

を
い

う
。

未
挿

入
制

御
棒

１
本

以
下

確
認

不
能

ＩＲ
Ｍ

４
レ

ン
ジ

フ
ル

ス
パ

ン
：０

．
０

４
％

ＩＲ
Ｍ

５
レ

ン
ジ

フ
ル

ス
パ

ン
：０

．
１

２
５

％

放 射 線 量 ・ 放 射 性 物 質 放 出 止 め る

測
定

が
困

難
で

水
準

以
上

の
測

定
結

果
が

検
出

さ
れ

る
蓋

然
性

が
高

い
場

合

火
災

爆
発

等
の

事
象

発
生

１
０

分
継

続

原
子

炉
の

状
態

「
運

転
」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「
運

転
」
「
起

動
」時

適
用

主
排

気
筒

モ
ニ

タ
・
１

号
：３

，
９

０
０

ｓ
－

１

・
１

号
T
/B

，
２

号
：
１

，
３

０
０

ｓ
－

１
１

０
分

継
続

放
水

路
水

モ
ニ

タ
・
１

号
：５

，
８

０
０

ｓ
－

１

・
２

号
：７

，
４

０
０

ｓ
－

１

（
Ｍ

Ｐ
５

μ
Ｓ

ｖ／
ｈ

相
当

）

１
０

分
継

続

１
０

分
継

続

１
０

分
継

続

火
災

爆
発

等
の

事
象

発
生

放
水

路
水

モ
ニ

タ
・
１

号
：５

，
８

０
０

ｓ
－

１

・
２

号
：
７

，
４

０
０

ｓ
－

１

（
Ｍ

Ｐ
５

μ
Ｓ

ｖ／
ｈ

相
当

）

主
排

気
筒

モ
ニ

タ
・１

号
：
３

，
９

０
０

ｓ
－

１

・
１

号
T
/
B

，
２

号
：
１

，
３

０
０

ｓ
－

１

原
子

炉
外

で
臨

界
状

態
が

発
生

放
射

線
量

が
５

μ
Ｓ

ｖ
／

ｈ
以

上
（
１

箇
所

検
出

）

管
理

区
域

境
界

空
間

放
射

線
量

５
０

μ
Ｓ

ｖ
／

ｈ
以

上
（通

常
経

路
以

外
）

当
該

場
所

に
お

け
る

空
気

中
の

放
射

性
物

質
の

放
射

能
水

準
が

１
時

間
当

た
り

５
μ

Ｓ
ｖ
／

ｈ
の

放
射

線
量

に
相

当
す

る
濃

度

測
定

が
困

難
で

水
準

以
上

の
測

定
結

果
が

検
出

さ
れ

る
蓋

然
性

が
高

い
場

合

原
子

炉
外

で
臨

界
状

態
発

生
の

蓋
然

性
が

高
い

Ｇ
Ｅ

０
２

同
様

Ｇ
Ｅ

０
３

同
様

中
央

制
御

室
か

ら
の

全
制

御
棒

挿
入

操
作

※
に

よ
る

原
子

炉
停

止
の

不
能

未
挿

入
制

御
棒

１
本

以
下

確
認

不
能

※
制

御
棒

の
挿

入
と

は
，

自
動

ス
ク

ラ
ム

／
手

動
ス

ク
ラ

ム
／

手
動

代
替

制
御

棒
挿

入
／

原
子

炉
モ

ー
ド

Ｓ
Ｗ

停
止

を
い

う
。

別
紙

４
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【
新

規
制

基
準

適
合

炉
】
　

Ｅ
Ａ

Ｌ
早

見
表

　
(2

／
4
）

（
特

記
な

き
場

合
，

保
安

規
定

で
定

め
る

全
て

の
原

子
炉

の
状

態
に

お
い

て
適

用
）

Ａ
Ｌ

<
警

戒
事

態
>

Ｓ
Ｅ

<
施

設
敷

地
緊

急
事

態
>
　

原
災

法
１

０
条

　
通

報
基

準
Ｇ

Ｅ
<
全

面
緊

急
事

態
>
　

原
災

法
１

５
条

　
緊

急
事

態
宣

言
発

出
基

準

別
紙

４

別
冊

-
4(

-
1
2
-)

Ｇ
Ｅ
２
１

原
子

炉
冷

却
材

漏
え

い
時

に
お

け
る

非
常

用
炉

心
冷

却
装

置
に

よ
る

注
水

不
能

Ｇ
Ｅ
２
２

原
子

炉
注

水
機

能
の

喪
失

Ａ
Ｌ
２
３

原
子

炉
除

熱
機

能
の

一
部

喪
失

主
復

水
器

真
空

度
（
２

８
．

８
kP
a〔

ga
ge

〕
）

全
て

の
Ｍ

Ｓ
ﾗ
ｲ
ﾝ
使

用
不

能

Ｒ
Ｈ

Ｒ
除

熱
機

能
１

系
統

の
み

〔
機

能
喪

失
と

は
Ｓ

Ｄ
Ｃ

，
Ｓ

／
Ｐ

冷
却

，
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ス
プ

レ
イ

，
全

て
使

用
不

能
の

場
合

〕

Ｓ
／

Ｐ
平

均
水

温
１

０
０

℃
以

上

Ｇ
Ｅ
２
３

残
留

熱
除

去
機

能
喪

失
後

の
圧

力
制

御
機

能
喪

失

外
部

電
源

喪
失

非
常

用
交

流
母

線
※

１
１

母
線

の
み

健
全

上
記

母
線

へ
の

供
給

電
源

※
２

が
１

つ
の

み
健

全

３
時

間
継

続
Ａ
Ｌ
２
５

非
常

用
交

流
高

圧
母

線
喪

失
又

は
喪

失
の

お
そ

れ

Ｄ
Ｃ

１
１

５
Ｖ

母
線

１
母

線
の

み
健

全

上
記

母
線

へ
の

供
給

電
源

※
が

１
つ

の
み

健
全

５
分

間
継

続
Ｓ
Ｅ
２
７

直
流

電
源

の
部

分
喪

失

※
供

給
電

源

・
Ａ

－
Ｄ

Ｃ
１

１
５

Ｖ
系

母
線

：蓄
電

池
，

Ａ
－

１
１

５
Ｖ

系
充

電
器

，
予

備
充

電
器

Ｂ
－

１
１

５
Ｖ

系
充

電
器

，

・
Ｂ

－
Ｄ

Ｃ
１

１
５

Ｖ
系

母
線

：蓄
電

池
，

Ｂ
－

１
１

５
Ｖ

系
充

電
器

，
Ｂ

１
－

１
１

５
Ｖ

系
充

電
器

（Ｓ
Ａ

），
Ｓ

Ａ
用

１
１

５
Ｖ

系
充

電
器

Ｇ
Ｅ
２
５

非
常

用
交

流
高

圧
母

線
の

１
時

間
以

上
喪

失

３
０

分
間

継
続

Ｓ
Ｅ
２
５

非
常

用
交

流
高

圧
母

線
の

３
０

分
間

以
上

喪
失

Ａ
－

１
１

５
Ｖ

Ｄ
Ｃ

母
線

使
用

不
能

Ｇ
Ｅ
２
７

全
直

流
電

源
の

５
分

以
上

喪
失

５
分

間
継

続

常
用

系
全

給
水

喪
失

（
Ｒ

Ｃ
ＩＣ

を
除

く
）
※

Ｓ
Ｅ
２
２

原
子

炉
注

水
機

能
喪

失
の

お
そ

れ

Ｈ
Ｐ

Ａ
Ｃ

注
水

不
能

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
系

注
水

不
能

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

系
注

水
不

能

Ｒ
Ｈ

Ｒ
全

系
統

除
熱

機
能

喪
失

Ｓ
Ｅ
２
３

残
留

熱
除

去
機

能
の

喪
失

〔
Ｓ

Ｄ
Ｃ

，
Ｓ

／
Ｐ

冷
却

，
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ス
プ

レ
イ

，
全

て
使

用
不

能
の

場
合

〕

Ａ
Ｌ
２
２

原
子

炉
給

水
機

能
の

喪
失

Ｓ
Ｅ
２
１

原
子

炉
冷

却
材

漏
え

い
時

に

お
け

る
非

常
用

炉
心

冷
却

装

置
に

よ
る

一
部

注
水

不
能

※
常

用
の

給
復

水
機

能
が

対
象

※
２

供
給

電
源

：
外

部
電

源
，

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
，

他
号

炉
か

ら
の

高
圧

電
源

融
通

Ｄ
／

Ｗ
不

明
確

な
漏

え
い

（０
．

２
３

ｍ
３
／

h以
上

）

格
納

容
器

最
高

使
用

圧
力

（
４

２
７

ｋ
Ｐ

ａ
〔g

ag
e
〕到

達
）

冷 や す

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

系
注

水
不

能

原
子

炉
格

納
容

器
内

外
か

ら
の

冷
却

材
漏

え
い

（
警

報
／

パ
ラ

メ
ー

タ
変

動
／

現
場

発
見

）

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
系

注
水

不
能

Ｈ
Ｐ

Ａ
Ｃ

注
水

不
能

Ｌ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

系
注

水
不

能

Ｒ
Ｈ

Ｒ
系

注
水

不
能

Ｆ
Ｌ

Ｓ
Ｒ

注
水

不
能

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

系
注

水
不

能

原
子

炉
格

納
容

器
内

外
か

ら
の

冷
却

材
漏

え
い

（警
報

／
パ

ラ
メ

ー
タ

変
動

／
現

場
発

見
）

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
系

注
水

不
能

Ｈ
Ｐ

Ａ
Ｃ

注
水

不
能

Ｌ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

系
注

水
不

能

Ｒ
Ｈ

Ｒ
系

注
水

不
能

Ｆ
Ｌ

Ｓ
Ｒ

注
水

不
能

（
原

子
炉

の
減

圧
操

作
が

出
来

な
い

場
合

も

低
圧

系
の

注
水

不
能

に
該

当
す

る
）

（
交

流
電

源
喪

失
時

の
電

源
切

替
え

に
伴

う

30
分

以
内

の
Ｒ

Ｈ
Ｒ

系
の

機
能

停
止

は
除

く
）

Ａ
Ｌ
２
１

原
子

炉
冷

却
材

の
漏

え
い

１
５

分
間

継
続

１
時

間
継

続

原
子

炉
の

状
態

「運
転

」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「運
転

」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「運
転

」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「
運

転
」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「運
転

」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「
運

転
」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「
運

転
」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「
運

転
」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「
運

転
」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

Ｂ
－

１
１

５
Ｖ

Ｄ
Ｃ

母
線

使
用

不
能

Ｇ
Ｅ

４
１

，
Ｇ

Ｅ
４

２
確

認

Ａ
Ｏ

Ｔ
時

間
内

に
要

求
さ

れ
る

措
置

を
実

施
不

可

非
常

用
交

流
母

線
※

１
へ

の

供
給

電
源

※
２

が
停

止

Ｅ
Ｃ

Ｃ
Ｓ

系
起

動
条

件

原
子

炉
格

納
容

器
内

外
か

ら
の

冷
却

材
漏

え
い

（
警

報
／

パ
ラ

メ
ー

タ
変

動
／

現
場

発
見

）

※
１

非
常

用
交

流
母

線
：非

常
用

交
流

高
圧

電
源

母
線

（Ｃ
系

，
Ｄ

系
，

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

系
）
，

緊
急

用
交

流
高

圧
電

源
母

線
（緊

急
用

メ
タ

ク
ラ

）
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【
新
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Ｅ
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Ｌ
早

見
表

　
(3

／
4
）

（
特

記
な

き
場

合
，

保
安

規
定

で
定

め
る

全
て

の
原

子
炉

の
状

態
に

お
い

て
適

用
）

Ａ
Ｌ

<
警

戒
事

態
>

Ｓ
Ｅ

<
施

設
敷

地
緊

急
事

態
>
　

原
災

法
１

０
条

　
通

報
基

準
Ｇ

Ｅ
<
全

面
緊

急
事

態
>
　

原
災

法
１

５
条

　
緊

急
事

態
宣

言
発

出
基

準

別
紙

４

別
冊

-
4(

-
1
3
-)

原
子

炉
圧

力
容

器
内

に
照

射
燃

料
あ

り

原
子

炉
水

位
低

（
Ｌ

２
：－

１
１

２
ｃ
ｍ

）

Ａ
Ｌ
２
９

停
止

中
の

原
子

炉
冷

却
機

能
の

一
部

喪
失

Ａ
Ｌ
３
０

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷

却
機

能
喪

失
の

お
そ

れ

Ｓ
Ｆ

Ｐ
水

位
が

燃
料

頂
部

※
１

＋
６

ｍ
ま

で
低

下
※

２

Ｓ
Ｆ

Ｐ
水

位
が

燃
料

頂
部

※
１

＋
４

ｍ
ま

で
低

下
※

２

Ｓ
Ｆ

Ｐ
水

位
が

燃
料

頂
部

※
１

＋
４

ｍ
ま

で
低

下
の

お
そ

れ

水
位

監
視

不
能

※
３

Ｓ
Ｅ
３
０

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷

却
機

能
喪

失

Ｓ
Ｆ

Ｐ
水

位
が

燃
料

頂
部

※
１

＋
２

ｍ
ま

で
低

下
※

２

Ｓ
Ｆ

Ｐ
水

位
が

燃
料

頂
部

※
１

＋
２

ｍ
ま

で
低

下
の

お
そ

れ
※

３

水
位

監
視

不
能

※
４

Ｇ
Ｅ
３
０

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷

却
機

能
喪

失
・
放

射
線

放
出

Ｓ
Ｅ
４
３

原
子

炉
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

の
使

用

Ｐ
Ｃ

Ｖ
圧

力
逃

が
し

装
置

使
用

炉
心

損
傷

な
し

〔
Ｃ

Ａ
Ｍ

Ｓ
γ

線
基

準
値

以
下

〕

Ａ
Ｌ
４
２

単
一

障
壁

の
喪

失
ま

た
は

喪
失

の
お

そ
れ

Ｇ
Ｅ
４
２

２
つ

の
障

壁
喪

失
お

よ
び

１
つ

の
障

壁
の

喪
失

ま
た

は
喪

失
の

お
そ

れ

Ｇ
Ｅ
２
８

炉
心

損
傷

の
検

出
Ｄ

／
Ｗ

ま
た

は
Ｓ

／
Ｃ

の
Ｃ

Ａ
Ｍ

Ｓ
γ

線
線

量
率

が
，

原
子

炉
停

止
後

の
時

間
経

過
に

応
じ

て
炉

心
損

傷
と

判
断

す
る

基
準

値
を

超
え

た
場

合
。

Ｓ
Ｅ
４
２

２
つ

の
障

壁
の

喪
失

ま
た

は
喪

失
の

お
そ

れ

＊
各

障
壁

の
喪

失
又

は
喪

失
の

お
そ

れ
の

判
断

に
つ

い
て

は
，

「
別

表
2

各
障

壁
の

喪
失

の
判

断
基

準
」で

判
断

す
る

。

な
お

，
［
原

子
炉

冷
却

系
障

壁
喪

失
の

お
そ

れ
］に

つ
い

て
は

，

［
喪

失
］
と

読
み

替
え

る
。

（
別

表
2
で

「
原

子
炉

冷
却

系
障

壁
］に

関
し

て
は

，
［喪

失
の

お
そ

れ
］

の
該

当
は

無
く
［
喪

失
］の

み
で

あ
る

た
め

）

格
納

容
器

最
高

使
用

圧
力

（４
２

７
ｋ
Ｐ

ａ
〔
ga

ge
〕
到

達
）

Ｇ
Ｅ
４
１

格
納

容
器

圧
力

の
異

常
上

昇

Ｓ
Ｅ
４
１

格
納

容
器

健
全

性
喪

失
の

お
そ

れ

冷 や す 閉 じ 込 め る

Ｄ
／

Ｗ
最

高
使

用
温

度
（
１

７
１

℃
到

達
）

Ｇ
Ｅ
２
９

停
止

中
の

原
子

炉
冷

却
機

能
の

完
全

喪
失

Ｆ
Ｌ

Ｓ
Ｒ

に
よ

る
注

水
不

能

Ｓ
Ｅ
２
９

停
止

中
の

原
子

炉
冷

却
機

能
の

喪
失

原
子

炉
水

位
低

（Ｌ
１

：
－

３
８

１
ｃ
ｍ

）

全
て

の
Ｅ

Ｃ
Ｃ

Ｓ
に

よ
る

注
水

が
不

能
原

子
炉

の
状

態

「冷
温

停
止

」
「
燃

料
交

換
」
時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「
冷

温
停

止
」「

燃
料

交
換

」
時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「
冷

温
停

止
」
「
燃

料
交

換
」
時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「
運

転
」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「
運

転
」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「運
転

」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「
運

転
」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「
運

転
」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

原
子

炉
の

状
態

「
運

転
」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

Ｇ
Ｅ

４
２

確
認

Ｇ
Ｅ

４
２

確
認

炉
心

の
損

傷
を

示
す

放
射

線
量

を
検

知 Ｇ
Ｅ

２
３

，
Ｇ

Ｅ
４

２
確

認

3
つ

の
障

壁
の

う
ち

，
い

ず
れ

か
2
つ

の
障

壁
の

喪
失

若
し

く
は

そ
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

3
つ

の
障

壁
の

う
ち

，
2
つ

の
障

壁
が

喪
失

し
，

3
つ

目
の

障
壁

の
喪

失
若

し
く
は

そ
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

3
つ

の
障

壁
の

う
ち

，
燃

料
被

覆
管

障
壁

又
は

原
子

炉
冷

却
系

障
壁

の
い

ず
れ

か
の

喪
失

若
し

く
は

そ
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

※
１

燃
料

貯
蔵

ラ
ッ

ク
上

端

※
２

燃
料

プ
ー

ル
水

位
計

，
監

視
カ

メ
ラ

等
に

よ
り

確
認

原
子

炉
の

状
態

「
運

転
」
「
起

動
」
「高

温
停

止
」時

適
用

格
納

容
器

圧
力

ま
た

は
温

度
が

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

基
準

（
S/
C圧

力
24

5k
Pa

又
は

D/
W

温
度

17
1℃

接
近

）
に

到
達

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

不
可

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

実
施

上
昇

傾
向

１
５

分
継

続

常
用

設
備

故
障

に
よ

る
圧

力
又

は
温

度
上

昇
の

場
合

は
除

外

※
１

燃
料

貯
蔵

ラ
ッ

ク
上

端

※
２

燃
料

プ
ー

ル
水

位
計

，
監

視
カ

メ
ラ

等
に

よ
り

確
認

※
３

直
接

的
ま

た
は

間
接

的
（監

視
カ

メ
ラ

）な
手

段
に

よ
っ

て
液

面
確

認
不

可

※
１

燃
料

貯
蔵

ラ
ッ

ク
上

端

※
２

燃
料

プ
ー

ル
水

位
計

，
監

視
カ

メ
ラ

等
に

よ
り

確
認

※
３

使
用

済
み

燃
料

貯
蔵

槽
付

近
の

放
射

線
モ

ニ
タ

が
有

意
に

上
昇

し
て

い
る

場
合

※
４

直
接

的
ま

た
は

間
接

的
（監

視
カ

メ
ラ

）な
手

段
に

よ
っ

て
液

面
確

認
不

可
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早

見
表

　
(4

／
4
）

（
特

記
な

き
場

合
，

保
安

規
定

で
定

め
る

全
て

の
原

子
炉

の
状

態
に

お
い

て
適

用
）

Ａ
Ｌ

<
警

戒
事

態
>

Ｓ
Ｅ

<
施

設
敷

地
緊

急
事

態
>
　

原
災

法
１

０
条

　
通

報
基

準
Ｇ

Ｅ
<
全

面
緊

急
事

態
>
　

原
災

法
１

５
条

　
緊

急
事

態
宣

言
発

出
基

準

別
紙

４

別
冊

-
4(

-
1
4
-)

Ｓ
Ｅ
５
１

原
子

炉
制

御
室

他
の

一
部

の
機

能
喪

失
・
警

報
喪

失

Ａ
Ｌ
５
１

原
子

炉
制

御
室

他
の

機
能

喪
失

の
お

そ
れ

Ａ
Ｌ
５
２

所
内

外
通

信
連

絡
機

能
の

一
部

喪
失

使
用

可
能

な
事

業
所

内
通

信
設

備
が

一
つ

の
手

段
の

み

通
信

設
備

が
ど

れ
か

一
つ

の
手

段
の

み
と

は
，

設
備

的
に

異
な

る
電

力
保

安
回

線
，

公
衆

回
線

，

衛
星

回
線

等
の

う
ち

，
使

用
可

能
な

通
信

手
段

が
１

種
類

の
み

に
な

る
場

合
を

い
う

。

Ｓ
Ｅ
５
２

所
内

外
通

信
連

絡
機

能
の

全
て

喪
失

Ｓ
Ｅ
５
３

火
災

・
溢

水
に

よ
る

安
全

機
能

の
一

部
喪

失

火
災

（
別

表
３

で
定

め
る

区
域

に
お

い
て

）

同
一

機
能

を
有

す
る

系
統

が
１

系
統

の
み

と
な

る
お

そ
れ

※

Ａ
Ｌ
５
３

重
要

区
域

で
の

火
災

・
溢

水
に

よ
る

安
全

機
能

の
一

部
喪

失
の

お
そ

れ

外
的

な
事

象
に

よ
る

原
子

力
施

設
へ

の
影

響

原
子

炉
施

設
以

外
に

起
因

す
る

事
象

に
よ

る
放

射
性

物
質

又
は

放
射

線
の

放
出

又
は

放
出

の
恐

れ
に

対
し

，
防

護
措

置
の

準
備

及
び

防
護

措
置

の
一

部
の

実
施

を
開

始
す

る
必

要
が

あ
る

事
象

Ｓ
Ｅ
５
５

防
護

措
置

の
準

備
お

よ
び

一
部

実
施

が
必

要
な

事
象

発
生

Ｘ
Ｓ

Ｅ
６

１
事

業
所

外
運

搬
で

の
放

射
線

量
率

上
昇

Ｘ
Ｓ

Ｅ
６

２
事

業
所

外
運

搬
で

の
放

射
性

物
質

漏
え

い

Ｇ
Ｅ
５
５

住
民

の
避

難
を

開
始

す
る

必
要

が
あ

る
事

象
発

生

Ｘ
Ｇ

Ｅ
６

１
事

業
所

外
運

搬
で

の
放

射
線

量
率

の
異

常
上

昇Ｇ
Ｅ
５
１

原
子

炉
制

御
室

他
の

機
能

喪
失

・
警

報
喪

失

〔
一

定
以

上
：
１

ｍ
離

れ
た

地
点

で
３

０
分

間
の

被
ば

く
が

５
０

ｍ
Ｓ

ｖ
と

な
る

放
射

線
量

〕

※
保

安
規

定
で

定
め

る
原

子
炉

の
状

態
に

お
い

て
，

機
能

要
求

が
な

い
場

合
を

除
く

運
搬

容
器

か
ら

の
放

射
性

物
質

の
漏

え
い

発
生

又
は

漏
え

い
の

蓋
然

性
が

高
い

運
搬

容
器

か
ら

１
ｍ

の
距

離
で

放
射

線
量

が
１

０
０

０
０

μ
Ｓ

ｖ／
ｈ

（
１

０
ｍ

Ｓ
ｖ／

ｈ
）
以

上

原
子

炉
施

設
異

常
発

生

＊
原

子
力

防
災

管
理

者
が

判
断

＊
原

子
力

防
災

管
理

者
が

判
断

※
放

射
線

レ
ベ

ル
や

室
温

上
昇

等
に

よ
り

，

運
転

員
が

操
作

を
容

易
に

で
き

な
く
な

る
状

況
を

い
う

。

※
制

御
盤

の
表

示
灯

，
警

報
，

指
示

値
，

記
録

計
の

機
能

が
喪

失
す

る
等

に
よ

り

運
転

･監
視

の
可

能
な

安
全

設
備

が
1系

統
の

み
と

な
っ

た
状

態
を

い
う

。
（
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
系

を
除

く
）

※
制

御
盤

の
表

示
灯

，
警

報
，

指
示

値
，

記
録

計
の

機
能

が
喪

失
す

る
等

に
よ

り

す
べ

て
の

安
全

設
備

の
運

転
・
監

視
が

で
き

な
く
な

っ
た

状
態

を
い

う
。

（
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
系

を
除

く
）

そ の 他 脅 威 事 業 所 外 運 搬

中
央

制
御

室
で

の
操

作
が

困
難

※

Ｒ
Ｓ

Ｓ
で

の
操

作
が

困
難

※

事
業

所
内

通
信

設
備

が
全

て
使

用
不

能

事
業

所
外

へ
の

通
信

設
備

が
全

て
使

用
不

能

溢
水

（
別

表
３

で
定

め
る

区
域

に
お

い
て

）

※
保

安
規

定
で

定
め

る
原

子
炉

の
状

態
に

お
い

て
，

機
能

要
求

が
な

い
場

合
を

除
く

原
子

炉
施

設
以

外
に

起
因

す
る

事
象

に
よ

る
放

射
性

物
質

又
は

放
射

線
の

異
常

な
水

準
の

放
出

又
は

放
出

の
恐

れ
に

対
し

，
周

辺
の

住
民

の
避

難
を

開
始

す
る

必
要

が
あ

る
事

象

Ｘ
Ｇ

Ｅ
６

２
事

業
所

外
運

搬
で

の
放

射
性

物
質

の
異

常
漏

え
い

運
搬

容
器

か
ら

一
定

以
上

の
放

射
性

物
質

の
漏

え
い

発
生

又
は

漏
え

い
の

蓋
然

性
が

高
い

原
子

炉
施

設
異

常
発

生

使
用

可
能

な
事

業
所

外
へ

の
通

信
設

備
が

一
つ

の
手

段
の

み

測
定

が
困

難
で

水
準

以
上

の
測

定
結

果
が

検
出

さ
れ

る
蓋

然
性

が
高

い
場

合

同
一

機
能

を
有

す
る

す
べ

て
の

系
統

が
使

用
不

能
※

火
災

・
爆

発
等

発
生

オ
ン

サ
イ

ト
総

括
が

警
戒

を
必

要
と

認
め

る
当

該
原

子
炉

施
設

の
重

要
な

故
障

等
が

発
生

し
た

場
合

火
災

・
爆

発
等

発
生

火
災

・
爆

発
等

発
生

火
災

・
爆

発
等

発
生

運
搬

容
器

か
ら

１
ｍ

の
距

離
で

放
射

線
量

が
１

０
０

μ
Ｓ

ｖ
／

ｈ
以

上

測
定

が
困

難
で

水
準

以
上

の
測

定
結

果
が

検
出

さ
れ

る
蓋

然
性

が
高

い
場

合

松
江

市
で

震
度

６
弱

以
上

の
地

震
発

生

大
津

波
警

報
発

令
（
島

根
県

出
雲

・
石

見
予

報
区

）

新
規

制
基

準
で

定
め

る
設

計
基

準
を

超
え

る
外

部
事

象
が

発
生

し
た

場
合

（
竜

巻
，

洪
水

，
台

風
，

火
山

等
）

そ
の

他
原

子
炉

施
設

以
外

に
起

因
す

る
事

象
が

原
子

炉
施

設
に

影
響

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
が

あ
る

こ
と

を
認

知
し

た
場

合
な

ど
委

員
長

又
は

委
員

長
代

行
が

警
戒

本
部

の
設

置
が

必
要

と
判

断
し

た
場

合

中
央

制
御

室
で

防
護

具
ま

た
は

局
所

排
気

装
置

等
の

使
用

が
必

要

原
子

炉
出

力
に

影
響

の
あ

る
過

度
事

象
進

行
中

Ｓ
Ｆ

Ｐ
水

位
低

下
傾

向
継

続
確

認

中
央

制
御

室
の

監
視

若
し

く
は

警
報

装
置

の
機

能
が

一
部

喪
失

※

Ｒ
Ｓ

Ｓ
で

防
護

具
ま

た
は

局
所

排
気

装
置

等
の

使
用

が
必

要

中
央

制
御

室
使

用
不

能
（退

避
が

必
要

）

原
子

炉
出

力
に

影
響

の
あ

る
過

度
事

象
進

行
中

Ｓ
Ｆ

Ｐ
水

位
低

下
傾

向
継

続
確

認

中
央

制
御

室
の

監
視

若
し

く
は

警
報

装
置

の
機

能
が

全
て

喪
失

※

Ｒ
Ｓ

Ｓ
使

用
不

能
（
退

避
が

必
要

）
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2023 年 9 月 11 日 
電源事業本部（原子力運営）

原子力防災訓練中期計画（発電所・本社）の見直しについて

原子力防災組織が原子力災害発生時に有効に機能することを確実にするため、原子力防災訓練中期

計画（発電所・本社）（2021 年度～2023 年度）を策定し、計画的な訓練を実施している。 
今回、発電所および本社における 2022 年度評価《添付１、添付２》を踏まえ、中期計画に定める

2023 年度の年度目標見直しを行う。 

１．見直しの経緯

中期計画では、緊急時対応能力として必要となる能力分類毎※のあるべき姿《別紙１》を定め

ている。これらあるべき姿に到達するために、策定当時の達成レベルとあるべき姿とのギャッ

プを抽出した上で、ギャップを解消するための目標として、2021 年度～2023 年度までの年度

目標を策定していた。

※能力分類：体制構築能力、情報共有能力、情報把握／判断能力、活動実行能力、社外組織連

携能力をいう。

今回、発電所および本社において実施した 2022 年度評価から、下記の視点で年度目標変更の

必要性が確認されたため、2023 年度目標を見直す。 
【視点①】2022 年度評価では、2022 年度末時点の達成レベルとあるべき姿とのギャップを分

析し、ギャップを埋めるために実施すべき訓練の条件等を抽出した。これら内容を

中期計画に定める 2023 年度目標へ反映し、訓練を通じて検証や改善を図る必要が

ある。

【視点②】2022 年に実施した での、「現実的な緊急事態を想定した緊急時対応訓

練」に関しての指摘を踏まえ、訓練計画への他組織等のエクセレンス情報の盛り込

み検討を行った。具体的には、 での指摘事項と、指摘事項に関連するあ

るべき姿とのギャップを確認し、2023 年度の目標へ追加が必要な訓練の条件を抽出

した。これらについて、新たに中期計画の反映し、訓練を通じて検証や改善を図る

必要がある。

【視点③】2023 年度訓練評価指標の見直し（指標 9）に伴い、実働訓練の参加組織あるいは

参加者については、実発災時の活動を想定した内容となっていることの確認が実施

されることから、2023 年度目標へ反映する必要がある。 
以上より、視点①および②は、現在のあるべき姿とのギャップを埋めるための目標変更である

こと、視点③については、訓練において考慮すべき事項の追加であることから、あるべき姿の

変更は不要と判断した。

２．年度目標変更内容

  主な変更内容は、下記のとおり。《詳細は別紙２参照》

（１）2022 年度評価の反映【視点①】

実施すべき訓練条件の明確化（夜間休日対応における体制確立の視点を追記）

2022 年度評価でギャップが解消されたと判断する「情報把握ツール使用不可」の対応につい

て、2022 年度以降の訓練目標から削除。

（２） でのエクセレンス情報の取り込み【視点②】

実施すべき訓練の条件の明確化（参集拠点の運用検証、活動実態に即した情報連携の実施（Ⅰ
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型訓練）、発電所全体の人的リソース管理の検証、ヨウ素剤配布の円滑な配布の検証） 
 
（３）訓練評価指標の見直しに伴う反映【視点③】 
  実働訓練の参加組織あるいは参加者は、実発災時の活動を想定し設定を行い、事故対応能力の

維持、向上を図る。 
 

３．添付資料 
  別紙１ 表１ 能力毎の“あるべき姿”と“あるべき姿とのギャップ” 
  別紙２ 表２ 中期計画変更（案）（2021 年度～2023 年度） 

添付１ 原子力防災訓練中期計画（発電所・本社）に対する発電所年度評価について 
添付２ 原子力防災訓練中期計画（発電所・本社）に対する本社年度評価について 
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表
１

 
能

力
毎

の
“

あ
る

べ
き

姿
”
と

“
あ

る
べ

き
姿

と
の

ギ
ャ
ッ

プ
”

 

能
力

分
類

 
あ

る
べ
き

姿
 

（
最

終
的

な
達

成
目

標
）

 
あ

る
べ
き

姿
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
 

対
象

 
本

社
 

発
電

所
 

Ⅰ
 

体
制

構
築

能
力

 

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
事
故

対
応

に
必

要
な

体
制

を

迅
速

に
構

築
（

変
更

含
む

）
し

、

滞
り

な
く

運
営

で
き

る
。

 

①
夜

間
休

日
に

お
け

る
体

制
構

築
能
力

を
改

善
し

、
改

善
の

有
効
性

を
確

認
し

た
後

、
能

力
の
定

着
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

 
○

 
○

 

②
平

日
昼

間
、

夜
間

休
日

に
お

け
る
様

々
な

要
員

欠
損

時
に

お
け
る

活
動

の
習

熟
を

図
る

と
と
も

に
、

改
善

点
を

抽
出

す
る
必

要
が

あ
る

。
 

○
 

○
 

③
プ

ル
ー

ム
通

過
時

の
活

動
の

習
熟
を

図
る

と
と

も
に

、
改

善
点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
 

○
 

④
構

外
か

ら
の

参
集

や
長

期
化

体
制
の

運
営

等
に

関
す

る
活

動
の
習

熟
を

図
る

と
と

も
に

、
改
善

点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ
る

。
 

○
 

○
 

Ⅱ
－

１
 

情
報

共
有

能
力

 

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
情
報

を
迅

速
か

つ
正

確
に

社

内
へ

共
有

で
き

る
。

 

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
情

報
共

有
能
力

（
特

に
活

動
の

進
捗

状
況
に

関
す

る
情

報
共

有
能

力
）
を

改
善

し
、

改
善

の
有

効
性
を

確
認

し
た

後
、

能
力

を
定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
 

○
 

②
夜

間
休

日
に

お
け

る
情

報
共

有
能
力

を
改

善
し

、
改

善
の

有
効
性

を
確

認
し

た
後

、
能

力
を
定

着
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

 
○

 
○

 

③
情

報
共

有
ツ

ー
ル

（
Ｃ

Ｏ
Ｐ

、
チ
ャ

ッ
ト

シ
ス

テ
ム

）
使

用
不
可

時
に

お
け

る
活

動
の

習
熟
を

図
る

と
と

も
に

、
改

善
点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
○

 
○

 

Ⅱ
－

２
 

情
報

共
有

能
力

 

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
発
電

所
か

ら
届

い
た

情
報

を

整
理

し
、
迅

速
か

つ
正

確
に

ER
C

へ
共

有
で

き
る
。
ま
た

、
ER

C
か

ら
の

質
問

に
対

し
て

、
適

切
に

回

答
で

き
る

。
 

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
情

報
共

有
能
力
（
発

電
所

か
ら

届
い

た
情
報

の
整

理
、

ER
C
へ
の

情
報
共

有
お

よ
び

質
問

対
応

）
を
改

善
し

、
改

善
の

有
効

性
を
確

認
し

た
後

、
能

力
を

定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
 

 

②
夜

間
休

日
に

お
け

る
情

報
共

有
能
力

を
改

善
し

、
改

善
の

有
効
性

を
確

認
し

た
後

、
能

力
を
定

着
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

 
○

 
 

③
情

報
共

有
ツ

ー
ル

（
TV

会
議

、
電
話

、
FA

X）
使

用
不
可

時
に
お

け
る

活
動

の
習

熟
を

図
る
と

と
も

に
、

改
善

点
を

抽
出
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
 

 

Ⅲ
－

１
 

状
況

把
握

、
 

判
断

能
力

 

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
状
況

を
正

確
に

把
握

し
、
事

象
進

展
等

を
予

測
し

た
上

で
、
進

展
を

阻
止

又
は

事
故

影
響

を
緩

和
す

る
戦

略
を

迅
速

に
立

案
で

き
る

。
 

①
平

日
昼

間
、
夜

間
休

日
に
お

け
る
状

況
把

握
、
判

断
能
力
（
特

に
事

象
の

進
展

予
測
に

関
す
る

状
況

把
握
、
判
断
能

力
）
を
改

善
し
、
改
善

の
有

効
性
を

確
認

し
た

後
、
能
力

を
定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
 

 
○

 

②
夜

間
休

日
に

お
け

る
状

況
把

握
、
判

断
能

力
を

改
善

し
、

改
善
の

有
効

性
を

確
認

し
た

後
、
能

力
を

定
着

さ
せ

る
必

要
が
あ

る
。

 
 

○
 

③
状

況
把

握
等

ツ
ー
ル

（
緊
急

時
対

策
所

Ａ
Ｖ

シ
ス

テ
ム
の

モ
ニ

タ
、

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

ウ
ェ
ブ

、
Ａ

Ｍ
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
）
使

用
不

可
時

に
お

け
る

活
動
の

習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、
改

善
点

を
抽

出
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 
○

 

Ⅲ
－

２
 

状
況

把
握

能
力

 

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
発
電

所
か

ら
届

い
た

情
報

を

正
確

に
把

握
し

、
適

切
に

フ
ォ

ロ

ー
で

き
る

。
 

①
平

日
昼

間
、
夜

間
休

日
に
お

い
て
、
発

電
所

か
ら

届
い
た

情
報
（
特
に

EA
L
判
断
や

CO
P
連

携
に

関
す

る
情

報
）

を
正

確
に

把
握

し
、
判

断
や

情
報
に

誤
り

が
あ

れ
ば

是
正

す
る

よ
う

フ
ォ

ロ
ー

で
き

て
い

る
か

確
認
す

る
。

必
要

に
よ

り
運

用
・
手

順
を

改
善

し
、

改
善

の
有
効

性
を

確
認

し
た

後
、

能
力
を

定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る
。

 
○

 
 

②
状

況
把

握
等

ツ
ー

ル
（

CO
P、

チ
ャ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
）

使
用

不
可
時

に
お

け
る

活
動

の
習

熟
を
図

る
と

と
も

に
、

改
善

点
を
抽

出
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
 

 

別
紙

１
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能
力

分
類

あ
る

べ
き

姿

（
最

終
的

な
達

成
目

標
）

あ
る

べ
き

姿
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
対

象

本
社

発
電

所

Ⅳ 活
動

実
行

能
力

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
対
策

本
部

で
決

定
し

た
戦

略

や
各

責
任

者
が

自
律

的
に

判
断

す
る

活
動

等
を

迅
速

か
つ

確
実

に
指

示
、

実
行

で
き

る
。

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
活

動
実

行
能
力

を
改

善
し

、
改

善
の

有
効
性

を
確

認
し

た
後

、
能

力
を
定

着
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

○

②
検

証
が

十
分

で
な

い
活

動
及

び
夜
間

休
日

に
お

け
る

活
動

の
習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、

改
善
点

を
抽

出
す

る
必

要
が

あ
る
。

○

③
暗

所
及

び
高

放
射

線
環

境
下

に
お
け

る
活

動
実

行
能

力
を

改
善
し

、
改

善
の

有
効

性
を

確
認
し

た
後

、
能

力
を

定
着

さ
せ
る

必
要

が
あ

る
。

○

④
一

部
の

通
信

機
器

使
用

不
可

時
に
お

け
る

活
動

の
習

熟
を

図
る
と

と
も

に
、

改
善

点
を

抽
出
す

る
必

要
が

あ
る

。
○

⑤
外

部
機

関
と

の
連

携
時

の
活

動
の
習

熟
を

図
る

と
と

も
に

、
改
善

点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ
る

。
○

⑥
火

災
、

溢
水

、
火

山
、

そ
の

他
自
然

災
害

発
生

時
の

環
境

下
等
に

お
け

る
活

動
の

習
熟

を
図
る

と
と

も
に

、
改

善
点

を
抽
出

す
る

必
要

が
あ

る
。

○

Ⅴ 社
外

組
織

連
携

能
力

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
社
外

関
係

箇
所

と
の

連
携

や

装
置
・
資

機
材

の
協

力
調

整
を

迅

速
か

つ
確

実
に

対
応

で
き

る
。

①
検

証
が

十
分

で
な
い

夜
間
休

日
に

お
け

る
社

外
関

係
箇
所

（
特

に
原

子
力

緊
急

事
態
支

援
組

織
お

よ
び

電
力

他
社
）

と
の

連
携

を
確

認
し

、
習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、

改
善
点

を
抽

出
す

る
必

要
が

あ
る

。
○

②
一

部
の

通
信

機
器
（
電

話
、

FA
X）

使
用
不

可
時

に
お
け

る
社
外

組
織

と
の

連
携

を
確

認
し
、
必
要

に
よ

り
運

用
・
手

順
を

改
善

し
、
改

善
の
有

効
性
を

確
認

し
た

後
、
能
力

を
定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
○

③
社

外
組

織
と

の
連

携
時

の
活

動
の
習

熟
を

図
る

と
と

も
に

、
改
善

点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ
る

。
○
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表
２

 
中

期
計

画
（

20
21

年
度

～
20

23
年

度
）

 

緊
急

時
対

応
に

必
要

な
能

力
 

年
度

目
標

（
中
期

目
標
達

成
に
向

け
た
段

階
的
な

目
標
）

 
中

期
目

標
 

（
3
ヵ

年
後
の

達
成
目

標
）
 

対
象
 

2
0
21

年
度
 

2
0
22

年
度
 

2
0
23

年
度
 

本
社
 

発
電
所
 

Ⅰ
 

体
制

構
築

能
力
 

・
夜

間
休

日
に
お

け
る
体

制
構
築

及
び
運

営
を
迅

速
か
つ

確
実

に
実
施

す
る
た

め
に
、

手
順
（

運
用
等

）
を
改

善
し
、

検
証

す
る

。
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］

・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
］
 

【
継

続
】

 
・

前
年
度

改
善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

・
夜

間
休

日
に
お

け
る
過

去
訓
練

時
の
事

象
以
外

の
事
象

に
お

い
て
、

手
順
に

従
い
、

体
制
変

更
及
び

運
営
が

で
き
る

こ
と

を
確

認
す
る

。（
特

に
、
初

動
体
制

時
に
お

け
る
緊

急
時

対
策

本
部
と

現
場
要

員
と
の

連
携
に

重
点
を

お
く
）

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］
 

・
夜

間
休

日
に
お

け
る
体

制
構
築

及
び
運

営
を
迅

速
か
つ

確
実

に
実
施

す
る
た

め
に
、

手
順
（

運
用
等

）
を
改

善
し
、

検
証

す
る

。（
特

に
、

初
動

体
制

時
に
お

け
る
緊

急
時
対

策
本

部
と

現
場
要

員
と
の

連
携
に

重
点
を

お
く
）

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］

・
夜

間
休

日
の
外

部
参
集

、
初
動

体
制
か

ら
の
体

制
変
更

が
、

迅
速

か
つ
確

実
に
行

え
る
よ

う
、
参

集
に
関

係
す
る

拠
点

の
運

用
、
緊

急
作
業

従
事
者

以
外
の

要
員
の

活
動
内

容
お

よ
び

発
災
時

の
出
入

管
理
方

法
の
整

理
等
、

手
順

（
運

用
等

）
を
改

善
し
、

検
証
す

る
。

［
（
発

電
所
）

新
た
な

取
組

み
の

試
行
］

・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
］
 

①
夜

間
休

日
に
お
け

る
体
制

構
築

能
力

に
つ
い

て
、
以

下
を

達
成

す
る

。
 

・
有

効
な

改
善
を

実
施
す

る
。

・
改

善
し

た
手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。

○
○

・
様

々
な

要
員
欠

損
時
に

、
手
順

に
従
い

、
体
制

変
更
及

び
運

営
が
で

き
る
こ

と
を
確

認
す
る

。
［

事
故
対

応
能
力

の
向
上

、
検
証

］
 

・
様

々
な

要
員
欠

損
時
に

体
制
変

更
及
び

運
営
を

迅
速
か

つ
確

実
に
実

施
す
る

た
め
に

、
手
順

（
運
用

等
）
を

改
善

し
、

検
証

す
る
。
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］［

本
社
］

・
代

替
要

員
も
含

め
、
計

画
的
に

緊
急
時

対
策
要

員
の
育

成
を

図
る
こ

と
で
、

要
員
欠

損
時
に

お
い
て

も
臨
機

に
対
応

で
き

る
能

力
を
向

上
さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
］［

発
電
所

］
 

【
継

続
】

 
・

代
替
要

員
も
含

め
、
計

画
的
に

緊
急
時

対
策
要

員
の
育

成
を

図
る
こ

と
で
、

要
員
欠

損
時
に

お
い
て

も
臨
機

に
対
応

で
き

る
能

力
を
向

上
さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

②
平

日
昼

間
、
夜
間

休
日
に

お
け

る
様

々
な

要
員

欠
損
時
に

お
け
る
体

制
構

築
能

力
に

つ
い
て

、
以
下
を

達
成

す
る

。
・

体
制

変
更

及
び
運

用
が
で

き
る

こ
と

を
確
認

す
る
。

・
必

要
に

よ
り
有
効

な
改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。

○
○

③
プ

ル
ー

ム
通
過
時

の
体
制

構
築

能
力

に
つ
い

て
、
以

下
を

達
成

す
る

。
 

・
体

制
変

更
及
び
運

用
が
で

き
る

こ
と

を
確
認

す
る
。

・
必

要
に

よ
り
有
効

な
改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。

○

・
体

制
変

更
（
構

外
か

ら
の

参
集

や
長

期
化
体
制

）
時
に
、

手
順

に
従

い
、
体
制

変
更

及
び
運

営
が

で
き

る
こ
と

を
確

認
す

る
。

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］

・
体

制
変

更
（

構
外
か

ら
の

参
集

や
長
期

化
体

制
）
時

に
体

制
変

更
及

び
運

営
を

迅
速

か
つ

確
実

に
実

施
す

る
た

め
に

、
手
順

（
運
用

等
）
を

改
善
し

、
検
証

す
る
。

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］

・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

④
体

制
変

更
（
構
外

か
ら
の

参
集

や
長

期
化

体
制

）
時
の
体

制
構
築
能

力
に

つ
い

て
、
以

下
を

達
成

す
る

。
 

・
体

制
変

更
及
び
運

用
が
で

き
る

こ
と

を
確
認

す
る
。

・
必

要
に

よ
り
有
効

な
改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。

○

視
点
①に

伴
う

変
更

：
赤

字
 

・
20

21
年
度

の
総

合
訓

練
の
実

績
（
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

に
備

え
た
対

応
）

か
ら

プ
ル

ー
ム

通
過
時

に
、

手
順

に
従

い
、

体
制
変

更
及

び
運

営
が

で
き

る
こ
と

を
確

認

別
紙

２

視
点

②
に

伴
う

変
更

：
緑

字
 

視
点

③
に

伴
う

変
更

：
青

字
 

158

見
直

し
例

①
・
2
0
2
2
年

評
価

を
踏

ま
え

、
見

直
し

た
中

期
計

画

・
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緊
急

時
対

応
に

必
要

な
能

力
 

年
度

目
標

（
中
期

目
標
達

成
に
向

け
た
段

階
的
な

目
標
）

 
 

中
期

目
標
 

（
3
ヵ

年
後
の

達
成
目

標
）
 

対
象
 

2
0
21

年
度
 

2
0
22

年
度
 

2
0
23

年
度
 

本
社
 

発
電
所
 

Ⅱ
－

１
 

情
報

共
有

能
力
 

・
平

日
昼

間
に
お

け
る
社

内
へ
の

情
報
共

有
（
特

に
活
動

進
捗

状
況

）
を
迅

速
か
つ

正
確
に

実
施
す

る
た
め

に
、

手
順

（
運

用
等
）

を
改
善

し
、
検

証
す
る

。
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 

【
継

続
】

 
・

平
日
昼

間
に
お

け
る
社

内
へ
の

情
報
共

有
（
特

に
活
動

進
捗

状
況
）

を
迅
速

か
つ
正

確
に
実

施
す
る

た
め
に

、
手
順

（
運

用
等

）
を
改

善
し
、

検
証
す

る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 【
継

続
】

 
・

改
善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］
 

【
継

続
】

 
・

平
日
昼

間
に
お

け
る
社

内
へ
の

情
報
共

有
を
迅

速
か
つ

正
確

に
実
施

す
る
た

め
に
、

手
順
（

運
用
等

）
を
改

善
し
、

検
証

す
る

。
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
  

・
当

直
か

ら
の
対

策
本
部

等
へ
の

情
報
連

絡
に
つ

い
て
、

実
態

に
即
し

た
伝
達

事
項
、

伝
達
方

法
の
整

理
等
、

手
順

（
運

用
等

）
を
改

善
し
、

検
証
す

る
。

 
［
（
発

電
所
）

新
た
な

取
組

み
の

試
行
］

 
 【

継
続
】

 
・

改
善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］
 

①
平

日
昼

間
に
お
け

る
情
報

共
有

能
力

（
特

に
活

動
の
進
捗

状
況
に
関

す
る

情
報

共
有
能

力
）
に

つ
い
て

、
以

下
を
達

成
す
る

。
 

・
有

効
な

改
善
を

実
施
す

る
。

 
・

改
善

し
た

手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。
 

○
 

○
 

・
夜

間
休

日
に
お

け
る
初

動
体
制

内
で
の

情
報
共

有
を
迅

速
か

つ
正
確

に
実
施

す
る
た

め
に
、

手
順
（

運
用
等

）
を
改

善
し

、
検

証
す
る

。
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］
 

【
継

続
】

 
・

前
年
度

改
善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 
 ・

夜
間
休

日
に
お

い
て
、

手
順
に

従
い
、

本
社
お

よ
び
現

場
要

員
と
の

情
報
共

有
が
で

き
る
こ

と
を
確

認
す
る

。
 

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］
 

・
夜

間
休

日
に
お

い
て
、

本
社
お

よ
び
現

場
要
員

と
の
情

報
共

有
を
迅

速
か
つ

正
確
に

実
施
す

る
た
め

に
、
手

順
（
運

用
等

）
を

改
善
し

、
検
証

す
る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］
 

②
夜

間
休

日
に
お
け

る
情
報

共
有

能
力

に
つ
い

て
、
以

下
を

達
成

す
る

。
 

・
有

効
な

改
善
を

実
施
す

る
。

 
・

改
善

し
た

手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。
 

○
 

○
 

 
・

情
報
共

有
ツ
ー

ル
が
使

用
不
可

と
な
る

想
定
時

に
、
手

順
に

従
い
、

情
報
を

迅
速
か

つ
正
確

に
社
内

へ
共
有

で
き
る

こ
と

を
確

認
す
る

。
 

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］

 

・
情

報
共

有
ツ
ー

ル
が
使

用
不
可

と
な
る

想
定
時

に
、
情

報
共

有
を
迅

速
か
つ

正
確
に

実
施
す

る
た
め

に
、
手

順
（
運

用
等

）
を

改
善
し

、
検
証

す
る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 

③
情

報
共

有
ツ
ー
ル

が
使
用

不
可

と
な

る
時

の
情

報
共
有
能

力
に
つ
い

て
、

以
下

を
達
成

す
る
。

 
・

情
報

を
迅

速
か
つ

正
確
に

社
内

へ
共

有
で
き

る
こ
と

を
確
認

す
る
。

 
・

必
要

に
よ

り
有
効

な
改
善

を
実

施
す

る
。

 
・

改
善

し
た

手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。
 

 
○

 

Ⅱ
－

２
 

情
報

共
有

能
力
 

・
平

日
昼

間
に
お

け
る

ER
C
へ

の
情
報

共
有
（

質
問
対

応
含

む
）
を

迅
速
か

つ
正
確

に
実
施

す
る
た

め
に
、

手
順

（
運

用
等

）
を
改

善
し
、

検
証
す

る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 

【
継

続
】

 
・

平
日
昼

間
に
お

け
る

ER
C
へ

の
情
報

共
有
（

質
問
対

応
含

む
）
を

迅
速
か

つ
正
確

に
実
施

す
る
た

め
に
、

手
順

（
運

用
等

）
を
改

善
し
、

検
証
す

る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 【
継

続
】

 
・

改
善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 

【
継

続
】

 
・

平
日
昼

間
に
お

け
る

ER
C
へ

の
情
報

共
有
（

質
問
対

応
含

む
）
を

迅
速
か

つ
正
確

に
実
施

す
る
た

め
に
、

手
順

（
運

用
等

）
を
改

善
し
、

検
証
す

る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 【
継

続
】

 
・

改
善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 

①
平

日
昼

間
に
お

け
る

ER
C

へ
の

情
報

共
有

に
つ

い
て
、

以
下
を
達

成
す

る
。

 
・

有
効
な

改
善
を

実
施
す

る
。

 
・

改
善

し
た

手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。
 

 

○
 

 

 
・

夜
間
休

日
に
お

け
る

ER
C
へ

の
情
報

共
有
（

質
問
対

応
含

む
）
を

迅
速
か

つ
正
確

に
実
施

す
る
た

め
に
、

手
順

（
運

用
等

）
を
改

善
し
、

検
証
す

る
。

 
［

事
故
対

応
能
力

の
向
上

、
検
証

］
  

・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 

【
継

続
】

 
・

前
年
度

改
善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 
 ・

夜
間
休

日
を
想

定
し
、

順
次
体

制
を
確

立
し
な

が
ら
、

に
お

い
て
、

手
順
に

従
い
、

ER
C
へ

の
情
報

共
有
（

質
問

対
応

含
む

）
が
で

き
る
こ

と
を
確

認
す
る

。
 

［
事

故
対

応
能
力

の
向
上

、
検
証

］
 

②
夜

間
休

日
に
お

け
る

ER
C

へ
の

情
報

共
有

に
つ

い
て
、

以
下
を
達

成
す

る
。

 
・

有
効
な

改
善
を

実
施
す

る
。

 
・

改
善

し
た

手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。
 

○
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- 7
 - 

緊
急

時
対

応
に

必
要

な
能

力
 

年
度

目
標

（
中
期

目
標
達

成
に
向

け
た
段

階
的
な

目
標
）

 
 

中
期

目
標
 

（
3
ヵ

年
後
の

達
成
目

標
）
 

対
象
 

2
0
21

年
度
 

2
0
22

年
度
 

2
0
23

年
度
 

本
社
 

発
電
所
 

Ⅱ
－

２
 

情
報

共
有

能
力
 

 
・

情
報
共

有
ツ
ー

ル
が
使

用
不
可

と
な
る

想
定
時

に
、
手

順
に

従
い
、

情
報
を

迅
速
か

つ
正
確

に
社
内

外
へ
共

有
で
き

る
こ

と
を

確
認
す

る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］

 

・
情

報
共

有
ツ
ー

ル
が
使

用
不
可

と
な
る

想
定
時

に
、
情

報
共

有
を
迅

速
か
つ

正
確
に

実
施
す

る
た
め

に
、
手

順
（
運

用
等

）
を

改
善
し

、
検
証

す
る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 

③
情

報
共

有
ツ
ー
ル

が
使
用

不
可

と
な

る
時

の
情

報
共
有
能

力
に
つ
い

て
、

以
下

を
達
成

す
る
。

 
・

情
報

を
迅

速
か
つ

正
確
に

社
内

外
へ

共
有

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

・
必

要
に

よ
り
有
効

な
改
善

を
実

施
す

る
。

 
・

改
善

し
た

手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。
 

○
 

 

Ⅲ
－

１
 

状
況

把
握

、
 

判
断

能
力
 

・
平

日
昼

間
に
お

け
る
状

況
把
握

、
事
象

進
展
等

の
予
測

及
び

戦
略
立

案
（
特

に
事
象

進
展
等

の
予
測

）
を
迅

速
か
つ

確
実

に
実

施
す
る

た
め
に

、
手
順

（
運
用

）
を
改

善
し
、

検
証

す
る

。
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

）
を
定

着
さ
せ

る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］
 

【
継

続
】

 
・

前
年
度

改
善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 
 ・

平
日
昼

間
に
お

け
る
過

去
訓
練

時
の
事

象
以
外

の
事
象

に
お

い
て
、

手
順
に

従
い
、

状
況
把

握
、
事

象
進
展

等
の
予

測
及

び
戦

略
立
案

が
で
き

る
こ
と

を
確
認

す
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］
 

・
平

日
昼

間
に
お

け
る
状

況
把
握

、
事
象

進
展
等

の
予
測

及
び

戦
略
立

案
を
迅

速
か
つ

確
実
に

実
施
す

る
た
め

に
、
手

順
（

運
用

）
を
改

善
し
、

検
証
す

る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

）
を
定

着
さ
せ

る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 
・

E
AL

に
係
る

意
見
具

申
、

判
断

要
素
の

共
有
、

判
断
に

関
わ

る
手
順

（
運
用

等
）
を

改
善
し

、
検
証

す
る

。
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
傷

病
者

等
の
支

援
活
動

に
関
す

る
情
報

や
各
班

の
体
制

構
築

状
況
等

の
情
報

を
容
易

に
把
握

し
や
す

い
よ
う

、
整
理

方
法

等
の

手
順
（

運
用
等

）
を
改

善
し
、

検
証
す

る
。
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

①
平

日
昼

間
に
お
け

る
状
況

把
握

、
判

断
能

力
（

特
に
事
象

の
進
展
予

測
に

関
す

る
状

況
把
握

、
判
断
能

力
）

に
つ

い
て

、
以
下

を
達
成
す

る
。

 
・

有
効
な

改
善
を

実
施
す

る
。

 
・

改
善

し
た

手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。
 

 
○

 

・
夜

間
休

日
に
お

け
る
状

況
把
握

、
事
象

進
展
等

の
予
測

及
び

戦
略
立

案
を
迅

速
か
つ

確
実
に

実
施
す

る
た
め

に
、
手

順
（

運
用

）
を
改

善
し
、

検
証
す

る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

）
を
定

着
さ
せ

る
。
［

緊
急

時
対

応
能

力
の

向
上

］
 

【
継

続
】

 
・

前
年
度

改
善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 
 ・

夜
間
休

日
に
お

け
る
過

去
訓
練

時
の
事

象
以
外

の
事
象

に
お

い
て
、

手
順
に

従
い
、

状
況
把

握
、
事

象
進
展

等
の
予

測
及

び
戦

略
立
案

が
で
き

る
こ
と

を
確
認

す
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］
 

・
夜

間
休

日
に
お

け
る
状

況
把
握

、
事
象

進
展
等

の
予
測

及
び

戦
略
立

案
を
迅

速
か
つ

確
実
に

実
施
す

る
た
め

に
、
手

順
（

運
用

等
）
を

改
善
し

、
検
証

す
る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］
 

②
夜

間
休

日
に
お
け

る
状
況

把
握

、
判

断
能

力
に

つ
い
て
、

以
下
を
達

成
す

る
。

 
・

有
効
な

改
善
を

実
施
す

る
。

 
・

改
善

し
た

手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。
 

 
○

 

 
・

状
況
把

握
等
ツ

ー
ル
が

使
用
不

可
と
な

る
時
に

、
手
順

に
従

い
、
情

報
を
迅

速
か
つ

正
確
に

社
内
へ

共
有
で

き
る
こ

と
を

確
認

す
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］

 

・
状

況
把

握
等
ツ

ー
ル
が

使
用
不

可
と
な

る
時
に

、
情
報

共
有

を
迅
速

か
つ
正

確
に
実

施
す
る

た
め
に

、
手
順

（
運
用

等
）

を
改

善
し
、

検
証
す

る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 

③
状

況
把

握
等
ツ
ー

ル
が
使

用
不

可
と

な
る
時

の
状
況

把
握
、

 
判

断
能

力
に

つ
い
て

、
以
下

を
達

成
す

る
。

 
・

情
報

を
迅

速
か
つ

正
確
に

社
内

へ
共

有
で
き

る
こ
と

を
確
認

す
る
。

 
・

必
要

に
よ

り
有
効

な
改
善

を
実

施
す

る
。

 
・

改
善

し
た

手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。
 

 
○

 
20

22
年

度
の

訓
練

に
お

い
て
、
状
況

把
握

、
判

断
に

使
用

す

る
ツ

ー
ル
（

AV
シ

ス
テ

ム
、

SP
D

S、
AM

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

）

が
使

用
で

き
な

い
場

面
に

お
い

て
も
、
適

切
な

把
握
・
判
断

を
し
、
結
果

を
、
情

報
を

迅
速

か
つ
確

実
に

社
内

に
共

有
で

き
る

こ
と
。
有
効

な
改

善
、
運

用
の
定

着
が

確
認

で
き

た
た

め
達

成
と

整
理

す
る

。
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緊
急

時
対

応
に

必
要

な
能

力
 

年
度

目
標

（
中
期

目
標
達

成
に
向

け
た
段

階
的
な

目
標
）

 
 

中
期

目
標
 

（
3
ヵ

年
後
の

達
成
目

標
）
 

対
象
 

2
0
21

年
度
 

2
0
22

年
度
 

2
0
23

年
度
 

本
社
 

発
電
所
 

Ⅲ
－

２
 

状
況

把
握

能
力
 

・
平
日

昼
間

、
夜
間

休
日
に

お
い

て
、
発
電

所
か
ら

届
い
た

情
報

（
特

に
EA

L
判
断

や
CO

P
連

携
に

関
す

る
情
報

）
を

正
確

に
把

握
し

、
発

電
所

へ
の
フ

ォ
ロ

ー
が

適
切

に
で

き
る

こ
と
を

確
認
す

る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
検

証
］

 

・
平

日
昼

間
、
夜

間
休
日

に
お
け

る
発
電

所
の
状

況
把
握

、
発

電
所
へ

の
フ
ォ

ロ
ー
に

つ
い
て

、
抽
出

さ
れ
た

課
題
が

あ
る

場
合

は
、
手

順
（
運

用
）
を

改
善
し

、
検
証

す
る
。

 
 

課
題
が

抽
出
さ

れ
な
い

場
合
も

、
実
効

性
の
向

上
の
た

め
改

善
が
で

き
る
点

が
な
い

か
検
証

す
る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

）
を
定

着
さ
せ

る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 

【
継

続
】

 
・

平
日
昼

間
、
夜

間
休
日

に
お
け

る
発
電

所
の
状

況
把
握

、
発

電
所
へ

の
フ
ォ

ロ
ー
に

つ
い
て

、
抽
出

さ
れ
た

課
題
が

あ
る

場
合

は
、
手

順
（
運

用
）
を

改
善
し

、
検
証

す
る
。

 
 

課
題
が

抽
出
さ

れ
な
い

場
合
も

、
実
効

性
の
向

上
の
た

め
改

善
が
で

き
る
点

が
な
い

か
検
証

す
る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 【
継

続
】

 
・

改
善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 

①
ど

の
よ

う
な

状
況

下
に

お
い

て
も

、
発

電
所

か
ら
届
い

た
情
報
を

正
確

に
把

握
し

、
適
切

に
フ
ォ
ロ

ー
で

き
る

。
 

○
 

 

Ⅲ
－

２
 

状
況

把
握

能
力

 

 
・

状
況
把

握
等
ツ

ー
ル
が

使
用
不

可
と
な

る
時
に

、
手
順

に
従

い
、
情

報
を
迅

速
か
つ

正
確
に

社
内
へ

共
有
で

き
る
こ

と
を

確
認

す
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］

 

・
状

況
把

握
等
ツ

ー
ル
が

使
用
不

可
と
な

る
時
に

、
情
報

共
有

を
迅
速

か
つ
正

確
に
実

施
す
る

た
め
に

、
手
順

（
運
用

等
）

を
改

善
し
、

検
証
す

る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 

③
状

況
把

握
等
ツ
ー

ル
が
使

用
不

可
と

な
る
時

の
状
況

把
握
、

 
判

断
能

力
に

つ
い
て

、
以
下

を
達

成
す

る
。

 
・

情
報

を
迅

速
か
つ

正
確
に

社
内

へ
共

有
で
き

る
こ
と

を
確
認

す
る
。

 
・

必
要

に
よ

り
有
効

な
改
善

を
実

施
す

る
。

 
・

改
善

し
た

手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。
 

○
 

 

Ⅳ
 

活
動

実
行

能
力
 

・
平

日
昼

間
に
お

け
る
活

動
指
示

及
び
活

動
を
迅

速
か
つ

確
実

に
実
施

す
る
た

め
に
、

手
順
（

運
用
等

）
を
改

善
し
、

検
証

す
る

。
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］
 

【
継

続
】

 
・

前
年
度

改
善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 
 ・

平
日
昼

間
に
お

け
る
過

去
訓
練

時
の
事

象
以
外

の
事
象

に
お

い
て
、

手
順
に

従
い
、

活
動
指

示
及
び

活
動
が

で
き
る

こ
と

を
確

認
す
る

。
 

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］
 

・
平

日
昼

間
に
お

け
る
活

動
指
示

及
び
活

動
を
迅

速
か
つ

確
実

に
実
施

す
る
た

め
に
、

手
順
（

運
用
等

）
を
改

善
し
、

検
証

す
る

。
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 
・

緊
急
時

対
策
要

員
に
対

し
、
迅

速
か
つ

確
実
に

安
定
ヨ

ウ
素

剤
の
配

布
で
き

る
よ
う

に
、
配

布
の
判

断
基
準

の
具
体

化
（

手
順

整
理
等

）
を
図

り
、
検

証
す
る

。
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
  

・
緊

急
時

対
策
要

員
が
実

施
す
べ

き
事
項

に
つ
い

て
、
対

応
の

抜
け
な

く
確
実

に
実
行

で
き
る

よ
う
に

、
手
順

（
教
育

資
料

の
整

理
、
チ

ェ
ッ
ク

シ
ー
ト

作
成
等

）
を
整

理
し
、

検
証

す
る

。
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 
・

緊
急
時

対
策
要

員
が
確

実
に
放

射
線
防

護
を
行

う
た

め
、

放
射

線
管
理

班
か
ら

行
う
指

示
、
情

報
共
有

の
具

体
化

（
運

用
の
整

理
等
）

を
図
り

、
検
証

す
る

。
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 
・

緊
急
時

対
応
が

長
期
化

す
る
場

合
の
、

休
憩
、

飲
食
等

に
係

る
資
機

材
、
設

備
の
使

用
方
法

等
の
具

体
化
（

手
順
整

理
等

）
を

図
り
、

検
証
す

る
。
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

①
平

日
昼

間
に
お
け

る
活
動

実
行

能
力

に
つ
い

て
、
以

下
を

達
成

す
る

。
 

・
有

効
な

改
善
を

実
施
す

る
。

 
・

改
善

し
た

手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。
 

 
○
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緊
急

時
対

応
に

必
要

な
能

力
 

年
度

目
標

（
中
期

目
標
達

成
に
向

け
た
段

階
的
な

目
標
）

 
中

期
目

標
 

（
3
ヵ

年
後
の

達
成
目

標
）
 

対
象
 

2
0
21

年
度
 

2
0
22

年
度
 

2
0
23

年
度
 

本
社
 

発
電
所
 

・
検

証
が

十
分
で

な
い
活

動
に
つ

い
て
、

手
順
に

従
い
、

活
動

指
示
及

び
活
動

が
で
き

る
こ
と

を
確
認

す
る
。

［
事

故
対

応
能
力

の
向
上

、
検
証

］

・
夜

間
休

日
に
お

い
て
、

手
順
に

従
い
、

活
動
指

示
及
び

活
動

が
で
き

る
こ
と

を
確
認

す
る
。

［
事

故
対

応
能
力

の
向
上

、
検
証

］
 

・
平

日
昼

間
及
び

夜
間
休

日
に
お

い
て
、

活
動
指

示
及
び

活
動

を
迅
速

か
つ
確

実
に
実

施
す
る

た
め
に

、
手
順

（
運
用

等
）

を
改

善
し
、

検
証
す

る
。 ［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］

・
平

日
昼

間
に
お

け
る
過

去
訓
練

時
の
事

象
以
外

の
事
象

に
お

い
て
、

手
順
に

従
い
、

活
動
指

示
及
び

活
動
が

で
き
る

こ
と

を
確

認
す
る

。 ［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］
 

【
継

続
】

 
・

前
年
度

改
善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

・
平

日
昼

間
及
び

夜
間
休

日
に
お

け
る
過

去
訓
練

時
の
事

象
以

外
の
事

象
に
お

い
て
、

手
順
に

従
い
、

検
証
が

十
分
で

な
い

活
動

の
活
動

指
示
及

び
活
動

が
で
き

る
こ
と

を
確
認

す
る
。

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］

・
緊

急
時

体
制
発

令
時
等

通
常
の

核
物
質

防
護
体

制
が
機

能
し

な
い
場

合
に
お

い
て
も

、
通
常

時
と
変

わ
ら
ず

迅
速
か

つ
確

実
に

出
入
管

理
（
持

込
物
品

の
管
理

、
入
退

構
時
の

人
定

確
認

）
可
能

な
こ
と

を
、
訓

練
に
お

い
て
検

証
す

る
。

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

②
検

証
が

十
分
で
な

い
活
動

及
び

夜
間

休
日

に
お

け
る
活
動

実
行
能
力

に
つ

い
て

、
に

つ
い
て

、
以
下
を

達
成

す
る

。
・

活
動

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
必

要
に

よ
り
有
効

な
改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。

○

・
暗

所
及

び
高
放

射
線
環

境
下
に

、
手
順

に
従
い

、
活
動

指
示

及
び
活

動
を
迅

速
か
つ

確
実
に

実
施
で

き
る
こ

と
を
確

認
す

る
。

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証

・
暗

所
及

び
高
放

射
線
環

境
下
に

、
手
順

に
従
い

、
活
動

指
示

及
び
活

動
を
迅

速
か
つ

確
実
に

実
施
で

き
る
こ

と
を
確

認
す

る
。

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

・
暗

所
及

び
高
放

射
線
環

境
下
に

お
け
る

活
動
指

示
及
び

活
動

を
迅
速

か
つ
確

実
に
実

施
す
る

た
め
に

、
手
順

（
運
用

等
）

を
改

善
し
、

検
証
す

る
。［

新
た
な

取
組
み

の
試

行
］

・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

③
暗

所
及

び
高
放
射

線
環
境

下
に

お
け

る
活

動
実

行
能
力
に

つ
い
て
、

以
下

を
達

成
す
る

。
・

活
動

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
必

要
に

よ
り
有
効

な
改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。

○

・
一

部
の

通
信
機

器
使
用

不
可
時

に
、
手

順
に
従

い
、
活

動
指

示
及
び

活
動
を

迅
速
か

つ
確
実

に
実
施

で
き
る

こ
と
を

確
認

す
る

。
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］

・
一

部
の

通
信
機

器
使
用

不
可
時

に
お
け

る
活
動

指
示
及

び
活

動
を
迅

速
か
つ

確
実
に

実
施
す

る
た
め

に
、
手

順
（
運

用
等

）
を

改
善
し

、
検
証

す
る
。

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］

・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

④
一

部
の

通
信
機
器

使
用
不

可
時

の
活

動
実

行
能

力
に
つ
い

て
、
以
下

を
達

成
す

る
。

・
活

動
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
・

必
要

に
よ

り
有
効

な
改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。

○

・
外

部
機

関
と
の

連
携
時

に
、
手

順
に
従

い
、
活

動
指
示

及
び

活
動
を

迅
速
か

つ
確
実

に
実
施

で
き
る

こ
と
を

確
認
す

る
。［

緊
急
時

対
応
能

力
の

向
上

、
検
証

］

・
外

部
機

関
と
の

連
携
時

に
お
け

る
活
動

指
示
及

び
活
動

を
迅

速
か
つ

確
実
に

実
施
す

る
た
め

に
、
手

順
（
運

用
等
）

を
改

善
し

、
検
証

す
る

。［
新
た

な
取
組

み
の
試

行
］

・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る

。［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向
上

］

・
外

部
の

支
援
組

織
の
要

員
が
構

内
で
活

動
す
る

際
、
迅

速
か

つ
確
実

の
活
動

可
能
な

よ
う
活

動
に
必

要
な
情

報
（
出

入
管

理
上

の
留
意

点
、
プ

ラ
ン
ト

配
置
、

プ
ラ
ン

ト
状
況

等
）

を
整

理
す
る

等
、
手

順
（
運

用
等
）

を
改
善

し
、
検

証
す

る
。

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

⑤
外

部
機

関
と
の
連

携
時
の

活
動

実
行

能
力

に
つ

い
て
、
に

つ
い
て
、

以
下

を
達

成
す
る

。
・

活
動

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
必

要
に

よ
り
有
効

な
改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。

○
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- 1
0 

- 

緊
急

時
対

応
に

必
要

な
能

力
 

年
度

目
標

（
中
期

目
標
達

成
に
向

け
た
段

階
的
な

目
標
）

 
 

中
期

目
標
 

（
3
ヵ

年
後
の

達
成
目

標
）
 

対
象
 

2
0
21

年
度
 

2
0
22

年
度
 

2
0
23

年
度
 

本
社
 

発
電
所
 

 
・
火
災

、
溢

水
、

火
山

、
そ
の

他
自
然

災
害

発
生

時
の

環
境

下
等
に

お
け

る
活

動
に

つ
い

て
、
手

順
に
従

い
、
活

動
指

示
及

び
活
動

が
で
き

る
こ
と

を
確
認

す
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］

 
 

・
火
災

、
溢

水
、

火
山

、
そ
の

他
自
然

災
害

発
生

時
の

環
境

下
等
に

お
け

る
活

動
を

迅
速

か
つ
確

実
に
実

施
す
る

た
め

に
、

手
順
（

運
用
等

）
を
改

善
し
、

検
証
す

る
。

 
［

新
た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 

⑥
火

災
、

溢
水
、
火

山
、
そ

の
他

自
然

災
害

発
生

時
の
環
境

下
等
に
お

け
る

活
動

実
行

能
力
に

つ
い
て
、

に
つ

い
て

、
以
下

を
達
成

す
る
。

 
・

活
動

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 
・

必
要

に
よ

り
有
効

な
改
善

を
実

施
す

る
。

 
・

改
善

し
た

手
順
（

運
用
等

）
を

定
着

さ
せ
る

。
 

 
○

 

Ⅴ
 

社
外

組
織

連
携

能
力

 

・
検

証
が

十
分
で

な
い
夜

間
休
日

に
お
け

る
社
外

関
係
箇

所
（

特
に
原

子
力
緊

急
事
態

支
援
組

織
お
よ

び
電
力

他
社
）

と
の

連
携

に
つ
い

て
、
手

順
に
従

い
、
活

動
が
で

き
る
こ

と
を

確
認

す
る
。

必
要
に

よ
り
、

手
順
（

運
用
等

）
を
改

善
す

る
。

 
［

事
故
対

応
能
力

の
検
証

］
 

・
前

年
度

改
善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 
 ・

夜
間
休

日
に
お

け
る
社

外
関
係

箇
所
と

の
連
携

を
迅
速

か
つ

確
実
に

実
施
す

る
た
め

、
手
順

（
運
用

等
）
を

改
善

し
、

検
証

す
る
。

 
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

【
継

続
】

 
・

前
年
度

改
善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］

 
①

夜
間

休
日

に
お
い

て
も
、

適
切

に
社

外
関

係
箇

所
と
の
連

携
が
で
き

る
。

 
○

 
 

 
・

一
部
の

通
信
機

器
（
電

話
、

FA
X）

使
用
不

可
時

に
お
け

る
社

外
組

織
と
の

連
携
が

迅
速
か

つ
正
確

に
で
き

る
こ
と

と
を

確
認

す
る
。

 
［

事
故
対

応
能
力

の
検
証

］
 

・
一

部
の

通
信
機

器
使
用

不
可
時

使
用
不

可
時
に

お
け
る

社
外

組
織
と

の
連
携

迅
速
か

つ
確
実

に
実
施

す
る
た

め
に
、

手
順

（
運

用
等
）

を
改
善

し
、
検

証
す
る

。
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

 ・
改

善
し

た
手
順

（
運
用

等
）
を

定
着
さ

せ
る
。

 
［

緊
急
時

対
応
能

力
の
向

上
］
 

②
一

部
の

通
信
機
器

使
用
不

可
の

場
合

で
も

、
支

障
な
く
社

外
組
織
と

の
連

携
が

で
き
る

。
 

○
 

 

全
項

目
共

通
 

・
各

訓
練

を
通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力
防
災

組
織

の
有
効

性
を
継

続
的
に

確
認
す

る
と
と

も
に
、

基
本
的

な
事

故
対

応
能
力

の
維
持

、
向
上

を
図
る

。
 

［
事

故
対

応
能
力

の
向
上

、
検
証

］
 

・
各

訓
練

を
通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力
防
災

組
織

の
有
効

性
を
継

続
的
に

確
認
す

る
と
と

も
に
、

基
本
的

な
事

故
対

応
能
力

の
維
持

、
向
上

を
図
る

。
 

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］

 

・
各

訓
練

を
通
じ

て
、
平

日
昼
間

に
お
け

る
原
子

力
防
災

組
織

の
有
効

性
を
継

続
的
に

確
認
す

る
と
と

も
に
、

基
本
的

な
事

故
対

応
能
力

の
維
持

、
向
上

を
図
る

。
 

［
緊

急
時

対
応
能

力
の
向

上
、
検

証
］

  
・

実
働
訓

練
の
参

加
組
織

あ
る
い

は
参
加

者
は
、

実
発
災

時
の

活
動
を

想
定
し

設
定
を

行
い
、

事
故
対

応
能
力

の
維

持
、

向
上

を
図
る

。
 

［
新

た
な

取
組
み

の
試
行

］
 

平
日

昼
間

に
お
け

る
全
事

故
対
応

能
力

に
つ
い

て
、
以

下
を
確

認
す
る

。
 

・
過

去
有

効
に
機

能
し
て

い
る
と

評
価

し
た
内

容
が
有

効
な
状

態
の
ま

ま
で

あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。

 
・

予
め
定

め
る
手

順
が
確

実
に
遵

守
出

来
て
い

る
こ
と

を
確
認

す
る
。

 

○
 

○
 以
上
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№

能 ⼒ 分 類

あ
る

べ
き

姿
あ

る
べ

き
姿

と
の

ギ
ャ

ッ
プ

※
20

22
年

度
目

標
20

22
年

度
目

標
に

対
す

る
評

価
結

果
及

び
次

年
度

へ
の

反
映

事
項

中
期

計
画

変
更

要
否

中
期

計
画

変
更

要
否

判
断

理
由

20
23

年
度

目
標

（
当

初
計

画
か

ら
の

変
更

点
を

朱
記

）

中
期

目
標

（
3ヵ

年
後

の
達

成
目

標
）

20
23

年
度

訓
練

計
画

策
定

時
の

考
慮

事
項

展
開

項
目

テ
ー

マ
等

、
考

慮
事

項

1

Ⅰ 体 制 構 築 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

事
故

対
応

に
必

要
な

体
制

を
迅

速
に

構
築

（
変

更
含

む
）

し
、

滞
り

な
く

運
営

で
き

る
。

①
夜

間
休

日
に

お
け

る
体

制
構

築
能

⼒
を

改
善

し
、

改
善

の
有

効
性

を
確

認
し

た
後

、
能

⼒
の

定
着

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

【
継

続
】

・
前

年
度

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
］

・
夜

間
休

日
に

お
け

る
過

去
訓

練
時

の
事

象
以

外
の

事
象

に
お

い
て

、
手

順
に

従
い

、
体

制
変

更
及

び
運

営
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
（

特
に

、
初

動
体

制
時

に
お

け
る

緊
急

時
対

策
本

部
と

現
場

要
員

と
の

連
携

に
重

点
を

お
く

）
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

、
検

証
］

○
Ⅰ

型
訓

練
に

お
い

て
昨

年
度

改
善

し
た

手
順

に
つ

い
て

引
き

続
き

訓
練

に
お

い
て

確
認

し
、

定
着

を
図

っ
た

。
・

緊
急

時
対

策
所

内
の

レ
イ

ア
ウ

ト
を

夜
間

休
日

発
災

時
に

対
応

し
た

も
の

へ
改

善
。

・
他

社
良

好
事

例
「

要
員

管
理

」
の

取
り

組
み

。

○
Ⅰ

型
訓

練
に

お
い

て
夜

間
休

日
に

お
け

る
過

去
訓

練
時

の
事

象
以

外
の

事
象

に
お

い
て

、
手

順
に

従
い

、
体

制
変

更
及

び
運

用
が

行
え

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

○
Ⅱ

型
訓

練
に

お
い

て
、

現
場

指
揮

者
と

要
員

と
の

初
動

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
、

体
制

構
築

に
関

わ
る

連
携

を
確

認
し

た
。

○
夜

間
休

日
の

初
動

体
制

に
よ

る
体

制
構

築
に

つ
い

て
は

、
計

画
中

の
SA

要
員

の
⼒

量
付

与
教

育
訓

練
、

成
立

性
確

認
訓

練
に

お
い

て
、

手
順

に
従

い
、

体
制

変
更

及
び

運
営

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

○
休

日
夜

間
の

構
外

か
ら

の
参

集
、

体
制

見
直

し
に

つ
い

て
訓

練
に

お
け

る
検

証
が

不
足

し
て

い
る

.

変
更

な
し

○
休

日
夜

間
の

構
外

か
ら

の
参

集
、

体
制

見
直

し
に

つ
い

て
訓

練
に

お
け

る
検

証
が

不
足

し
て

い
る

た
め

、
指

揮
命

令
訓

練
や

総
合

防
災

訓
練

等
に

お
い

て
場

面
設

定
し

検
証

し
て

い
く

。

・
夜

間
休

日
に

お
け

る
体

制
構

築
及

び
運

営
を

迅
速

か
つ

確
実

に
実

施
す

る
た

め
に

、
手

順
（

運
用

等
）

を
改

善
し

、
検

証
す

る
。

（
特

に
、

初
動

体
制

時
に

お
け

る
緊

急
時

対
策

本
部

と
現

場
要

員
と

の
連

携
に

重
点

を
お

く
）

［
新

た
な

取
組

み
の

試
行

］

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

①
夜

間
休

日
に

お
け

る
体

制
構

築
能

⼒
に

つ
い

て
、

以
下

を
達

成
す

る
。

・
有

効
な

改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。

・
夜

間
休

日
に

お
け

る
初

動
体

制
に

お
け

る
指

揮
者

と
現

場
要

員
と

の
体

制
構

築
に

関
わ

る
連

携
確

認
す

る
。

・
こ

の
想

定
に

お
い

て
、

非
常

参
集

指
示

に
基

づ
い

て
自

宅
等

か
ら

構
外

の
参

集
拠

点
を

経
由

し
た

段
階

的
な

参
集

、
体

制
変

更
等

に
伴

う
現

場
要

員
の

交
代

、
退

避
す

る
場

面
を

想
定

し
た

訓
練

を
計

画
す

る
。

○
発
電
所
全
体
の
リ
ソ
ー
ス
管
理

・
「
夜
間
休
⽇
体
制
」
か
ら
「
全
体
体
制
」
へ
の
移
行

2

Ⅰ 体 制 構 築 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

事
故

対
応

に
必

要
な

体
制

を
迅

速
に

構
築

（
変

更
含

む
）

し
、

滞
り

な
く

運
営

で
き

る
。

①
夜

間
休

日
に

お
け

る
体

制
構

築
能

⼒
を

改
善

し
、

改
善

の
有

効
性

を
確

認
し

た
後

、
能

⼒
の

定
着

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

追
加

【
エ

ク
セ

レ
ン

ス
情

報
の

取
り

込
み

№
15

】

休
日

夜
間

の
外

部
参

集
を

想
定

し
た

運
用

（
参

集
拠

点
の

運
用

、
緊

急
作

業
従

事
者

以
外

の
活

動
方

針
、

発
災

時
の

出
入

管
理

等
）

の
整

理
を

行
い

、
訓

練
に

よ
る

検
証

が
必

要
。

夜
間

休
日

の
外

部
参

集
、

初
動

体
制

か
ら

の
体

制
変

更
が

、
迅

速
か

つ
確

実
に

行
え

る
よ

う
、

参
集

に
関

係
す

る
拠

点
の

運
用

、
緊

急
作

業
従

事
者

以
外

の
要

員
の

活
動

内
容

お
よ

び
発

災
時

の
出

入
管

理
方

法
の

整
理

等
、

手
順

（
運

用
等

）
を

改
善

し
、

検
証

す
る

。
【

新
た

な
取

組
み

の
試

行
】

①
夜

間
休

日
に

お
け

る
体

制
構

築
能

⼒
に

つ
い

て
、

以
下

を
達

成
す

る
。

・
有

効
な

改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。

稼
働

に
向

け
て

、
早

期
に

手
順

（
運

用
等

）
を

整
理

し
、

訓
練

に
お

い
て

検
証

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
。

20
23

年
度

上
期

中
に

運
用

を
整

理
（

再
稼

働
PJ

対
応

）
し

、
訓

練
に

お
い

て
検

証
す

る
。

○
参
集
拠
点
等
の
運
用
検
証

・
参

集
拠

点
へ

の
参

集
、

参
集

拠
点

か
ら

発
電

所
へ

の
移

動
（

出
入

管
理

含
め

検
証

）
・

緊
急

作
業

従
事

者
以

外
の

退
避

、
参

集
拠

点
等

で
の

活
動

3

Ⅰ 体 制 構 築 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

事
故

対
応

に
必

要
な

体
制

を
迅

速
に

構
築

（
変

更
含

む
）

し
、

滞
り

な
く

運
営

で
き

る
。

②
平

日
昼

間
、

夜
間

休
日

に
お

け
る

様
々

な
要

員
欠

損
時

に
お

け
る

活
動

の
習

熟
を

図
る

と
と

も
に

、
改

善
点

を
抽

出
す

る
必

要
が

あ
る

。

・
代

替
要

員
も

含
め

、
計

画
的

に
緊

急
時

対
策

要
員

の
育

成
を

図
る

こ
と

で
、

要
員

欠
損

時
に

お
い

て
も

臨
機

に
対

応
で

き
る

能
⼒

を
向

上
さ

せ
る

。

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
］

○
緊

急
時

対
策

要
員

の
対

応
能

⼒
の

向
上

お
よ

び
体

制
の

増
強

（
層

を
厚

く
す

る
）

を
目

的
と

し
、

役
割

別
に

以
下

目
標

を
挙

げ
、

代
務

者
に

つ
い

て
も

計
画

的
に

訓
練

に
参

加
さ

せ
た

。
ま

た
、

代
務

者
に

よ
る

対
応

中
に

更
に

、
要

員
の

⼀
部

を
欠

損
さ

せ
る

場
面

を
想

定
し

、
引

継
ぎ

等
が

適
切

に
行

え
る

対
応

能
⼒

に
つ

い
て

も
確

認
が

で
き

た
。

・
班

⻑
以

上
の

要
員

：
 代

行
者

も
正

の
対

応
者

と
同

じ
レ

ベ
ル

で
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
・

要
員

ク
ラ

ス
の

要
員

：
 班

内
の

複
数

の
タ

ス
ク

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と

20
23

年
度

も
引

き
続

き
、

代
替

要
員

を
含

め
て

訓
練

参
加

を
促

し
、

緊
急

時
活

動
中

に

変
更

な
し

昨
年

に
引

き
続

き
、

要
員

欠
損

時
の

対
応

に
つ

い
て

は
、

訓
練

時
に

想
定

（
体

調
不

良
等

）
し

て
お

り
、

引
継

ぎ
や

体
制

変
更

に
係

る
運

用
に

つ
い

て
、

気
づ

き
事

項
は

抽
出

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
体

制
変

更
に

係
る

手
順

は
問

題
な

い
と

考
え

る
。

こ
れ

ま
で

は
、

訓
練

参
加

者
が

固
定

さ
れ

て
い

る
と

い
う

問
題

が
あ

っ
た

が
、

代
務

者
も

正
の

対
応

者
と

同
様

の
レ

ベ
ル

で
活

動
で

き
る

こ
と

を
目

標
に

訓
練

を
実

施
し

、
経

験
不

足
等

に
よ

る
問

題
が

総
合

防
災

訓
練

に
お

い
て

発
生

し
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
次

年
度

も
引

き
続

き
、

代
替

要
員

を
含

め
て

訓
練

に
参

加
さ

せ
、

初
動

対
応

、
⻑

期
化

等
で

正
の

対
応

者
が

対
応

で
き

な
い

場
合

で
も

臨
機

に
対

応
で

き
る

こ
と

を
訓

練
に

お
い

て
確

認
す

る
。

【
継

続
】

・
代

替
要

員
も

含
め

、
計

画
的

に
緊

急
時

対
策

要
員

の
育

成
を

図
る

こ
と

で
、

要
員

欠
損

時
に

お
い

て
も

臨
機

に
対

応
で

き
る

能
⼒

を
向

上
さ

せ
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

②
平

日
昼

間
、

夜
間

休
日

に
お

け
る

様
々

な
要

員
欠

損
時

に
お

け
る

体
制

構
築

能
⼒

に
つ

い
て

、
以

下
を

達
成

す
る

。
・

体
制

変
更

及
び

運
用

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
必

要
に

よ
り

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

・
訓

練
参

加
者

が
固

定
化

し
な

い
よ

う
、

指
揮

命
令

訓
練

に
つ

い
て

、
統

括
、

班
⻑

等
の

役
割

に
つ

い
て

は
、

正
の

役
割

に
拘

ら
な

い
要

員
設

定
を

し
、

そ
の

他
の

要
員

に
つ

い
て

は
、

班
内

の
複

数
の

タ
ス

ク
が

実
施

で
き

る
よ

う
に

計
画

を
立

て
る

。

○
「
正
の
役
割
に
拘
ら
な
い
要
員
設
定
」
【
継
続
】

・
代

務
者

を
含

め
た

習
熟

・
夜

間
休

日
体

制
か

ら
の

訓
練

開
始

・
参

集
拠

点
を

介
し

た
段

階
的

な
参

集
・

緊
急

作
業

従
事

者
以

外
の

要
員

の
構

外
へ

の
退

避
・

活
動

中
の

体
調

不
良

、
怪

我
等

に
よ

る
欠

損
…

等

4

Ⅰ 体 制 構 築 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

事
故

対
応

に
必

要
な

体
制

を
迅

速
に

構
築

（
変

更
含

む
）

し
、

滞
り

な
く

運
営

で
き

る
。

③
プ

ル
ー

ム
通

過
時

の
活

動
の

習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、

改
善

点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ

る
。

達
成

済
―

―
③

プ
ル

ー
ム

通
過

時
の

体
制

構
築

能
⼒

に
つ

い
て

、
以

下
を

達
成

す
る

。
・

体
制

変
更

及
び

運
用

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
必

要
に

よ
り

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

―
―

20
21

年
度

〜
20

23
年

度
 

中
期

計
画

の
年

度
評

価
［

20
22

年
度

実
績

］
着

色
凡

例

変
更

な
し

評
価

を
踏

ま
え

変
更

目
標

達
成

と
整

理
前

倒
し

実
施

164

添
付
（
１
）

見
直

し
例

①
・

2
0
2
2
年

評
価

（
参
集

拠
点

の
運

用
検

証
）



№

能 ⼒ 分 類

あ
る

べ
き

姿
あ

る
べ

き
姿

と
の

ギ
ャ

ッ
プ

※
20

22
年

度
目

標
20

22
年

度
目

標
に

対
す

る
評

価
結

果
及

び
次

年
度

へ
の

反
映

事
項

中
期

計
画

変
更

要
否

中
期

計
画

変
更

要
否

判
断

理
由

20
23

年
度

目
標

（
当

初
計

画
か

ら
の

変
更

点
を

朱
記

）

中
期

目
標

（
3ヵ

年
後

の
達

成
目

標
）

20
23

年
度

訓
練

計
画

策
定

時
の

考
慮

事
項

展
開

項
目

テ
ー

マ
等

、
考

慮
事

項

5

Ⅰ 体 制 構 築 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

事
故

対
応

に
必

要
な

体
制

を
迅

速
に

構
築

（
変

更
含

む
）

し
、

滞
り

な
く

運
営

で
き

る
。

④
構

外
か

ら
の

参
集

や
⻑

期
化

体
制

の
運

営
等

に
関

す
る

活
動

の
習

熟
を

図
る

と
と

も
に

、
改

善
点

を
抽

出
す

る
必

要
が

あ
る

。

・
体

制
変

更
（

構
外

か
ら

の
参

集
や

⻑
期

化
体

制
）

時
に

、
手

順
に

従
い

、
体

制
変

更
及

び
運

営
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

、
検

証
］

○
総

合
防

災
訓

練
に

お
い

て
、

事
象

の
⻑

期
化

に
よ

る
O

FC
に

派
遣

し
た

要
員

と
本

社
か

ら
の

応
援

要
員

と
の

引
継

ぎ
場

面
を

設
定

し
、

必
要

な
対

応
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

○
夜

間
休

日
に

お
け

る
初

動
要

員
に

よ
る

活
動

か
ら

、
構

外
参

集
に

伴
う

段
階

的
な

要
員

増
、

緊
急

作
業

従
事

者
以

外
の

退
避

、
⻑

期
化

に
伴

う
構

内
か

ら
の

退
避

交
代

勤
務

等
、

体
制

変
更

及
び

運
営

が
で

き
る

こ
と

の
検

証
が

不
足

し
て

い
る

。

変
更

な
し

20
22

年
度

は
、

OF
C対

応
に

お
け

る
平

日
昼

間
の

事
象

が
⻑

期
化

し
た

場
合

を
想

定
し

、
本

社
か

ら
の

派
遣

要
員

と
の

引
継

ぎ
（

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
TV

会
議

で
実

施
）

に
つ

い
て

、
手

順
（

運
用

）
を

訓
練

で
検

証
し

た
。

20
23

年
度

は
、

す
べ

て
の

参
加

者
に

対
し

、
夜

間
休

日
に

お
け

る
初

動
要

員
に

よ
る

活
動

か
ら

、
構

外
参

集
に

伴
う

段
階

的
な

要
員

増
、

緊
急

作
業

従
事

者
以

外
の

退
避

、
⻑

期
化

に
伴

う
構

内
か

ら
の

退
避

交
代

勤
務

等
、

体
制

変
更

及
び

運
営

が
で

き
る

こ
と

の
検

証
す

る
。

・
体

制
変

更
（

構
外

か
ら

の
参

集
や

⻑
期

化
体

制
）

時
に

体
制

変
更

及
び

運
営

を
迅

速
か

つ
確

実
に

実
施

す
る

た
め

に
、

手
順

（
運

用
等

）
を

改
善

し
、

検
証

す
る

。
［

新
た

な
取

組
み

の
試

行
］

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

④
体

制
変

更
（

構
外

か
ら

の
参

集
や

⻑
期

化
体

制
）

時
の

体
制

構
築

能
⼒

に
つ

い
て

、
以

下
を

達
成

す
る

。
・

体
制

変
更

及
び

運
用

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
必

要
に

よ
り

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

夜
間

休
日

に
お

け
る

初
動

要
員

に
よ

る
活

動
、

構
外

参
集

に
伴

う
段

階
的

な
要

員
増

、
事

象
進

展
に

よ
る

緊
急

作
業

従
事

者
以

外
の

要
員

等
の

退
避

、
⻑

期
化

に
伴

う
構

内
か

ら
の

退
避

交
代

勤
務

等
、

緊
急

時
対

応
に

係
る

体
制

構
築

（
変

更
及

び
運

営
含

む
）

が
迅

速
か

つ
確

実
に

で
き

る
よ

う
、

手
順

を
整

理
し

、
訓

練
で

検
証

す
る

。

〇
発

電
所

内
の

人
的

リ
ソ

ー
ス

が
⼀

元
管

理
で

き
る

仕
組

み
を

支
援

班
と

協
⼒

し
整

理
す

る
。

○
発
電
所
全
体
の
リ
ソ
ー
ス
管
理
（
再
掲
）

・
「

全
体

体
制

」
か

ら
「
⻑
期
化
体
制
」
の
準
備

6

Ⅱ − １ 情 報 共 有 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

情
報

を
迅

速
か

つ
正

確
に

社
内

へ
共

有
で

き
る

。

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
情

報
共

有
能

⼒
（

特
に

活
動

の
進

捗
状

況
に

関
す

る
情

報
共

有
能

⼒
）

を
改

善
し

、
改

善
の

有
効

性
を

確
認

し
た

後
、

能
⼒

を
定

着
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

【
継

続
】

・
平

日
昼

間
に

お
け

る
社

内
へ

の
情

報
共

有
（

特
に

活
動

進
捗

状
況

）
を

迅
速

か
つ

正
確

に
実

施
す

る
た

め
に

、
手

順
（

運
用

等
）

を
改

善
し

、
検

証
す

る
。

［
新

た
な

取
組

み
の

試
行

］

【
継

続
】

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

○
総

合
訓

練
に

向
け

て
、

情
報

共
有

能
⼒

（
情

報
共

有
ツ

ー
ル

（
Ｃ

Ｏ
Ｐ

）
の

構
成

や
戦

略
検

討
の

運
用

に
関

す
る

昨
年

訓
練

時
の

課
題

）
に

関
す

る
改

善
を

図
り

、
訓

練
に

お
い

て
改

善
内

容
が

有
効

に
機

能
す

る
こ

と
を

検
証

し
た

。
○

訓
練

後
の

プ
レ

イ
ヤ

ー
へ

の
聞

き
取

り
（

反
省

会
）

に
よ

り
、

改
善

し
た

事
項

に
よ

り
、

平
日

昼
間

に
お

け
る

情
報

共
有

に
不

都
合

や
混

乱
等

が
生

じ
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

○
20

22
年

度
総

合
防

災
訓

練
の

NR
Aパ

ン
チ

リ
ス

ト
、

社
内

外
の

評
価

結
果

に
よ

り
、

EA
L 

判
断

に
関

わ
る

運
用

に
つ

い
て

、
課

題
を

抽
出

し
た

た
め

改
善

し
、

検
証

、
定

着
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

○
昨

年
度

改
善

し
た

手
順

に
つ

い
て

引
き

続
き

訓
練

に
お

い
て

確
認

し
、

定
着

を
図

っ
た

。 ・
EA

Lに
関

す
る

状
況

把
握

、
判

断
要

素
の

優
先

報
告

変
更

な
し

昨
年

度
の

総
合

防
災

訓
練

に
お

い
て

、
EA

L 
判

断
に

関
わ

る
運

用
に

つ
い

て
、

課
題

を
抽

出
し

た
た

め
改

善
し

、
検

証
、

定
着

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

【
継

続
】

・
平

日
昼

間
に

お
け

る
社

内
へ

の
情

報
共

有
を

迅
速

か
つ

正
確

に
実

施
す

る
た

め
に

、
手

順
（

運
用

等
）

を
改

善
し

、
検

証
す

る
。

［
新

た
な

取
組

み
の

試
行

］

【
継

続
】

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
情

報
共

有
能

⼒
（

特
に

活
動

の
進

捗
状

況
に

関
す

る
情

報
共

有
能

⼒
）

に
つ

い
て

、
以

下
を

達
成

す
る

。
・

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

・
EA

Lの
判

断
手

順
に

係
る

運
用

を
改

善
（

ツ
ー

ル
の

開
発

等
）

し
、

指
揮

命
令

訓
練

及
び

総
合

防
災

訓
練

に
お

い
て

検
証

す
る

。

○
昨
年
の
訓
練
課
題
の
改
善
効
果
検
証

・
EA

L判
断

ツ
ー

ル
を

使
用

し
た

EA
L判

断
の

検
証

7
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ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

状
況

を
正

確
に

把
握

し
、

事
象

進
展

等
を

予
測

し
た

上
で

、
進

展
を

阻
止

又
は

事
故

影
響

を
緩

和
す

る
戦

略
を

迅
速

に
立

案
で

き
る

。

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
情

報
共

有
能

⼒
（

特
に

活
動

の
進

捗
状

況
に

関
す

る
情

報
共

有
能

⼒
）

を
改

善
し

、
改

善
の

有
効

性
を

確
認

し
た

後
、

能
⼒

を
定

着
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

追
加

【
エ

ク
セ

レ
ン

ス
情

報
の

取
り

込
み

№
13

】

緊
急

時
対

策
本

部
と

連
携

し
た

当
直

に
よ

る
事

故
収

束
訓

練
の

実
施

が
少

な
い

（
Ⅰ

型
の

み
）

た
め

、
当

直
⻑

と
本

部
と

の
情

報
連

携
の

運
用

に
つ

い
て

検
証

が
不

十
分

で
あ

る
。

ま
た

、
連

携
訓

練
の

実
施

が
不

足
し

て
い

る
た

め
、

他
社

事
例

の
シ

フ
ト

テ
ク

ニ
カ

ル
ア

ド
バ

イ
ザ

―
（

当
直

⻑
を

補
佐

す
る

技
術

要
員

）
の

要
否

の
検

討
が

で
き

て
い

な
い

。

当
直

か
ら

の
対

策
本

部
等

へ
の

情
報

連
絡

に
つ

い
て

、
実

態
に

即
し

た
伝

達
事

項
、

伝
達

方
法

の
整

理
等

、
手

順
（

運
用

等
）

を
改

善
し

、
検

証
す

る
。

【
新

た
な

取
組

み
の

試
行

】

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
情

報
共

有
能

⼒
（

特
に

活
動

の
進

捗
状

況
に

関
す

る
情

報
共

有
能

⼒
）

に
つ

い
て

、
以

下
を

達
成

す
る

。
・

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

こ
れ

ま
で

訓
練

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

が
担

っ
て

き
た

こ
と

で
、

活
動

の
検

証
が

で
き

て
い

な
い

当
直

⻑
と

本
部

員
と

の
連

携
の

検
証

が
可

能
な

訓
練

を
行

う
。

20
23

年
度

（
指

揮
命

令
訓

練
、

総
合

防
災

訓
練

）
は

、
当

直
⻑

と
連

絡
責

任
者

、
プ

ラ
ン

ト
監

視
班

、
自

衛
消

防
隊

と
の

情
報

連
携

方
法

を
明

確
に

す
る

と
と

も
に

、
当

直
⻑

を
プ

レ
イ

ヤ
ー

と
し

て
実

態
に

即
し

た
情

報
伝

達
を

行
う

こ
と

に
よ

り
活

動
の

検
証

を
行

う
。

こ
の

他
、

既
存

の
訓

練
（

運
転

員
の

SA
訓

練
や

通
報

連
絡

訓
練

）
に

お
い

て
、

当
直

⻑
や

連
絡

責
任

者
、

プ
ラ

ン
ト

監
視

班
等

を
プ

レ
イ

ヤ
ー

と
し

て
参

加
さ

せ
、

能
⼒

の
検

証
、

気
付

き
の

抽
出

を
行

う
。

○
活
動
実
態
に
即
し
た
情
報
イ
ン
プ
ッ
ト

・
実

態
に

合
っ

た
イ

ン
プ

ッ
ト

の
徹

底
（

W
Gで

再
周

知
）

・
運

転
員

の
SA

訓
練

や
通

報
連

絡
訓

練
に

お
い

て
、

連
絡

責
任

者
、

当
直

⻑
を

プ
レ

イ
ヤ

と
し

て
参

加
さ

せ
る

。

8
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ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

情
報

を
迅

速
か

つ
正

確
に

社
内

へ
共

有
で

き
る

。

②
夜

間
休

日
に

お
け

る
情

報
共

有
能

⼒
を

改
善

し
、

改
善

の
有

効
性

を
確

認
し

た
後

、
能

⼒
を

定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

【
継

続
】

・
前

年
度

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
］

・
夜

間
休

日
に

お
い

て
、

手
順

に
従

い
、

本
社

お
よ

び
現

場
要

員
と

の
情

報
共

有
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

、
検

証
］

○
Ⅰ

型
訓

練
に

お
い

て
昨

年
度

改
善

し
た

手
順

に
つ

い
て

引
き

続
き

訓
練

に
お

い
て

確
認

し
、

定
着

を
図

っ
た

。
・

電
話

の
改

良
を

実
施

し
、

連
絡

責
任

者
が

当
直

⻑
と

通
話

す
る

内
容

を
通

話
者

以
外

が
わ

か
る

よ
う

コ
ー

ル
ス

ピ
ー

カ
ー

を
配

備
。

○
Ⅱ

型
訓

練
に

お
い

て
、

ホ
ー

ル
ド

ポ
イ

ン
ト

に
お

け
る

活
動

中
状

況
の

報
告

、
車

両
事

故
に

伴
う

状
況

報
告

と
い

っ
た

、
現

場
要

員
と

の
情

報
共

有
が

適
切

に
行

え
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

○
夜

間
休

日
の

初
動

体
制

に
よ

る
情

報
共

有
に

つ
い

て
は

、
計

画
中

の
SA

要
員

の
⼒

量
付

与
教

育
訓

練
、

成
立

性
確

認
訓

練
に

お
い

て
、

手
順

に
従

い
、

活
動

状
況

等
の

連
絡

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

○
休

日
夜

間
に

お
け

る
本

社
と

の
情

報
共

有
に

つ
い

て
、

訓
練

に
お

け
る

検
証

が
不

足
し

て
い

る
。

変
更

な
し

こ
れ

ま
で

の
訓

練
（

通
報

連
絡

訓
練

等
）

に
お

い
て

、
夜

間
休

日
の

初
動

体
制

に
お

け
る

本
社

と
の

情
報

共
有

に
つ

い
て

、
通

報
連

絡
先

と
し

て
訓

練
範

囲
と

し
て

い
る

が
、

シ
ナ

リ
オ

と
連

動
し

た
訓

練
ま

で
は

行
っ

て
い

な
い

。

夜
間

休
日

に
お

け
る

本
社

と
の

情
報

連
携

が
迅

速
か

つ
確

実
に

行
え

る
よ

う
手

順
を

整
理

す
る

と
と

も
に

、
訓

練
に

お
い

て
検

証
す

る
必

要
が

あ
る

。

・
夜

間
休

日
に

お
け

る
本

社
お

よ
び

現
場

要
員

と
の

情
報

共
有

を
迅

速
か

つ
正

確
に

実
施

す
る

た
め

に
、

手
順

（
運

用
等

）
を

改
善

し
、

検
証

す
る

。
［

新
た

な
取

組
み

の
試

行
］

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

②
夜

間
休

日
に

お
け

る
情

報
共

有
能

⼒
に

つ
い

て
、

以
下

を
達

成
す

る
。

・
有

効
な

改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。

休
日

夜
間

に
お

け
る

本
社

と
の

情
報

共
有

能
⼒

を
検

証
す

る
訓

練
を

計
画

す
る

。
○
夜
間
休
⽇
に
お
け
る
Ⅰ
型
試
行
ル
ー
ル
の
反
映
、
検
証

・
初

動
体

制
に

お
け

る
情

報
共

有
（

Ⅰ
型

で
整

理
）

を
別

の
プ

レ
ー

ヤ
、

機
会

、
範

囲
（

本
社

等
）

を
想

定
し

検
証

。
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№

能 ⼒ 分 類

あ
る

べ
き

姿
あ

る
べ

き
姿

と
の

ギ
ャ

ッ
プ

※
20

22
年

度
目

標
20

22
年

度
目

標
に

対
す

る
評

価
結

果
及

び
次

年
度

へ
の

反
映

事
項

中
期

計
画

変
更

要
否

中
期

計
画

変
更

要
否

判
断

理
由

20
23

年
度

目
標

（
当

初
計

画
か

ら
の

変
更

点
を

朱
記

）

中
期

目
標

（
3ヵ

年
後

の
達

成
目

標
）

20
23

年
度

訓
練

計
画

策
定

時
の

考
慮

事
項

展
開

項
目

テ
ー

マ
等

、
考

慮
事

項

9

Ⅱ − １ 情 報 共 有 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

情
報

を
迅

速
か

つ
正

確
に

社
内

へ
共

有
で

き
る

。

③
情

報
共

有
ツ

ー
ル

（
Ｃ

Ｏ
Ｐ

、
チ

ャ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
）

使
用

不
可

時
に

お
け

る
活

動
の

習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、

改
善

点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
情

報
共

有
ツ

ー
ル

が
使

用
不

可
と

な
る

想
定

時
に

、
手

順
に

従
い

、
情

報
を

迅
速

か
つ

正
確

に
社

内
へ

共
有

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

、
検

証
］

○
指

揮
命

令
訓

練
に

お
い

て
、

情
報

共
有

ツ
ー

ル
が

使
用

不
可

と
な

る
場

面
（

戦
略

会
議

用
の

大
型

モ
ニ

タ
の

故
障

）
を

想
定

し
た

訓
練

を
実

施
し

、
情

報
を

迅
速

か
つ

正
確

に
社

内
へ

共
有

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

○
た

だ
し

、
AV

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
情

報
共

有
（

卓
上

の
モ

ニ
タ

の
活

用
）

が
不

足
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

こ
と

か
ら

、
使

用
方

法
に

係
る

教
育

の
充

実
、

訓
練

で
の

検
証

を
行

っ
て

い
く

。
○

ま
た

、
各

班
が

手
順

書
に

基
づ

き
作

成
す

る
帳

票
に

つ
い

て
、

社
内

で
容

易
に

共
有

が
可

能
な

よ
う

登
録

方
法

（
共

通
ド

ラ
イ

ブ
へ

登
録

す
る

等
）

を
整

理
し

訓
練

で
検

証
す

る
必

要
が

あ
る

。

変
更

な
し

・
AV

シ
ス

テ
ム

や
共

通
ド

ラ
イ

ブ
を

活
用

し
た

情
報

共
有

が
不

足
し

て
お

り
、

使
用

方
法

に
係

る
教

育
の

充
実

、
訓

練
で

の
検

証
を

行
っ

て
い

く
。

・
ま

た
、

チ
ャ

ッ
ト

シ
ス

テ
ム

や
CO

Pを
含

め
た

共
通

ド
ラ

イ
ブ

、
シ

ス
テ

ム
等

を
活

用
し

た
運

用
に

つ
い

て
、

改
善

の
余

地
が

あ
る

た
め

、
通

常
使

用
す

る
方

法
、

そ
れ

ら
が

使
用

で
き

な
い

場
合

の
方

法
を

整
理

す
る

。

・
情

報
共

有
ツ

ー
ル

が
使

用
不

可
と

な
る

想
定

時
に

、
情

報
共

有
を

迅
速

か
つ

正
確

に
実

施
す

る
た

め
に

、
手

順
（

運
用

等
）

を
改

善
し

、
検

証
す

る
。

［
新

た
な

取
組

み
の

試
行

］

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

③
情

報
共

有
ツ

ー
ル

が
使

用
不

可
と

な
る

時
の

情
報

共
有

能
⼒

に
つ

い
て

、
以

下
を

達
成

す
る

。
・

情
報

を
迅

速
か

つ
正

確
に

社
内

へ
共

有
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
必

要
に

よ
り

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

・
通

常
使

用
す

る
情

報
共

有
ツ

ー
ル

が
使

用
で

き
な

い
場

面
に

お
け

る
情

報
共

有
能

⼒
を

検
証

す
る

訓
練

を
計

画
す

る
。

〇
夜

間
休

日
の

初
動

体
制

に
お

い
て

、
発

電
所

で
CO

Pが
作

成
で

き
な

い
場

面
に

お
け

る
本

社
へ

の
情

報
共

有
場

面
。

〇
時

系
列

管
理

シ
ス

テ
ム

の
立

ち
上

げ
失

敗
に

伴
う

代
替

手
段

で
の

時
系

列
共

有
（

時
系

列
管

理
シ

ス
テ

ム
を

途
中

で
使

用
不

可
と

す
る

と
訓

練
が

成
り

立
た

な
く

な
る

可
能

性
が

あ
る

の
で

付
与

し
な

い
。

）

○
「
情
報
共
有
ツ
ー
ル
使
用
不
可
」
時
の
対
応
検
証

。

・
国

報
告

訓
練

は
、

情
報

共
有

ツ
ー

ル
を

使
用

し
た

本
社

、
Ｅ

Ｒ
Ｃ

と
の

連
携

を
確

認
す

る
訓

練
で

あ
る

た
め

本
項

目
は

指
揮

命
令

訓
練

に
お

い
て

確
認

す
る

。

【
検

討
事

項
】

 
対

象
と

な
る

情
報

共
有

ツ
ー

ル
を

以
下

と
す

る
。

・
CO

P（
発

電
所

で
CO

Pが
作

成
で

き
な

い
）

【
休

日
夜

間
の

初
動

体
制

で
実

施
】

・
チ

ャ
ッ

ト
（

⼀
時

的
に

使
用

で
き

な
い

等
）
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ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

状
況

を
正

確
に

把
握

し
、

事
象

進
展

等
を

予
測

し
た

上
で

、
進

展
を

阻
止

又
は

事
故

影
響

を
緩

和
す

る
戦

略
を

迅
速

に
立

案
で

き
る

。

【
既
存
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
修
正
す

る
。
本
ギ
ャ
ッ
プ
は
解
消
し
、

次
項
の
記
載
と
す
る
。
】

①
平
⽇
昼
間
、
夜
間
休
⽇
に
お

け
る
状
況
把
握
、
判
断
能
⼒

（
特
に
事
象
の
進
展
予
測
に
関

す
る
状
況
把
握
、
判
断
能
⼒
）

を
改
善
し
、
改
善
の
有
効
性
を

確
認
し
た
後
、
能
⼒
を
定
着
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

【
継

続
】

・
前

年
度

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
］

・
平

日
昼

間
に

お
け

る
過

去
訓

練
時

の
事

象
以

外
の

事
象

に
お

い
て

、
手

順
に

従
い

、
状

況
把

握
、

事
象

進
展

等
の

予
測

及
び

戦
略

立
案

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
、

検
証

］

○
20

21
年

度
整

理
し

た
原

⼦
炉

の
事

象
進

展
計

算
ツ

ー
ル

を
使

用
し

、
20

22
年

度
中

の
要

素
訓

練
、

総
合

訓
練

を
実

施
し

、
運

用
の

定
着

に
よ

り
迅

速
か

つ
確

実
な

状
況

把
握

、
判

断
能

⼒
（

特
に

事
象

の
進

展
予

測
に

関
す

る
状

況
把

握
、

判
断

能
⼒

）
が

行
え

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

変
更

【
訓

練
評

価
を

踏
ま

え
見

直
し

】

状
況

把
握

、
判

断
の

う
ち

事
象

の
進

展
予

測
に

関
し

て
は

、
ツ

ー
ル

開
発

、
訓

練
で

の
活

用
と

い
っ

た
、

有
効

な
改

善
、

手
順

の
定

着
が

図
れ

た
こ

と
か

ら
、

ギ
ャ

ッ
プ

は
解

消
さ

れ
た

と
評

価
す

る
。

な
お

、
夜

間
に

お
け

る
状

況
把

握
、

判
断

能
⼒

の
検

証
は

、
№

12
に

て
行

う
。

 ・
平

日
昼

間
に

お
け

る
状

況
把

握
、

事
 象

進
展

等
の

予
測

及
び

戦
略

立
案

を
迅

 速
か

つ
確

実
に

実
施

す
る

た
め

に
、

手
 順

（
運

用
）

を
改

善
し

、
検

証
す

る
。

 ［
新

た
な

取
組

み
の

試
行

］

 ・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

）
を

定
着

さ
 せ

る
。

 ［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
］

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
状

況
把

握
、

判
断

能
⼒

（
特

に
事

象
の

進
展

予
測

に
関

す
る

状
況

把
握

、
判

断
能

⼒
）

に
つ

い
て

、
以

下
を

達
成

す
る

。
・

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。
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ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

状
況

を
正

確
に

把
握

し
、

事
象

進
展

等
を

予
測

し
た

上
で

、
進

展
を

阻
止

又
は

事
故

影
響

を
緩

和
す

る
戦

略
を

迅
速

に
立

案
で

き
る

。

【
既

存
の

ギ
ャ

ッ
プ

を
修

正
】

①
平

日
昼

間
、

夜
間

休
日

に
お

け
る

状
況

把
握

（
特

に
支

援
活

動
の

状
況

）
、

判
断

能
⼒

（
特

に
EA

L判
断

）
を

改
善

し
、

改
善

の
有

効
性

を
確

認
し

た
後

、
能

⼒
を

定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

追
加

【
エ

ク
セ

レ
ン

ス
情

報
の

取
り

込
み

№
6、

17
】

 
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

に
関

わ
る

意
見

具
申

の
方

法
、

判
断

の
責

任
所

掌
の

明
確

化
、

本
部

に
お

い
て

判
断

時
に

悩
む

こ
と

が
な

い
よ

う
運

用
を

整
理

し
、

訓
練

で
検

証
す

べ
き

。

発
電

所
全

体
の

リ
ソ

ー
ス

管
理

に
つ

い
て

は
、

支
援

班
で

管
理

す
る

こ
と

と
な

っ
て

い
る

が
、

迅
速

か
つ

確
実

な
体

制
構

築
、

外
部

か
ら

の
適

切
な

支
援

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

な
分

か
り

や
す

い
情

報
共

有
の

方
法

を
検

討
し

、
訓

練
に

お
い

て
検

証
す

る
必

要
が

あ
る

。
（

20
22

年
度

の
訓

練
気

付
き

と
合

わ
せ

て
検

討
）

EA
Lに

係
る

意
見

具
申

、
判

断
要

素
の

共
有

、
判

断
に

関
わ

る
手

順
（

運
用

等
）

を
改

善
し

、
検

証
す

る
。

【
新

た
な

取
組

み
の

試
行

】

傷
病

者
等

の
支

援
活

動
に

関
す

る
情

報
や

各
班

の
体

制
構

築
状

況
等

の
情

報
を

容
易

に
把

握
し

や
す

い
よ

う
、

整
理

方
法

等
の

手
順

（
運

用
等

）
を

改
善

し
、

検
証

す
る

。
【

新
た

な
取

組
み

の
試

行
】

【
既

存
の

訓
練

目
標

を
修

正
】

①
平

日
昼

間
、

夜
間

休
日

に
お

け
る

状
況

把
握

（
特

に
支

援
活

動
の

状
況

）
、

判
断

能
⼒

（
特

に
EA

L判
断

）
に

つ
い

て
、

以
下

を
達

成
す

る
。

・
有

効
な

改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。

〇
発

電
所

内
の

人
的

リ
ソ

ー
ス

が
⼀

元
管

理
で

き
る

仕
組

み
を

支
援

班
と

協
⼒

し
整

理
す

る
。

○
発
電
所
全
体
の
リ
ソ
ー
ス
管
理
（
再
掲
）

・
支

援
組

織
の

活
動

状
況

（
負

傷
者

、
⽕

災
対

応
、

O
FC

派
遣

等
）

12

Ⅲ − １ 状 況 把 握 、 判 断 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

状
況

を
正

確
に

把
握

し
、

事
象

進
展

等
を

予
測

し
た

上
で

、
進

展
を

阻
止

又
は

事
故

影
響

を
緩

和
す

る
戦

略
を

迅
速

に
立

案
で

き
る

。

②
夜

間
休

日
に

お
け

る
状

況
把

握
、

判
断

能
⼒

を
改

善
し

、
改

善
の

有
効

性
を

確
認

し
た

後
、

能
⼒

を
定

着
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

【
継

続
】

・
前

年
度

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
］

・
夜

間
休

日
に

お
け

る
過

去
訓

練
時

の
事

象
以

外
の

事
象

に
お

い
て

、
手

順
に

従
い

、
状

況
把

握
、

事
象

進
展

等
の

予
測

及
び

戦
略

立
案

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
、

検
証

］

○
Ⅰ

型
訓

練
に

お
い

て
過

去
に

改
善

し
た

手
順

等
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

訓
練

に
お

い
て

確
認

し
、

定
着

を
図

っ
た

。
・

手
順

に
記

載
さ

れ
て

い
な

い
戦

略
立

案
に

お
い

て
、

予
期

せ
ぬ

状
況

に
対

す
る

周
知

、
防

護
措

置
の

徹
底

す
る

。
・

指
示

者
専

用
の

手
持

ち
資

料
の

配
備

、
対

応
ツ

ー
ル

（
負

荷
容

量
計

算
ツ

ー
ル

、
事

象
進

展
計

算
ツ

ー
ル

）
の

活
用

○
Ⅰ

型
訓

練
に

お
い

て
夜

間
休

日
に

お
け

る
過

去
訓

練
時

の
事

象
以

外
の

事
象

に
お

い
て

、
手

順
に

従
い

、
状

況
把

握
、

事
象

進
展

等
の

予
測

及
び

戦
略

立
案

が
行

え
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

○
夜

間
休

日
の

初
動

体
制

に
よ

る
状

況
把

握
、

判
断

が
迅

速
か

つ
確

実
に

で
き

る
こ

と
を

訓
練

に
お

い
て

検
証

す
る

必
要

が
あ

る
。

変
更

な
し

Ⅰ
型

訓
練

に
お

い
て

、
整

理
、

検
証

し
た

手
順

（
運

用
等

）
は

、
参

加
者

が
限

ら
れ

た
要

員
で

の
検

証
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

夜
間

休
日

の
初

動
体

制
に

限
ら

ず
、

平
日

昼
間

の
体

制
に

お
い

て
も

使
用

可
能

な
運

用
と

し
て

改
め

て
整

理
し

、
訓

練
に

お
い

て
検

証
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

・
夜

間
休

日
に

お
け

る
状

況
把

握
、

事
象

進
展

等
の

予
測

及
び

戦
略

立
案

を
迅

速
か

つ
確

実
に

実
施

す
る

た
め

に
、

手
順

（
運

用
等

）
を

改
善

し
、

検
証

す
る

。
［

新
た

な
取

組
み

の
試

行
］

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

②
夜

間
休

日
に

お
け

る
状

況
把

握
、

判
断

能
⼒

に
つ

い
て

、
以

下
を

達
成

す
る

。
・

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

過
去

の
Ⅰ

型
訓

練
に

お
い

て
、

整
理

、
検

証
し

た
手

順
（

運
用

等
）

が
平

日
昼

間
、

夜
間

休
日

を
問

わ
ず

活
用

可
能

な
よ

う
改

め
て

整
理

し
、

訓
練

（
夜

間
休

日
の

初
動

体
制

を
想

定
）

に
て

検
証

す
る

。

○
夜

間
休

日
に

お
け

る
Ⅰ

型
試

行
ル

ー
ル

の
反

映
、

検
証

（
再

掲
）

・
初

動
体

制
に

お
け

る
状

況
把

握
、

進
展

予
測

、
戦

略
検

討
方

法
（

Ⅰ
型

で
整

理
）

を
、

別
の

プ
レ

ー
ヤ

、
機

会
、

範
囲

（
本

社
等

）
を

想
定

し
検

証
。
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№

能 ⼒ 分 類

あ
る

べ
き

姿
あ

る
べ

き
姿

と
の

ギ
ャ

ッ
プ

※
20

22
年

度
目

標
20

22
年

度
目

標
に

対
す

る
評

価
結

果
及

び
次

年
度

へ
の

反
映

事
項

中
期

計
画

変
更

要
否

中
期

計
画

変
更

要
否

判
断

理
由

20
23

年
度

目
標

（
当

初
計

画
か

ら
の

変
更

点
を

朱
記

）

中
期

目
標

（
3ヵ

年
後

の
達

成
目

標
）

20
23

年
度

訓
練

計
画

策
定

時
の

考
慮

事
項

展
開

項
目

テ
ー

マ
等

、
考

慮
事

項

13

Ⅲ − １ 状 況 把 握 、 判 断 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

状
況

を
正

確
に

把
握

し
、

事
象

進
展

等
を

予
測

し
た

上
で

、
進

展
を

阻
止

又
は

事
故

影
響

を
緩

和
す

る
戦

略
を

迅
速

に
立

案
で

き
る

。

③
状

況
把

握
等

ツ
ー

ル
（

緊
急

時
対

策
所

Ａ
Ｖ

シ
ス

テ
ム

の
モ

ニ
タ

、
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
ウ

ェ
ブ

、
Ａ

Ｍ
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
）

使
用

不
可

時
に

お
け

る
活

動
の

習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、

改
善

点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
状

況
把

握
等

ツ
ー

ル
が

使
用

不
可

と
な

る
時

に
、

手
順

に
従

い
、

情
報

を
迅

速
か

つ
正

確
に

社
内

へ
共

有
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
、

検
証

］

○
指

揮
命

令
訓

練
に

お
い

て
、

情
報

共
有

ツ
ー

ル
が

使
用

不
可

と
な

る
場

面
（

模
擬

SP
DS

の
表

示
不

良
、

AV
シ

ス
テ

ム
本

社
側

へ
の

伝
送

不
良

）
を

想
定

し
た

訓
練

を
実

施
し

、
情

報
を

迅
速

か
つ

正
確

把
握

し
、

必
要

な
共

有
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

〇
ま

た
、

訓
練

に
お

い
て

AM
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
の

使
用

不
可

を
想

定
し

て
は

い
な

い
が

、
「

原
⼦

炉
の

事
象

進
展

計
算

ツ
ー

ル
」

を
使

用
し

た
迅

速
な

進
展

把
握

が
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

〇
SP

DS
の

不
調

に
つ

い
て

は
、

⼀
部

の
デ

ー
タ

（
FL

SR
の

出
口

圧
⼒

）
が

不
調

と
な

る
場

面
で

、
そ

の
他

パ
ラ

メ
ー

タ
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
状

況
把

握
し

、
FL

SR
自

体
の

の
機

能
が

あ
る

こ
と

適
切

に
判

断
で

き
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

（
SP

DS
が

使
用

不
可

と
な

る
場

面
に

つ
い

て
は

、
代

替
監

視
す

る
デ

ー
タ

を
プ

レ
イ

ヤ
ー

に
提

示
で

き
る

状
況

に
な

い
た

め
、

提
示

が
可

能
（

運
転

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

の
デ

ー
タ

と
連

動
し

、
プ

ロ
コ

ン
、

SP
DS

、
ER

SS
の

デ
ー

タ
を

確
認

可
能

と
な

る
等

）
と

な
っ

て
か

ら
検

証
を

行
う

。
）

変
更

【
訓

練
評

価
を

踏
ま

え
見

直
し

】

状
況

把
握

、
判

断
に

使
用

す
る

ツ
ー

ル
が

使
用

で
き

な
い

場
面

を
想

定
し

た
場

合
に

お
い

て
も

、
適

切
な

判
断

が
で

き
、

結
果

を
、

情
報

を
迅

速
か

つ
確

実
に

社
内

に
共

有
で

き
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

。
訓

練
に

お
い

て
、

有
効

な
改

善
、

定
着

が
確

認
で

き
た

た
め

、
20

23
年

度
で

の
展

開
は

不
要

と
判

断
す

る
。

 ・
状

況
把

握
等

ツ
ー

ル
が

使
用

不
可

と
 な

る
時

に
、

情
報

共
有

を
迅

速
か

つ
正

 確
に

実
施

す
る

た
め

に
、

手
順

（
運

用
 等

）
を

改
善

し
、

検
証

す
る

。
 ［

新
た

な
取

組
み

の
試

行
］

 ・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
 さ

せ
る

。
 ［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

③
状

況
把

握
等

ツ
ー

ル
が

使
用

不
可

と
な

る
時

の
状

況
把

握
、

判
断

能
⼒

に
つ

い
て

、
以

下
を

達
成

す
る

。
・

情
報

を
迅

速
か

つ
正

確
に

社
内

へ
共

有
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
必

要
に

よ
り

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

14

Ⅳ 活 動 実 行 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

対
策

本
部

で
決

定
し

た
戦

略
や

各
責

任
者

が
自

律
的

に
判

断
す

る
活

動
等

を
迅

速
か

つ
確

実
に

指
示

、
実

行
で

き
る

。

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
活

動
実

行
能

⼒
を

改
善

し
、

改
善

の
有

効
性

を
確

認
し

た
後

、
能

⼒
を

定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

【
継

続
】

・
前

年
度

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
］

・
平

日
昼

間
に

お
け

る
過

去
訓

練
時

の
事

象
以

外
の

事
象

に
お

い
て

、
手

順
に

従
い

、
活

動
指

示
及

び
活

動
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

、
検

証
］

○
昨

年
度

ま
で

に
改

善
し

た
手

順
に

基
づ

い
て

、
訓

練
を

実
施

し
、

各
責

任
者

が
自

律
的

に
迅

速
か

つ
確

実
な

対
応

が
行

え
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

○
平

日
昼

間
に

お
け

る
過

去
訓

練
時

の
事

象
以

外
の

事
象

に
お

い
て

、
手

順
に

従
い

、
活

動
指

示
及

び
活

動
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

○
な

お
、

消
⽕

対
応

の
現

場
実

動
訓

練
に

お
い

て
、

実
発

災
時

の
煙

や
熱

を
意

識
し

た
振

る
舞

い
が

行
え

て
い

な
い

と
の

気
付

き
を

抽
出

し
た

こ
と

か
ら

、
要

員
の

教
育

を
行

う
と

と
も

に
、

訓
練

企
画

時
に

は
、

よ
り

リ
ア

リ
テ

ィ
の

あ
る

付
与

を
行

い
、

迅
速

か
つ

確
実

な
指

示
、

活
動

実
行

が
で

き
る

こ
と

を
訓

練
で

確
認

し
て

い
く

。

変
更

な
し

20
22

年
度

の
総

合
訓

練
に

お
い

て
、

こ
れ

ま
で

改
善

し
た

運
用

が
有

効
に

機
能

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

20
23

年
度

以
降

も
引

き
続

き
想

定
を

変
え

、
訓

練
を

行
う

と
と

も
に

、
要

素
訓

練
等

で
抽

出
し

た
気

付
き

の
改

善
、

検
証

を
行

う
と

と
も

に
手

順
の

定
着

を
図

っ
て

い
く

。

・
平

日
昼

間
に

お
け

る
活

動
指

示
及

び
活

動
を

迅
速

か
つ

確
実

に
実

施
す

る
た

め
に

、
手

順
（

運
用

等
）

を
改

善
し

、
検

証
す

る
。

［
新

た
な

取
組

み
の

試
行

］

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
活

動
実

行
能

⼒
に

つ
い

て
、

以
下

を
達

成
す

る
。

・
有

効
な

改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。

指
揮

命
令

訓
練

、
総

合
防

災
訓

練
、

そ
の

他
要

素
訓

練
に

お
い

て
、

昨
年

度
ま

で
に

改
善

し
た

手
順

の
定

着
を

図
る

と
と

も
に

、
過

去
訓

練
時

の
事

象
以

外
の

事
象

に
お

い
て

も
、

手
順

に
従

い
、

活
動

指
示

及
び

活
動

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

20
22

年
度

抽
出

し
た

気
付

き
事

項
の

う
ち

対
応

要
と

し
た

も
の

に
つ

い
て

、
各

主
管

で
改

善
を

図
り

訓
練

に
お

い
て

検
証

す
る

。

ま
た

、
消

⽕
対

応
の

現
場

実
動

訓
練

に
お

い
て

、
総

合
訓

練
で

抽
出

し
た

気
付

き
「

実
発

災
時

の
煙

や
熱

を
意

識
し

た
振

る
舞

い
が

行
え

て
い

な
い

」
と

に
つ

い
て

、
要

員
の

教
育

を
行

う
と

と
も

に
、

訓
練

企
画

時
（

⽕
災

を
問

わ
ず

）
に

は
、

よ
り

リ
ア

リ
テ

ィ
の

あ
る

付
与

を
行

い
、

活
動

実
行

が
で

き
る

こ
と

を
訓

練
で

確
認

し
て

い
く

。
（

20
23

年
度

 
自

然
災

害
感

受
性

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

と
し

て
「

煙
体

験
」

を
実

施
済

み
。

）

考
慮

事
項

な
し

。

過
去

訓
練

の
気

付
き

事
項

の
改

善
検

証
を

訓
練

に
お

い
て

実
施 、

指
揮

命
令

訓
練

等
の

横
断

訓
練

に
つ

い
て

は
、

検
証

要
望

の
有

無
を

W
Gに

て
確

認
す

る
。

15

Ⅳ 活 動 実 行 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

対
策

本
部

で
決

定
し

た
戦

略
や

各
責

任
者

が
自

律
的

に
判

断
す

る
活

動
等

を
迅

速
か

つ
確

実
に

指
示

、
実

行
で

き
る

。

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
活

動
実

行
能

⼒
を

改
善

し
、

改
善

の
有

効
性

を
確

認
し

た
後

、
能

⼒
を

定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

追
加

【
エ

ク
セ

レ
ン

ス
情

報
の

取
り

込
み

№
11

、
19

】

〇
安

定
ヨ

ウ
素

剤
配

布
、

服
用

の
具

体
的

判
断

基
準

・
指

示
の

プ
ロ

セ
ス

は
整

理
さ

れ
て

い
る

が
、

判
断

に
迷

い
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

た
め

、
基

準
の

再
整

理
、

定
着

が
必

要
。

〇
現

場
と

の
情

報
共

有
は

、
指

示
、

報
告

が
適

切
に

行
え

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

が
、

思
い

込
み

、
言

い
間

違
え

等
に

よ
る

誤
っ

た
情

報
共

有
や

作
業

ミ
ス

が
生

じ
な

い
よ

う
に

、
現

場
活

動
前

の
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

方
法

や
活

動
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

を
整

理
し

、
訓

練
に

お
い

て
検

証
す

る
必

要
が

あ
る

。

緊
急

時
対

策
要

員
に

対
し

、
迅

速
か

つ
確

実
に

安
定

ヨ
ウ

素
剤

の
配

布
で

き
る

よ
う

に
、

配
布

の
判

断
基

準
の

具
体

化
（

手
順

整
理

等
）

を
図

り
、

検
証

す
る

。
【

新
た

な
取

組
み

の
試

行
】

緊
急

時
対

策
要

員
が

実
施

す
べ

き
事

項
に

つ
い

て
、

対
応

の
抜

け
な

く
確

実
に

実
行

で
き

る
よ

う
に

、
手

順
（

教
育

資
料

の
整

理
、

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
作

成
等

）
を

整
理

し
、

検
証

す
る

。
【

新
た

な
取

組
み

の
試

行
】

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
活

動
実

行
能

⼒
に

つ
い

て
、

以
下

を
達

成
す

る
。

・
有

効
な

改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。

・
安

定
ヨ

ウ
素

剤
配

布
、

服
用

の
具

体
的

判
断

基
準

・
指

示
に

係
る

新
た

な
手

順
に

従
っ

た
対

応
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。

・
本

部
員

の
活

動
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

等
を

整
理

し
、

訓
練

に
お

い
て

検
証

す
る

。

○
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
円
滑
な
配
布

・
配

布
基

準
の

明
確

化

○
活
動
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
整
理
、
検
証

・
本

部
要

員
（

初
動

対
応

要
員

の
う

ち
指

示
者

、
連

絡
責

任
者

を
含

む
）

16

Ⅳ 活 動 実 行 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

対
策

本
部

で
決

定
し

た
戦

略
や

各
責

任
者

が
自

律
的

に
判

断
す

る
活

動
等

を
迅

速
か

つ
確

実
に

指
示

、
実

行
で

き
る

。

③
暗

所
及

び
高

放
射

線
環

境
下

に
お

け
る

活
動

実
行

能
⼒

を
改

善
し

、
改

善
の

有
効

性
を

確
認

し
た

後
、

能
⼒

を
定

着
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

追
加

【
エ

ク
セ

レ
ン

ス
情

報
の

取
り

込
み

№
8】

放
管

班
か

ら
本

部
全

体
へ

の
線

量
、

現
場

活
動

時
の

留
意

事
項

等
の

提
供

、
装

備
着

用
に

関
す

る
放

射
線

管
理

上
の

指
示

が
行

わ
れ

て
い

な
い

た
め

、
発

信
情

報
を

明
確

に
し

、
訓

練
で

検
証

す
べ

き
。

（
参

考
）

20
22

年
度

＃
６

指
揮

命
令

訓
練

の
振

り
返

り
に

お
い

て
、

技
術

部
⻑

か
ら

、
放

射
線

管
理

班
⻑

に
対

し
、

放
射

線
管

理
班

⻑
か

ら
の

放
射

線
管

理
上

の
発

話
を

す
る

よ
う

に
指

示
し

て
い

る
が

具
体

的
な

事
項

は
整

理
さ

れ
て

い
な

い
。

緊
急

時
対

策
要

員
が

確
実

に
放

射
線

防
護

を
行

う
た

め
、

放
射

線
管

理
班

か
ら

行
う

指
示

、
情

報
共

有
の

具
体

化
（

運
用

の
整

理
等

）
を

図
り

、
検

証
す

る
。

【
新

た
な

取
組

み
の

試
行

】

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
活

動
実

行
能

⼒
に

つ
い

て
、

以
下

を
達

成
す

る
。

・
有

効
な

改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。

【
同

上
】

高
放

射
線

環
境

下
に

お
け

る
活

動
実

行
能

⼒
を

検
証

す
る

た
め

の
訓

練
を

計
画

す
る

。

〇
未

適
合

炉
訓

練
に

お
い

て
、

線
量

上
昇

が
予

測
さ

れ
る

場
面

を
想

定

○
高
放
射
線
下
に
お
け
る
放
管
指
示
の
確
実
な
伝
達
、
現
場

対
応
の
徹
底
（
再
掲
）

・
高

放
射

線
環

境
下

を
想

定
（

未
適

合
炉

）
し

た
適

切
な

情
報

伝
達

、
指

示
が

行
え

る
か

。
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№

能 ⼒ 分 類

あ
る

べ
き

姿
あ

る
べ

き
姿

と
の

ギ
ャ

ッ
プ

※
20

22
年

度
目

標
20

22
年

度
目

標
に

対
す

る
評

価
結

果
及

び
次

年
度

へ
の

反
映

事
項

中
期

計
画

変
更

要
否

中
期

計
画

変
更

要
否

判
断

理
由

20
23

年
度

目
標

（
当

初
計

画
か

ら
の

変
更

点
を

朱
記

）

中
期

目
標

（
3ヵ

年
後

の
達

成
目

標
）

20
23

年
度

訓
練

計
画

策
定

時
の

考
慮

事
項

展
開

項
目

テ
ー

マ
等

、
考

慮
事

項

17

Ⅳ 活 動 実 行 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

対
策

本
部

で
決

定
し

た
戦

略
や

各
責

任
者

が
自

律
的

に
判

断
す

る
活

動
等

を
迅

速
か

つ
確

実
に

指
示

、
実

行
で

き
る

。

②
検

証
が

十
分

で
な

い
活

動
及

び
夜

間
休

日
に

お
け

る
活

動
の

習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、

改
善

点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
平

日
昼

間
及

び
夜

間
休

日
に

お
い

て
、

活
動

指
示

及
び

活
動

を
迅

速
か

つ
確

実
に

実
施

す
る

た
め

に
、

手
順

（
運

用
等

）
を

改
善

し
、

検
証

す
る

。
［

新
た

な
取

組
み

の
試

行
］

・
平

日
昼

間
に

お
け

る
過

去
訓

練
時

の
事

象
以

外
の

事
象

に
お

い
て

、
手

順
に

従
い

、
活

動
指

示
及

び
活

動
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

、
検

証
］

○
要

素
訓

練
、

総
合

訓
練

に
お

い
て

、
検

証
が

十
分

で
な

い
「

支
援

班
組

織
の

要
員

が
不

足
す

る
場

面
」

を
付

与
し

訓
練

を
行

い
、

必
要

な
指

示
、

活
動

実
行

が
行

え
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

○
な

お
、

他
電

⼒
の

評
価

の
結

果
、

支
援

組
織

（
負

傷
者

や
消

防
対

応
）

の
情

報
に

つ
い

て
、

共
有

、
本

部
で

の
状

況
把

握
が

不
足

し
「

本
部

か
ら

現
場

へ
の

適
切

な
支

援
が

行
え

て
い

な
い

。
」

と
の

気
付

き
を

抽
出

し
た

こ
と

か
ら

、
必

要
な

支
援

が
行

え
る

よ
う

手
順

（
運

用
等

）
を

改
善

し
、

訓
練

に
お

い
て

検
証

す
る

。
〇

ま
た

、
プ

ル
ー

ム
通

過
中

の
対

応
と

し
て

、
緊

急
時

対
策

所
に

お
け

る
宿

泊
に

つ
い

て
、

20
22

年
度

の
実

施
し

た
レ

イ
ア

ウ
ト

変
更

時
に

、
ベ

ッ
ド

の
配

置
ス

ペ
ー

ス
を

考
慮

し
整

理
し

た
。

〇
20

23
年

度
は

、
責

任
者

が
緊

急
時

の
要

員
管

理
を

迅
速

か
つ

確
実

に
実

行
で

き
る

よ
う

に
、

派
遣

要
員

や
発

電
所

か
ら

退
避

さ
せ

た
要

員
の

リ
ソ

ー
ス

管
理

、
出

入
管

理
方

法
に

係
る

運
用

を
整

理
し

、
訓

練
に

お
い

て
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
（

№
４

の
体

制
構

築
能

⼒
に

も
関

係
）

変
更

【
訓

練
評

価
を

踏
ま

え
見

直
し

】

20
22

年
度

で
は

、
20

21
年

度
に

引
き

続
き

「
支

援
班

の
要

員
が

不
足

す
る

場
面

」
を

想
定

し
、

手
順

に
従

い
、

活
動

等
の

指
示

、
実

行
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
運

用
の

定
着

も
図

れ
て

い
る

と
判

断
し

、
訓

練
目

標
を

見
直

す
。

（
削

除
）

⼀
方

で
、

情
報

不
足

に
よ

り
、

適
切

な
支

援
が

行
え

て
い

な
い

と
の

社
外

指
摘

が
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
主

に
体

制
構

築
能

⼒
側

で
改

善
を

図
り

、
訓

練
に

お
い

て
、

検
証

す
る

。

 【
継

続
】

 ・
前

年
度

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
 を

定
着

さ
せ

る
。

 ［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
］

・
平

日
昼

間
及

び
夜

間
休

日
に

お
け

る
過

去
訓

練
時

の
事

象
以

外
の

事
象

に
お

い
て

、
手

順
に

従
い

、
検

証
が

十
分

で
な

い
活

動
の

活
動

指
示

及
び

活
動

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
、

検
証

］

②
検

証
が

十
分

で
な

い
活

動
及

び
夜

間
休

日
に

お
け

る
活

動
実

行
能

⼒
に

つ
い

て
、

に
つ

い
て

、
以

下
を

達
成

す
る

。
・

活
動

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
必

要
に

よ
り

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

支
援

組
織

（
負

傷
者

や
消

防
対

応
）

の
情

報
に

つ
い

て
、

総
合

防
災

訓
練

で
抽

出
し

た
、

「
共

有
、

本
部

で
の

状
況

把
握

が
不

足
し

、
本

部
か

ら
現

場
へ

の
適

切
な

支
援

が
行

え
て

い
な

い
。

」
と

の
気

付
き

に
つ

い
て

、
必

要
な

支
援

が
行

え
る

よ
う

手
順

（
運

用
等

）
を

改
善

し
、

訓
練

に
お

い
て

検
証

す
る

。

〇
人

的
リ

ソ
ー

ス
が

全
体

で
把

握
可

能
な

仕
組

み
を

構
築

し
、

初
動

、
参

集
後

、
⻑

期
化

等
の

各
段

階
で

の
体

制
構

築
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

ま
た

、
訓

練
中

の
場

面
設

定
に

対
し

、
支

援
班

が
、

全
体

の
人

的
リ

ソ
ー

ス
を

把
握

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
各

班
の

責
任

者
が

、
共

有
し

た
人

的
リ

ソ
ー

ス
を

参
考

に
、

必
要

な
判

断
、

指
示

が
行

え
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

○
発
電
所
全
体
の
リ
ソ
ー
ス
管
理
（
再
掲
）

・
共

有
し

た
人

的
リ

ソ
ー

ス
を

活
用

し
、

各
責

任
者

が
判

断
、

指
示

が
行

え
る

か
検

証
。

（
追

加
地

震
時

の
安

否
確

認
、

要
員

の
増

員
、

対
応

時
間

を
踏

ま
え

た
交

代
の

指
示

等
）

18

Ⅳ 活 動 実 行 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

対
策

本
部

で
決

定
し

た
戦

略
や

各
責

任
者

が
自

律
的

に
判

断
す

る
活

動
等

を
迅

速
か

つ
確

実
に

指
示

、
実

行
で

き
る

。

②
検

証
が

十
分

で
な

い
活

動
及

び
夜

間
休

日
に

お
け

る
活

動
の

習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、

改
善

点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ

る
。

追
加

【
エ

ク
セ

レ
ン

ス
情

報
の

取
り

込
み

№
21

】

対
応

中
の

食
事

、
睡

眠
等

の
た

め
の

交
代

に
つ

い
て

は
、

訓
練

で
実

施
し

て
い

る
が

、
対

応
時

間
が

⻑
期

間
に

わ
た

る
訓

練
や

、
食

事
休

憩
に

係
る

実
動

を
伴

う
訓

練
（

プ
ル

ー
ム

通
過

時
等

の
緊

急
時

対
策

所
で

の
仮

眠
含

む
）

に
つ

い
て

、
訓

練
で

の
検

証
が

済
ん

で
い

な
い

。

緊
急

時
対

応
が

⻑
期

化
す

る
場

合
の

、
休

憩
、

飲
食

等
に

係
る

資
機

材
、

設
備

の
使

用
方

法
等

の
具

体
化

（
手

順
整

理
等

）
を

図
り

、
検

証
す

る
。

【
新

た
な

取
組

み
の

試
行

】

②
検

証
が

十
分

で
な

い
活

動
及

び
夜

間
休

日
に

お
け

る
活

動
実

行
能

⼒
に

つ
い

て
、

に
つ

い
て

、
以

下
を

達
成

す
る

。
・

活
動

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
必

要
に

よ
り

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

・
ト

イ
レ

や
食

事
等

⻑
期

化
に

伴
て

必
要

な
資

機
材

の
配

布
等

の
運

用
を

検
証

す
る

訓
練

を
計

画
す

る
。

○
緊
急
時
体
制
発
令
下
に
お
け
る
ト
イ
レ
、
食
事
等
に
必
要

な
資
機
材
の
運
用
の
検
証

・
食

料
等

の
配

布
方

法
、

ご
み

の
処

理
方

法
、

ト
イ

レ
や

休
憩

を
ど

の
よ

う
に

行
う

か
に

つ
い

て
、

運
用

が
問

題
な

い
か

検
証

19

Ⅳ 活 動 実 行 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

対
策

本
部

で
決

定
し

た
戦

略
や

各
責

任
者

が
自

律
的

に
判

断
す

る
活

動
等

を
迅

速
か

つ
確

実
に

指
示

、
実

行
で

き
る

。

②
検

証
が

十
分

で
な

い
活

動
及

び
夜

間
休

日
に

お
け

る
活

動
の

習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、

改
善

点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ

る
。

追
加

【
エ

ク
セ

レ
ン

ス
情

報
の

取
り

込
み

№
2】

 
核

物
質

防
護

上
の

要
求

に
よ

り
、

訓
練

で
は

、
通

常
の

手
続

き
で

出
入

管
理

を
し

て
い

る
た

め
、

実
発

災
時

の
具

体
的

な
想

定
に

よ
る

PP
運

用
（

出
入

管
理

上
の

持
込

、
人

定
確

認
等

）
の

検
証

が
訓

練
に

お
い

て
行

え
て

い
な

い
。

緊
急

時
体

制
発

令
時

等
通

常
の

核
物

質
防

護
体

制
が

機
能

し
な

い
場

合
に

お
い

て
も

、
通

常
時

と
変

わ
ら

ず
迅

速
か

つ
確

実
に

出
入

管
理

（
持

込
物

品
の

管
理

、
入

退
構

時
の

人
定

確
認

）
可

能
な

こ
と

を
、

訓
練

に
お

い
て

検
証

す
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

②
検

証
が

十
分

で
な

い
活

動
及

び
夜

間
休

日
に

お
け

る
活

動
実

行
能

⼒
に

つ
い

て
、

に
つ

い
て

、
以

下
を

達
成

す
る

。
・

活
動

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
必

要
に

よ
り

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

・
実

発
災

時
を

想
定

し
た

PP
運

用
（

出
入

管
理

上
の

持
込

、
人

定
確

認
等

）
を

検
証

す
る

訓
練

を
計

画
す

る
。

○
緊
急
時
体
制
発
令
下
に
お
け
る
出
入
管
理
の
検
証

・
参

集
者

、
退

避
者

、
他

組
織

か
ら

の
支

援
者

の
出

入
を

想
定

（
出

入
状

況
の

把
握

、
入

構
者

の
出

入
状

況
把

握
）
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ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

対
策

本
部

で
決

定
し

た
戦

略
や

各
責

任
者

が
自

律
的

に
判

断
す

る
活

動
等

を
迅

速
か

つ
確

実
に

指
示

、
実

行
で

き
る

。

③
暗

所
及

び
高

放
射

線
環

境
下

に
お

け
る

活
動

実
行

能
⼒

を
改

善
し

、
改

善
の

有
効

性
を

確
認

し
た

後
、

能
⼒

を
定

着
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

・
暗

所
及

び
高

放
射

線
環

境
下

に
、

手
順

に
従

い
、

活
動

指
示

及
び

活
動

を
迅

速
か

つ
確

実
に

実
施

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

、
検

証
］

〇
Ⅱ

型
訓

練
に

お
い

て
、

暗
所

及
び

高
放

射
線

環
境

下
（

SB
Oに

よ
る

作
業

場
の

照
明

停
電

、
炉

心
損

傷
に

よ
る

線
量

上
昇

に
よ

る
放

射
線

保
護

具
の

着
用

指
示

）
を

想
定

し
た

訓
練

を
実

施
し

、
迅

速
か

つ
確

実
に

指
示

、
実

行
で

き
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

〇
指

揮
命

令
訓

練
（

＃
６

）
の

振
り

返
り

に
お

い
て

、
高

放
射

線
作

業
下

に
お

け
る

放
射

線
管

理
上

の
指

示
、

現
場

放
射

線
量

の
報

告
等

が
不

足
し

て
い

る
と

の
気

付
き

を
抽

出
し

た
た

め
、

責
任

者
が

自
律

的
に

判
断

し
活

動
等

が
行

え
る

こ
と

を
訓

練
に

お
い

て
検

証
す

る
必

要
が

あ
る

。

変
更

【
訓

練
評

価
を

踏
ま

え
見

直
し

】

こ
れ

ま
で

の
訓

練
実

績
に

よ
り

、
暗

所
及

び
高

放
射

線
環

境
下

に
お

け
る

放
射

線
管

理
上

の
指

示
、

現
場

放
射

線
量

の
報

告
等

が
手

順
に

基
づ

く
対

応
が

行
え

て
い

る
。

ま
た

、
運

用
の

定
着

も
図

れ
て

い
る

と
判

断
し

、
訓

練
目

標
を

見
直

す
。

（
削

除
）

⼀
方

で
、

高
放

射
線

作
業

下
に

お
け

る
放

射
線

管
理

上
の

指
示

、
現

場
放

射
線

量
の

報
告

等
に

つ
い

て
、

既
存

の
手

順
の

範
囲

内
で

あ
り

見
直

し
ま

で
は

不
要

で
あ

る
も

の
の

、
気

付
き

（
現

場
放

射
線

状
況

の
報

告
不

足
等

）
に

対
し

、
責

任
者

が
自

律
的

に
判

断
し

活
動

等
が

行
え

る
こ

と
を

訓
練

に
お

い
て

検
証

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
た

め
、

目
的

を
⼀

部
見

直
す

。

・
暗

所
及

び
高

放
射

線
環

境
下

に
、

手
順

に
従

い
、

 お
け

る
活

動
指

示
及

び
活

動
を

迅
速

か
つ

確
実

に
実

施
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 す
る

た
め

に
、

手
順

 （
運

用
等

）
を

改
善

し
、

検
証

す
る

。
 ［

新
た

な
取

組
み

の
試

行
］

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
、

検
証

］

 ・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
 さ

せ
る

。
 ［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

③
暗

所
及

び
高

放
射

線
環

境
下

に
お

け
る

活
動

実
行

能
⼒

に
つ

い
て

、
以

下
を

達
成

す
る

。
・

活
動

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
必

要
に

よ
り

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

高
放

射
線

環
境

下
に

お
け

る
活

動
実

行
能

⼒
を

検
証

す
る

た
め

の
訓

練
を

計
画

す
る

。

〇
線

量
上

昇
が

予
測

さ
れ

る
場

面

○
高
放
射
線
下
に
お
け
る
放
管
指
示
の
確
実
な
伝
達
、
現
場

対
応
の
徹
底

・
高

放
射

線
環

境
下

を
想

定
（

未
適

合
炉

）
し

た
場

合
、

指
示

に
基

づ
く

適
切

な
対

応
が

行
え

る
か

。

21

Ⅳ 活 動 実 行 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

対
策

本
部

で
決

定
し

た
戦

略
や

各
責

任
者

が
自

律
的

に
判

断
す

る
活

動
等

を
迅

速
か

つ
確

実
に

指
示

、
実

行
で

き
る

。

④
⼀

部
の

通
信

機
器

使
用

不
可

時
に

お
け

る
活

動
の

習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、

改
善

点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
⼀

部
の

通
信

機
器

使
用

不
可

時
に

、
手

順
に

従
い

、
活

動
指

示
及

び
活

動
を

迅
速

か
つ

確
実

に
実

施
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
、

検
証

］

〇
総

合
防

災
訓

練
、

指
揮

命
令

訓
練

に
お

い
て

、
通

常
使

用
す

る
通

信
機

器
の

う
ち

Ｐ
Ｈ

Ｓ
が

使
用

で
き

な
い

場
面

を
想

定
し

、
代

替
の

資
機

材
を

使
用

し
た

活
動

の
指

示
、

活
動

の
実

行
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

〇
な

お
、

こ
れ

ま
で

訓
練

で
実

動
し

な
か

っ
た

ペ
ー

ジ
ン

グ
設

備
に

つ
い

て
、

本
部

活
動

を
阻

害
す

る
よ

う
な

音
量

で
あ

っ
た

等
の

気
付

き
を

抽
出

し
た

こ
と

か
ら

、
音

量
の

最
適

化
を

図
り

、
訓

練
に

お
い

て
確

認
し

て
い

く
。

変
更

な
し

緊
急

時
対

策
本

部
内

、
免

震
重

要
棟

支
援

室
内

の
音

響
設

備
の

改
善

を
図

り
、

訓
練

に
お

い
て

検
証

す
る

。
・

⼀
部

の
通

信
機

器
使

用
不

可
時

に
お

け
る

活
動

指
示

及
び

活
動

を
迅

速
か

つ
確

実
に

実
施

す
る

た
め

に
、

手
順

（
運

用
等

）
を

改
善

し
、

検
証

す
る

。
［

新
た

な
取

組
み

の
試

行
］

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

④
⼀

部
の

通
信

機
器

使
用

不
可

時
の

活
動

実
行

能
⼒

に
つ

い
て

、
以

下
を

達
成

す
る

。
・

活
動

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
必

要
に

よ
り

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

緊
急

時
対

策
所

等
の

ペ
ー

ジ
ン

グ
等

の
音

響
設

備
の

改
善

効
果

を
検

証
す

る
（

活
動

実
行

に
問

題
が

な
い

か
）

訓
練

を
計

画
す

る
。

〇
当

直
か

ら
の

運
転

操
作

を
ペ

ー
ジ

ン
グ

で
行

う
等

。

○
本
部
内
に
お
け
る
音
響
改
善
、
検
証

・
ペ

ー
ジ

ン
グ

使
用

時
に

も
、

戦
略

会
議

、
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

に
支

障
が

な
い

よ
う

調
整

。
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№

能 ⼒ 分 類

あ
る

べ
き

姿
あ

る
べ

き
姿

と
の

ギ
ャ

ッ
プ

※
20

22
年

度
目

標
20

22
年

度
目

標
に

対
す

る
評

価
結

果
及

び
次

年
度

へ
の

反
映

事
項

中
期

計
画

変
更

要
否

中
期

計
画

変
更

要
否

判
断

理
由

20
23

年
度

目
標

（
当

初
計

画
か

ら
の

変
更

点
を

朱
記

）

中
期

目
標

（
3ヵ

年
後

の
達

成
目

標
）

20
23

年
度

訓
練

計
画

策
定

時
の

考
慮

事
項

展
開

項
目

テ
ー

マ
等

、
考

慮
事

項

22

Ⅳ 活 動 実 行 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

対
策

本
部

で
決

定
し

た
戦

略
や

各
責

任
者

が
自

律
的

に
判

断
す

る
活

動
等

を
迅

速
か

つ
確

実
に

指
示

、
実

行
で

き
る

。

⑤
外

部
機

関
と

の
連

携
時

の
活

動
の

習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、

改
善

点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
外

部
機

関
と

の
連

携
時

に
、

手
順

に
従

い
、

活
動

指
示

及
び

活
動

を
迅

速
か

つ
確

実
に

実
施

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

、
検

証
］

〇
総

合
防

災
訓

練
お

よ
び

指
揮

命
令

訓
練

に
お

い
て

。
外

部
機

関
と

の
連

携
が

必
要

な
場

面
を

想
定

（
他

社
へ

の
電

源
車

の
派

遣
要

請
、

現
地

で
の

活
動

、
オ

フ
サ

イ
ト

へ
の

要
員

の
派

遣
）

し
、

訓
練

を
実

施
し

、
活

動
の

指
示

、
活

動
の

実
行

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

〇
な

お
、

訓
練

後
に

社
外

視
察

者
（

NR
A）

か
ら

、
支

援
組

織
の

要
員

に
対

し
て

、
プ

ラ
ン

ト
状

況
の

説
明

が
不

足
し

て
い

る
と

の
気

付
き

が
挙

が
っ

た
こ

と
か

ら
、

事
故

時
に

発
電

所
に

入
構

す
る

要
員

に
対

す
る

説
明

事
項

等
を

整
理

し
、

訓
練

に
お

い
て

検
証

す
る

必
要

が
あ

る
。

変
更

な
し

支
援

組
織

と
の

連
携

に
つ

い
て

、
NR

Aの
訓

練
評

価
指

標
に

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

訓
練

実
動

範
囲

と
し

て
加

え
、

検
証

を
行

う
。

20
22

年
度

総
合

訓
練

で
の

課
題

を
踏

ま
え

、
運

用
の

改
善

を
行

い
訓

練
で

の
検

証
を

行
う

。

・
外

部
機

関
と

の
連

携
時

に
お

け
る

活
動

指
示

及
び

活
動

を
迅

速
か

つ
確

実
に

実
施

す
る

た
め

に
、

手
順

（
運

用
等

）
を

改
善

し
、

検
証

す
る

。
［

新
た

な
取

組
み

の
試

行
］

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

⑤
外

部
機

関
と

の
連

携
時

の
活

動
実

行
能

⼒
に

つ
い

て
、

以
下

を
達

成
す

る
。

・
活

動
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
・

必
要

に
よ

り
有

効
な

改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。

外
部

機
関

と
の

連
携

時
の

活
動

実
行

能
⼒

を
検

証
す

る
た

め
の

訓
練

を
計

画
す

る
。

（
以

下
、

例
）

・
故

障
機

器
の

復
旧

に
向

け
た

メ
ー

カ
ー

へ
の

部
品

調
達

、
要

員
の

協
⼒

要
請

・
他

社
へ

の
可

搬
設

備
の

協
⼒

要
請

、
派

遣
の

調
達

・
内

閣
府

へ
の

資
機

材
の

要
請

、
輸

送
調

整
・

原
⼦

⼒
災

害
医

療
の

要
請

、
派

遣
の

調
整

・
⻑

期
対

応
に

向
け

た
燃

料
の

調
達

要
請

・
オ

フ
サ

イ
ト

へ
の

要
員

の
派

遣
調

整

○
外
部
機
関
と
の
連
携
の
検
証

・
オ

フ
サ

イ
ト

セ
ン

タ
ー

へ
の

要
員

派
遣

に
つ

い
て

は
継

続
し

て
実

施
。

・
そ

の
他

具
体

的
な

対
応

は
、

NR
A訓

練
報

告
会

で
の

方
針

提
示

を
踏

ま
え

て
検

討
。
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Ⅳ 活 動 実 行 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

対
策

本
部

で
決

定
し

た
戦

略
や

各
責

任
者

が
自

律
的

に
判

断
す

る
活

動
等

を
迅

速
か

つ
確

実
に

指
示

、
実

行
で

き
る

。

⑤
外

部
機

関
と

の
連

携
時

の
活

動
の

習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、

改
善

点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ

る
。

追
加

【
エ

ク
セ

レ
ン

ス
情

報
の

取
り

込
み

№
14

】

実
発

災
時

に
、

外
部

の
支

援
組

織
の

資
機

材
、

人
員

を
ど

の
よ

う
に

活
用

す
る

か
、

ど
う

連
携

す
る

か
に

つ
い

て
、

訓
練

で
検

証
さ

れ
て

い
な

い
。

外
部

の
支

援
組

織
の

要
員

が
構

内
で

活
動

す
る

際
、

迅
速

か
つ

確
実

の
活

動
可

能
な

よ
う

活
動

に
必

要
な

情
報

（
出

入
管

理
上

の
留

意
点

、
プ

ラ
ン

ト
配

置
、

プ
ラ

ン
ト

状
況

等
）

を
整

理
す

る
等

、
手

順
（

運
用

等
）

を
改

善
し

、
検

証
す

る
。

【
新

た
な

取
組

み
の

試
行

】

⑤
外

部
機

関
と

の
連

携
時

の
活

動
実

行
能

⼒
に

つ
い

て
、

以
下

を
達

成
す

る
。

・
活

動
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
・

必
要

に
よ

り
有

効
な

改
善

を
実

施
す

る
。

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。

外
部

の
支

援
組

織
と

の
連

携

訓
練

に
お

い
て

、
外

部
か

ら
の

支
援

者
を

想
定

（
各

班
か

ら
想

定
し

た
い

組
織

を
募

集
し

対
応

。
）

○
外
部
支
援
要
員
の
リ
ソ
ー
ス
管
理

○
所
外
要
員
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
の
説
明
事
項
の
整

理
、
検
証

・
社

員
の

人
的

把
握

の
方

法
と

同
様

に
人

的
リ

ソ
ー

ス
管

理
を

実
施

。
・

社
外

か
ら

の
要

員
受

け
入

れ
時

の
説

明
事

項
を

整
理

し
訓

練
で

検
証

。
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Ⅳ 活 動 実 行 能 ⼒

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、

対
策

本
部

で
決

定
し

た
戦

略
や

各
責

任
者

が
自

律
的

に
判

断
す

る
活

動
等

を
迅

速
か

つ
確

実
に

指
示

、
実

行
で

き
る

。

⑥
⽕

災
、

溢
水

、
⽕

山
、

そ
の

他
自

然
災

害
発

生
時

の
環

境
下

等
に

お
け

る
活

動
の

習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、

改
善

点
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
⽕

災
、

溢
水

、
⽕

山
、

そ
の

他
自

然
災

害
発

生
時

の
環

境
下

等
に

お
け

る
活

動
に

つ
い

て
、

手
順

に
従

い
、

活
動

指
示

及
び

活
動

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
、

検
証

］

〇
総

合
防

災
訓

練
お

よ
び

指
揮

命
令

訓
練

に
お

い
て

、
地

震
、

津
波

以
外

の
自

然
災

害
等

と
し

て
場

面
を

設
定

（
⼟

砂
災

害
の

発
生

、
重

要
区

域
で

の
内

部
⽕

災
の

発
生

、
排

煙
対

応
）

し
、

訓
練

を
実

施
し

、
活

動
の

指
示

、
活

動
の

実
行

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

〇
20

23
年

度
訓

練
に

お
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
想

定
し

て
い

な
い

、
外

部
⽕

災
、

⽕
山

噴
⽕

等
の

事
象

を
想

定
し

訓
練

を
実

施
す

る
。

変
更

な
し

従
前

の
計

画
ど

お
り

20
23

年
度

訓
練

に
お

い
て

も
、

こ
れ

ま
で

想
定

し
て

い
な

い
、

自
然

災
害

発
生

時
の

対
応

を
訓

練
に

お
い

て
検

証
す

る
。

・
⽕

災
、

溢
水

、
⽕

山
、

そ
の

他
自

然
災

害
発

生
時

の
環

境
下

等
に

お
け

る
活

動
を

迅
速

か
つ

確
実

に
実

施
す

る
た

め
に

、
手

順
（

運
用

等
）

を
改

善
し

、
検

証
す

る
。

［
新

た
な

取
組

み
の

試
行

］

・
改

善
し

た
手

順
（

運
用

等
）

を
定

着
さ

せ
る

。
［

緊
急

時
対

応
能

⼒
の

向
上

］

⑥
⽕

災
、

溢
水

、
⽕

山
、

そ
の

他
自

然
災

害
発

生
時

の
環

境
下

等
に

お
け

る
活

動
実

行
能

⼒
に

つ
い

て
以

下
を

達
成

す
る

。
・

活
動

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
必

要
に

よ
り

有
効

な
改

善
を

実
施

す
る

。
・

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

地
震

、
津

波
以

外
の

自
然

災
害

発
生

を
想

定
し

た
場

合
の

活
動

実
行

能
⼒

を
検

証
す

る
た

め
の

訓
練

を
計

画
す

る
。

・
外

部
⽕

災
、

⻯
巻

、
⽕

山
噴

⽕
、

有
毒

ガ
ス

発
生

等

○
そ
の
他
自
然
現
象
を
想
定

し
た

訓
練

実
施

・
外

部
⽕

災
（

情
報

入
手

経
路

の
確

認
、

煙
、

延
焼

防
止

対
応

、
防

⽕
帯

へ
の

予
防

散
水

）
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全 項 目 共 通

・
各

訓
練

を
通

じ
て

、
平

日
昼

間
に

お
け

る
原

⼦
⼒

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す

る
と

と
も

に
、

基
本

的
な

事
故

対
応

能
⼒

の
維

持
、

向
上

を
図

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
、

検
証

］
―

変
更

な
し

平
日

昼
間

に
お

け
る

、
防

災
組

織
の

有
効

性
確

認
の

た
め

従
来

の
予

定
ど

お
り

、
総

合
訓

練
に

お
い

て
は

、
各

訓
練

を
組

み
合

わ
せ

て
実

施
す

る
。

・
各

訓
練

を
通

じ
て

、
平

日
昼

間
に

お
け

る
原

⼦
⼒

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す

る
と

と
も

に
、

基
本

的
な

事
故

対
応

能
⼒

の
維

持
、

向
上

を
図

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
⼒

の
向

上
、

検
証

］

平
日

昼
間

に
お

け
る

全
事

故
対

応
能

⼒
に

つ
い

て
、

以
下

を
確

認
す

る
。

・
過

去
有

効
に

機
能

し
て

い
る

と
評

価
し

た
内

容
が

有
効

な
状

態
の

ま
ま

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
・

予
め

定
め

る
手

順
が

確
実

に
遵

守
出

来
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

総
合

防
災

訓
練

お
よ

び
要

素
訓

練
に

お
い

て
、

各
班

手
順

書
を

基
に

分
析

し
た

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
、

改
善

事
項

の
有

効
性

確
認

の
た

め
に

作
成

し
た

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

使
用

し
て

評
価

を
行

う
。
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2
0

2
1
年

度
末

の
達

成
レ

ベ
ル

2
0

2
2

年
度

末
時

点
で

の
達

成
レ

ベ
ル

本
社

発
電

所
(4

段
階

評
価

)
(4

段
階

評
価

)

1
○

○

Ⅰ 体
制

構
築

能
力

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
事

故
対

応
に

必
要

な
体

制
を

迅
速

に
構

築
（
変

更
含

む
）
し

、
滞

り
な

く
運

営
で

き
る

。

①
夜

間
休

日
に

お
け

る
体

制
構

築
能

力
を

改
善

し
、
改

善
の

有
効

性
を

確
認

し
た

後
、
能

力
の

定
着

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

レ
ベ

ル
2

（
及

第
）

・
夜

間
休

日
に

お
け

る
過

去
訓

練
時

の
事

象
以

外
の

事
象

に
お

い
て

、
手

順
に

従
い

、
体

制
変

更
及

び
運

営
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
（
特

に
、
初

動
体

制
時

に
お

け
る

緊
急

時
対

策
本

部
と

現
場

要
員

と
の

連
携

に
重

点
を

お
く

）
［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
、
検

証
］

・
前

年
度

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
］

●
夜

間
休

日
に

お
け

る
体

制
構

築
及

び
運

営
を

迅
速

か
つ

確
実

に
実

施
す

る
た

め
、
緊

急
時

対
策

総
本

部
要

員
に

対
し

招
集

連
絡

訓
練

を
休

日
夜

間
お

よ
び

休
日

昼
間

に
実

施
し

、
招

集
連

絡
の

実
施

・
回

答
操

作
が

習
熟

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

・
招

集
連

絡
訓

練
（
2

0
2

2
/
5

/
3

、
2

0
2

3
/
1
2

/
2

9
、
2

0
2

3
/
2

/
2

3
）

●
2

0
2

3
/
2

/
3

の
招

集
連

絡
訓

練
（
休

日
昼

間
）
に

合
わ

せ
て

、
一

部
の

要
員

を
対

象
に

実
参

集
訓

練
を

実
施

し
、
事

象
発

生
か

ら
3

0
分

以
内

に
1
0

名
以

上
の

要
員

が
参

集
で

き
る

こ
と

を
確

認
し

た
。
ま

た
、
参

集
し

た
要

員
に

対
し

、
発

電
所

お
よ

び
原

子
力

規
制

庁
と

の
テ

レ
ビ

会
議

接
続

お
よ

び
情

報
連

携
に

関
す

る
教

育
を

実
施

し
た

。

以
上

の
と

お
り

、
招

集
連

絡
訓

練
お

よ
び

実
参

集
訓

練
を

通
じ

て
初

動
体

制
の

構
築

（
要

員
参

集
）
が

確
認

で
き

た
こ

と
、
お

よ
び

参
集

し
た

要
員

に
対

し
て

初
動

に
お

け
る

資
機

材
の

立
ち

上
げ

等
の

教
育

を
実

施
し

た
こ

と
か

ら
2

0
2

2
年

度
目

標
は

達
成

で
き

た
と

評
価

す
る

。
な

お
、
2

0
2

2
年

度
目

標
は

「
過

去
訓

練
時

の
事

象
以

外
の

事
象

に
お

い
て

」
と

の
前

提
条

件
を

掲
げ

た
が

、
本

社
の

要
員

参
集

お
よ

び
初

動
対

応
（
資

機
材

の
立

ち
上

げ
等

）
は

、
島

根
原

子
力

発
電

所
で

発
生

し
た

事
象

に
左

右
さ

れ
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

か
ら

考
慮

外
と

し
た

。

レ
ベ

ル
３

（
優

秀
）
【
昇

格
】

：
訓

練
を

実
施

し
、
重

大
な

課
題

が
抽

出
さ

れ
て

い
な

い
状

態

【
レ

ベ
ル

３
の

理
由

】
・
2

0
2

2
年

度
の

訓
練

に
お

い
て

複
数

の
想

定
で

訓
練

を
実

施
し

、
重

大
な

課
題

は
抽

出
さ

れ
な

か
っ

た
た

め
レ

ベ
ル

３
（
優

秀
）

と
位

置
付

け
る

。
引

き
続

き
、
実

参
集

訓
練

を
実

施
し

課
題

の
抽

出
に

取
り

組
む

。

【
訓

練
実

績
】

・
招

集
連

絡
訓

練
（
休

日
昼

間
想

定
：
２

回
（
5

/
3

、
2

/
2

3
）
、
休

日
夜

間
：
１
回

（
1
2

/
2

9
）
）

・
実

参
集

訓
練

（
休

日
昼

間
：
１
回

（
2

/
2

3
）
）

※
実

参
集

訓
練

で
参

集
し

た
要

員
を

対
象

に
初

動
対

応
に

係
る

教
育

を
実

施
。

【
レ

ベ
ル

４
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
】

・
実

参
集

訓
練

に
つ

い
て

は
１
回

に
留

ま
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、
継

続
し

て
訓

練
を

実
施

し
て

い
く

こ
と

で
、
気

付
き

等
の

抽
出

を
行

っ
て

い
く

。

【
実

施
事

項
】

・
抽

出
し

た
気

付
き

事
項

に
適

切
に

対
応

し
、
手

順
の

有
効

性
を

検
証

す
る

こ
と

に
よ

り
、
情

報
共

有
能

力
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

2
○

○

Ⅰ 体
制

構
築

能
力

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
事

故
対

応
に

必
要

な
体

制
を

迅
速

に
構

築
（
変

更
含

む
）
し

、
滞

り
な

く
運

営
で

き
る

。

②
平

日
昼

間
、
夜

間
休

日
に

お
け

る
様

々
な

要
員

欠
損

時
に

お
け

る
活

動
の

習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、
改

善
点

を
抽

出
す

る
必

要
が

あ
る

。

レ
ベ

ル
2

（
及

第
）

・
様

々
な

要
員

欠
損

時
に

体
制

変
更

及
び

運
営

を
迅

速
か

つ
確

実
に

実
施

す
る

た
め

に
、
手

順
（
運

用
等

）
を

改
善

し
、
検

証
す

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
］
［
本

社
］

・
代

替
要

員
も

含
め

、
計

画
的

に
緊

急
時

対
策

要
員

の
育

成
を

図
る

こ
と

で
、
要

員
欠

損
時

に
お

い
て

も
臨

機
に

対
応

で
き

る
能

力
を

向
上

さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
］
［
発

電
所

］

【
2

0
2

2
年

度
の

訓
練

実
績

な
し

】
●

2
0

2
1
年

度
防

災
訓

練
で

抽
出

し
た

改
善

点
を

踏
ま

え
て

機
能

班
の

一
部

に
つ

い
て

体
制

変
更

や
役

割
の

見
直

し
※

を
実

施
し

た
こ

と
か

ら
、
2

0
2

2
年

度
訓

練
に

お
い

て
は

見
直

し
内

容
の

検
証

を
優

先
し

た
た

め
、
要

員
欠

損
を

想
定

し
た

訓
練

は
実

施
し

て
い

な
い

。
※

E
R

C
総

括
の

新
規

配
置

や
、
1
0

条
確

認
会

議
／

1
5

条
認

定
会

議
の

対
応

者
の

変
更

な
ど

を
実

施
し

て
い

る
。

以
上

の
と

お
り

、
2

0
2

2
年

度
目

標
の

「
様

々
な

要
員

欠
損

時
」
を

想
定

し
た

訓
練

が
実

施
で

き
な

か
っ

た
た

め
目

標
未

達
と

評
価

す
る

。
今

後
、
各

機
能

班
に

お
い

て
、
要

員
欠

損
時

を
想

定
し

た
訓

練
を

実
施

し
改

善
点

の
抽

出
を

実
施

す
る

。

レ
ベ

ル
2

（
及

第
）
【
現

状
維

持
】

：
限

定
的

な
範

囲
で

訓
練

を
実

施
し

、
手

順
通

り
活

動
で

き
て

い
る

状
態

【
レ

ベ
ル

２
の

理
由

】
・
目

標
に

沿
っ

た
訓

練
が

実
施

で
き

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
現

状
維

持
と

す
る

。
・
な

お
、
2

0
2

1
年

度
の

総
合

訓
練

（
平

日
昼

間
想

定
）
に

お
い

て
、
総

括
班

長
が

体
調

不
良

に
よ

り
離

脱
す

る
と

い
う

シ
ナ

リ
オ

で
訓

練
を

実
施

し
、
統

括
班

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

従
い

、
代

行
者

が
活

動
を

継
続

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

た
め

、
レ

ベ
ル

２
（
及

第
）
と

位
置

付
け

て
い

る
。

【
訓

練
実

績
】

・
2

0
2

1
年

度
総

合
訓

練
（
2

0
2

1
/
1
2

/
9

）
※

平
日

昼
間

の
対

応
時

に
お

い
て

、
統

括
班

長
が

体
調

不
良

に
よ

り
離

脱
。

【
レ

ベ
ル

３
／

４
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
】

・
多

様
な

条
件

、
事

象
を

想
定

し
た

訓
練

の
不

足

【
実

施
事

項
】

・
要

員
が

欠
損

す
る

等
の

訓
練

を
実

施
し

、
手

順
の

有
効

性
の

検
証

や
改

善
箇

所
の

抽
出

を
行

う
。

5
○

○

Ⅱ
－

１
情

報
共

有
能

力

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
情

報
を

迅
速

か
つ

正
確

に
社

内
へ

共
有

で
き

る
。

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
情

報
共

有
能

力
（
特

に
活

動
の

進
捗

状
況

に
関

す
る

情
報

共
有

能
力

）
を

改
善

し
、
改

善
の

有
効

性
を

確
認

し
た

後
、
能

力
を

定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

レ
ベ

ル
３

（
優

秀
）

・
平

日
昼

間
に

お
け

る
社

内
へ

の
情

報
共

有
（
特

に
活

動
進

捗
状

況
）
を

迅
速

か
つ

正
確

に
実

施
す

る
た

め
に

、
手

順
（
運

用
等

）
を

改
善

し
、
検

証
す

る
。

［
新

た
な

取
組

み
の

試
行

］

・
改

善
し

た
手

順
（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
］

●
平

日
昼

間
に

お
け

る
社

内
へ

の
情

報
共

有
を

迅
速

か
つ

正
確

に
実

施
す

る
た

め
、
総

合
訓

練
お

よ
び

指
揮

命
令

訓
練

に
お

い
て

、
緊

急
時

対
策

本
部

、
C

O
P

等
の

情
報

共
有

ツ
ー

ル
を

用
い

、
事

故
・
プ

ラ
ン

ト
状

況
や

事
故

収
束

に
向

け
た

戦
略

等
に

つ
い

て
、
適

宜
、
情

報
共

有
が

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

●
総

本
部

内
で

の
情

報
共

有
に

つ
い

て
は

、
従

来
、
時

系
列

管
理

シ
ス

テ
ム

と
緊

急
情

報
連

絡
票

を
用

い
て

共
有

し
て

い
た

が
、

同
様

の
内

容
を

２
つ

の
ツ

ー
ル

を
用

い
て

実
施

し
て

い
た

た
め

、
活

動
が

非
効

率
で

あ
っ

た
。
情

報
共

有
は

時
系

列
管

理
シ

ス
テ

ム
に

一
本

化
を

行
う

等
の

改
善

を
行

い
、
訓

練
に

て
検

証
し

た
。

●
一

方
で

、
各

種
情

報
共

有
ツ

ー
ル

を
活

用
し

て
の

発
電

所
状

況
の

把
握

で
き

て
い

た
が

、
本

社
-発

電
所

間
の

T
V

 会
議

シ
ス

テ
ム

に
お

い
て

、
緊

急
時

対
策

総
本

部
の

発
話

と
緊

急
時

対
策

本
部

の
発

話
が

混
在

す
る

場
面

が
あ

り
、
各

々
の

発
話

が
十

分
に

聞
き

取
れ

な
い

と
い

う
気

付
き

を
抽

出
し

た
。

以
上

の
と

お
り

、
2

0
2

2
年

度
訓

練
を

通
じ

て
、
平

日
昼

間
に

お
け

る
社

内
へ

の
情

報
共

有
が

迅
速

か
つ

正
確

に
実

施
で

き
た

こ
と

か
ら

、
2

0
2

2
年

度
目

標
は

達
成

で
き

た
と

評
価

す
る

。
今

後
、
訓

練
を

通
じ

て
抽

出
し

た
気

付
き

の
改

善
を

は
か

る
。

レ
ベ

ル
３

（
優

秀
）
【
現

状
維

持
】

：
訓

練
を

実
施

し
、
重

大
な

課
題

が
抽

出
さ

れ
て

い
な

い
状

態

【
レ

ベ
ル

３
の

理
由

】
・
2

0
2

2
年

度
の

複
数

回
の

訓
練

を
通

じ
て

、
重

大
な

課
題

は
抽

出
さ

れ
な

か
っ

た
た

め
レ

ベ
ル

３
（
優

秀
）
と

位
置

付
け

る
。
引

き
続

き
、
訓

練
で

抽
出

さ
れ

た
課

題
の

改
善

に
取

り
組

む
。

【
訓

練
実

績
】

・
総

合
訓

練
１
回

（
2

0
2

2
/
1
1
/
1
5

）
■

高
圧

注
水

＋
減

圧
機

能
喪

失
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
報

告
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
・
指

揮
命

令
訓

練
４

回
（
2

0
2

2
/
8

/
2

5
、
2

0
2

2
/
1
0

/
2

5
、
2

0
2

3
/
1
/
1
8

、
2

0
2

2
/
3

/
1
）

■
原

子
炉

冷
却

材
喪

失
（
L
O

C
A

）
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
通

報
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
■

高
圧

注
水

＋
減

圧
機

能
喪

失
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
報

告
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
■

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

シ
ス

テ
ム

原
子

炉
冷

却
材

喪
失

（
IS

-L
O

C
A

）
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
通

報
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
■

S
F
P

水
位

低
下

シ
ナ

リ
オ

（
原

災
法

1
0

条
通

報
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）

【
レ

ベ
ル

４
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
】

・
情

報
共

有
能

力
の

さ
ら

な
る

改
善

に
向

け
た

気
付

き
事

項
へ

の
対

応

【
実

施
事

項
】

・
抽

出
し

た
気

付
き

事
項

に
適

切
に

対
応

し
、
手

順
の

有
効

性
を

検
証

す
る

こ
と

に
よ

り
、
情

報
共

有
能

力
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

6
○

○

Ⅱ
－

１
情

報
共

有
能

力

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
情

報
を

迅
速

か
つ

正
確

に
社

内
へ

共
有

で
き

る
。

②
夜

間
休

日
に

お
け

る
情

報
共

有
能

力
を

改
善

し
、
改

善
の

有
効

性
を

確
認

し
た

後
、
能

力
を

定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

レ
ベ

ル
２

（
及

第
）

・
前

年
度

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
］

・
平

日
夜

間
／

休
日

昼
間

に
お

い
て

、
手

順
に

従
い

、
本

社
お

よ
び

現
場

要
員

と
の

情
報

共
有

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

［
事

故
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
、
検

証
］

●
平

日
夜

間
／

休
日

昼
間

に
お

い
て

情
報

共
有

が
で

き
る

よ
う

、
緊

急
時

対
策

総
本

部
要

員
に

対
し

招
集

連
絡

訓
練

を
実

施
し

、
招

集
連

絡
の

実
施

・
回

答
操

作
が

習
熟

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

●
原

子
力

規
制

庁
と

の
統

合
原

子
力

防
災

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

接
続

訓
練

（
Ｔ

Ｖ
会

議
シ

ス
テ

ム
を

接
続

し
た

う
え

で
、
IP

電
話

（
地

上
系

、
衛

星
系

）
、
IP

-F
A

X
（
地

上
系

）
の

通
信

確
認

を
行

う
訓

練
）
を

、
各

機
能

班
の

要
員

の
う

ち
未

経
験

者
を

中
心

と
し

た
持

ち
回

り
で

実
施

し
、
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
の

立
ち

上
げ

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

●
一

方
で

、
平

日
夜

間
／

休
日

昼
間

で
の

情
報

連
携

に
つ

い
て

は
、
初

動
対

応
に

関
す

る
訓

練
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

初
動

対
応

以
降

の
訓

練
を

実
施

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

以
上

の
と

お
り

、
2

0
2

2
年

度
訓

練
を

通
じ

て
、
平

日
夜

間
／

休
日

昼
間

の
情

報
共

有
が

実
施

で
き

た
こ

と
か

ら
2

0
2

2
年

度
目

標
は

達
成

で
き

た
と

評
価

す
る

が
、
今

後
、
初

動
対

応
以

降
の

活
動

を
確

認
す

る
訓

練
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

レ
ベ

ル
２

（
及

第
）
【
現

状
維

持
】

：
限

定
的

な
範

囲
で

訓
練

を
実

施
し

、
手

順
通

り
活

動
で

き
て

い
る

状
態

【
レ

ベ
ル

２
の

理
由

】
・
訓

練
内

容
が

限
定

的
な

範
囲

（
初

動
対

応
）
に

留
ま

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
レ

ベ
ル

２
（
及

第
）
と

位
置

付
け

る
。

・
今

後
、
初

動
対

応
以

降
の

情
報

連
携

に
つ

い
て

訓
練

を
実

施
し

、
改

善
事

項
の

抽
出

を
行

う
。

【
訓

練
実

績
】

・
招

集
連

絡
訓

練
（
2

0
2

2
/
5

/
3

【
休

日
昼

間
】
、
2

0
2

2
/
1
2

/
2

9
【
休

日
夜

間
】
、
2

0
2

3
/
2

/
2

3
【
休

日
昼

間
】
）

・
実

参
集

訓
練

（
2

0
2

3
/
2

/
2

3
【
休

日
昼

間
】
）

■
休

日
昼

間
で

実
施

。
・
統

合
原

子
力

防
災

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

接
続

訓
練

（
2

0
2

2
/
5

/
1
2

、
2

0
2

2
/
8

/
4

、
2

0
2

2
/
1
1
/
1
0

、
2

0
2

3
/
1
/
1
2

実
施

）
■

平
日

昼
間

で
実

施
。

■
訓

練
者

は
毎

回
入

替
。

【
レ

ベ
ル

３
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
】

・
初

動
対

応
以

降
の

情
報

連
携

も
含

め
た

訓
練

の
不

足

【
実

施
事

項
】

平
日

夜
間

／
休

日
昼

間
で

の
情

報
連

携
に

つ
い

て
、
初

動
対

応
以

降
の

部
分

に
つ

い
て

も
確

認
し

、
手

順
の

有
効

性
の

検
証

や
改

善
箇

所
の

抽
出

を
行

う
。

№
能

力
分

類
あ

る
べ

き
姿

あ
る

べ
き

姿
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
※

対
象

2
0

2
2

年
度

目
標

2
0

2
2

年
度

目
標

に
対

す
る

評
価

結
果

次
年

度
へ

の
反

映
事

項

170



2
0

2
1
年

度
末

の
達

成
レ

ベ
ル

2
0

2
2

年
度

末
時

点
で

の
達

成
レ

ベ
ル

本
社

発
電

所
(4

段
階

評
価

)
(4

段
階

評
価

)
№

能
力

分
類

あ
る

べ
き

姿
あ

る
べ

き
姿

と
の

ギ
ャ

ッ
プ

※
対

象
2

0
2

2
年

度
目

標
2

0
2

2
年

度
目

標
に

対
す

る
評

価
結

果
次

年
度

へ
の

反
映

事
項

8
○

―

Ⅱ
－

２
情

報
共

有
能

力

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
発

電
所

か
ら

届
い

た
情

報
を

整
理

し
、
迅

速
か

つ
正

確
に

E
R

C
へ

共
有

で
き

る
。
ま

た
、
E

R
C

か
ら

の
質

問
に

対
し

て
、
適

切
に

回
答

で
き

る
。

①
平

日
昼

間
に

お
け

る
情

報
共

有
能

力
（
発

電
所

か
ら

届
い

た
情

報
の

整
理

、
E

R
C

へ
の

情
報

共
有

お
よ

び
質

問
対

応
）
を

改
善

し
、

改
善

の
有

効
性

を
確

認
し

た
後

、
能

力
を

定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

レ
ベ

ル
２

（
及

第
）

・
平

日
昼

間
に

お
け

る
E

R
C

へ
の

情
報

共
有

（
質

問
対

応
含

む
）
を

迅
速

か
つ

正
確

に
実

施
す

る
た

め
に

、
手

順
（
運

用
等

）
を

改
善

し
、

検
証

す
る

。
［
新

た
な

取
組

み
の

試
行

］

・
改

善
し

た
手

順
（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
］

●
2

0
2

1
年

度
総

合
訓

練
で

抽
出

し
た

E
R

C
へ

の
情

報
共

有
に

係
る

課
題

（
２

件
）
の

改
善

策
の

有
効

性
を

確
認

し
た

。
【
課

題
①

：
1
0

 条
確

認
会

議
／

1
5

 条
認

定
会

議
の

運
用

の
改

善
】

1
0

条
確

認
会

議
／

1
5

条
認

定
会

議
に

つ
い

て
、
「
事

業
者

が
S

E
ま

た
は

G
E

該
当

を
判

断
し

て
か

ら
、
緊

急
時

対
策

総
本

部
の

対
応

者
が

会
議

に
参

加
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

し
た

」
と

い
う

課
題

を
踏

ま
え

、
1
0

条
確

認
会

議
／

1
5

条
認

定
会

議
に

係
る

対
応

者
の

変
更

や
対

応
者

へ
の

事
前

レ
ク

の
方

法
の

見
直

し
を

は
か

っ
た

。
そ

の
結

果
、
2

0
2

2
年

度
訓

練
に

お
い

て
、
S

E
ま

た
は

G
E

判
断

後
、
遅

滞
な

く
1
0

条
確

認
会

議
／

1
5

条
認

定
会

議
に

参
加

で
き

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
【
C

O
P

の
様

式
・
運

用
等

の
改

善
】

C
O

P
に

つ
い

て
、
「
情

報
入

手
の

都
度

、
内

容
を

更
新

し
共

有
す

る
運

用
と

し
て

い
た

た
め

、
情

報
量

が
多

く
、
プ

ラ
ン

ト
状

況
等

の
把

握
・
整

理
が

困
難

に
な

っ
た

。
ま

た
、
C

O
P

に
事

故
対

応
設

備
リ

ス
ト

が
な

く
、
可

搬
型

設
備

の
使

用
可

否
や

準
備

状
況

が
網

羅
的

に
分

か
る

も
の

に
な

っ
て

い
な

か
っ

た
。
」
と

い
う

課
題

を
踏

ま
え

、
C

O
P

-A
の

様
式

を
可

搬
型

設
備

の
状

況
が

網
羅

的
に

把
握

で
き

る
よ

う
見

直
し

た
。
ま

た
、
情

報
量

が
多

い
と

い
う

気
付

き
に

対
し

、
C

O
P

-C
を

用
い

た
説

明
の

際
は

プ
ラ

ン
ト

に
重

要
な

変
化

が
あ

っ
た

場
合

と
す

る
運

用
変

更
を

行
っ

た
。
そ

の
結

果
、
2

0
2

2
年

度
訓

練
に

お
い

て
、
C

O
P

-A
お

よ
び

C
O

P
－

C
を

用
い

て
可

搬
型

設
備

の
状

況
や

ポ
イ

ン
ト

を
押

さ
え

た
説

明
が

で
き

た
こ

と
を

確
認

し
た

。

●
2

0
2

2
年

度
総

合
訓

練
で

は
、
E

R
C

対
応

者
は

、
C

O
P

、
E

R
C

備
付

資
料

、
書

画
装

置
等

を
用

い
て

、
事

故
お

よ
び

プ
ラ

ン
ト

状
況

な
ど

の
情

報
共

有
お

よ
び

質
問

対
応

を
、
手

順
に

基
づ

き
実

施
で

き
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

●
C

O
P

-C
に

つ
い

て
、
E

R
C

-C
P

の
説

明
と

戦
略

の
更

新
の

タ
イ

ミ
ン

グ
が

重
な

っ
た

場
合

に
、
手

書
き

に
よ

る
情

報
更

新
が

円
滑

に
で

き
な

か
っ

た
た

め
、
C

O
P

に
最

新
情

報
を

反
映

す
る

場
合

の
運

用
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

。

以
上

の
と

お
り

、
　
2

0
2

2
年

度
の

訓
練

を
通

じ
て

、
2

0
2

1
年

度
訓

練
の

課
題

改
善

お
よ

び
対

策
の

有
効

性
が

確
認

で
き

た
こ

と
か

ら
、
2

0
2

2
年

度
目

標
は

達
成

で
き

た
と

評
価

す
る

。
今

後
、
訓

練
を

通
じ

て
抽

出
し

た
気

付
き

の
改

善
を

は
か

る
。

レ
ベ

ル
３

（
優

秀
）
【
昇

格
】

：
訓

練
を

実
施

し
、
重

大
な

課
題

が
抽

出
さ

れ
て

い
な

い
状

態

【
レ

ベ
ル

３
の

理
由

】
・
2

0
2

2
年

度
の

複
数

回
の

訓
練

を
通

じ
て

、
重

大
な

課
題

が
抽

出
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
レ

ベ
ル

３
（
優

秀
）
と

位
置

付
け

る
。
引

き
続

き
、
訓

練
で

抽
出

し
た

課
題

の
改

善
に

取
り

組
む

。

【
訓

練
実

績
】

・
総

合
訓

練
１
回

（
2

0
2

2
/
1
1
/
1
5

）
　
■

高
圧

注
水

＋
減

圧
機

能
喪

失
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
報

告
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
・
指

揮
命

令
訓

練
４

回
（
2

0
2

2
/
8

/
2

5
、
2

0
2

2
/
1
0

/
2

5
、
2

0
2

3
/
1
/
1
8

、
2

0
2

2
/
3

/
1
）

　
■

原
子

炉
冷

却
材

喪
失

（
L
O

C
A

）
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
通

報
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
　
■

高
圧

注
水

＋
減

圧
機

能
喪

失
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
報

告
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
　
■

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

シ
ス

テ
ム

原
子

炉
冷

却
材

喪
失

（
IS

-L
O

C
A

）
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
通

報
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
　
■

S
F
P

水
位

低
下

シ
ナ

リ
オ

（
原

災
法

1
0

条
通

報
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）

【
レ

ベ
ル

４
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
】

・
情

報
共

有
能

力
の

更
な

る
改

善
に

向
け

た
気

付
き

事
項

へ
の

対
応

【
実

施
事

項
】

・
抽

出
し

た
気

付
き

事
項

に
適

切
に

対
応

し
、
手

順
の

有
効

性
を

検
証

す
る

こ
と

に
よ

り
、
情

報
共

有
能

力
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

9
○

―

Ⅱ
－

２
情

報
共

有
能

力

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
発

電
所

か
ら

届
い

た
情

報
を

整
理

し
、
迅

速
か

つ
正

確
に

E
R

C
へ

共
有

で
き

る
。
ま

た
、
E

R
C

か
ら

の
質

問
に

対
し

て
、
適

切
に

回
答

で
き

る
。

②
夜

間
休

日
に

お
け

る
情

報
共

有
能

力
を

改
善

し
、
改

善
の

有
効

性
を

確
認

し
た

後
、
能

力
を

定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

レ
ベ

ル
２

（
及

第
）

・
夜

間
休

日
に

お
け

る
E

R
C

へ
の

情
報

共
有

（
質

問
対

応
含

む
）
を

迅
速

か
つ

正
確

に
実

施
す

る
た

め
に

、
手

順
（
運

用
等

）
を

改
善

し
、

検
証

す
る

。
［
事

故
対

応
能

力
の

向
上

、
検

証
］

・
改

善
し

た
手

順
（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
］

●
平

日
夜

間
／

休
日

昼
間

に
お

い
て

情
報

共
有

が
で

き
る

よ
う

、
緊

急
時

対
策

総
本

部
要

員
に

対
し

招
集

連
絡

訓
練

を
実

施
し

、
招

集
連

絡
の

実
施

・
回

答
操

作
が

習
熟

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

●
原

子
力

規
制

庁
と

の
統

合
原

子
力

防
災

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

接
続

訓
練

（
Ｔ

Ｖ
会

議
シ

ス
テ

ム
を

接
続

し
た

う
え

で
、
IP

電
話

（
地

上
系

、
衛

星
系

）
、
IP

-F
A

X
（
地

上
系

）
の

通
信

確
認

を
行

う
訓

練
）
を

、
各

機
能

班
の

要
員

の
う

ち
未

経
験

者
を

中
心

と
し

た
持

ち
回

り
で

実
施

し
、
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
の

立
ち

上
げ

が
で

き
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

●
一

方
、
平

日
夜

間
／

休
日

夜
間

で
の

E
R

C
へ

の
情

報
共

有
を

行
う

訓
練

は
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、
要

員
参

集
後

の
E

R
C

と
連

携
す

る
訓

練
を

実
施

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

以
上

の
と

お
り

、
2

0
2

2
年

度
訓

練
を

通
じ

て
、
平

日
夜

間
／

休
日

昼
間

の
E

R
C

へ
の

情
報

共
有

の
た

め
の

運
用

の
改

善
、
検

証
が

で
き

た
こ

と
か

ら
2

0
2

2
年

度
目

標
は

達
成

で
き

た
と

評
価

す
る

が
、
今

後
、
要

員
参

集
後

の
E

R
C

へ
の

情
報

共
有

に
係

る
活

動
を

確
認

す
る

訓
練

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

レ
ベ

ル
2

（
及

第
）
【
現

状
維

持
】

：
限

定
的

な
範

囲
で

訓
練

を
実

施
し

、
手

順
通

り
活

動
で

き
て

い
る

状
態

【
レ

ベ
ル

２
の

理
由

】
・
訓

練
内

容
が

限
定

的
な

範
囲

（
E

R
C

へ
の

情
報

共
有

ま
で

至
っ

て
い

な
い

）
に

留
ま

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
レ

ベ
ル

２
（
及

第
）
と

位
置

付
け

る
。

・
今

後
、
体

制
構

築
後

の
E

R
C

へ
の

情
報

共
有

に
つ

い
て

訓
練

を
実

施
し

、
改

善
事

項
の

抽
出

を
行

う
。

【
訓

練
実

績
】

・
招

集
連

絡
訓

練
（
2

0
2

2
/
5

/
3

【
休

日
昼

間
】
、
2

0
2

2
/
1
2

/
2

9
【
休

日
夜

間
】
、
2

0
2

3
/
2

/
2

3
【
休

日
昼

間
】
）

・
実

参
集

訓
練

（
2

0
2

3
/
2

/
2

3
【
休

日
昼

間
】
）

　
■

休
日

昼
間

で
実

施
。

・
統

合
原

子
力

防
災

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

接
続

訓
練

（
2

0
2

2
/
5

/
1
2

、
2

0
2

2
/
8

/
4

、
2

0
2

2
/
1
1
/
1
0

、
2

0
2

3
/
1
/
1
2

実
施

）
　
■

平
日

昼
間

で
実

施
。

　
■

訓
練

者
は

毎
回

入
替

。

【
レ

ベ
ル

３
／

４
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
】

・
体

制
構

築
後

の
事

象
進

展
を

考
慮

し
た

訓
練

の
不

足

【
実

施
事

項
】

・
順

次
体

制
が

立
ち

上
が

り
な

が
ら

、
E

R
C

と
情

報
共

有
を

行
う

こ
と

に
つ

い
て

手
順

の
検

証
や

改
善

箇
所

の
抽

出
を

行
う

。

1
0

○
―

Ⅱ
－

２
情

報
共

有
能

力

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
発

電
所

か
ら

届
い

た
情

報
を

整
理

し
、
迅

速
か

つ
正

確
に

E
R

C
へ

共
有

で
き

る
。
ま

た
、
E

R
C

か
ら

の
質

問
に

対
し

て
、
適

切
に

回
答

で
き

る
。

③
情

報
共

有
ツ

ー
ル

（
T

V
会

議
、
電

話
、
F
A

X
）
使

用
不

可
時

に
お

け
る

活
動

の
習

熟
を

図
る

と
と

も
に

、
改

善
点

を
抽

出
す

る
必

要
が

あ
る

。

レ
ベ

ル
２

（
及

第
）

・
情

報
共

有
ツ

ー
ル

が
使

用
不

可
と

な
る

想
定

時
に

、
手

順
に

従
い

、
情

報
を

迅
速

か
つ

正
確

に
社

内
外

へ
共

有
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
、
検

証
］

●
情

報
共

有
ツ

ー
ル

が
使

用
不

可
と

な
る

想
定

と
し

て
、
発

電
所

-本
社

間
の

情
報

共
有

で
使

用
す

る
（
A

V
シ

ス
テ

ム
）
の

不
調

（
使

用
不

可
）
を

付
与

し
た

訓
練

を
実

施
し

、
手

順
に

基
づ

き
、
A

V
シ

ス
テ

ム
の

不
調

原
因

の
究

明
を

指
示

す
る

と
と

も
に

、
速

や
か

に
代

替
手

段
（
社

内
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

）
を

講
じ

て
、
社

内
外

の
情

報
共

有
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

以
上

の
と

お
り

、
2

0
2

2
年

度
訓

練
を

通
じ

て
、
発

電
所

-本
社

間
の

情
報

共
有

ツ
ー

ル
が

使
用

不
可

と
な

る
状

況
に

お
い

て
手

順
の

有
効

性
を

確
認

で
き

た
こ

と
か

ら
、
2

0
2

2
年

度
目

標
は

達
成

で
き

た
と

評
価

す
る

が
、
今

後
は

、
社

外
と

の
情

報
共

有
ツ

ー
ル

が
使

用
不

可
と

な
っ

た
場

合
の

対
応

を
確

認
す

る
訓

練
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

レ
ベ

ル
３

（
優

秀
）
【
昇

格
】

：
訓

練
を

実
施

し
、
重

大
な

課
題

が
抽

出
さ

れ
て

い
な

い
状

態

【
レ

ベ
ル

３
の

理
由

】
・
2

0
2

2
年

度
の

訓
練

を
通

じ
て

、
重

大
な

課
題

が
抽

出
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
レ

ベ
ル

３
（
優

秀
）
に

位
置

付
け

る
。

・
今

後
は

、
社

外
と

の
情

報
共

有
ツ

ー
ル

が
使

用
不

可
に

な
っ

た
場

合
の

訓
練

を
実

施
し

、
改

善
事

項
の

抽
出

を
行

う
。

【
訓

練
実

績
】

・
指

揮
命

令
訓

練
（
2

0
2

3
/
1
/
1
8

）

【
レ

ベ
ル

４
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
】

・
社

外
と

の
情

報
共

有
ツ

ー
ル

の
使

用
不

可
を

想
定

し
た

訓
練

を
実

施
し

て
い

く
こ

と
で

、
継

続
し

て
気

付
き

等
の

抽
出

を
行

っ
て

い
く

。

【
具

体
的

な
実

施
事

項
】

・
抽

出
し

た
気

付
き

事
項

に
適

切
に

対
応

し
、
手

順
の

有
効

性
を

検
証

す
る

こ
と

に
よ

り
、
状

況
把

握
能

力
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

1
4

○
―

Ⅲ
－

２
状

況
把

握
能

力

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
発

電
所

か
ら

届
い

た
情

報
を

正
確

に
把

握
し

、
適

切
に

フ
ォ

ロ
ー

で
き

る
。

①
平

日
昼

間
、
夜

間
休

日
に

お
い

て
、
発

電
所

か
ら

届
い

た
情

報
（
特

に
E

A
L
判

断
や

C
O

P
連

携
に

関
す

る
情

報
）
を

正
確

に
把

握
し

、
判

断
や

情
報

に
誤

り
が

あ
れ

ば
是

正
す

る
よ

う
フ

ォ
ロ

ー
で

き
て

い
る

か
確

認
す

る
。

必
要

に
よ

り
運

用
・
手

順
を

改
善

し
、
改

善
の

有
効

性
を

確
認

し
た

後
、
能

力
を

定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

レ
ベ

ル
３

（
優

秀
）

・
平

日
昼

間
、
夜

間
休

日
に

お
け

る
発

電
所

の
状

況
把

握
、
発

電
所

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

に
つ

い
て

、
抽

出
さ

れ
た

課
題

が
あ

る
場

合
は

、
手

順
（
運

用
）
を

改
善

し
、
検

証
す

る
。

　
課

題
が

抽
出

さ
れ

な
い

場
合

も
、
実

効
性

の
向

上
の

た
め

改
善

が
で

き
る

点
が

な
い

か
検

証
す

る
。

［
新

た
な

取
組

み
の

試
行

］

・
改

善
し

た
手

順
（
運

用
）
を

定
着

さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
］

●
発

電
所

の
情

報
把

握
、
フ

ォ
ロ

ー
に

つ
い

て
、
総

合
訓

練
お

よ
び

指
揮

命
令

訓
練

に
お

い
て

、
E

A
L
判

断
や

C
O

P
連

携
に

関
す

る
情

報
等

、
発

電
所

か
ら

届
い

た
情

報
を

正
確

に
把

握
し

、
必

要
に

よ
り

緊
急

時
対

策
本

部
（
発

電
所

）
へ

の
事

実
確

認
や

総
本

部
内

へ
の

周
知

が
で

き
て

い
た

。

●
緊

急
時

対
策

本
部

（
発

電
所

）
に

お
い

て
、
E

A
L
判

断
基

準
の

一
時

的
な

誤
認

に
よ

り
、
G

E
判

断
に

遅
れ

が
生

じ
た

際
、
総

本
部

か
ら

、
事

故
収

束
活

動
の

対
応

状
況

（
注

水
手

段
の

準
備

状
況

等
）
を

踏
ま

え
て

G
E

判
断

を
行

う
べ

き
と

の
助

言
が

で
き

て
い

た
。

以
上

の
と

お
り

、
2

0
2

2
年

度
訓

練
を

通
じ

て
、
発

電
所

の
状

況
把

握
お

よ
び

フ
ォ

ロ
ー

が
適

切
に

実
施

で
き

た
こ

と
か

ら
、

2
0

2
2

年
度

目
標

は
達

成
で

き
た

と
評

価
す

る
。

レ
ベ

ル
３

（
優

秀
）
【
現

状
維

持
】

：
訓

練
を

実
施

し
、
重

大
な

課
題

が
抽

出
さ

れ
て

い
な

い
状

態

【
レ

ベ
ル

３
の

理
由

】
・
2

0
2

2
年

度
の

複
数

回
の

訓
練

を
通

じ
て

、
重

大
な

課
題

は
抽

出
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
レ

ベ
ル

３
（
優

秀
）
と

位
置

付
け

る
。
引

き
続

き
、
訓

練
で

抽
出

さ
れ

た
課

題
の

改
善

に
取

り
組

む
。

【
訓

練
実

績
】

・
総

合
訓

練
１
回

（
2

0
2

2
/
1
1
/
1
5

）
　
■

高
圧

注
水

＋
減

圧
機

能
喪

失
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
報

告
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
・
指

揮
命

令
訓

練
４

回
（
2

0
2

2
/
8

/
2

5
、
2

0
2

2
/
1
0

/
2

5
、
2

0
2

3
/
1
/
1
8

、
2

0
2

2
/
3

/
1
）

　
■

原
子

炉
冷

却
材

喪
失

（
L
O

C
A

）
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
通

報
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
　
■

高
圧

注
水

＋
減

圧
機

能
喪

失
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
報

告
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
　
■

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

シ
ス

テ
ム

原
子

炉
冷

却
材

喪
失

（
IS

-L
O

C
A

）
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
通

報
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
　
■

S
F
P

水
位

低
下

シ
ナ

リ
オ

（
原

災
法

1
0

条
通

報
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）

【
レ

ベ
ル

４
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
】

・
継

続
し

て
訓

練
を

実
施

し
て

い
く

こ
と

で
、
気

付
き

等
の

抽
出

を
行

っ
て

い
く

。

【
具

体
的

な
実

施
事

項
】

・
抽

出
し

た
気

付
き

事
項

に
適

切
に

対
応

し
、
手

順
の

有
効

性
を

検
証

す
る

こ
と

に
よ

り
、
状

況
把

握
能

力
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。
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2
0

2
1
年

度
末

の
達

成
レ

ベ
ル

2
0

2
2

年
度

末
時

点
で

の
達

成
レ

ベ
ル

本
社

発
電

所
(4

段
階

評
価

)
(4

段
階

評
価

)
№

能
力

分
類

あ
る

べ
き

姿
あ

る
べ

き
姿

と
の

ギ
ャ

ッ
プ

※
対

象
2

0
2

2
年

度
目

標
2

0
2

2
年

度
目

標
に

対
す

る
評

価
結

果
次

年
度

へ
の

反
映

事
項

1
5

○
―

Ⅲ
－

２
状

況
把

握
能

力

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
発

電
所

か
ら

届
い

た
情

報
を

正
確

に
把

握
し

、
適

切
に

フ
ォ

ロ
ー

で
き

る
。

②
状

況
把

握
等

ツ
ー

ル
（
C

O
P

、
チ

ャ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
）
使

用
不

可
時

に
お

け
る

活
動

の
習

熟
を

図
る

と
と

も
に

、
改

善
点

を
抽

出
す

る
必

要
が

あ
る

。

目
標

未
設

定
（
2

0
2

2
年

度
に

新
規

設
定

）

・
状

況
把

握
等

ツ
ー

ル
が

使
用

不
可

と
な

る
時

に
、
手

順
に

従
い

、
情

報
を

迅
速

か
つ

正
確

に
社

内
へ

共
有

で
き

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
、
検

証
］

【
2

0
2

2
年

度
は

訓
練

の
実

績
な

し
】

●
2

0
2

1
年

度
防

災
訓

練
で

抽
出

し
た

改
善

点
を

踏
ま

え
て

C
O

P
の

様
式

・
運

用
の

見
直

し
※

を
実

施
し

た
こ

と
か

ら
、

2
0

2
2

年
度

訓
練

に
お

い
て

は
見

直
し

内
容

の
検

証
を

優
先

し
た

た
め

、
状

況
把

握
ツ

ー
ル

の
使

用
不

可
を

想
定

し
た

訓
練

は
実

施
し

て
い

な
い

。
※

可
搬

型
設

備
の

状
況

が
網

羅
的

に
把

握
で

き
る

C
O

P
-A

の
様

式
を

見
直

す
と

と
も

に
、
C

O
P

を
用

い
た

情
報

共
有

の
際

は
重

要
は

変
更

が
生

じ
た

際
に

限
定

す
る

な
ど

の
見

直
し

を
実

施
し

て
い

る
。

以
上

の
と

お
り

、
2

0
2

2
年

度
目

標
の

「
状

況
把

握
ツ

ー
ル

が
使

用
不

可
と

な
る

時
」
を

想
定

し
た

訓
練

が
実

施
で

き
な

か
っ

た
た

め
目

標
未

達
と

評
価

す
る

。
今

後
、
状

況
把

握
ツ

ー
ル

の
使

用
不

可
を

想
定

し
た

訓
練

を
実

施
し

改
善

点
の

抽
出

を
実

施
す

る
。

レ
ベ

ル
２

（
及

第
）
【
新

規
】

：
限

定
的

な
範

囲
で

訓
練

を
実

施
し

、
手

順
通

り
活

動
で

き
て

い
る

状
態

【
レ

ベ
ル

２
の

理
由

】
・
状

況
把

握
ツ

ー
ル

が
健

全
な

場
合

の
訓

練
に

お
い

て
は

、
発

電
所

か
ら

届
い

た
情

報
を

正
確

に
社

内
へ

共
有

出
来

て
い

る
こ

と
か

ら
レ

ベ
ル

２
（
及

第
）
と

位
置

付
け

る
。

・
今

後
、
情

報
把

握
ツ

ー
ル

が
使

用
不

可
と

な
る

想
定

で
訓

練
を

実
施

し
、
改

善
事

項
を

抽
出

を
行

う
。

【
訓

練
実

績
】

・
総

合
訓

練
１
回

（
2

0
2

2
/
1
1
/
1
5

）
■

高
圧

注
水

＋
減

圧
機

能
喪

失
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
報

告
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
・
指

揮
命

令
訓

練
４

回
（
2

0
2

2
/
8

/
2

5
、
2

0
2

2
/
1
0

/
2

5
、
2

0
2

3
/
1
/
1
8

、
2

0
2

2
/
3

/
1
）

■
原

子
炉

冷
却

材
喪

失
（
L
O

C
A

）
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
通

報
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
■

高
圧

注
水

＋
減

圧
機

能
喪

失
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
報

告
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
■

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

シ
ス

テ
ム

原
子

炉
冷

却
材

喪
失

（
IS

-L
O

C
A

）
シ

ナ
リ

オ
（
原

災
法

1
5

条
通

報
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）
■

S
F
P

水
位

低
下

シ
ナ

リ
オ

（
原

災
法

1
0

条
通

報
事

象
に

至
る

シ
ナ

リ
オ

）

【
レ

ベ
ル

３
／

４
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
】

・
情

報
把

握
ツ

ー
ル

使
用

不
可

を
考

慮
し

た
訓

練
の

不
足

【
実

施
事

項
】

・
情

報
把

握
ツ

ー
ル

使
用

不
可

を
想

定
し

た
訓

練
を

実
施

し
、
手

順
の

有
効

性
お

よ
び

改
善

事
項

の
抽

出
を

図
る

。

2
2

○
―

Ⅴ 社
外

組
織

連
携

能
力

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
社

外
関

係
箇

所
と

の
連

携
や

装
置

・
資

機
材

の
協

力
調

整
を

迅
速

か
つ

確
実

に
対

応
で

き
る

。

①
検

証
が

十
分

で
な

い
夜

間
休

日
に

お
け

る
社

外
関

係
箇

所
（
特

に
原

子
力

緊
急

事
態

支
援

組
織

お
よ

び
電

力
他

社
）
と

の
連

携
を

確
認

し
、
習

熟
を

図
る

と
と

も
に

、
改

善
点

を
抽

出
す

る
必

要
が

あ
る

。

レ
ベ

ル
２

（
及

第
）

・
前

年
度

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
］

・
夜

間
休

日
に

お
け

る
社

外
関

係
箇

所
と

の
連

携
を

迅
速

か
つ

確
実

に
実

施
す

る
た

め
、
手

順
（
運

用
等

）
を

改
善

し
、
検

証
す

る
。

［
新

た
な

取
組

み
の

試
行

］

●
平

日
昼

間
の

想
定

に
お

け
る

社
外

関
係

箇
所

と
の

連
携

と
し

て
、
原

子
力

緊
急

事
態

支
援

組
織

へ
の

支
援

要
請

、
（
公

財
）
原

子
力

安
全

研
究

協
会

へ
の

オ
ン

サ
イ

ト
医

療
体

制
構

築
に

係
る

情
報

連
携

、
お

よ
び

原
子

力
事

業
者

間
協

力
協

定
の

幹
事

会
社

（
へ

の
情

報
提

供
お

よ
び

協
力

要
請

等
が

手
順

に
基

づ
き

円
滑

に
実

施
で

き
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

以
上

の
と

お
り

、
2

0
2

2
年

度
訓

練
を

通
じ

て
、
社

内
関

係
箇

所
と

の
連

携
が

適
切

に
実

施
で

き
た

こ
と

か
ら

、
2

0
2

2
年

度
目

標
は

達
成

で
き

た
と

評
価

す
る

。
な

お
、
2

0
2

2
年

度
目

標
は

「
夜

間
休

日
に

お
け

る
」
と

の
前

提
条

件
を

掲
げ

た
が

、
社

外
組

織
の

連
絡

窓
口

は
昼

間
と

夜
間

で
変

わ
る

も
の

で
な

く
、
平

日
昼

間
と

同
様

に
実

施
で

き
る

も
の

と
考

え
、
考

慮
外

と
し

た
。

レ
ベ

ル
３

（
優

秀
）
【
昇

格
】

：
社

外
関

係
個

所
と

の
訓

練
を

実
施

し
、
重

大
な

課
題

が
抽

出
さ

れ
て

い
な

い
状

態

【
レ

ベ
ル

３
の

理
由

】
・
２

０
２

２
年

度
の

訓
練

を
通

じ
て

、
重

大
な

課
題

は
抽

出
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
レ

ベ
ル

３
（
優

秀
）
と

位
置

付
け

る
。

・
今

後
、
社

外
組

織
の

枠
を

広
げ

、
こ

れ
ま

で
連

携
し

た
経

験
の

な
い

社
外

組
織

と
連

携
し

た
訓

練
を

実
施

し
、
改

善
事

項
の

抽
出

を
行

う
。

【
社

外
組

織
と

の
訓

練
実

績
】

・
原

子
力

緊
急

事
態

支
援

組
織

対
応

・
原

子
力

安
全

研
究

協
会

対
応

・
原

子
力

事
業

者
間

協
力

協
定

対
応

（
幹

事
事

業
者

【
レ

ベ
ル

４
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
】

・
情

報
共

有
能

力
の

さ
ら

な
る

改
善

に
向

け
、
社

外
関

係
個

所
と

の
連

携
訓

練
の

実
施

。

【
実

施
事

項
】

・
引

き
続

き
社

外
関

係
個

所
と

の
訓

練
を

実
施

す
る

こ
と

で
、
手

順
の

有
効

性
を

検
証

す
る

こ
と

に
よ

り
、
情

報
共

有
能

力
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

2
3

○
―

Ⅴ 社
外

組
織

連
携

能
力

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
社

外
関

係
箇

所
と

の
連

携
や

装
置

・
資

機
材

の
協

力
調

整
を

迅
速

か
つ

確
実

に
対

応
で

き
る

。

②
一

部
の

通
信

機
器

（
電

話
、
F
A

X
）
使

用
不

可
時

に
お

け
る

社
外

組
織

と
の

連
携

を
確

認
し

、
必

要
に

よ
り

運
用

・
手

順
を

改
善

し
、
改

善
の

有
効

性
を

確
認

し
た

後
、
能

力
を

定
着

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

レ
ベ

ル
２

（
及

第
）

・
一

部
の

通
信

機
器

（
電

話
、

F
A

X
）
使

用
不

可
時

に
お

け
る

社
外

組
織

と
の

連
携

が
迅

速
か

つ
正

確
に

で
き

る
こ

と
と

を
確

認
す

る
。

［
事

故
対

応
能

力
の

検
証

］

【
2

0
2

2
年

度
の

訓
練

実
績

な
し

】
●

２
０

２
２

年
度

の
訓

練
で

は
、
原

子
力

事
業

者
間

協
力

協
定

の
幹

事
会

社
（

へ
の

支
援

要
請

お
よ

び
要

請
を

受
け

た
幹

事
会

社
か

ら
の

要
員

派
遣

を
実

動
で

行
う

訓
練

と
し

た
こ

と
か

ら
、
通

信
機

器
の

使
用

不
可

時
の

想
定

で
の

訓
練

は
実

施
し

て
い

な
い

。

以
上

の
と

お
り

、
2

0
2

2
年

度
目

標
の

「
一

部
の

通
信

機
器

使
用

不
可

時
」
を

想
定

し
た

訓
練

が
実

施
で

き
な

か
っ

た
た

め
目

標
未

達
と

評
価

す
る

。

レ
ベ

ル
2

（
及

第
）
【
現

状
維

持
】

：
限

定
的

な
範

囲
で

訓
練

を
実

施
し

、
手

順
通

り
活

動
で

き
て

い
る

状
態

【
レ

ベ
ル

２
の

理
由

】
・
目

標
に

沿
っ

た
訓

練
が

実
施

で
き

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

現
状

維
持

と
す

る
。

・
今

後
、
一

部
の

通
信

機
器

が
使

用
不

可
と

な
る

想
定

で
社

外
組

織
と

連
携

す
る

訓
練

を
実

施
す

る
。

【
社

外
組

織
と

の
訓

練
実

績
】

・
原

子
力

緊
急

事
態

支
援

組
織

対
応

・
原

子
力

安
全

研
究

協
会

対
応

・
原

子
力

事
業

者
間

協
力

協
定

対
応

（
幹

事
事

業
者

【
レ

ベ
ル

３
／

４
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
】

・
通

信
機

器
使

用
不

可
を

考
慮

し
た

訓
練

の
不

足

【
実

施
事

項
】

・
通

信
機

器
使

用
不

可
を

想
定

し
た

訓
練

を
実

施
し

、
訓

練
を

実
施

す
る

こ
と

で
、
手

順
の

有
効

性
を

検
証

す
る

こ
と

に
よ

り
、
情

報
共

有
能

力
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

2
4

○
―

Ⅴ 社
外

組
織

連
携

能
力

ど
の

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

も
、
社

外
関

係
箇

所
と

の
連

携
や

装
置

・
資

機
材

の
協

力
調

整
を

迅
速

か
つ

確
実

に
対

応
で

き
る

。

③
社

外
組

織
と

の
連

携
時

の
活

動
の

習
熟

を
図

る
と

と
も

に
、
改

善
点

を
抽

出
す

る
必

要
が

あ
る

。

レ
ベ

ル
２

（
及

第
）

・
前

年
度

改
善

し
た

手
順

（
運

用
等

）
を

定
着

さ
せ

る
。

［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
］

●
原

子
力

事
業

者
間

協
力

協
定

の
幹

事
会

社
（

へ
の

支
援

要
請

お
よ

び
要

請
を

受
け

た
幹

事
会

社
か

ら
の

先
遣

隊
派

遣
を

実
動

で
行

い
、
先

遣
隊

の
受

け
入

れ
お

よ
び

先
遣

隊
と

の
情

報
共

有
が

適
切

に
実

施
で

き
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

●
ま

た
、
社

外
関

係
箇

所
の

枠
組

み
を

広
げ

る
観

点
か

ら
、
こ

れ
ま

で
連

携
実

績
の

な
い

陸
上

自
衛

隊
か

ら
2

0
2

2
年

度
訓

練
の

視
察

を
受

け
入

れ
、
原

子
力

災
害

時
の

活
動

の
理

解
浸

透
を

は
か

る
と

と
も

に
、
今

後
の

連
携

に
向

け
た

意
見

交
換

を
実

施
し

た
。

以
上

の
と

お
り

、
２

０
２

２
年

度
訓

練
を

通
じ

て
、
社

外
組

織
と

の
連

携
時

の
活

動
の

習
熟

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
こ

と
か

ら
、
２

０
２

２
年

度
目

標
は

達
成

で
き

た
と

評
価

す
る

。

レ
ベ

ル
3

（
優

秀
）
【
昇

格
】

：
社

外
関

係
個

所
と

の
訓

練
を

実
施

し
、
重

大
な

課
題

が
抽

出
さ

れ
て

い
な

い
状

態

【
レ

ベ
ル

３
の

理
由

】
・
2

0
2

2
年

度
の

訓
練

を
通

じ
て

、
重

大
な

課
題

は
抽

出
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
レ

ベ
ル

３
（
優

秀
）
と

位
置

付
け

る
。

・
今

後
、
社

外
組

織
の

枠
を

広
げ

、
こ

れ
ま

で
連

携
し

た
経

験
の

な
い

社
外

組
織

と
連

携
し

た
訓

練
を

実
施

し
、
改

善
事

項
の

抽
出

を
行

う
。

【
社

外
組

織
と

の
訓

練
実

績
】

・
原

子
力

緊
急

事
態

支
援

組
織

対
応

・
原

子
力

安
全

研
究

協
会

対
応

・
原

子
力

事
業

者
間

協
力

協
定

対
応

（
幹

事
事

業
者

【
レ

ベ
ル

４
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
】

・
情

報
共

有
能

力
の

さ
ら

な
る

改
善

に
向

け
、
そ

の
他

の
社

外
関

係
個

所
と

の
連

携
訓

練
の

実
施

。

【
実

施
事

項
】

・
そ

の
他

訓
練

を
実

施
し

て
い

な
い

社
外

関
係

個
所

と
連

携
し

た
訓

練
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

手
順

の
有

効
性

を
検

証
す

る
こ

と
に

よ
り

、
対

応
能

力
（
社

外
関

係
箇

所
と

の
連

携
や

装
置

・
資

機
材

の
協

力
調

整
等

）
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

2
5

○
○

全
項

目
共

通
共

通
項

目
の

た
め

設
定

無
し

共
通

項
目

の
た

め
設

定
無

し
・
各

訓
練

を
通

じ
て

、
平

日
昼

間
に

お
け

る
原

子
力

防
災

組
織

の
有

効
性

を
継

続
的

に
確

認
す

る
と

と
も

に
、

基
本

的
な

事
故

対
応

能
力

の
維

持
、
向

上
を

図
る

。
［
緊

急
時

対
応

能
力

の
向

上
、
検

証
］

・
各

個
別

項
目

の
評

価
に

て
、
概

ね
良

好
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
全

項
目

共
通

目
標

に
つ

い
て

も
目

標
は

達
成

で
き

て
い

る
と

評
価

す
る

。

172

非
公

開

非
公

開

非
公

開

非
公

開

非
公

開

非
公

開



島
根

原
子

力
発

電
所

防
災

訓
練

の
継
続

的
改

善
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
）

に
つ

い
て

１
．

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

活
動

の
概

要
 

※
「

必
要

に
よ

り
」

と
は

，
規

制
要
求

事
項

の
変

更
等

，
当

初
計
画

時
の

前
提

が
変

更
と

な
る
よ

う
な

事
案

等
に

よ
り

中
期
計

画
を

変
更

す
る

必
要

が
発
生

し
た

場
合

を
い

う
。

中
期

計
画

1
年
目
（

初
年
度

）
 

中
期

計
画

2
年
目

 
中
期
計

画
3
年

目
 

新
中

期
計

画
1
年

目
 

P D C A 

訓
練

中
期

計
画

の
策

定
 

訓
練

年
度

計
画

の
策

定
 

個
別

計
画

の
策

定
 

訓
練

の
実

施
 

訓
練

報
告

書
提

出
 

年
度

評
価

 

初
年

度
と

同
様

 
初

年
度
と

同
様

 

中
期

評
価

 

以
降

，
 

1
～

3
年

目
を

 
繰

り
返
す

 

訓
練

中
期

計
画

の

策
定

 
訓

練
中
期

計
画

の
見

直
し

 
訓

練
中
期

計
画

の
見

直
し

 

必
要

に
よ

り
※

 
必

要
に
よ

り
※

 

訓
練

評
価

 改
善

の
実

施
 

改
善

の
実

施
 

改
善

の
実

施
 

別紙６
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 ２
．

20
23

年
度

の
具

体
的

な
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
 

 
 

 
実

施
事

項
 

20
22

年
度

 
20

23
年

度
 

20
24

年
度

 
備

考
 

11
月

 
12

月
 

1月
 

2月
 

3月
 

4月
 

5月
 

6月
 

7月
 

8月
 

9月
 

10
月

 
11

月
 

12
月

 
1月

 
2月

 
3月

 
4月

 
5月

 

CH
EC

K 
訓

練
報

告
 〇

20
22

年
度

訓
練

報
告

書
提

出
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

AC
TI

O
N 

改
善

実
施

 〇
20

22
年

度
訓

練
課

題
へ

の
対

策
（

改
善

）
 

（
１

）
緊

急
時

対
策

総
本

部
内

で
発

話
す

る
際

の
運

用
等

の
改

善
 【

本
社

】
 

（
２

）
EA

L 
判

断
に

関
わ

る
運

用
の

改
善

【
発

電
所

】
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
事

業
者

防
災

業
務

計
画

見
直

し
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
施

行
 

▽
 

 
 

 
 

 
修

正
内

容
：

 
オ

ン
サ

イ
ト

医
療

の
反

映
に

伴
う

修
正

、
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

の
設

置
完

了
に

伴
う

修
正

他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

PL
AN

 
訓

練
計

画
 〇

中
期

計
画

見
直

し
検

討
 

・
中

期
計

画
の

年
度

評
価

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
20

23
年

度
訓

練
計

画
策

定
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
要

素
，

総
合

訓
練

個
別

計
画

策
定

 
・

訓
練

目
的

，
訓

練
体

制
，

シ
ナ

リ
オ

作
成

 
等

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

D
O

 
訓

練
実

施
 〇

20
23

年
度

訓
練

実
施

 
・

訓
練

目
的

（
緊

急
時

対
応

能
力

の
有

効
性

確
認

お
よ

び
新

た
な

取
り

組
み

の
検

証
）

評
価

の
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

CH
EC

K 
訓

練
評

価
 〇

訓
練

評
価

 
・

社
内

自
己

評
価

 
・

パ
ン

チ
リ

ス
ト

対
応

 
・

課
題

の
抽

出
，

原
因

分
析

，
対

策
案

検
討

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
※

訓
練

実
施

結
果

報
告

書
対

象
期

間
の

取
り

ま
と

め
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
20

23
年

度
訓

練
報

告
書

提
出

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
総

合
訓

練
実

施
8週

間
後

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

AC
TI

O
N 

改
善

実
施

 ○
20

23
年

度
訓

練
課

題
へ

の
対

策
（

改
善

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

AC
TI

O
N 

改
善

実
施

 〇
事

業
者

防
災

業
務

計
画

見
直

し
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
見

直
し

検
討

開
始

予
定

：
 

7月
 

施
行

予
定

 
 

 
 

 
：

１
０

月
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

PL
AN

 
訓

練
計

画
 〇

中
期

計
画

見
直

し
検

討
 

 
・

中
期

計
画

の
年

度
評

価
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
20

24
年

度
訓

練
計

画
策

定
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

D
O

 
訓

練
実

施
 〇

20
24

年
度

訓
練

実
施

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

▼
見

直
し

内
容

検
討

開
始

 

▽
訓

練
実

績
取

り
ま

と
め

開
始

※
 

▽
提

出
予

定
日

１
/1

9※
 

▼
提

出
日

5/
25

 

▼
前

回
訓

練
実

施
日

11
/1

5＝
課

題
発

生
日

 

▼
前

回
訓

練
実

施
日

11
/1

5＝
課

題
発

生
日

 

▼
中

期
計

画
見

直
し

 
▼

年
度

評
価

 

▼
年

度
計

画
策

定
 

▽
訓

練
実

施
予

定
日

11
/2

4＝
課

題
発

生
日

 
▽

原
因

分
析

，
対

策
検

討
，

対
策

方
針

検
討

開
始

 

▽
年

度
評

価
 

▽
策

定
 

▼
改

善
策

の
具

体
化

検
討

お
よ

び
対

策
実

施
 

▼
原

因
分

析
、

対
策

検
討

、
対

策
方

針
検

討
開

始
 

▽
検

証
予

定
日

11
/2

4 

▼
改

善
策

の
具

体
化

検
討

お
よ

び
対

策
実

施
 

▼
原

因
分

析
、

対
策

検
討

、
対

策
方

針
検

討
開

始
 

▽
検

証
予

定
日

11
/2

4 
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原
子

力
防

災
訓

練
評

価
シ

ー
ト

訓
練

項
目

：
総

合
防

災
訓

練
（

指
標

７
評

価
）

訓
練

実
施

日
：

2
0
2
3
年

1
1
月

2
4
日

評
価

員
氏

名
：

１
．

訓
練

計
画

書
記

載
事

項
（

指
標

７
対

応
）

訓
練

内
容

誰
が

【
評

価
対

象
者

】
い

つ
【

観
察

タ
イ

ミ
ン

グ
】

何
を

す
る

【
観

察
行

動
】

評
価

項
目

観
察

結
果

【
な

ぜ
で

き
た

，
な

ぜ
で

き
な

か
っ

た
か

に
つ

い
て

，
観

察
し

た
事

実
，

プ
レ

イ
ヤ

ー
へ

の
聞

き
取

り
等

を
元

に
記

載
】

評
価

175
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シ
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リ
オ

非
提

示
の

た
め

非
公

開



原
子

力
防

災
訓

練
評

価
シ

ー
ト

訓
練

内
容

誰
が

【
評

価
対

象
者

】
い

つ
【

観
察

タ
イ

ミ
ン

グ
】

何
を

す
る

【
観

察
行

動
】

評
価

項
目

観
察

結
果

【
な

ぜ
で

き
た

，
な

ぜ
で

き
な

か
っ

た
か

に
つ

い
て

，
観

察
し

た
事

実
，

プ
レ

イ
ヤ

ー
へ

の
聞

き
取

り
等

を
元

に
記

載
】

評
価

176

シ
ナ

リ
オ

非
提

示
の

た
め

非
公

開



原
子

力
防

災
訓

練
評

価
シ

ー
ト

訓
練

項
目

：
総

合
防

災
訓

練
（

本
部

卓
評

価
）

訓
練

実
施

日
：

2
0
2
3
年

1
1
月

2
4
日

評
価

員
氏

名
：

１
．

訓
練

計
画

書
（

別
紙

１
添

付
4
【

5
週

間
前

】
）

記
載

事
項

訓
練

内
容

誰
が

【
評

価
対

象
者

】
い

つ
【

観
察

タ
イ

ミ
ン

グ
】

何
を

す
る

【
観

察
行

動
】

評
価

項
目

観
察

結
果

【
な

ぜ
で

き
た

，
な

ぜ
で

き
な

か
っ

た
か

に
つ

い
て

，
観

察
し

た
事

実
，

プ
レ

イ
ヤ

ー
へ

の
聞

き
取

り
等

を
元

に
記

載
】

評
価

177

シ
ナ

リ
オ

非
提

示
の

た
め

非
公

開



原
子

力
防

災
訓

練
評

価
シ

ー
ト

訓
練

内
容

誰
が

【
評

価
対

象
者

】
い

つ
【

観
察

タ
イ

ミ
ン

グ
】

何
を

す
る

【
観

察
行

動
】

評
価

項
目

観
察

結
果

【
な

ぜ
で

き
た

，
な

ぜ
で

き
な

か
っ

た
か

に
つ

い
て

，
観

察
し

た
事

実
，

プ
レ

イ
ヤ

ー
へ

の
聞

き
取

り
等

を
元

に
記

載
】

評
価

178

シ
ナ

リ
オ

非
提

示
の

た
め

非
公

開



原
子

力
防

災
訓

練
評

価
シ

ー
ト

訓
練

内
容

誰
が

【
評

価
対

象
者

】
い

つ
【

観
察

タ
イ

ミ
ン

グ
】

何
を

す
る

【
観

察
行

動
】

評
価

項
目

観
察

結
果

【
な

ぜ
で

き
た

，
な

ぜ
で

き
な

か
っ

た
か

に
つ

い
て

，
観

察
し

た
事

実
，

プ
レ

イ
ヤ

ー
へ

の
聞

き
取

り
等

を
元

に
記

載
】

評
価

179

シ
ナ

リ
オ

非
提

示
の

た
め

非
公

開



原
子

力
防

災
訓

練
評

価
シ

ー
ト

訓
練

内
容

誰
が

【
評

価
対

象
者

】
い

つ
【

観
察

タ
イ

ミ
ン

グ
】

何
を

す
る

【
観

察
行

動
】

評
価

項
目

観
察

結
果

【
な

ぜ
で

き
た

，
な

ぜ
で

き
な

か
っ

た
か

に
つ

い
て

，
観

察
し

た
事

実
，

プ
レ

イ
ヤ

ー
へ

の
聞

き
取

り
等

を
元

に
記

載
】

評
価

180

シ
ナ

リ
オ

非
提

示
の

た
め

非
公

開



原
子

力
防

災
訓

練
評

価
シ

ー
ト

訓
練

内
容

誰
が

【
評

価
対

象
者

】
い

つ
【

観
察

タ
イ

ミ
ン

グ
】

何
を

す
る

【
観

察
行

動
】

評
価

項
目

観
察

結
果

【
な

ぜ
で

き
た

，
な

ぜ
で

き
な

か
っ

た
か

に
つ

い
て

，
観

察
し

た
事

実
，

プ
レ

イ
ヤ

ー
へ

の
聞

き
取

り
等

を
元

に
記

載
】

評
価

181

シ
ナ

リ
オ

非
提

示
の

た
め

非
公

開



1 

20
23

年
  

 ⽉
  

 ⽇
 

本
社

 訓
練

Ｗ
Ｇ

 

統
括

班
（

ER
C

対
応

）
 訓

練
チ

ェッ
ク

シ
ー

ト 

訓
練

⽇
︓

20
23

年
  

 ⽉
  

 ⽇
 

【
E

R
C

対
応

】
 

タス
ク

具
体

的
な

評
価

項
目

 
評

価
結

果
 

観
察

され
た

事
項

・気
付

き事
項

 
評

価
者

 

○
事

故
・プ

ラ
ン

ト
の

状
況

の
説

明

指
標

２
関

係
 

①
プ

ラン
トの

現
況

，
新

た
な

事
象

の
発

生
，

線
量

の
状

況
，

負
傷

者
の

発
生

等
に

つ
い

て
，

必
要

な
情

報
に

不
⾜

や
遅

れ
が

な
く，

積
極

的
に

ER
C

に
対

して
情

報
提

供
を

⾏
って

い
た

か
。

②
プ

ラン
ト状

況
に

つ
い

て
，

CO
P-

B
を

用
い

て
分

か
りや

す
く説

明
して

い
た

か
。

③
プ

ラン
ト状

況
が

変
化

した
場

合
に

，
そ

の
状

況
を

共
有

す
る

とと
も

に
，

そ
れ

に
伴

う変
化

（
事

象
進

展
・対

応
戦

略
へ

の
影

響
，

EA
L

の
発

出
等

）
に

つ
い

て
，

要
点

を
絞

って
説

明
し

て
い

た
か

。

④
全

般
を

通
じ

て
，

情
報

を
断

片
的

で
は

な
く，

適
時

に
施

設
全

体
の

状
況

を俯
瞰

した
説

明
を

ER
C

に
対

して
⾏

って
い

た
か

。

⑤
プ

ラン
ト状

況
の

説
明

に
つ

い
て

，
情

報
の

軽
重

を
踏

ま
え

て
要

点
を

絞
って

説
明

して
い

た
か

。

【
評

価
結

果
】

Ａ
：

良
好

 
Ｂ

：
一

部
に

改
善

事
項

が
見

ら
れ

る
が

，
お

お
む

ね
良

好
 

Ｃ
：

一
層

の
努

力
が

必
要

 
－

：
該

当
な

し
，

ま
た

は
確

認
で

き
ず
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2 

タス
ク 

具
体

的
な

評
価

項
目

 
評

価
結

果
 

観
察

され
た

事
項

・気
付

き事
項

 
評

価
者

 

○
事

故
収

束
対

応
戦

略
の

説
明

 

指
標

２
関

係
 

①
事

故
の

進
展

予
測

及
び

これ
を

踏
ま

え
た

事
故

収
束

に
向

け
た

対
応

戦
略

に
つ

い
て

，
必

要
な

情
報

に
不

⾜
や

遅
れ

が
な

く，
積

極
的

に
ER

C
に

対
して

情
報

提
供

を⾏
って

い
た

か
。 

 
 

 

②
事

故
収

束
対

応
戦

略
お

よ
び

事
象

進
展

予
測

に
つ

い
て

，
CO

P-
C

を用
い

て
分

か
りや

す
く説

明
して

い
た

か
。 

 
 

 

③
事

象
進

展
予

測
の

結
果

を
説

明
す

る
際

に
は

，
予

測
の

前
提

条
件

を含
め

て
説

明
して

い
た

か
。 

 
 

 

④
決

定
し

た
対

応
戦

略
を

説
明

す
る

際
に

，
そ

の
戦

略
を

採
用

し
た

理
由

に
つ

い
て

も
説

明
して

い
た

か
。 

 
 

 

○
戦

略
の

進
捗

状
況

の
説

明
 

指
標

２
関

係
 

①
事

故
収

束
に

向
け

た
対

応
戦

略
の

進
捗

状
況

に
つ

い
て

，
必

要
な

情
報

に
不

⾜
や

遅
れ

が
な

く，
積

極
的

に
ER

C
に

対
して

情
報

提
供

を
⾏

って
い

た
か

。 
 

 
 

②
対

応
戦

略
の

進
捗

状
況

（
実

績
や

⾒
込

み
）

に
つ

い
て

，
CO

P-
A

お
よ

び
CO

P-
D

を
用

い
て

分
か

りや
す

く説
明

して
い

た
か

。ま
た

，
前

回
か

らの
変

更
点

に
つ

い
て

適
切

に
説

明
で

き
て

い
た

か
。 

 

 

 

○
備

付
資

料
等

の
活

用
 

指
標

３
関

連
 

①
ER

C
備

付
資

料
を

活
用

し，
ER

C
と同

じ資
料

を⾒
な

が
ら情

報
共

有
を

⾏
って

い
た

か
。 

 
 

 

②
プ

ラン
ト状

況
，

戦
略

の
進

捗
状

況
に

変
化

が
あ

った
場

合
に

，
CO

P
に

⼿
書

き
で

最
新

情
報

を記
⼊

して
説

明
して

い
た

か
。 

 
 

 

【
評

価
結

果
】

Ａ
：

良
好

 
Ｂ

：
一

部
に

改
善

事
項

が
見

ら
れ

る
が

，
お

お
む

ね
良

好
 

Ｃ
：

一
層

の
努

力
が

必
要

 
－

：
該

当
な

し
，

ま
た

は
確

認
で

き
ず
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3 

タス
ク 

具
体

的
な

評
価

項
目

 
評

価
結

果
 

観
察

され
た

事
項

・気
付

き事
項

 
評

価
者

 

○
ER

C
か

らの
質

問
対

応
 

指
標

２
関

連
 

①
ER

C
プ

ラン
ト班

か
らの

質
問

事
項

に
つ

い
て

，
W

B
を

用
い

て
適

切
に

管
理

す
る

とと
も

に
，

ER
C

プ
ラン

ト班
と未

回
答

の
質

問
に

つ
い

て
確

認
を

⾏
って

い
た

か
。 

 

 

 

②
ER

C
か

らの
質

問
回

答
の

際
に

は
，

要
点

を
簡

潔
に

説
明

した
後

に
，

補
⾜

説
明

をす
る

こと
が

で
き

て
い

た
か

。 
 

 

 

○
通

信
機

器
の

操
作

 
①

通
信

機
器

（
テ

レ
ビ会

議
シ

ス
テ

ム
，

書
画

装
置

，
IP

電
話

等
）

の
操

作
に

つ
い

て
，

円
滑

に
対

応
して

い
た

か
。 

 

 

 

②
通

信
機

器
（

テ
レ

ビ会
議

シ
ス

テ
ム

，
書

画
装

置
，

IP
電

話
等

）
の

使
用

に
支

障
（

故
障

含
む

）
が

発
生

し
た

場
合

，
代

替
⼿

段
に

よ
る

対
応

等
，

適
切

に
リカ

バ
リが

で
き

て
い

た
か

。 
 

 

 

○
プ

ラ
ン

ト
情

報
表

⽰
シ

ス
テ

ム
の

活
用

 

指
標

３
関

係
 

①
プ

ラン
ト

情
報

表
⽰

シ
ス

テ
ム

（
ER

SS
訓

練
モ

ー
ド

，
模

擬
SP

D
S）

を
活

用
して

ER
C

へ
情

報
提

供
して

い
た

か
。 

 

 

 

 
 

【
評

価
結

果
】

Ａ
：

良
好

 
Ｂ

：
一

部
に

改
善

事
項

が
見

ら
れ

る
が

，
お

お
む

ね
良

好
 

Ｃ
：

一
層

の
努

力
が

必
要

 
－

：
該

当
な

し
，

ま
た

は
確

認
で

き
ず
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4 

タス
ク 

具
体

的
な

評
価

項
目

 
評

価
結

果
 

観
察

され
た

事
項

・気
付

き事
項

 
評

価
者

 

○
迅

速
な

通
報

・連
絡

の
実

施
 

指
標

４
関

連
 

①
EA

Lの
判

断
根

拠
に

つ
い

て
，

EA
L早

⾒
表

を
用

い
て

具
体

的
に

分
か

りや
す

くに
説

明
して

い
た

か
。 

 

 

 

②
初

発
の

SE
お

よ
び

GE
に

係
る

ER
C

対
応

室
に

よる
第

一
報

の
発

話
か

ら間
をお

か
ず

，
速

や
か

に
10

条
確

認
／

15
条

認
定

会
議

が
開

催
で

き
た

か
。 

 
対

応
時

刻
 

（第
一

報発
話

）
SE

︓
  

  
  

GE
︓

 
（

本
部

判
断

）
SE

︓
  

  
  

GE
︓

 
（

会
議

開
催

）
10条

︓
  

  
  

15条
︓

 

 

③
10

条
確

認
／

15
条

認
定

会
議

に
お

い
て

，
対

応
者

は
速

や
か

に
対

応
し，

発
生

事
象

・進
展

予
測

・事
故

収
束

対
応

の
説

明
を

適
切

に
実

施
して

い
た

か
。 

 

    【対
応

者
】 

  
  

  
  

  
  

  
（

確
認

、認
定

時刻
）

10条
︓

  
  

  
15条

︓
 

 

 
 

【
評

価
結

果
】

Ａ
：

良
好

 
Ｂ

：
一

部
に

改
善

事
項

が
見

ら
れ

る
が

，
お

お
む

ね
良

好
 

Ｃ
：

一
層

の
努

力
が

必
要

 
－

：
該

当
な

し
，

ま
た

は
確

認
で

き
ず
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5 

タス
ク 

具
体

的
な

評
価

項
目

 
評

価
結

果
 

観
察

され
た

事
項

・気
付

き事
項

 
評

価
者

 

○
その

他
 

①
訓

練
全

体
を

通
して

「で
す

・ま
す

」調
で

説
明

を
⾏

い
，

要
点

を
簡

潔
明

瞭
に

説
明

で
き

て
い

た
か

。 
 

 

 

②
SE

，
GE

の
回

避
を目

的
とす

る
の

で
は

な
く，

プ
ラン

トの
安

定
収

束
に

向
け

た
対

応
方

針
を

説
明

して
い

た
か

。 
 

 

 

③
モ

ニ
タリ

ン
グ

ポ
ス

トの
指

⽰
値

が
上

昇
す

る
場

⾯
に

お
い

て
，

風
向

き
と上

昇
が

予
測

され
る

モ
ニ

タリ
ン

グ
ポ

ス
トに

つ
い

て
も

情
報

提
供

して
い

た
か

。 
 

 

 

④
新

た
な

EA
L

事
象

の
発

生
や

プ
ラン

ト事
象

で
重

要
な

局
⾯

が
生

じた
情

報
を

⼊
⼿

した
際

に
は

，
ER

C
か

らの
質

問
回

答
等

の
対

応
を

中
断

し
て

も
，

タ
イ

ム
リー

な
事

象
進

展
の

情
報

を
ER

C
に

伝
え

て
い

た
か

。 

 

 

 

⑤
ER

C
との

情
報

共
有

に
つ

い
て

，
資

料
の

提
供

，
補

⾜
説

明
，

質
問

回
答

等
，

ER
C

リエ
ゾ

ン
と協

調
して

説
明

を
⾏

って
い

た
か

。 
 

 

 

○
ER

C
総

括
 

課
題

検
証

 

①
コン

タク
トパ

ー
ソ

ンが
実

施
す

る
規

制
庁

ER
C

プ
ラン

ト班
との

情
報

共
有

の
全

体
状

況
を

把
握

し、
情

報
共

有
に

不
⾜

が
あ

れ
ば

コン
タク

トに
対

し、
追

加
で

説
明

す
る

よ
う指

⽰
して

い
た

か
。 

 

 

 

以
上

 

【
評

価
結

果
】

Ａ
：

良
好

 
Ｂ

：
一

部
に

改
善

事
項

が
見

ら
れ

る
が

，
お

お
む

ね
良

好
 

Ｃ
：

一
層

の
努

力
が

必
要

 
－

：
該

当
な

し
，

ま
た

は
確

認
で

き
ず
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No
.

指
標

項
目

訓
練

に
お

け
る

気
付

き
事

項
等

対
応

方
針

実
施

時
期

目
標

ス
テ

ー
タス

1
指

標
２

指
標

４
社

内
評

価
者

・視
察

者
本

部
卓

に
お

け
る

EA
L最

終
確

認
者

は
現

状
、副

本
部

⻑
で

あ
る

が
、タ

ス
クの

量
を

考
え

る
と

⾒
直

しの
余

地
が

あ
る

。

EA
L判

定
ツー

ル
を

整
備

し、
教

育
訓

練
に

係
る

方
針

書
に

基
づ

き
、教

育
等

を
実

施
中

。
20

23
年

度
総

合
防

災
訓

練
に

お
い

て
、ツ

ー
ル

を
使

用
した

EA
L判

断
が

適
切

に
⾏

え
る

こと
を

、E
AL

判
断

場
⾯

に
お

い
て

検
証

して
い

る
。

20
23

/1
1/

24
検

証
待

ち

2
指

標
２

指
標

４
社

内
評

価
者

・視
察

者
緊

急
時

対
策

本
部

全
体

で
EA

L該
当

の
判

断
要

素
を

タイ
ム

リー
か

つ
容

易
に

把
握

可
能

と
な

って
い

な
い

た
め

共
有

方
法

改
善

の
余

地
が

あ
る

。
No

.1
で

整
理

20
23

/1
1/

24
検

証
待

ち

3
指

標
２

指
標

４
社

内
評

価
者

・視
察

者
緊

急
時

対
策

本
部

の
要

員
に

対
す

る
、E

AL
判

断
に

関
わ

る
周

知
・教

育
方

法
に

改
善

の
余

地
が

あ
る

。
No

.1
で

整
理

20
23

/1
1/

24
検

証
待

ち

4
指

標
２

指
標

４
社

外
評

価
者

・視
察

者

（
他

電
⼒

評
価

者
の

コメ
ント

）
A/

B-
SR

V論
理

回
路

の
不

具
合

に
よ

り減
圧

で
き

な
い

状
況

下
で

、⾼
圧

注
⽔

が
す

べ
て

喪
失

した
際

、S
E2

2と
GE

22
を

同
時

に
発

出
す

る
必

要
が

あ
った

が
、G

E2
2に

つ
い

て
、当

初
本

部
で

判
断

せ
ず

、総
本

部
の

指
摘

に
よ

り、
遅

れ
て

判
断

した
。

No
.1

で
整

理
20

23
/1

1/
24

検
証

待
ち

5
指

標
２

指
標

４
社

外
評

価
者

・視
察

者

（
他

電
⼒

評
価

者
の

コメ
ント

）
・E

AL
に

関
す

る
意

⾒
具

申
は

，
プ

ラン
ト監

視
班

か
ら意

⾒
具

申
され

て
い

る
場

合
と，

副
本

部
⻑

か
ら意

⾒
具

申
され

て
い

る
場

合
が

あ
った

。
・副

本
部

⻑
が

意
⾒

具
申

した
EA

Lに
つ

い
て

本
来

誰
が

意
⾒

具
申

す
べ

き
で

あ
った

か
は

確
認

で
き

な
か

った
。

No
.1

で
整

理
20

23
/1

1/
24

検
証

待
ち

6
指

標
２

指
標

４
パ

ンチ
リス

ト

［
パ

ンチ
リス

ト№
２

］
A-

RH
R停

止
か

ら3
0分

後
の

１
４

︓
２

５
に

SE
が

発
生

す
る

、と
い

う認
識

を
現

場
で

は
き

ち
ん

と共
有

出
来

て
い

た
の

で
しょ

うか
。当

初
の

説
明

で
は

、3
0分

を
オ

ー
バ

ー
して

い
る

の
に

も
関

わ
らず

、G
TG

の
つ

な
ぎ

込
み

（
A-

RH
R復

旧
）

が
14

︓
30

の
予

定
、と

だ
け

説
明

を
受

け
て

い
た

。

⇒
SE

23
の

判
断

に
お

い
て

、発
電

所
と本

社
との

EA
Lの

判
断

要
素

の
認

識
共

有
が

不
⾜

して
い

た
。

No
.1

で
整

理
20

23
/1

1/
24

検
証

待
ち

7
指

標
２

指
標

４
パ

ンチ
リス

ト

［
パ

ンチ
リス

ト№
４

］
RC

IC
トリ

ップ
に

つ
い

て
、（

低
圧

系
は

ま
だ

⼊
る

圧
⼒

で
は

な
い

の
で

）
トリ

ップ
した

時
点

で
SE

２
２

だ
け

で
な

く、
GE

２
２

も
同

時
に

発
生

、と
言

う判
断

を
す

べ
き

で
あ

った
と思

わ
れ

る
が

、な
ぜ

当
初

は
SE

22
だ

け
の

発
生

、と
判

断
した

の
で

しょ
うか

。H
PA

Cに
期

待
した

の
で

しょ
うか

︖
で

あ
った

とし
て

も
、S

E2
3の

時
の

よ
うな

猶
予

ル
ー

ル
な

ん
て

無
い

は
ず

な
の

で
は

な
い

で
す

し、
そも

そも
SE

22
の

判
断

基
準

に
HP

AC
注

⽔
不

可
も

⼊
って

い
ま

す
。

ま
た

SE
/G

E判
断

も
重

要
で

す
が

、C
O

Pの
C-

1や
B-

1が
き

ち
ん

と共
有

出
来

て
い

た
ら、

あ
の

時
点

で
の

炉
へ

の
注

⽔
は

RC
IC

だ
け

で
、R

CI
Cが

トリ
ップ

した
ら、

炉
に

注
⽔

で
き

る
⼿

段
は

、
減

圧
され

る
ま

で
は

失
わ

れ
る

、と
い

うこ
とは

理
解

され
、認

識
が

共
有

され
て

い
る

べ
き

だ
った

の
で

は
な

い
で

しょ
うか

。原
因

究
明

の
上

、対
応

され
た

い
。（

個
⼈

の
教

育
や

CO
Pを

よ
り分

か
りや

す
くす

る
こと

も
あ

る
で

しょ
うが

、情
報

が
輻

輳
し、

緊
迫

感
も

あ
る

中
で

一
⼈

で
の

理
解

・判
断

が
難

しい
とき

も
あ

る
で

しょ
うし

、組
織

とし
て

対
応

す
る

こと
も

含
め

ご
検

討
して

み
て

は
い

か
が

で
しょ

うか
）

No
.1

で
整

理
20

23
/1

1/
24

検
証

待
ち
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No
.

指
標

項
目

訓
練

に
お

け
る

気
付

き
事

項
等

対
応

方
針

実
施

時
期

目
標

ス
テ

ー
タス

8
指

標
２

指
標

４
パ

ンチ
リス

ト

［
パ

ンチ
リス

ト№
12

］
13

:5
5外

的
事

象
に

よ
る

AL
判

断
、同

時
刻

SB
O

判
断

を
経

て
14

:2
5に

SE
-2

5及
び

SE
-

23
に

⾄
る

予
測

が
本

部
席

で
共

有
され

た
。1

4:
33

に
AL

-2
5及

び
SE

-2
5が

判
断

され
て

い
た

が
、本

部
席

で
の

遣
り取

り、
本

部
⻑

と総
本

部
との

遣
り取

りを
経

て
14

:5
1に

取
り消

しと
さ

れ
た

件
に

つ
い

て
は

、本
部

席
に

お
け

る
状

況
判

断
が

混
乱

して
い

た
とい

うマ
イナ

ス
⾯

と、
疑

義
が

確
認

され
た

際
に

は
、適

宜
に

軌
道

修
正

を
⾏

って
い

くと
い

うプ
ラス

⾯
が

あ
る

こと
を

確
認

し
た

。

⇒
緊

急
用

M
/C

が
使

用
可

能
な

状
態

に
お

い
て

、一
時

的
に

⾮
常

用
交

流
⺟

線
か

らの
電

気
の

供
給

が
停

止
した

と誤
認

し、
AL

25
、S

E2
5を

誤
って

判
断

した
。ま

た
、本

部
内

の
誰

も
誤

りを
指

摘
しな

か
った

。

No
.1

で
整

理
20

23
/1

1/
24

検
証

待
ち

9
指

標
３

社
内

評
価

者
・視

察
者

傷
病

者
、火

災
対

応
等

の
発

生
等

の
連

絡
に

関
して

、本
部

に
発

話
す

べ
き

事
項

は
明

確
に

な
って

い
る

も
の

の
、発

電
所

内
外

へ
の

具
体

的
な

共
有

方
法

が
整

理
され

て
い

な
い

。

発
電

所
の

⼈
的

リソ
ー

ス
の

一
元

管
理

を
⾏

うこ
とが

で
き

る
よ

うツ
ー

ル
を

検
討

し、
20

23
年

度
要

素
訓

練
に

お
い

て
検

証
を

⾏
った

。
―

完

10
指

標
3

社
内

評
価

者
・視

察
者

ブ
リー

フィ
ング

時
に

は
、現

場
状

況
の

把
握

の
た

め
司

会
者

（
副

本
部

⻑
）

か
ら可

搬
型

設
備

の
準

備
状

況
や

支
援

組
織

か
らの

情
報

を
問

うル
ー

ル
とし

て
い

る
が

確
認

され
な

い
こと

こと
が

あ
り、

ブ
リー

フィ
ング

の
進

め
方

が
本

部
員

に
浸

透
して

い
な

い
と感

じた
。

ブ
リー

フィ
ング

、戦
略

会
議

の
進

め
方

や
、E

AL
判

断
時

の
ル

ー
ル

を
い

つ
で

も
参

照
可

能
な

よ
う、

資
料

を
整

理
し、

本
部

卓
に

配
備

す
る

よ
う⾒

直
した

。
―

完

11
指

標
3

プ
レ

イヤ
ー

技
術

班
内

で
作

成
した

情
報

連
絡

票
デ

ー
タは

、予
測

シ
ー

ト内
に

分
散

整
理

し、
複

数
の

場
所

で
保

存
して

い
る

が
、時

系
列

シ
ス

テ
ム

に
、⼊

⼒
す

る
際

、ど
の

情
報

連
絡

票
の

デ
ー

タを
⼊

⼒
す

べ
き

か
が

分
か

り難
い

状
況

に
あ

る
。

情
報

連
絡

票
毎

に
情

報
連

絡
票

デ
ー

タを
分

割
して

、1
カ所

に
保

存
す

る
運

用
とし

、当
該

運
用

を
技

術
班

の
⼿

引
き

に
記

載
した

。
―

完

12
指

標
3

プ
レ

イヤ
ー

燃
料

プ
ー

ル
の

漏
え

い
量

に
対

して
、準

備
す

る
⼿

段
の

注
⽔

量
が

十
分

か
を

、本
部

内
に

共
有

しな
か

った
。

（
地

震
が

起
こり

、漏
え

い
量

が
増

え
た

以
降

は
、準

備
中

の
大

量
送

⽔
⾞

で
は

容
量

が
⾜

りな
い

とわ
か

って
い

た
が

、原
⼦

炉
側

の
対

応
が

優
先

で
あ

り、
大

量
送

⽔
⾞

準
備

の
余

裕
は

な
い

と
判

断
し、

情
報

共
有

しな
か

った
。）

燃
料

プ
ー

ル
の

漏
え

い
量

に
対

して
、準

備
す

る
⼿

段
の

注
⽔

量
が

十
分

か
を

、本
部

内
に

共
有

す
る

方
向

で
検

討
して

い
る

。

20
23

/1
1/

24
検

証
待

ち

13
指

標
3

プ
レ

イヤ
ー

発
生

事
象

の
把

握
の

た
め

ホ
ワ

イト
ボ

ー
ドに

整
理

して
い

る
が

、プ
ラン

ト監
視

班
で

整
理

し全
体

共
有

して
い

る
「事

象
時

系
列

」と
内

容
が

重
複

す
る

た
め

把
握

方
法

を
⾒

直
す

べ
き

。

発
生

事
象

を
「事

象
時

系
列

」で
把

握
す

る
運

用
に

つ
い

て
、技

術
班

員
に

周
知

した
。

―
完

14
指

標
3

プ
レ

イヤ
ー

予
測

結
果

を
本

部
内

へ
共

有
す

る
際

に
は

、予
測

結
果

の
値

だ
け

を
報

告
し、

不
確

実
性

が
あ

る
こと

に
は

言
及

して
い

な
か

った
。

予
測

の
不

確
実

性
を

減
らす

⼿
段

とし
て

は
、傾

向
が

変
わ

った
都

度
の

迅
速

な
再

評
価

が
挙

げ
られ

る
た

め
、そ

の
対

応
を

とる
運

用
とし

、当
該

運
用

を
技

術
班

の
⼿

引
き

に
記

載
した

。
―

完

15
指

標
3

プ
レ

イヤ
ー

支
援

班
（

医
療

隊
）

と放
管

班
で

傷
病

者
の

対
応

す
る

うえ
で

、お
互

い
の

班
が

、知
り得

た
情

報
を

時
系

列
管

理
シ

ス
テ

ム
に

⼊
⼒

す
る

に
留

ま
って

お
り、

本
部

側
で

知
りた

い
情

報
が

整
理

さ
れ

され
て

い
な

い
。

支
援

班
と放

管
班

の
間

で
、必

要
に

応
じ情

報
共

有
を

⾏
うよ

うに
新

た
め

て
周

知
した

。
総

合
防

災
訓

練
に

お
い

て
、両

班
の

連
携

が
で

き
て

い
る

か
を

観
察

す
る

。
20

23
/1

1/
24

検
証

待
ち

16
指

標
3

プ
レ

イヤ
ー

⼟
砂

災
害

の
影

響
有

無
を

確
認

中
に

、影
響

評
価

され
て

い
な

い
ア

クセ
ス

ル
ー

トが
CO

P(
D)

上
で

は
使

用
可

能
な

よ
うに

表
⽰

され
て

い
た

。

CO
P⼊

⼒
者

に
対

して
、各

指
揮

命
令

訓
練

を
通

して
習

熟
を

図
って

い
る

。
総

合
防

災
訓

練
に

お
い

て
、問

題
な

く活
動

で
き

る
か

を
観

察
に

よ
り確

認
す

る
。

20
23

/1
1/

24
検

証
待

ち

17
指

標
3

プ
レ

イヤ
ー

支
援

棟
（

免
震

重
要

棟
）

の
要

員
が

⼊
⼿

した
情

報
（

ポ
ス

ト、
エ

リア
、排

気
筒

モ
ニタ

、気
象

デ
ー

タ）
の

一
部

で
時

系
列

管
理

シ
ス

テ
ム

に
⼊

⼒
で

き
て

い
な

い
も

の
が

あ
った

。

チ
ャッ

ト対
応

者
お

よ
び

その
補

佐
役

の
再

配
置

に
つ

い
て

検
討

した
。

総
合

防
災

訓
練

に
お

い
て

、問
題

な
く活

動
で

き
る

か
を

観
察

に
よ

り確
認

す
る

。
20

23
/1

1/
24

検
証

待
ち

18
指

標
3

プ
レ

イヤ
ー

放
管

班
か

ら中
央

制
御

室
に

派
遣

した
要

員
か

らの
情

報
が

、緊
急

時
対

策
所

側
に

定
期

的
に

報
告

され
な

か
った

。

チ
ャッ

ト対
応

者
お

よ
び

その
補

佐
役

の
再

配
置

に
つ

い
て

検
討

した
。

総
合

防
災

訓
練

に
お

い
て

、問
題

な
く活

動
で

き
る

か
を

観
察

に
よ

り確
認

す
る

。
20

23
/1

1/
24

検
証

待
ち

188



No
.

指
標

項
目

訓
練
に
お
け
る
気
付
き
事
項
等

対
応
方
針

実
施
時
期
目
標

ス
テ
ー
タス

19
指
標
3

プ
レ
イヤ
ー

汚
染
傷
病
者
の
情
報
（
発
⽣
場
所
、搬

出
場
所
等
）
が
タイ
ム
リー
に
時
系
列
管
理
シ
ス
テ
ム

に
⼊
⼒
され
て
い
な
か
った
。

ま
た
、誤

った
情
報
に
よ
り緊

急
時
対
策
本
部
か
らの
現
場
対
応
要
員
へ
の
指
示
に
混
乱
が
⽣
じ

た
。

チ
ャッ
ト対

応
者
お
よ
び
その
補
佐
役
の
再
配
置
に
つ
い
て
検
討
した
。

総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、問

題
な
く活
動
で
き
る
か
を
観
察
に
よ
り確

認
す
る
。

20
23
/1
1/
24

検
証
待
ち

20
指
標
3

社
内
評
価
者
・視
察
者

傷
病
者
等
の
情
報
な
情
報
の
発
話
者
、発

話
内
容
の
軽
重
が
付
け
られ
ず
に
、詳

細
な
情
報
ま

で
発
話
す
る
こと
で
時
間
を
要
して
い
る
。

発
電
所
の
人
的
リソ
ー
ス
の
⼀
元
管
理
を
⾏
うこ
とが
で
き
る
よ
うツ
ー
ル
を
検
討
し、
20
23
年
度

要
素
訓
練
に
お
い
て
検
証
を
⾏
った
。

―
完

21
指
標
3

プ
レ
イヤ
ー

人
身
災
害
の
情
報
に
つ
い
て
、本

部
卓
で
発
話
（
３
名
負
傷
）
が
あ
った
が
、チ
ャッ
トシ
ス
テ
ム

で
は
２
名
の
情
報
しか
⼊
って
お
らず
、正

確
な
負
傷
者
数
が
分
か
らな
か
った
。ま
た
救
急
⾞
の

要
請
を
した
か
どう
か
、３

人
目
の
負
傷
者
の
状
況
等
に
つ
い
て
情
報
が
な
か
った
。

火
災
に
つ
い
て
も
、情

報
（
火
災
の
発
⾒
時
間
、⾃

衛
消
防
隊
の
出
動
有
無
、消

防
署
へ
の
連

絡
有
無
等
）
が
す
ぐに
時
系
列
管
理
シ
ス
テ
ム
に
反
映
され
て
い
な
か
った
。

発
電
所
の
人
的
リソ
ー
ス
の
⼀
元
管
理
を
⾏
うこ
とが
で
き
る
よ
うツ
ー
ル
を
検
討
し、
20
23
年
度

要
素
訓
練
に
お
い
て
検
証
を
⾏
った
。

火
災
に
関
す
る
情
報
を
チ
ャッ
トシ
ス
テ
ム
に
登
録
で
き
る
よ
うに
復
旧
班
の
活
動
体
制
を
⾒
直

し、
本
部
に
火
災
情
報
を
⼊
⼒
す
る
要
員
を
配
備
す
る
よ
うに
「緊
急
時
対
応
に
関
す
る
ガ
イド

（
復
旧
班
）
」に
反
映
した
。（

２
０
２
３
年
１
⽉
２
７
⽇
改
訂
）

―
完

22
指
標
３

社
外
評
価
者
・視
察
者

（
他
電
⼒
評
価
者
の
コメ
ント
）

傷
病
者
に
対
す
る
本
部
か
らの
速
や
か
な
対
応
が
され
て
い
な
い
よ
うに
⾒
え
た
。

発
電
所
の
人
的
リソ
ー
ス
の
⼀
元
管
理
を
⾏
うこ
とが
で
き
る
よ
うツ
ー
ル
を
検
討
し、
20
23
年
度

要
素
訓
練
に
お
い
て
検
証
を
⾏
った
。

―
完

23
指
標
3

パ
ンチ
リス
ト

（
ア
ンケ
ー
ト№

２
）

負
傷
者
情
報
の
追
加
が
な
か
った
。リ
エ
ゾ
ンに
も
情
報
が
き
て
い
な
か
った

負
傷
者
の
発
⽣
時
、ま
た
負
傷
者
に
対
す
る
対
応
結
果
に
つ
い
て
、発

電
所
本
部
内
で
は
発
話

が
出
来
て
い
た
が
、社

内
で
の
更
な
る
情
報
共
有
の
た
め
、新

た
に
整
理
した
「発
電
所
の
人
的
リ

ソ
ー
ス
の
⼀
元
管
理
を
⾏
うこ
とが
で
き
る
よ
うツ
ー
ル
」に
よ
り情

報
を
把
握
可
能
とし
た
。

―
完

24
指
標
４

プ
レ
イヤ
ー

⼀
⻫
招
集
メー
ル
の
送
信
時
に
、送

信
ひ
な
型
を
含
め
た
全
体
の
ダブ
ル
チ
ェッ
クを
せ
ず
、緊

急
時
⾮
常
体
制
を
緊
急
時
特
別
⾮
常
体
制
で
送
って
しま
った
。

「訓
練
気
付
き
事
例
集
」に
イン
プ
ット
し、
情
報
管
理
班
、通

報
班
要
員
へ
共
有
した
。

―
完

25
指
標
４

プ
レ
イヤ
ー

⼀
⻫
通
報
シ
ス
テ
ム
の
宛
先
名
称
で
15
分
以
内
に
着
信
確
認
を
す
る
対
象
箇
所
が
識
別
で
き

る
よ
う、
名
称
登
録
を
⾒
直
して
は
どう
か
。

⼀
⻫
通
報
シ
ス
テ
ム
の
宛
先
名
称
で
15
分
以
内
に
着
信
確
認
を
す
る
対
象
箇
所
の
識
別
（
表

示
）
方
法
に
つ
い
て
、検

討
して
い
る
。

20
23
/1
1/
24

検
証
待
ち

26
指
標
6

社
内
評
価
者
・視
察
者

ペ
ー
ジ
ング
設
備
に
つ
い
て
、支

援
棟
（
免
震
重
要
棟
）
と緊

急
時
対
策
所
の
間
で
通
話
が
で

き
な
い
等
の
設
備
上
の
問
題
が
あ
り、
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

20
23
年
度
要
素
訓
練
に
お
い
て
複
数
回
、放

送
装
置
の
⾳
響
の
状
況
を
確
認
した
。

結
果
、免

震
重
要
棟
の
⼀
部
の
部
屋
に
お
い
て
、ペ
ー
ジ
ング
の
⾳
声
が
若
⼲
⼩
さい
こと
を
確

認
した
た
め
、今

後
、最

適
化
を
⾏
って
い
く。

20
24
/3
/3
1

検
討
中

27
指
標
6

社
内
評
価
者
・視
察
者

使
⽤
で
き
な
い
PH
Sの
代
替
とし
た
構
内
放
送
装
置
（
ペ
ー
ジ
ング
）
の
ス
ピー
カ⾳

量
が
⼤
き

く、
緊
急
時
対
策
本
部
で
の
戦
略
検
討
に
影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と感

じた
。

No
.2
6で
整
理

―
完

28
指
標
6

プ
レ
イヤ
ー

活
動
中
の
飲
⾷
物
が
どの
よ
うに
配
布
され
る
の
か
、ま
た
は
どの
よ
うに
取
りに
⾏
くか
運
⽤
が
把

握
で
き
て
い
な
い
た
め
、運

⽤
の
周
知
、訓

練
で
の
検
証
が
必
要
と考

え
る
。

飲
⾷
物
は
、各

班
の
ロジ
要
員
に
免
震
棟
ま
で
取
りに
来
て
も
らい
、各

班
で
配
布
を
して
も
らう

運
⽤
で
あ
る
が
、訓

練
に
お
い
て
検
証
す
る
よ
う進

め
て
い
る
。

20
24
/3
/3
1

検
討
中

29
指
標
6

プ
レ
イヤ
ー

今
回
、現

場
（
本
館
建
物
）
との
連
絡
手
段
とし
て
ペ
ー
ジ
ング
を
使
⽤
した
が
、支

援
棟
（
免

震
重
要
棟
）
の
対
応
箇
所
に
ペ
ー
ジ
ング
セ
ット
が
1つ
しか
な
か
った
。

免
震
重
要
棟
に
お
い
て
ペ
ー
ジ
ング
が
聞
き
取
り難

か
った
。

No
.2
6で
整
理

20
24
/3
/3
1

検
討
中

30
指
標
6

プ
レ
イヤ
ー

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
到
着
確
認
の
連
絡
対
応
を
⾏
て
い
る
が
、連

絡
時
の
質
問
対
応
の
場
面
を
訓
練
で

扱
って
は
どう
か
。

広
報
班
と質

問
対
応
の
運
⽤
に
つ
い
て
検
討
して
い
る
。

20
23
/1
1/
24

検
証
待
ち

31
指
標
7

プ
レ
イヤ
ー

原
⼦
⼒
災
害
と火

災
が
重
複
した
際
の
⾃
衛
消
防
隊
の
装
備
の
明
確
化
（
放
射
線
管
理

リュ
ック
の
必
要
性
）
に
つ
い
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

総
合
消
防
訓
練
に
て
連
絡
体
制
等
を
整
理
す
る
方
向
で
対
応
を
進
め
て
い
る
。

20
23
/1
2/
8

検
証
待
ち

32
指
標
7

プ
レ
イヤ
ー

Ｅ
Ｍ
Ｃ
派
遣
要
員
が
到
着
した
か
等
、派

遣
者
の
活
動
に
係
る
情
報
が
分
か
り難

か
った
の
で
、

時
系
列
管
理
シ
ス
テ
ム
に
⼊
⼒
が
必
要
と感

じた
。

訓
練
手
引
書
へ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
の
派
遣
状
況
(チ
ャッ
トへ
の
⼊
⼒
項
目
を
記
載
)に
つ
い
て
追
記
す
る
。

20
23
/1
1/
24

検
証
待
ち
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No
.

指
標

項
目

訓
練
に
お
け
る
気
付
き
事
項
等

対
応
方
針

実
施
時
期
目
標

ス
テ
ー
タス

33
指
標
7

社
外
評
価
者
・視
察
者

（
他
電
⼒
評
価
者
の
コメ
ント
）

排
煙
対
応
の
た
め
補
助
盤
室
に
ファ
ンを
設
置
す
る
際
、扉

の
温
度
確
認
を
して
い
な
か
った
。ま

た
、扉

を
微
開
とせ
ず
開
放
、⼊

室
す
る
隊
員
の
み
マ
ス
ク着

⽤
、周

囲
の
要
員
は
マ
ス
クを
して

い
な
い
。

火
災
防
護
教
育
の
中
で
、実

発
災
を
想
定
した
火
災
現
場
へ
の
進
⼊
方
法
等
対
応
を
周
知
を

⾏
った
。

―
完

34
指
標
7

社
内
評
価
者
・視
察
者

排
煙
⽤
蛇
腹
ホ
ー
ス
を
引
き
伸
ば
す
際
、複

数
の
扉
を
開
状
態
に
固
定
す
る
必
要
が
あ
った
が
、

専
⽤
の
資
材
が
な
く時
間
を
要
して
い
た
。（

訓
練
で
は
、蛇

腹
ホ
ー
ス
を
括
って
い
る
ロー
プ
を
使

⽤
し臨

機
応
変
な
対
応
が
で
き
た
。）

火
災
防
護
教
育
の
中
で
、実

発
災
を
想
定
した
火
災
現
場
へ
の
進
⼊
方
法
等
対
応
を
周
知
を

⾏
った
。

―
完

35
指
標
7

社
内
評
価
者
・視
察
者

負
傷
者
を
ス
トレ
ッチ
ャー
か
ら⾞

両
に
移
す
際
、ス
トレ
ッチ
ャー
の
脚
部
分
が
うま
くた
た
ず
に
、苦

労
して
い
た
。機

材
の
使
⽤
方
法
の
習
熟
が
必
要
で
は
な
い
か
。

要
素
訓
練
の
都
度
、訓

練
前
に
ス
トレ
ッチ
ャー
⾞
の
操
作
訓
練
を
実
施
す
る
よ
う運

⽤
を
⾒
直

した
。

―
完

36
指
標
９

社
外
評
価
者
・視
察
者

北
陸
電
⼒
との
電
源
⾞
訓
練
に
お
い
て
、現

場
出
動
前
の
ブ
リー
フィ
ング
の
内
容
が
、現

場
活

動
内
容
を
主
とし
た
も
の
で
、プ
ラン
ト情

報
（
構
内
配
置
や
プ
ラン
ト状

況
）
は
簡
単
に
済
ま
せ

て
い
た
。

＜
Ｎ
Ｒ
Ａ
現
地
コメ
ント
　⼀

部
加
筆
＞

外
部
か
らの
支
援
要
員
に
対
して
、プ
ラン
ト情

報
を
説
明
す
る
場
所
は
、後

方
支
援
拠
点
とな

る
が
、2
02
2年

度
で
は
、こ
の
場
所
で
の
対
応
を
割
愛
した
た
め
、当

該
気
づ
き
が
挙
が
った
と整

理
した
。

⼀
方
で
、状

況
把
握
は
、構

外
か
ら発

電
所
に
、社

員
が
参
集
す
る
際
に
も
必
要
で
あ
る
た
め
、

運
⽤
を
検
討
し、
参
集
拠
点
を
使
⽤
した
要
素
訓
練
の
際
に
、参

集
拠
点
の
要
員
が
、参

照
可

能
な
情
報
か
ら次

の
事
項
を
把
握
で
き
る
こと
を
確
認
した
。

（
１
）
構
内
配
置
の
状
況
（
ア
クセ
サ
ル
ー
ト、
可
搬
機
器
配
置
、が
れ
き
の
状
況
等
）

（
２
）
プ
ラン
ト状

況
（
EA
Lの
状
況
、炉

心
の
状
態
等
）

―
完

37
指
標
９

社
内
評
価
者
・視
察
者

前
線
指
揮
所
の
位
置
は
、当

直
⻑
が
決
定
し、
①
当
直
⻑
⇒
消
防
チ
ー
ム
班
⻑
、②

当
直
⻑

⇒
連
絡
責
任
者
⇒
⾃
衛
消
防
隊
⻑
の
連
絡
系
統
で
共
有
され
る
。

今
回
の
訓
練
で
は
、原

⼦
⼒
災
害
に
伴
う体

制
構
築
後
に
火
災
が
発
⽣
し、
連
絡
責
任
者
が

不
在
とな
った
こと
か
ら、
⾃
衛
消
防
隊
⻑
に
前
線
指
揮
所
の
位
置
が
共
有
され
な
か
った
。

総
合
消
防
訓
練
に
て
連
絡
体
制
を
整
理
す
る
方
向
で
対
応
を
進
め
て
い
る
。

20
23
/1
2/
8

検
証
待
ち

38
指
標
９

社
内
評
価
者
・視
察
者

緊
急
時
対
策
本
部
お
よ
び
⾃
衛
消
防
隊
(消
防
チ
ー
ム
含
む
)は
、設

備
情
報
（
プ
ラン
ト状

態
）
を
踏
ま
え
た
消
火
戦
略
（
放
⽔
不
可
の
機
器
等
）
が
共
有
で
き
て
い
な
い
。

総
合
消
防
訓
練
に
て
連
絡
体
制
を
整
理
す
る
方
向
で
対
応
を
進
め
て
い
る
。

20
23
/1
2/
8

検
証
待
ち

39
指
標
９

社
内
評
価
者
・視
察
者

消
防
チ
ー
ム
は
、消

火
活
動
準
備
開
始
後
の
対
応
とし
て
、⾃

衛
消
防
隊
副
隊
⻑
の
指
示
を
受

け
て
、必

要
な
消
火
活
動
準
備
（
ホ
ー
ス
展
張
等
）
を
実
施
した
が
、放

⽔
不
可
の
機
器
が
あ

る
か
を
再
確
認
した
ほ
うが
よ
い
。

総
合
消
防
訓
練
に
て
連
絡
体
制
を
整
理
す
る
方
向
で
対
応
を
進
め
て
い
る
。

20
23
/1
2/
8

検
証
待
ち

40
指
標
９

社
内
評
価
者
・視
察
者

現
在
の
警
備
班
の
手
順
書
で
は
、防

災
体
制
発
令
時
の
出
⼊
は
、主

に
消
防
や
警
察
とい
った

緊
急
⾞
両
を
主
眼
に
置
い
た
手
順
とな
って
お
り、
支
援
組
織
か
らの
可
搬
設
備
の
受
け
⼊
れ
に

つ
い
て
整
理
して
お
く必
要
が
あ
る
。

防
災
体
制
発
令
以
降
の
出
⼊
管
理
（
社
員
に
よ
る
警
戒
）
の
場
面
を
複
数
回
訓
練
に
お
い
て

確
認
し、
現
⾏
の
手
順
で
対
応
可
能
な
こと
を
確
認
した
。

―
完

41
訓
練
統
制

プ
レ
イヤ
ー

今
回
の
訓
練
で
は
コン
トロ
ー
ラか
ら緊

急
時
対
策
所
に
設
置
され
る
⾃
然
災
害
カメ
ラの
故
障
が

付
与
され
た
。

この
た
め
、復

旧
統
括
は
プ
ラン
ト監

視
統
括
に
中
央
制
御
室
の
⾃
然
災
害
カメ
ラで
確
認
す
る

よ
うに
委
ね
た
が
速
や
か
に
対
応
で
き
な
か
った
。（

プ
ラン
ト監

視
統
括
が
⾃
然
現
象
カメ
ラを
把

握
して
お
らず
、コ
ント
ロー
ラー
か
らも
速
や
か
に
追
加
イン
プ
ット
が
⼊
れ
られ
な
か
った
。）

本
要
因
は
、コ
ント
ロー
ラが
リー
ドコ
ント
ロー
ラを
返
さず
、単

体
で
付
与
した
こと
に
よ
る
も
の
で

あ
る
た
め
、対

応
は
付
与
は
リー
ドコ
ント
ロー
ラを
経
由
した
付
与
とす
る
よ
うに
コン
トロ
ー
ラ体

系
を
⾒
直
した
。

ま
た
、付

与
想
定
に
つ
い
て
は
事
前
に
深
堀
す
る
こと
を
関
係
者
に
周
知
した
。

―
完

42
訓
練
統
制

社
内
評
価
者
・視
察
者

ア
クセ
ス
ル
ー
ト通

⾏
不
可
の
た
め
当
該
代
替
注
⽔
活
動
が
実
施
で
き
な
い
想
定
で
訓
練
を
⾏
っ

た
が
、別

の
場
所
で
⾏
った
実
動
訓
練
（
代
替
注
⽔
活
動
）
の
完
了
連
絡
を
区
分
け
せ
ず
訓

練
側
に
⾏
った
こと
か
ら、
情
報
の
⽭
盾
が
⽣
じ、
追
加
イン
プ
ット
が
必
要
とな
った
。

コン
トロ
ー
ラの
対
応
に
つ
い
て
発
⽣
事
象
を
周
知
した
。

各
種
訓
練
を
通
じて
コン
トロ
ー
ラの
習
熟
を
図
って
い
る
。

―
完
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指
標
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訓
練
に
お
け
る
気
付
き
事
項
等

対
応
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実
施
時
期
目
標

ス
テ
ー
タス

43
訓
練
統
制

社
内
評
価
者
・視
察
者

⼀
部
の
リー
ドコ
ント
ロー
ラが
コン
トロ
ー
ラブ
ー
ス
か
ら離

れ
て
対
応
した
等
、コ
ント
ロー
ル
状
況

の
把
握
、追

加
イン
プ
ット
検
討
に
時
間
を
要
した
り、
混
乱
を
⽣
じた
りし
た
。

リー
ドコ
ント
ロー
ラに
よ
る
追
加
イン
プ
ット
の
検
討
に
時
間
を
要
した
こと
で
発
⽣
した
気
づ
き
で
あ

る
。
リー
ドコ
ント
ロー
ラ4
名
が
意
思
疎
通
の
で
き
る
範
囲
内
で
活
動
す
る
よ
う訓

練
時
の
コン
トロ
ー

ル
体
制
を
⾒
直
した
。

―
完

44
訓
練
統
制

社
内
評
価
者
・視
察
者

FL
SR
出
⼝
圧
⼒
計
不
調
状
態
に
お
け
る
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
注
⽔
機
能
健
全
性
の
確
認
に
つ
い
て
、

緊
急
時
対
策
本
部
か
らプ
レ
イヤ
ー
に
検
討
指
示
が
あ
った
が
、コ
ント
ロー
ラと
して
臨
機
応
変
な

追
加
の
状
況
付
与
が
で
き
て
い
な
か
った
。

リー
ドコ
ント
ロー
ラに
よ
る
追
加
イン
プ
ット
の
検
討
に
時
間
を
要
した
こと
で
発
⽣
した
気
づ
き
で
あ

る
。
リー
ドコ
ント
ロー
ラ4
名
が
意
思
疎
通
の
で
き
る
範
囲
内
で
活
動
す
る
よ
う訓

練
時
の
コン
トロ
ー

ル
体
制
を
⾒
直
した
。

―
完
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No
.

指
標

項
目

訓
練

に
お

け
る

気
付

き事
項

等
対

応
結

果
実

施
時

期
目

標
ス

テ
ー

タス

1
指

標
１

指
標

３
本

社
アン

ケ
ー

ト
Gr

⻑
や

Gr
⻑

補
佐

か
ら離

れ
た

位
置

に
模

擬
SP

DS
が

設
置

され
て

お
り、

常
に

確
認

す
る

こと
が

難
し

か
った

。
模

擬
SP

DS
及

び
モニ

ター
の

位
置

を変
更

した
。

―
完

2
指

標
３

本
社

アン
ケ

ー
ト

情
報

管
理

Gr
専

用
の

コピ
ー

機
に

つ
い

て
、コ

ピー
を続

け
て

い
る

と印
刷

が
掠

れ
た

り不
鮮

明
に

な
る

不
具

合
が

あ
った

。
イン

ク切
れ

に
よる

も
の

か
機

器
の

不
具

合
か

確
認

す
る

。機
器

の
不

具
合

で
あ

れ
ば

修
理

す
る

。
（

事
務

局
で

確
認

した
が

、不
具

合
の

再
現

性
は

確
認

され
な

か
った

。）
―

完

3
指

標
１

本
社

アン
ケ

ー
ト

発
電

所
の

発
話

が
聞

き取
りづ

らく
、W

Bに
情

報
をま

とめ
る

際
に

支
障

が
あ

った
。

イヤ
ホ

ンか
ら常

に
発

電
所

の
⾳

声
が

聞
け

る
よう

に
、ワ

イヤ
レス

ガ
イド

シ
ス

テ
ム

を導
⼊

した
。

―
完

4
指

標
１

指
標

３
本

社
アン

ケ
ー

ト
技

術
班

⻑
か

ら、
常

に
発

電
所

の
⾳

声
が

聞
け

る
よう

に
要

望
が

あ
った

。
イヤ

ホ
ンか

ら常
に

発
電

所
の

⾳
声

が
聞

け
る

よう
に

、ワ
イヤ

レス
ガ

イド
シ

ス
テ

ム
を導

⼊
した

。
―

完

5
指

標
１

本
社

アン
ケ

ー
ト

緊
急

情
報

や
ブリ

ー
フィ

ング
時

は
発

電
所

の
⾳

声
を優

先
して

流
す

よう
に

して
い

る
が

、そ
の

他
の

発
話

に
つ

い
て

も
優

先
順

位
と対

処
を明

確
に

した
方

が
良

い
。

・戦
略

会
議

の
優

先
度

は
どう

な
の

か
。

・緊
急

情
報

等
が

⼊
った

とき
は

、本
社

側
が

発
言

中
で

も
マイ

クを
オ

フに
して

良
い

の
か

。
等

総
本

部
内

の
発

話
ル

ー
ル

（
ブリ

ー
フィ

ング
ル

ー
ル

）
を設

け
た

。
また

、緊
急

情
報

の
例

を明
確

に
した

。
―

完

6
指

標
１

指
標

４
本

社
アン

ケ
ー

ト
GE

22
判

断
を速

や
か

に
⾏

うよ
う、

発
電

所
へ

促
した

総
本

部
の

対
応

は
極

め
て

良
好

な
フォ

ロー
だ

った
と思

い
ます

。
－

（
良

好
事

例
、対

応
無

し）
―

―

7
指

標
１

本
社

アン
ケ

ー
ト

・総
本

部
内

で
の

情
報

共
有

が
不

⾜
して

い
る

と感
じる

。紙
資

料
の

配
布

を取
りや

め
た

こと
も

あ
る

の
で

。
例

え
ば

、プ
ラン

トに
対

す
る

今
後

の
対

応
方

針
（

注
⽔

等
の

戦
略

）
（

従
前

は
CO

P－
Cが

配
布

され
て

い
た

）
を書

画
装

置
で

共
有

す
る

とか
。S

E,
GE

へ
の

移
⾏

を書
画

装
置

で
共

有
す

る
とか

（
口

頭
の

み
で

は
、印

象
が

薄
い

）

CO
Pお

よび
通

報
⽂

登
録

フォ
ル

ダを
共

有
した

。
―

完

10
指

標
３

本
社

アン
ケ

ー
ト

⼟
⽯

流
が

発
生

した
際

、⼟
⽯

流
危

険
区

域
が

明
⽰

して
あ

る
資

料
が

備
付

資
料

に
な

か
った

。
アク

セ
ス

ル
ー

ト、
保

管
エリ

アが
明

⽰
した

資
料

に
⼟

⽯
流

危
険

区
域

を明
⽰

した
資

料
を明

⽰
した

資
料

を備
付

資
料

に
追

加
した

。
―

完

11
指

標
２

指
標

３
本

社
アン

ケ
ー

ト
今

回
CO

P-
Aを

⾒
直

した
た

め
、設

備
故

障
原

因
をC

O
Pに

記
載

せ
ず

、⼿
書

きメ
モで

ER
Cと

共
有

し
た

が
、E

RC
側

に
記

録
とし

て
残

らな
い

とい
う課

題
が

明
らか

に
な

った
。

トリ
ップ

原
因

とな
る

警
報

等
は

⼿
書

きメ
モに

よる
共

有
で

問
題

な
い

が
、必

要
に

より
、F

AX
に

て
送

付
す

る
旨

を⼿
順

書
で

定
め

て
い

る
た

め
、あ

らた
め

て
、内

容
を周

知
す

る
。

―
完

12
指

標
２

本
社

アン
ケ

ー
ト

ER
C対

応
用

に
緊

急
情

報
を⼿

書
きメ

モと
し、

ER
Cと

共
有

した
が

、発
電

所
本

部
卓

で
の

発
話

内
容

とチ
ャッ

ト内
容

で
異

な
る

も
の

が
あ

った
。

発
電

所
本

部
発

話
を元

に
、⼿

書
きメ

モの
作

成
す

る
。（

緊
急

情
報

の
即

応
性

の
観

点
）

発
電

所
本

部
発

話
と、

チ
ャッ

ト内
容

に
異

な
る

部
分

が
あ

った
際

は
、発

電
所

担
当

部
署

（
チ

ャッ
ト

⼊
⼒

箇
所

）
へ

確
認

す
る

。
⇒

上
記

の
旨

を周
知

す
る

。

―
完

13
指

標
１

指
標

３
本

社
アン

ケ
ー

ト
補

佐
③

（
緊

急
情

報
⼿

書
きメ

モ）
が

CP
②

側
に

居
た

た
め

、メ
モの

や
り取

りが
難

しい
事

、今
回

の
訓

練
の

よう
に

発
生

事
象

が
多

い
と１

⼈
で

は
対

応
が

難
しい

と感
じた

。

緊
急

情
報

に
つ

い
て

は
、C

P①
に

拘
らず

、発
話

して
い

な
い

CP
へ

渡
す

。
緊

急
情

報
が

多
い

場
合

は
、補

佐
②

に
援

助
を頼

む
。

⇒
上

記
の

旨
を周

知
す

る
。

―
完

14
指

標
４

本
社

アン
ケ

ー
ト

10
条

確
認

会
議

、1
5条

認
定

会
議

に
つ

い
て

、速
や

か
に

対
応

は
出

来
た

が
、E

RC
か

ら発
話

前
に

事
象

等
を説

明
を始

め
て

しま
った

。
10

条
確

認
会

議
、1

5条
認

定
会

議
の

流
れ

に
つ

い
て

教
育

資
料

へ
反

映
済

み
。

⇒
上

記
の

旨
を周

知
す

る
。

―
完

15
指

標
３

本
社

アン
ケ

ー
ト

ER
C-

CP
に

は
FA

X,
CO

P、
説

明
に

用
い

る
備

付
資

料
、⼿

書
きメ

モ等
多

くの
紙

が
配

布
され

る
が

、説
明

済
の

資
料

と説
明

して
い

な
い

資
料

が
混

じっ
て

しま
い

、説
明

資
料

を確
認

す
る

の
に

時
間

を要
した

。
ER

Cに
対

し説
明

済
の

資
料

を識
別

で
きる

よう
資

料
お

き箱
を設

置
した

。
―

完

16
指

標
２

本
社

アン
ケ

ー
ト

　以
下

、「
補

佐
③

」目
線

で
気

に
な

った
点

を記
載

しま
す

。
　w

or
d資

料
の

「2
02

21
10

1̲
ER

C対
応

室
に

係
る

各
役

割
.d

oc
x」

上
で

は
、今

回
の

訓
練

は
「E

RC
総

括
」が

緊
急

情
報

等
の

周
知

をし
、「

補
佐

③
」は

緊
急

情
報

等
の

内
容

の
メモ

を
「C

P①
」へ

渡
す

。と
い

う役
割

に
被

りが
あ

り、
メモ

を
渡

す
べ

きか
判

断
に

悩
む

場
⾯

が
あ

りま
した

。（
「C

P①
」「

CP
②

」が
「E

RC
総

括
」の

口
頭

周
知

をそ
の

まま
ER

Cへ
伝

え
る

場
⾯

と伝
え

な
い

場
⾯

も
あ

った
た

め
、緊

急
情

報
の

⼿
書

きメ
モが

必
要

か
よく

わ
か

らな
い

とき
が

あ
りま

した
。）

　ま
た

、メ
モは

「C
P①

」に
渡

す
よう

に
な

って
い

ます
が

渋
滞

が
生

じて
い

る
場

⾯
が

あ
った

た
め

、「
CP

②
」

へ
渡

す
とき

も
あ

りま
した

。
　「

プラ
ント

関
係

取
りま

とめ
」で

も
メモ

書
きを

記
載

して
「C

P①
」に

渡
す

場
⾯

が
あ

り、
「補

佐
③

」又
は

「プ
ラン

ト関
係

取
りま

とめ
」の

どち
らか

が
席

まで
⾏

きど
の

情
報

を渡
した

か
確

認
す

る
状

況
が

あ
りま

し
た

。

⼿
順

書
どお

り、
迷

わ
ず

に
、C

Pへ
渡

して
くだ

さい
。

また
、C

P①
が

忙
しい

場
合

に
は

、C
P②

へ
渡

す
な

どの
臨

機
の

対
応

も
考

え
れ

ます
。

―
完

192

20
22
年
総
合
防
災
訓
練
気
付
き
事
項
一
覧
（
本
社
）



No
.

指
標

項
目

訓
練

に
お

け
る

気
付

き事
項

等
対

応
結

果
実

施
時

期
目

標
ス

テ
ー

タス

17
指

標
６

本
社

アン
ケ

ー
ト

シ
ナ

リオ
に

つ
い

て
。

大
量

送
⽔

⾞
の

準
備

作
業

に
お

い
て

、準
備

作
業

を進
め

て
い

た
所

、３
号

Ｌ
Ｏ

Ｔ
南

側
三

差
路

の
窪

み
発

生
（

要
員

と普
通

⾞
は

通
⾏

可
能

）
に

よっ
て

、一
矢

の
⼟

砂
撤

去
作

業
も

あ
り、

準
備

作
業

が
出

来
な

い
た

め
作

業
完

了
時

間
が

「未
定

」な
って

い
た

。
しか

し、
大

量
送

⽔
⾞

の
配

置
箇

所
は

輪
⾕

貯
⽔

槽
（

⻄
）

で
あ

り、
上

記
の

通
⾏

不
能

に
は

影
響

が
な

い
。

また
、上

記
の

通
⾏

不
能

箇
所

に
影

響
が

あ
る

ホ
ー

ス
展

張
作

業
に

つ
い

て
も

、⼈
⼒

に
よる

ホ
ー

ス
展

張
は

可
能

で
あ

る
こと

か
ら、

作
業

時
間

の
遅

延
は

考
え

られ
る

が
中

止
に

は
な

らな
い

と考
え

る
。

また
、三

差
路

窪
み

発
生

も
大

量
送

⽔
⾞

に
よる

対
応

が
あ

る
程

度
進

ん
だ

所
で

発
生

した
事

象
で

あ
り、

ホ
ー

ス
展

張
⾞

は
既

に
15

m
盤

周
辺

に
移

動
して

い
る

は
ず

で
あ

り、
作

業
に

支
障

は
な

い
と考

え
る

。

左
記

の
状

況
で

は
、時

間
の

⾒
積

も
りが

で
きた

も
の

と考
え

る
が

、「
未

定
」「

未
着

⼿
」と

い
った

⼊
⼒

を許
容

して
い

た
た

め
、保

守
的

に
記

載
して

い
た

も
の

。
現

場
状

況
に

よっ
て

は
、⾒

通
せ

な
い

も
の

も
あ

る
が

、基
本

的
に

は
作

業
時

間
は

記
載

す
る

こと
とし

、
記

載
出

来
な

い
場

合
で

も
、「

作
業

着
⼿

後
、●

時
間

」と
い

った
形

で
、可

能
な

限
り分

か
る

よう
に

す
る

。

―
完

18
指

標
１

本
社

アン
ケ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

操
作

は
1,

2回
の

訓
練

で
は

習
熟

が
難

しく
，

訓
練

本
番

で
初

め
て

の
操

作
を要

求
され

た
（

ER
C室

との
画

⾯
接

続
や

⾳
声

共
有

な
ど）

こと
も

あ
り混

乱
した

。

通
常

、A
Vシ

ス
テ

ム
の

接
続

設
定

を変
更

す
る

こと
は

あ
りま

せ
ん

。（
発

話
マイ

クを
切

る
くら

い
）

しか
しな

が
ら、

シ
ス

テ
ム

操
作

を⾏
う担

当
者

も
あ

る
程

度
固

定
し，

複
数

回
連

続
して

訓
練

に
参

加
させ

る
こと

で
操

作
習

熟
を図

る
こと

とし
ます

。
―

完

19
指

標
１

本
社

アン
ケ

ー
ト

CO
Pの

紙
配

布
を一

部
の

班
以

外
は

や
め

た
こと

に
よっ

て
、班

⻑
や

Gr
⻑

の
席

で
は

大
型

表
⽰

画
⾯

で
表

⽰
され

て
い

る
も

の
を⾒

る
しか

な
か

った
が

、よ
く⾒

え
な

か
った

り自
分

の
⾒

た
い

CO
Pを

⾒
る

こと
が

で
きな

か
った

た
め

、適
宜

自
Gｒ

の
とこ

ろ
に

⾏
く必

要
が

あ
った

。

紙
配

布
は

不
要

だ
が

、更
新

して
い

る
デ

ー
タの

登
録

先
を共

有
して

も
らっ

て
、自

席
PC

で
閲

覧
で

き
る

よう
に

して
も

らえ
な

い
か

。
⇒

通
報

⽂
、C

O
Pに

つ
い

て
は

、T
ドラ

イブ
に

登
録

す
る

よう
に

して
い

る
た

め
、訓

練
前

に
周

知
す

る
。

[通
報

⽂
・C

O
P登

録
先

]
―

完

20
指

標
８

本
社

アン
ケ

ー
ト

模
擬

記
者

訓
練

に
つ

い
て

、原
⼦

⼒
側

は
記

者
対

応
等

慣
れ

て
い

な
い

為
、担

当
に

も
う一

⼈
原

⼦
⼒

の
⼈

を技
術

的
フォ

ロー
とし

て
付

け
た

方
が

良
い

の
で

は
と感

じた
。会

⾒
は

2⼈
で

対
応

して
い

た
が

、原
⼦

⼒
で

は
な

い
方

で
は

フォ
ロー

が
で

きて
お

らず
（

事
象

の
整

理
内

容
だ

け
で

は
あ

った
が

、フ
ォロ

ー
難

し
い

︖
）

、マ
ス

コミ
対

応
をも

う少
し強

化
した

方
が

良
い

の
で

は
︖

と感
じた

。（
実

際
は

記
者

役
をし

て
い

た
方

が
、フ

ォロ
ー

に
回

る
と思

い
ます

が
、訓

練
も

その
体

制
で

実
施

した
方

が
良

い
と感

じた
。）

現
⾏

の
対

応
体

制
に

お
い

て
も

、会
⾒

対
応

者
へ

の
情

報
差

し込
み

要
員

とし
て

原
⼦

⼒
の

担
当

者
が

控
え

て
お

り（
ス

ピー
カー

で
は

な
い

）
、マ

ス
コミ

か
らの

質
問

に
対

し即
答

で
きな

い
も

の
に

つ
い

て
は

原
⼦

⼒
の

担
当

者
が

情
報

確
認

の
うえ

、会
⾒

中
に

回
答

を準
備

す
る

こと
とし

て
い

る
。

今
回

の
会

⾒
で

は
、会

⾒
対

応
者

との
事

前
の

情
報

共
有

が
十

分
に

で
きて

い
な

か
った

こと
や

、
チ

ャッ
トシ

ス
テ

ム
上

で
即

座
に

情
報

確
認

が
で

きな
か

った
こと

も
あ

る
た

め
、以

下
の

改
善

策
を実

施
す

る
。

①
会

⾒
対

応
者

に
プレ

ス
資

料
等

を直
接

・随
時

投
⼊

す
る

②
今

回
回

答
に

窮
した

Q
に

つ
い

て
は

、会
⾒

用
想

定
Q

Aと
して

事
前

整
理

す
る

―
完

21
指

標
８

本
社

アン
ケ

ー
ト

報
道

資
料

内
「止

め
る

・冷
や

す
・閉

じ込
め

る
」の

「状
況

欄
」に

喪
失

した
も

の
を記

載
して

い
る

が
、具

体
的

な
状

況
が

分
か

らな
い

。（
す

べ
て

機
能

喪
失

して
い

る
よう

に
⾒

え
る

）
機

能
⾒

込
み

の
あ

る
も

の
や

今
後

の
対

応
方

針
な

どを
可

能
な

範
囲

で
記

載
す

る
。

また
、不

明
な

箇
所

が
あ

れ
ば

、原
⼦

⼒
関

係
班

（
情

報
管

理
Gr

）
へ

確
認

す
る

。
―

完

22
指

標
８

本
社

アン
ケ

ー
ト

CO
Pで

プラ
ント

状
況

は
分

か
る

も
の

の
、原

因
や

詳
細

まで
把

握
しよ

うと
思

うと
ツー

ル
が

チ
ャッ

トシ
ス

テ
ム

しか
な

い
が

、チ
ャッ

トシ
ス

テ
ム

も
事

細
か

に
記

載
され

て
お

らず
（

個
⼈

に
よっ

て
バ

ラバ
ラ）

結
局

原
因

が
分

か
らな

い
。

記
者

会
⾒

中
に

記
者

か
ら質

問
が

あ
った

際
に

、事
務

局
側

で
即

座
に

原
因

等
を確

認
す

る
こと

が
で

き
ず

、回
答

で
きな

い
場

⾯
が

多
々

あ
った

。

チ
ャッ

トシ
ス

テ
ム

の
⼊

⼒
方

法
の

徹
底

を事
務

局
を通

じて
各

班
に

依
頼

す
る

。
また

、今
回

回
答

に
窮

した
Q

に
つ

い
て

は
、会

⾒
用

想
定

Q
Aと

して
事

前
整

理
す

る
。

―
完

23
指

標
３

本
社

アン
ケ

ー
ト

チ
ャッ

トシ
ス

テ
ム

は
プラ

ント
の

情
報

が
網

羅
的

に
⼊

⼒
され

る
が

、記
者

か
らピ

ンポ
イン

トで
質

問
を受

け
た

とき
に

、ど
こに

情
報

が
載

って
い

る
の

か
分

か
りづ

らい
。

No
.2

2と
同

様
。

―
完

24
指

標
８

本
社

アン
ケ

ー
ト

模
擬

記
者

会
⾒

で
、会

⾒
対

応
者

が
プラ

ント
情

報
の

把
握

が
十

分
に

で
きな

か
った

た
め

、「
後

ほ
ど回

答
」と

す
る

場
⾯

が
多

々
あ

った
。

今
回

の
会

⾒
で

は
、会

⾒
対

応
者

との
事

前
の

情
報

共
有

が
十

分
に

で
きて

い
な

か
った

こと
や

、
チ

ャッ
トシ

ス
テ

ム
上

で
即

座
に

情
報

確
認

が
で

きな
か

った
こと

も
あ

る
た

め
、以

下
の

改
善

策
を実

施
す

る
。

①
会

⾒
対

応
者

に
プレ

ス
資

料
等

を直
接

・随
時

投
⼊

す
る

②
今

回
回

答
に

窮
した

Q
に

つ
い

て
は

、会
⾒

用
想

定
Q

Aと
して

事
前

整
理

す
る

―
完

25
指

標
８

本
社

アン
ケ

ー
ト

プレ
ス

資
料

、Q
Aの

展
開

が
遅

い
た

め
、E

RC
広

報
班

（
模

擬
）

へ
の

情
報

提
供

が
事

後
に

な
って

しま
う。

発
表

資
料

の
FI

X連
絡

か
ら実

発
表

時
間

まで
は

、５
〜

１
０

分
の

リー
ドタ

イム
を必

ず
設

け
る

こと
とす

る
。

―
完

26
指

標
８

本
社

アン
ケ

ー
ト

ER
C広

報
リエ

ゾ
ンに

送
付

され
た

プレ
ス

資
料

に
つ

い
て

、ど
れ

が
FI

X版
で

、ど
れ

が
案

な
の

か
分

か
りづ

ら
く、

確
認

す
る

⼿
間

が
発

生
した

。

ER
Cへ

の
情

報
提

供
は

、F
IX

版
で

⾏
って

い
る

こと
か

ら、
案

段
階

の
資

料
の

送
付

は
取

りや
め

る
。

メー
ル

配
信

す
る

場
合

は
、メ

ー
ル

件
名

、本
⽂

、添
付

資
料

内
、添

付
資

料
タイ

トル
等

に
つ

い
て

、
ドラ

フト
か

FI
Xか

の
ス

テ
ー

タス
が

わ
か

る
よう

に
して

お
く。

―
完

193
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No
.

指
標

項
目

訓
練

に
お

け
る

気
付

き事
項

等
対

応
結

果
実

施
時

期
目

標
ス

テ
ー

タス

27
指

標
８

本
社

アン
ケ

ー
ト

ル
ー

マー
情

報
や

会
⾒

の
様

⼦
な

ど、
資

料
を伴

わ
な

い
情

報
に

つ
い

て
総

本
部

か
ら口

頭
で

連
絡

を受
け

、E
RC

広
報

班
（

模
擬

）
に

情
報

提
供

して
い

る
が

、聞
き漏

らし
の

リス
クや

メモ
取

りの
⼿

間
が

発
生

す
る

。

広
報

が
対

外
的

に
発

信
した

内
容

の
共

有
に

つ
い

て
は

、メ
モ書

きの
メー

ル
・F

AX
連

絡
な

ども
併

用
す

る
。

―
完

28
指

標
６

本
社

アン
ケ

ー
ト

記
者

会
⾒

時
に

シ
ナ

リオ
が

苛
酷

に
進

展
しす

ぎ
て

い
る

た
め

、会
⾒

対
応

時
点

で
は

、も
は

や
⼿

の
打

ち
よ

うの
な

い
状

況
に

な
って

しま
って

い
る

よう
な

状
況

に
⾒

受
け

られ
た

。
１

F事
故

を踏
まえ

た
様

々
な

SA
対

策
を⾏

って
い

る
こと

か
ら、

本
来

で
あ

れ
ば

も
う少

し対
応

の
余

地
が

あ
る

説
明

が
で

きる
は

ず
だ

が
、対

応
で

きる
対

策
が

ほ
とん

どつ
ぶ

され
た

状
況

で
あ

り、
記

者
会

⾒
自

体
が

あ
まり

意
味

の
な

い
も

の
に

な
って

しま
う印

象
を受

け
た

。（
謝

罪
会

⾒
が

趣
旨

で
な

い
の

で
あ

れ
ば

）

あ
る

程
度

現
実

的
な

シ
ナ

リオ
を設

定
す

る
等

、実
対

応
上

起
こり

得
る

可
能

性
が

⾼
い

状
況

で
の

訓
練

も
必

要
で

は
な

い
か

。

⇒
防

災
訓

練
は

、シ
ナ

リオ
の

難
度

（
EA

Lの
数

、故
障

機
器

等
）

も
訓

練
評

価
とな

り、
難

易
度

の
⾼

い
訓

練
に

取
り組

む
必

要
が

あ
る

こと
か

ら、
課

題
とは

しな
い

。
一

方
、要

素
訓

練
等

で
は

、そ
の

目
的

に
応

じて
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

こと
か

ら、
その

場
合

の
事

象
想

定
に

つ
い

て
は

、検
討

して
い

きた
い

。

―
完

29
指

標
４

本
社

アン
ケ

ー
ト

EA
Lの

発
出

理
由

に
つ

い
て

、共
有

す
る

仕
組

み
が

必
要

で
は

な
い

か
。

今
回

の
事

象
に

お
い

て
、発

電
所

で
AL

25
、S

E2
5を

一
度

判
断

し、
その

後
取

り消
した

対
応

が
あ

った
が

、そ
の

判
断

理
由

が
不

明
確

で
あ

った
。

ER
C対

応
室

で
は

基
本

的
に

は
発

電
所

の
発

話
を聞

き取
って

ER
Cへ

説
明

して
い

る
が

、理
由

も
添

え
る

必
要

が
あ

る
た

め
、認

識
の

齟
齬

が
無

い
よう

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
今

回
の

AL
25

、S
E2

5関
連

に
つ

い
て

は
理

由
が

不
明

確
だ

った
た

め
、第

一
報

FA
Xを

受
領

して
か

ら先
方

へ
説

明
す

る
こと

とし
た

が
送

付
され

ず
、発

電
所

プラ
ント

監
視

班
お

よび
情

報
管

理
班

へ
電

話
に

て
問

い
合

わ
せ

た
が

、明
確

に
回

答
い

た
だ

け
な

か
った

。

EA
Lの

判
断

理
由

に
つ

い
て

は
、発

電
所

プラ
ント

監
視

班
に

お
い

て
、マ

イク
発

話
を⾏

って
い

ます
の

で
、そ

ち
らを

傾
聴

下
さい

。
理

由
が

不
明

な
場

合
は

、発
電

所
の

プラ
ント

監
視

班
に

問
合

せ
い

た
だ

きた
い

と思
い

ます
が

、今
回

、明
確

に
回

答
をい

た
だ

け
な

か
った

との
こと

で
、こ

の
部

分
に

つ
い

て
は

、プ
ラン

ト監
視

班
と問

い
合

わ
せ

が
あ

る
旨

、お
よび

、回
答

を頂
きた

い
旨

の
認

識
共

有
を図

って
お

りま
す

。

―
完

30
指

標
６

本
社

アン
ケ

ー
ト

今
回

の
シ

ナ
リオ

は
事

象
が

短
時

間
に

多
重

に
発

生
しす

ぎ
て

い
た

気
が

す
る

。
訓

練
の

目
的

とし
て

、E
AL

を多
重

に
発

生
させ

る
こと

も
あ

る
の

か
も

しれ
な

い
が

、戦
略

をし
っか

り検
討

さ
せ

て
ER

Cへ
説

明
・議

論
す

る
こと

も
訓

練
目

的
だ

と思
う。

あ
まり

に
も

多
重

に
事

象
が

進
展

す
る

と対
応

戦
略

を検
討

・実
施

す
る

前
に

次
の

事
象

の
状

況
把

握
で

精
一

杯
に

な
る

と思
う。

また
、E

AL
も

15
個

以
上

発
出

して
お

り、
後

半
は

AL
や

SE
の

扱
い

が
重

視
され

な
くな

って
い

た
と感

じ
た

。

シ
ナ

リオ
検

討
の

際
は

、訓
練

目
的

を考
え

て
検

討
した

い
と思

い
ます

。

⇒
防

災
訓

練
は

、シ
ナ

リオ
の

難
度

（
EA

Lの
数

、故
障

機
器

等
）

も
訓

練
評

価
とな

り、
難

易
度

の
⾼

い
訓

練
に

取
り組

む
必

要
が

あ
る

こと
か

ら、
課

題
とは

しな
い

。
一

方
、要

素
訓

練
等

で
は

、そ
の

目
的

に
応

じて
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

こと
か

ら、
その

場
合

の
事

象
想

定
に

つ
い

て
は

、検
討

して
い

きた
い

。

―
完

31
指

標
１

本
社

アン
ケ

ー
ト

比
較

的
重

要
な

プラ
ント

情
報

を発
電

所
側

が
発

話
して

い
る

際
に

、本
社

側
で

は
ドロ

ー
ンを

使
用

した
外

部
電

源
の

状
況

説
明

が
発

話
され

て
お

り、
発

電
所

側
の

情
報

が
聞

き取
れ

な
か

った
。（

本
社

側
の

⾳
量

が
大

きく
、発

電
所

側
の

⾳
量

が
⼩

さい
の

も
一

因
と考

え
る

）

（
総

本
部

ブリ
ー

フィ
ング

の
運

用
⾒

直
しを

合
わ

せ
て

実
施

す
る

）
発

電
所

側
の

発
話

内
容

に
よっ

て
は

、本
社

側
で

の
発

言
を一

時
中

断
す

る
。

―
完

32
指

標
１

指
標

３
本

社
アン

ケ
ー

ト

多
数

傷
病

者
が

発
生

して
い

た
が

、発
電

所
情

報
連

絡
票

（
⼈

身
災

害
）

の
報

告
が

届
か

な
か

った
。

通
報

⽂
を配

布
して

も
らう

よう
に

変
更

した
が

、⼈
身

災
害

・体
調

不
良

の
情

報
も

配
布

して
欲

しい
。

（
今

回
の

訓
練

で
は

、発
電

所
か

らの
情

報
連

絡
は

な
か

った
の

か
︖

）
また

、チ
ャッ

ト⼊
⼒

と発
電

所
対

策
本

部
内

の
発

話
内

容
との

相
違

も
あ

り混
乱

した
。チ

ャッ
ト⼊

⼒
時

に
は

新
規

情
報

に
加

え
、前

回
報

告
分

の
傷

病
者

情
報

も
合

わ
せ

て
⼊

⼒
す

る
運

用
とし

て
ほ

しい
。な

お
、新

規
情

報
に

アク
セ

ント
をつ

け
て

⼊
⼒

をお
願

い
した

い
。

特
に

多
数

傷
病

者
が

発
生

時
に

は
、発

電
所

で
受

け
⼊

れ
先

が
決

まら
な

い
場

合
に

は
Ｅ

Ｒ
Ｃ

医
療

班
が

さば
い

て
くれ

る
こと

に
な

って
お

り、
傷

病
者

の
情

報
を共

有
す

る
必

要
が

あ
る

。チ
ャッ

ト⼊
⼒

だ
け

で
な

く第
１

報
は

必
ず

作
成

し、
共

有
す

る
よう

に
して

ほ
しい

。

⇒
放

射
線

班
に

も
FA

Xが
配

布
で

きる
よう

に
した

。

―
完

33
指

標
６

本
社

アン
ケ

ー
ト

模
擬

SP
DS

の
M

Pデ
ー

タに
つ

い
て

、降
⾬

状
況

で
あ

った
が

値
が

低
か

った
。

シ
ナ

リオ
検

討
の

際
、気

象
状

況
（

降
⾬

、積
雪

等
）

も
考

慮
し、

指
⽰

値
を検

討
す

る
。

―
完

194



No
.

指
標

項
目

訓
練

に
お

け
る

気
付

き事
項

等
対

応
結

果
実

施
時

期
目

標
ス

テ
ー

タス

34
指

標
９

本
社

アン
ケ

ー
ト

支
援

拠
点

設
営

・運
営

訓
練

は
、訓

練
⼿

順
だ

け
⾒

て
も

全
て

の
作

業
が

網
羅

で
きて

い
な

い
た

め
、こ

れ
を⾒

れ
ば

何
をす

る
か

が
わ

か
る

とい
うわ

か
りや

す
い

⼿
順

に
変

え
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。訓

練
で

は
シ

ナ
リオ

を作
って

や
って

い
る

が
、こ

の
シ

ナ
リオ

に
書

い
て

あ
る

よう
に

や
れ

ば
よい

とい
うこ

とが
わ

か
る

⼿
順

が
整

備
され

て
い

な
い

とい
うこ

と。

「原
⼦

⼒
事

業
所

災
害

対
策

支
援

拠
点

運
営

マニ
ュア

ル
」を

改
訂

す
る

。

⇒
20

23
/7

/3
に

全
体

の
活

動
内

容
を盛

り込
ん

だ
マニ

ュア
ル

に
改

正
済

。
―

完

35
指

標
９

本
社

アン
ケ

ー
ト

支
援

拠
点

設
営

・運
営

訓
練

に
お

い
て

、今
回

の
訓

練
は

比
較

的
気

温
等

気
に

す
る

時
期

で
は

な
い

が
、

夏
場

、冬
場

とな
る

とテ
ント

内
の

温
度

が
気

に
な

る
。従

事
者

が
常

に
テ

ント
内

に
い

る
こと

は
な

い
か

も
し

れ
な

い
が

空
調

や
、暖

炉
等

必
要

。ま
た

、P
C等

の
電

⼦
機

器
は

使
用

温
度

に
も

注
意

が
必

要
と思

う。

支
援

拠
点

に
お

い
て

使
用

す
る

資
材

の
配

備
に

つ
い

て
、検

討
す

る
。

⇒
20

24
年

度
に

予
定

して
い

る
大

型
テ

ント
を購

⼊
す

る
際

に
は

空
調

機
器

も
合

わ
せ

て
購

⼊
す

る
予

定
。

20
23

/3
/3

1
検

討
中

36
指

標
９

本
社

アン
ケ

ー
ト

支
援

拠
点

設
営

・運
営

訓
練

に
お

い
て

、指
定

箇
所

検
査

（
今

回
の

訓
練

で
は

拠
点

⼊
り口

付
近

）
の

後
に

その
場

で
除

染
を実

施
し、

再
検

査
をす

る
こと

に
な

って
い

る
が

、指
定

箇
所

検
査

で
基

準
値

を超
え

た
場

合
に

は
、汚

染
有

⾞
両

とし
て

識
別

の
うえ

、除
染

場
へ

移
動

させ
た

方
が

い
い

と感
じた

。複
数

台
の

⾞
両

を想
定

した
場

合
、待

ち
時

間
の

短
縮

、渋
滞

緩
和

を考
慮

して
、検

査
は

検
査

、除
染

は
除

染
で

分
け

た
方

が
い

い
と思

う。
また

、指
定

箇
所

検
査

後
は

濡
れ

ウエ
ス

に
よる

除
染

の
み

に
統

一
した

ほ
うが

い
い

。（
空

拭
き→

濡
れ

ウ
エス

の
段

階
的

な
除

染
は

不
要

。）
＜

補
⾜

︓
空

拭
きは

実
施

して
お

らず
濡

れ
ウエ

ス
の

み
使

用
＞

「原
⼦

⼒
災

害
時

に
お

け
る

避
難

退
域

時
検

査
及

び
簡

易
除

染
マニ

ュア
ル

（
20

22
.9

.2
8内

閣
府

（
原

⼦
⼒

防
災

担
当

）
、原

⼦
⼒

規
制

庁
）

」」
を参

考
に

訓
練

⼿
順

を変
更

す
る

（
以

下
変

更
（

案
）

）
①

指
定

箇
所

検
査

（
知

井
宮

で
あ

れ
ば

⼊
り口

付
近

）
に

お
い

て
、基

準
値

を超
過

した
場

合
に

は
、除

染
場

へ
⾞

両
を誘

導
す

る
。

②
除

染
場

に
来

た
⾞

両
に

つ
い

て
、詳

細
検

査
を実

施
し、

基
準

値
超

過
箇

所
を特

定
し、

濡
れ

ウエ
ス

等
を用

い
て

除
染

を⾏
う。

③
除

染
後

、再
度

検
査

を実
施

す
る

。（
基

準
値

以
下

とな
る

まで
、②

、③
を2

~
3回

程
度

繰
り

返
す

。）

20
23

/1
1の

訓
練

に
より

左
記

を考
慮

した
動

線
に

て
訓

練
を実

施
す

る
。

20
23

/1
1/

24
検

証
待

ち

37
指

標
９

本
社

アン
ケ

ー
ト

支
援

拠
点

設
営

・運
営

訓
練

に
お

い
て

、支
援

拠
点

要
員

は
不

織
布

ガ
ウン

を着
用

す
る

こと
が

望
まし

い
。

支
援

拠
点

要
員

用
に

、2
02

3/
2不

織
布

ガ
ウン

30
着

購
⼊

済
。

―
完

38
指

標
２

社
外

評
価

一
部

，
情

報
が

断
片

的
な

箇
所

は
⾒

られ
た

が
，

全
般

的
に

情
報

を断
片

的
で

は
な

く，
施

設
全

体
を

俯
瞰

した
説

明
が

で
きて

い
た

。
一

部
断

片
的

な
箇

所
に

つ
い

て
，

具
体

的
に

は
１

回
目

の
地

震
時

に
お

け
る

プラ
ント

へ
の

影
響

に
つ

い
て

，
SF

P漏
え

い
に

係
る

説
明

に
時

間
遅

れ
が

あ
った

。

地
震

発
生

時
等

、多
数

機
器

が
故

障
す

る
場

⾯
に

お
い

て
は

、優
先

す
べ

き情
報

（
止

め
る

、冷
や

す
、閉

じ込
め

る
）

か
ら共

有
して

お
り、

SF
P漏

洩
の

情
報

は
その

中
か

ら、
状

況
を鑑

み
て

、優
先

順
位

が
低

か
った

も
の

で
す

が
、遅

れ
な

が
らも

説
明

は
実

施
して

い
る

こと
か

ら、
大

きな
問

題
は

無
か

った
と考

え
て

い
ます

。

⇒
より

良
い

改
善

へ
の

気
づ

きで
あ

る
た

め
、課

題
とは

しな
い

。

―
完

39
指

標
２

社
外

評
価

【良
好

】
多

くの
情

報
が

輻
輳

す
る

中
で

，
情

報
の

軽
重

の
み

な
らず

，
情

報
の

鮮
度

を意
識

し，
要

点
を絞

った
説

明
が

で
きて

い
た

。
（

良
好

事
例

）
―

完

40
指

標
２

社
外

評
価

部
分

的
に

情
報

提
供

が
後

⼿
に

回
る

箇
所

が
⾒

られ
た

が
，

全
般

的
に

CO
P-

Cを
用

い
て

事
故

収
束

対
応

戦
略

お
よび

事
象

進
展

予
測

に
つ

い
て

，
分

か
りや

す
く説

明
して

い
た

。
部

分
的

に
情

報
提

供
が

後
⼿

に
回

る
箇

所
に

つ
い

て
，

具
体

的
に

は
２

回
目

の
地

震
後

の
CO

P-
3発

⾏
に

時
間

遅
れ

が
⾒

られ
た

。ま
た

，
中

LO
CA

後
の

TA
F予

測
お

よび
炉

心
損

傷
予

測
に

つ
い

て
，

情
報

提
供

が
後

⼿
に

回
る

箇
所

が
⾒

られ
た

。

（
パ

ンチ
リス

ト気
付

き関
連

）
SE

関
連

の
情

報
提

供
も

後
⼿

後
⼿

に
回

って
い

た
こと

を踏
まえ

、情
報

提
供

方
法

の
⾒

直
しに

つ
い

て
、検

討
す

る
。

⇒
CO

P-
Cの

作
成

に
つ

い
て

、本
社

で
も

編
集

で
きる

よう
に

した
。

20
23

/1
1/

24
検

証
待

ち

41
指

標
２

社
外

評
価

部
分

的
に

情
報

提
供

が
後

⼿
に

回
る

箇
所

が
⾒

られ
た

が
，

全
般

的
に

対
応

戦
略

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
，

積
極

的
に

情
報

提
供

を⾏
って

い
た

。
部

分
的

に
情

報
提

供
が

後
⼿

に
回

る
箇

所
に

つ
い

て
，

具
体

的
に

は
対

応
戦

略
の

完
了

時
間

経
過

後
に

NR
Aか

ら進
捗

状
況

の
説

明
を促

され
る

場
⾯

が
散

⾒
され

た
。

（
パ

ンチ
リス

ト気
付

き関
連

）
No

.4
0で

整
理

―
―

42
指

標
２

社
外

評
価

【良
好

】
ER

Cプ
ラン

ト班
か

らの
質

問
事

項
に

つ
い

て
，

W
Bを

用
い

て
適

切
に

管
理

す
る

とと
も

に
，

ER
Cプ

ラン
ト

班
と未

回
答

に
質

問
に

つ
い

て
確

認
を⾏

って
い

た
。

（
良

好
事

例
）

―
―

43
指

標
２

社
外

評
価

ER
Cか

らの
質

問
回

答
の

際
に

は
，

要
点

を簡
潔

に
説

明
した

後
，

補
⾜

説
明

をす
る

こと
が

で
きて

い
た

。
ER

Cへ
の

回
答

後
に

追
加

質
問

を受
け

る
場

合
が

あ
り，

即
座

に
回

答
は

で
きて

い
た

も
の

の
，

ER
Cが

求
め

る
内

容
と事

業
者

が
答

え
る

内
容

に
ミス

マッ
チ

が
あ

る
場

⾯
が

散
⾒

され
た

。

（
パ

ンチ
リス

ト気
付

き関
連

）
ER

Cか
らの

質
問

事
項

に
つ

い
て

は
、別

途
回

答
とし

た
も

の
に

つ
い

て
、ホ

ワイ
トボ

ー
ドに

て
管

理
して

い
る

。
質

問
回

答
に

あ
た

って
は

、E
RC

の
求

め
る

とこ
ろ

が
分

か
らな

け
れ

ば
、質

問
の

意
図

を確
認

す
る

等
さ

せ
て

い
た

だ
きま

す
。

―
完

195



No
.

指
標

項
目

訓
練

に
お

け
る

気
付

き事
項

等
対

応
結

果
実

施
時

期
目

標
ス

テ
ー

タス

44
指

標
４

指
標

５
社

外
評

価

【良
好

】
速

や
か

に
10

条
確

認
／

15
条

認
定

会
議

を開
催

で
きて

い
た

。
10

条
確

認
／

15
条

認
定

会
議

に
お

い
て

，
発

生
事

象
・進

展
予

測
・事

故
収

束
対

応
の

説
明

を適
切

に
実

施
して

い
た

。

（
良

好
事

例
）

―
―

45
指

標
２

社
外

評
価

【良
好

】
発

電
所

より
連

携
され

た
情

報
をE

RC
に

情
報

提
供

で
きて

い
た

。ま
た

、発
話

者
以

外
の

ER
C対

応
ブー

ス
内

の
対

応
者

に
より

、備
付

資
料

で
補

⾜
説

明
を準

備
した

り、
不

⾜
情

報
を問

い
合

わ
せ

た
りす

る
な

ど、
ER

Cに
対

す
る

情
報

収
集

が
で

きて
い

た

（
良

好
事

例
）

―
―

46
指

標
３

社
外

評
価

CO
P-

B等
は

社
内

共
有

の
テ

レビ
画

⾯
で

常
に

表
⽰

され
、そ

れ
を⾒

な
が

ら発
話

され
て

い
た

が
、印

刷
され

た
紙

も
共

有
され

て
い

た
よう

な
の

で
、プ

ラン
トの

全
体

像
をC

O
P-

B等
を用

い
て

ER
Cへ

説
明

す
る

方
法

が
あ

って
も

よか
った

よう
に

感
じた

。
プラ

ント
の

全
体

説
明

の
際

は
、必

要
に

より
CO

P-
Bも

活
用

し、
説

明
を⾏

うよ
うに

しま
す

。
―

完

47
指

標
２

社
外

評
価

全
体

の
状

況
を整

理
した

うえ
で

、重
要

な
情

報
に

注
⼒

して
説

明
した

ほ
うが

良
か

った
よう

に
感

じた
。

（
パ

ンチ
リス

ト気
付

き関
連

）
統

括
班

運
営

マニ
ュア

ル
に

お
い

て
、E

RC
プラ

ント
班

へ
の

説
明

に
係

る
視

点
をま

とめ
て

お
りま

す
。ご

指
摘

を踏
まえ

、教
育

等
の

実
施

、ま
た

訓
練

に
て

経
験

を積
む

な
ど、

重
要

な
情

報
も

含
め

、情
報

共
有

を⾏
って

まい
りま

す
。

―
完

48
指

標
２

社
外

評
価

【良
好

】
発

電
所

より
連

携
され

て
い

る
事

故
進

展
予

測
と準

備
して

い
る

対
策

完
了

との
時

間
の

関
連

に
つ

い
て

説
明

で
きて

い
た

。
（

良
好

事
例

）
―

―

49
指

標
２

指
標

３
社

外
評

価

発
電

所
より

連
携

され
た

CO
P-

Cを
用

い
て

わ
か

りや
す

く説
明

で
きて

い
た

。た
だ

、C
O

P-
Cの

連
携

が
タ

イム
リー

で
な

か
った

り、
戦

略
の

予
定

時
刻

が
未

定
に

更
新

され
た

りす
る

な
ど、

ER
Cへ

の
回

答
に

苦
慮

し
て

い
る

よう
に

⾒
受

け
られ

た
し、

戦
略

の
未

定
に

つ
い

て
は

結
果

的
に

混
乱

を招
くよ

うな
状

況
に

な
って

い
た

よう
に

感
じた

。

CO
P-

Cの
発

出
は

、発
電

所
に

て
ブリ

ー
フィ

ング
実

施
の

都
度

とし
て

お
り、

その
結

果
をC

O
P-

Cに
記

載
し、

今
後

の
戦

略
とし

て
ER

Cへ
共

有
す

る
運

用
とし

て
い

ます
。

今
回

、本
社

側
で

CO
P-

Cの
発

⾏
が

で
きる

よう
な

⾒
直

しを
⾏

うと
とも

に
、C

O
P-

Cに
記

載
す

る
時

間
に

つ
い

て
も

、記
載

方
法

を明
確

化
しま

す
。

20
23

/1
1/

24
検

証
待

ち

50
指

標
２

社
外

評
価

【良
好

】
発

電
所

より
連

携
され

た
情

報
を用

い
て

今
後

の
対

応
戦

略
をE

RC
に

情
報

提
供

で
きて

い
た

。複
数

の
候

補
が

あ
った

SR
Vや

電
源

確
保

に
つ

い
て

は
、対

策
の

進
捗

が
⼆

転
三

転
し、

情
報

が
錯

綜
して

い
た

が
、対

応
ブー

ス
か

らの
問

合
せ

に
より

確
認

しな
が

ら説
明

で
きて

い
た

。

（
良

好
事

例
）

―
―

51
指

標
２

社
外

評
価

発
電

所
より

連
携

され
た

情
報

に
つ

い
て

は
速

や
か

に
情

報
提

供
が

で
きて

い
た

が
、予

定
完

了
時

間
を過

ぎ
た

後
に

、N
RA

より
対

応
戦

略
の

進
捗

に
つ

い
て

問
合

せ
を受

け
る

こと
が

あ
った

（
パ

ンチ
リス

ト気
付

き関
連

）
No

.4
0で

整
理

―
―

52
指

標
２

社
外

評
価

口
頭

で
の

説
明

は
で

きて
い

た
が

、C
O

Pを
書

画
装

置
に

写
した

説
明

も
併

せ
て

⾏
え

ば
、よ

りよ
か

った
と

感
じた

。
説

明
時

に
は

、各
種

CO
Pを

活
用

し、
説

明
す

る
よう

に
い

た
しま

す
。

―
完

53
指

標
２

社
外

評
価

【良
好

】
プラ

ント
状

況
，

戦
略

の
進

捗
状

況
に

変
化

が
あ

った
場

合
に

、⼿
書

きメ
モや

口
頭

に
よる

情
報

共
有

は
速

や
か

に
実

施
で

きて
い

た
。

（
良

好
事

例
）

―
―

54
指

標
２

指
標

３
社

外
評

価
【良

好
】

初
動

対
応

や
地

震
イベ

ント
の

後
に

プラ
ント

情
報

表
⽰

シ
ス

テ
ム

を用
い

て
説

明
で

きて
い

た
。ま

た
、地

震
時

の
LO

CA
事

象
に

よる
⽔

位
低

下
に

つ
い

て
、ト

レン
ドを

用
い

て
説

明
で

きて
い

た
。

（
良

好
事

例
）

―
―

55
指

標
４

社
外

視
察

者

【良
好

】
初

発
の

GE
判

断
時

、T
SC

に
て

判
断

を躊
躇

す
る

場
⾯

が
⾒

られ
た

が
　即

応
Cよ

りG
Eの

条
件

に
該

当
して

い
る

こと
を迅

速
に

補
⾜

され
て

お
り、

即
応

Cか
らT

SC
をサ

ポ
ー

トす
る

体
制

が
整

って
い

た
。

（
良

好
事

例
）

―
―

56
指

標
１

社
外

視
察

者

即
応

Cで
は

、T
SC

で
の

⾳
声

を常
時

流
して

い
る

が
、即

応
C本

部
で

の
発

話
の

際
も

⾳
量

調
整

は
な

く
（

それ
な

りの
大

きさ
）

、発
話

内
容

が
聞

き取
り難

か
った

。
用

意
され

て
い

た
か

も
しれ

ませ
ん

が
、⾳

量
調

整
時

は
ヘ

ッド
フォ

ン等
に

より
聞

き取
りす

る
こと

で
も

良
い

か
と考

え
ます

。

総
本

部
内

の
発

話
ル

ー
ル

（
ブリ

ー
フィ

ング
ル

ー
ル

）
を設

け
た

。
また

、発
電

所
の

⾳
声

に
つ

い
て

は
、一

部
の

要
員

に
ワイ

ヤ
レス

ガ
イド

シ
ス

テ
ム

を配
布

し、
情

報
⼊

⼿
で

きる
よう

に
対

応
した

。
20

23
/1

1/
24

検
証

待
ち
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No
.

指
標

項
目

訓
練

に
お

け
る

気
付

き事
項

等
対

応
結

果
実

施
時

期
目

標
ス

テ
ー

タス

57
指

標
２

指
標

３
社

外
視

察
者

ER
C対

応
ブー

ス
で

は
、発

電
所

で
作

成
す

る
CO

P（
戦

略
、対

応
⼿

段
）

をタ
イム

リー
に

確
認

で
きる

た
め

、口
頭

の
み

で
情

報
提

供
す

る
場

⾯
が

⾒
られ

た
。

メモ
等

に
整

理
した

情
報

提
供

を⾏
うと

先
方

の
理

解
も

進
む

も
の

と考
え

ます
。

緊
急

情
報

に
つ

い
て

は
、「

プラ
ント

状
況

等
連

絡
メモ

」を
活

用
して

お
りま

す
。E

RC
対

応
ブー

ス
で

情
報

共
有

す
る

際
は

、当
該

連
絡

メモ
等

を活
用

し、
情

報
提

供
す

る
よう

に
致

しま
す

。
―

完

58
指

標
８

社
外

視
察

者
模

擬
記

者
会

⾒
時

、記
者

か
らの

質
問

に
対

して
“確

認
す

る
”と

回
答

す
る

場
⾯

が
幾

度
か

⾒
られ

た
。

Q
＆

Aを
準

備
して

い
た

と思
わ

れ
ます

が
、会

⾒
用

資
料

に
記

載
され

て
い

な
い

発
電

所
の

事
故

状
況

や
判

断
根

拠
等

の
盛

り込
む

と良
い

と考
え

ます
。

No
.2

4で
整

理
.

―
―

59
指

標
４

指
標

５
社

外
視

察
者

【良
好

】
今

回
の

訓
練

で
は

、昨
年

度
の

反
省

をふ
まえ

迅
速

な
EA

L判
断

を意
識

され
て

い
た

と感
じま

した
。

（
10

条
確

認
会

議
、1

5条
確

認
会

議
の

迅
速

な
開

催
）

（
良

好
事

例
）

―
―

60
指

標
２

社
外

視
察

者

RC
IC

に
よる

注
⽔

中
に

蒸
気

漏
え

い
が

発
生

した
際

、A
L5

3判
断

に
係

る
議

論
が

な
さて

い
た

も
の

の
、

RC
IC

に
よる

注
⽔

状
態

の
報

告
が

な
く、

AN
N

発
生

後
の

プラ
ント

状
態

が
把

握
で

きな
い

まま
とな

って
お

りま
した

。
上

記
は

、E
AL

判
断

に
注

⼒
す

る
あ

まり
、基

本
で

あ
る

プラ
ント

状
態

確
認

が
抜

け
て

しま
った

も
の

と推
測

しま
す

。
緊

急
時

で
も

シ
ス

テ
マチ

ック
な

対
応

が
で

きる
よう

基
本

⾏
動

事
項

を整
理

す
る

こと
で

、確
認

漏
れ

等
が

な
くな

る
か

と存
じま

す
。

プラ
ント

の
説

明
時

に
お

い
て

は
、C

O
P-

Bを
活

用
し、

現
在

、ど
の

よう
な

設
備

状
況

に
な

って
い

る
か

を含
め

、説
明

を⾏
うよ

うに
す

る
。

―
完

61
指

標
１

社
外

視
察

者

総
本

部
内

で
は

、発
電

所
の

発
話

が
常

に
一

定
の

⾳
量

で
ス

ピー
カー

か
ら流

され
て

い
た

た
め

、総
本

部
内

で
の

発
話

と発
電

所
の

発
話

が
錯

綜
し、

発
話

者
さえ

も
わ

か
りに

くか
った

とい
う印

象
で

す
。

サ
ウン

ドコ
ント

ロー
ラが

発
電

所
の

発
話

内
容

に
軽

重
をつ

け
て

ボ
リュ

ー
ム

を絞
る

等
、情

報
の

錯
綜

を防
ぐ対

応
が

必
要

か
と感

じま
した

。

No
.5

6で
整

理
―

―

62
指

標
３

社
外

視
察

者

発
電

所
内

で
も

積
極

的
に

情
報

共
有

が
な

され
て

い
た

反
⾯

、発
話

ル
ー

ル
を逸

脱
（

発
言

者
名

を伝
え

ず
に

発
言

等
）

した
対

応
が

多
か

った
こと

か
ら、

情
報

整
理

が
煩

雑
化

した
印

象
を受

け
まし

た
。

発
電

所
で

は
、体

制
⽴

ち
上

げ
の

際
に

発
話

ル
ー

ル
の

説
明

が
あ

りま
した

が
、形

骸
化

して
い

る
よう

に
も

思
え

まし
た

の
で

、落
ち

着
い

た
対

応
を目

指
す

た
め

に
も

ル
ー

ル
の

徹
底

が
必

要
か

と存
じま

す
。

発
電

所
で

整
理

（
メー

ル
で

共
有

済
）

⇒
基

本
的

な
発

話
ル

ー
ル

に
従

う。
（

●
●

班
より

周
知

・・
・）

―
完

63
指

標
２

社
外

視
察

者

フォ
ネ

テ
ィッ

クコ
ー

ドで
す

が
、発

電
所

内
で

は
採

用
され

て
い

る
も

の
の

、本
店

内
で

は
通

常
呼

称
（

エー
、ビ

ー
）

を使
用

され
て

い
る

場
合

も
あ

り、
統

一
され

て
い

な
い

状
況

で
した

。
通

常
時

か
らフ

ォネ
テ

ィッ
クコ

ー
ドを

採
用

す
る

等
、社

内
ル

ー
ル

の
浸

透
を図

る
こと

も
重

要
か

と考
え

ま
す

。

発
電

所
で

は
フォ

ネ
テ

ィッ
クコ

ー
ドを

使
用

し、
発

話
を⾏

い
ます

。
一

方
、本

社
側

は
事

務
系

の
要

員
も

い
る

こと
か

ら、
統

一
は

⾏
わ

ず
、フ

ォネ
テ

ィッ
クコ

ー
ド一

覧
を配

布
し、

確
認

す
る

こと
に

より
共

通
認

識
を図

る
こと

とし
ます

。
―

完

64
指

標
２

社
外

視
察

者

ER
C室

で
は

、プ
ラン

ト情
報

の
収

集
を壁

側
に

設
置

され
た

2台
の

大
型

デ
ィス

プレ
イか

ら収
集

され
て

い
る

との
こと

で
した

。
これ

に
より

、状
況

把
握

に
時

間
が

か
か

りE
RC

へ
の

報
告

が
遅

い
印

象
を受

け
まし

た
。

ER
C対

応
は

正
確

さも
必

要
で

す
が

、そ
れ

以
上

に
迅

速
性

を求
め

られ
ます

。こ
の

た
め

、発
電

所
の

情
報

班
等

とホ
ット

ライ
ンを

常
時

接
続

し、
全

体
共

有
に

先
ん

じた
情

報
収

集
も

必
要

か
と考

え
ます

。

ER
C対

応
Gr

で
は

、発
電

所
の

情
報

⼊
⼿

を、
「発

電
所

緊
対

所
発

話
（

イヤ
ホ

ン）
」「

時
系

列
」

「E
RS

S/
SP

DS
」「

（
必

要
に

より
）

コン
タク

トパ
ー

ソン
」経

由
で

⼊
⼿

をし
て

お
り、

情
報

の
収

集
に

つ
い

て
は

、先
ん

じた
対

応
は

出
来

て
い

る
と考

え
て

い
る

。
今

回
の

訓
練

で
は

、輻
輳

した
場

⾯
に

お
い

て
、説

明
事

項
が

多
々

あ
った

こと
か

ら、
ER

Cへ
の

情
報

共
有

が
遅

れ
た

も
の

と考
え

て
い

ます
が

、適
時

、速
や

か
な

情
報

⼊
⼿

に
努

め
る

とと
も

に
、⼿

書
きメ

モ、
CO

Pを
活

用
し、

分
か

りや
す

い
情

報
共

有
に

努
め

る
。

―
完

65
指

標
１

本
社

アン
ケ

ー
ト

（
内

部
監

査
部

門
か

らの
気

付
き事

項
）

・Ｎ
Ｗ

部
門

か
らの

系
統

故
障

情
報

が
、損

傷
状

況
が

不
明

な
の

に
最

初
か

ら冗
⻑

気
味

で
あ

る
。

  
事

故
発

生
後

に
原

⼦
⼒

設
備

の
重

要
な

損
傷

状
況

を発
電

所
が

説
明

して
い

る
状

況
に

お
い

て
、系

統
事

故
地

点
の

様
⼦

や
損

傷
した

鉄
塔

の
場

所
等

を割
り込

ん
で

詳
しく

説
明

して
い

る
。

総
本

部
内

の
ブリ

ー
フィ

ング
時

の
運

用
を定

め
る

とと
も

に
、緊

急
情

報
に

つ
い

て
の

例
⽰

を明
確

化
し

まし
た

。
本

内
容

に
従

った
対

応
を⾏

い
、軽

重
を考

え
た

情
報

共
有

を⾏
う。

―
完

66
指

標
１

本
社

アン
ケ

ー
ト

（
内

部
監

査
部

門
か

らの
気

付
き事

項
）

・発
電

所
か

らの
説

明
中

に
、本

社
側

の
直

接
関

係
な

い
割

り込
み

報
告

が
多

数
み

られ
る

。
  

特
に

本
部

⻑
（

発
電

所
⻑

）
等

が
本

社
に

重
要

事
項

を説
明

して
い

る
状

況
に

お
い

て
、割

り込
み

説
明

す
る

事
例

が
幾

つ
か

あ
り。

No
.6

5と
同

様
。

―
―

67
指

標
１

社
外

視
察

者
  

（
送

電
線

の
ドロ

ー
ン映

像
が

映
し出

され
た

際
に

）
隅

の
ブー

ス
で

映
す

程
度

な
ら良

い
が

、発
電

所
の

情
報

確
認

を中
断

して
、こ

の
よう

な
紹

介
をす

る
必

要
性

に
は

疑
問

を感
じる

。
No

.6
5と

同
様

。
―

―

68
指

標
３

指
標

４
本

社
アン

ケ
ー

ト
時

系
列

管
理

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

、⾊
の

ハ
ッチ

ング
をす

る
こと

が
で

きる
が

全
然

活
用

され
て

い
な

い
。

この
た

め
、S

E,
GE

の
発

出
や

、E
RC

か
らの

質
問

事
項

に
つ

い
て

確
認

が
しづ

らい
。

⼊
⼒

内
容

に
⾊

（
ハ

ッチ
ング

）
を付

け
る

こと
が

で
きる

た
め

、例
え

ば
、E

AL
関

係
が

⾚
、E

RC
か

ら
の

質
問

事
項

は
⻘

等
の

⾊
分

け
が

で
きる

よう
に

し、
運

用
を定

め
る

。
な

お
、シ

ス
テ

ム
上

は
⾊

は
５

⾊
で

識
別

で
きる

こと
は

実
施

済
み

。
20

24
/3

/3
1

検
討

中

197



No
.

指
標

項
目

訓
練

に
お

け
る

気
付

き事
項

等
対

応
結

果
実

施
時

期
目

標
ス

テ
ー

タス

69
指

標
３

本
社

アン
ケ

ー
ト

５
階

原
⼦

⼒
災

害
対

策
室

に
各

班
が

参
集

した
際

、各
班

は
AV

シ
ス

テ
ム

の
後

方
に

設
置

して
い

る
ホ

ワ
イド

ボ
ー

ド（
W

B）
に

各
班

の
体

制
確

⽴
に

関
す

る
情

報
（

確
⽴

時
間

、班
⻑

名
、班

員
数

）
を記

載
す

る
運

用
とし

て
い

る
が

、記
⼊

の
た

め
の

渋
滞

が
発

生
し、

無
駄

な
不

稼
働

時
間

が
生

じて
い

る
。ま

た
、

初
動

の
落

ち
着

か
な

い
雰

囲
気

の
中

で
⼈

の
動

きが
多

い
と落

ち
着

か
な

い
雰

囲
気

が
助

⻑
され

て
初

動
の

活
動

に
支

障
が

生
じる

恐
れ

が
あ

る
。

各
班

の
体

制
確

⽴
の

方
法

を⾒
直

した
。

（
各

班
に

W
Bに

記
載

させ
る

の
で

は
な

く、
統

括
班

情
報

管
理

グ
ル

ー
プが

各
班

の
体

制
確

⽴
を口

頭
に

て
確

認
し、

W
Bに

転
記

す
る

運
用

とし
た

。（
東

北
電

⼒
の

良
好

事
例

の
反

映
）

―
完

70
指

標
２

パ
ンチ

リス
ト

C-
M

/C
受

電
失

敗
に

伴
うA

-D
EG

トリ
ップ

、A
-R

HR
停

止
に

つ
い

て
、S

E2
3判

断
に

対
して

30
分

の
電

源
切

り替
え

猶
予

が
あ

る
とい

うこ
とに

つ
い

て
、E

RC
の

方
か

ら問
い

合
わ

せ
る

まで
説

明
が

な
か

った
よう

に
思

う。
自

ら積
極

的
に

発
信

・説
明

す
べ

きだ
った

の
で

は
。

SE
23

判
断

に
関

して
は

、1
0条

確
認

会
議

に
繋

が
る

こと
か

ら、
その

重
要

性
を踏

まえ
、発

話
者

か
らも

積
極

的
に

説
明

を⾏
うと

とも
に

、必
要

に
より

、発
電

所
へ

状
況

を確
認

す
る

等
、対

応
す

べ
き

だ
った

と考
え

る
。

発
話

者
に

対
し、

SE
お

よび
GE

の
判

断
に

係
る

部
分

の
重

要
性

、説
明

の
必

要
性

と、
最

悪
の

事
態

を想
定

した
（

注
⽔

が
止

まっ
た

な
ど）

今
後

の
進

展
予

測
の

必
要

性
に

つ
い

て
、教

育
等

で
意

識
付

け
を⾏

った
。（

EA
Lの

先
読

み
説

明
を含

む
）

―
完

71
指

標
２

パ
ンチ

リス
ト

その
後

の
GT

Gや
M

/C
へ

の
つ

な
ぎ

込
み

対
応

等
の

状
況

に
つ

い
て

も
、そ

れ
が

失
敗

す
れ

ば
それ

で
10

条
事

象
とな

って
しま

うこ
とを

踏
まえ

、も
っと

緊
迫

感
を持

って
、内

容
、頻

度
とも

に
も

っと
丁

寧
に

説
明

・報
告

す
べ

きだ
った

の
で

は
、と

感
じた

。
No

.7
0で

整
理

―
―

72
指

標
２

パ
ンチ

リス
ト

その
後

の
減

圧
に

つ
い

て
は

、注
⽔

へ
の

肝
とな

る
情

報
とな

る
が

、事
業

者
側

か
らの

情
報

発
信

が
少

し
薄

か
った

よう
に

感
じら

れ
た

。
No

.7
0で

整
理

―
―

73
指

標
１

指
標

３
パ

ンチ
リス

ト

CO
Pに

つ
い

て
は

、き
め

細
か

く情
報

提
供

して
頂

くの
は

い
い

こと
で

あ
る

が
、配

布
枚

数
・頻

度
が

多
す

ぎ
、前

回
と何

が
違

って
い

る
の

か
等

が
視

覚
的

に
分

か
りや

す
くな

って
い

な
い

と、
情

報
量

が
多

す
ぎ

、⽂
字

、図
⾯

の
羅

列
状

態
とな

って
しま

い
、せ

っか
く情

報
提

供
して

頂
く意

味
合

い
が

薄
れ

て
しま

って
い

た
よう

に
感

じる
。

CO
Pに

つ
い

て
は

、な
る

べ
く最

新
の

情
報

をタ
イム

リー
に

共
有

す
る

とい
う観

点
で

配
布

して
い

る
た

め
、頻

度
が

多
くな

って
い

る
。

前
回

か
らの

変
更

点
に

つ
い

て
は

、着
⾊

で
識

別
す

る
等

の
対

応
を⾏

う。
―

完

74
指

標
３

パ
ンチ

リス
ト

【良
好

】
CO

P資
料

に
つ

い
て

、資
料

右
肩

に
「中

国
リエ

ゾ
ン－

①
」と

い
うよ

うに
⾚

⽂
字

で
明

記
され

て
お

り、
受

け
取

る
方

とし
て

は
整

理
が

つ
け

や
す

く、
また

説
明

の
際

に
も

どの
資

料
な

の
か

、間
違

わ
ず

に
ス

ム
ー

ス
に

活
用

で
きた

と思
う。

（
良

好
事

例
）

―
―

75
指

標
２

パ
ンチ

リス
ト

後
半

の
、T

AF
到

達
、炉

心
損

傷
の

時
間

に
つ

い
て

、情
報

発
信

が
薄

か
った

よう
に

感
じた

。重
要

な
情

報
とな

る
の

で
、も

う少
し積

極
的

に
発

信
す

る
よう

に
した

方
が

よか
った

の
で

は
な

い
か

。
No

.7
0で

整
理

―
―

76
指

標
１

指
標

３
パ

ンチ
リス

ト
リエ

ゾ
ン配

布
資

料
が

1部
届

い
て

い
な

い
とこ

ろ
が

あ
りま

した
。

慣
れ

な
い

環
境

下
で

大
変

とは
思

い
ます

が
、声

を掛
け

合
って

活
動

い
た

だ
け

れ
ば

と思
い

ます
。

ER
C内

の
席

次
表

を元
に

、資
料

に
つ

い
て

漏
れ

の
内

容
に

配
布

す
る

。
―

完

77
指

標
２

パ
ンチ

リス
ト

設
備

名
称

（
特

に
Ｓ

Ａ
機

器
）

に
つ

い
て

は
、略

称
で

は
な

く⽇
本

語
名

称
で

の
発

話
をお

願
い

した
い

（
毎

回
が

煩
雑

で
あ

れ
ば

最
初

の
発

話
時

に
正

式
名

称
で

発
話

し、
以

降
は

○
○

と発
話

しま
す

、な
ど

とし
て

い
た

だ
け

る
とよ

い
か

と思
い

ます
。）

可
能

な
限

り設
備

名
称

で
発

話
す

る
よう

に
心

が
け

ます
。（

仮
に

略
語

を使
用

す
る

際
は

どの
よう

な
系

統
な

の
か

補
⾜

す
る

等
を⾏

う。
）

また
、今

回
ER

C備
付

資
料

に
CO

P等
で

良
く使

用
す

る
略

語
一

覧
を作

成
し、

掲
載

しま
した

。
―

完
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No
.

指
標

項
目

訓
練

に
お

け
る

気
付

き事
項

等
対

応
結

果
実

施
時

期
目

標
ス

テ
ー

タス

78
指

標
２

パ
ンチ

リス
ト

負
傷

者
情

報
の

追
加

が
な

か
った

。リ
エゾ

ンに
も

情
報

が
きて

い
な

か
った

。
火

災
情

報
が

な
か

った
（

鎮
火

確
認

。）

本
社

で
は

、シ
ナ

リオ
上

の
事

象
進

展
が

早
か

った
（

機
器

故
障

、E
AL

発
出

等
）

こと
か

ら、
情

報
把

握
に

⼿
間

取
り、

結
果

とし
て

、負
傷

者
情

報
が

漏
れ

て
い

た
も

の
と考

え
ます

。
リエ

ゾ
ン経

由
で

情
報

連
携

す
る

旨
を、

周
知

す
る

。
20

23
/1

1/
24

検
証

待
ち
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